ーー ペ 


ーー 


" た 茜 計 


The Journal of the Institute of 
Electrical Communication Engineers of Japan 


E35 年 2 月 FEB. 1960 


, 


計 団 まま 人 電気 通 


The Institute of Electrical Communication Engineers of Japan’ 


本 器 は NTSC 方 式 カ ラー テン ビジ a ョ kz 
機器 の 色 慶 信号 , 交 度 信号 , 1 ・Q 信 号 の 解析 
や 調 刺 ・ 点 検 , な ら び に 各種 テレ ビジ ョ ン 機 
器 そ の 他 一 般 和 機器 の 伝送 系 に お ける 微分 利得 
漁 分 位相 の 測定 を 行う た め に 設計 され た も 
の で あり ます 。 出力 信号 は 直接 , 交 庶 信号 , 
色 庶 信号 , 色 度 信号 (復調 ), 輝度 十 色 度 信 号 
(復調 ), 懲 分 位相 , 微分 利得 の 6 出力 を 選択 し 
て 使用 で きま す 。 特 に 微分 位相 , 微分 利得 の 
i 計 定 に は 送信 と 受信 端 と が 宮 隔 の 場合 で 3.58 
Me の 基準 副 近 送 波 が えら れ な いと き に も 水 品 
晴 近 送 波 発 生 回 踏 を 使用 する こと に より 測定 

か が 容易 に で ます 。 ま た 本 器 の 掃引 出力 で オ 
シロ スコープ を 掃引 す es 平均 階 調 の 変化 が 
明確 に 表示 で きま す 。 な お ぢ お チョッ ン * 回 踏 を 使 
用 し て 基準 レベ ルル を 明確 に 表示 で き , 雑音 プ 
イル タタ 々 も 使用 で きま す 。 


替 


本 器 は テレ レビ ジョン ,。 レー ダー お よび 各 竹 
無線 機器 の 滑 濾 器 の 減 座 曲線 を プラ ウン 管 オ 
ショ ロス ニー ププ と 組合 せ て i 測定 する よう ,。, 特に 
設計 きれ た 掃引 形 発振 器 で あり ます 。 


規 格 

則 波 数 引 囲 1ー220Mc 12 バ ンド 連続 可変 

マー カ 周 波数 0.5 一 240Mc 12 バ ンド 連続 可変 

マー カ 周 濾 数 確度 キ 2% 

掃引 周波 数 巾 1 ユー2 Mc 中 心 周 波数 に 対し 30% 以 上 
2 一 50Mc 中 心 周波 数 に 対し 50% 以 上 
50M ec 以上 中 心 周 波数 に 対し 30M ce 以上 

出 力 電 " 圧 754 1V RMS BRRE 

出力 イン ピー ダン ス 759 

出 力 特 性 各 ペ パン ド +t+0.5dB 以 内 


芝 電 気 株 式 会 社 
| ヌイ 水 エミ 不 
本 社 ・ 工 場 東京 都 世 田谷 区 野沢 町 2 丁目 148 30) 5 11 1 5 


東京 営業 所 東京 都 港 区 芝 新 橋 4 丁 目 4 2 03!)2668-9, 8941° 
人 王子 工場 ・ 大 阪 営 旧 所 ・ 福 岡 営業 所 


| 
F 


3 し 
赴 た 中 
は 6 継 の 
ea i 
ら 通 線 C 高 
| 0 iE 
F 科 生 和 科 欠 1 能 
MM まま ゃ CE 
i 
式 の の ゃ る の 本 
を 多 に 規 線 
採 重 適格 | 
用 電 し に 起 
_ 穫 話 た 準 よ 
も 拠 ち | 
E し ま } 
す 


e 送受 信 摘 の 性 能 を e 補 中 線 の 性 能 
周波 数 細 囲 …………2450 一 2700 Mc 開 - ロロ 
( 外 に 打 合 回 線 を 有 す る) ” FM( 周 波数 変調 ) 
音声 有効 伝送 帯域 ……300 3400%& tit > NY 中 継 
| 基礎 前 群 周 波数 帯域 …12 一 24Kc 語 a I 1 
。 変 嗣 周 0.3—316K 
有 其 確 群 周 波数 帯域 ……60 一 108 Kc 変 員 周波 数 細 囲 16Ke 


60—316 Ke 愛 伴 機 帯 域 幅 -…… 6 Me 
また は 8 一 264 Kc 受信 機 雑 槍 指 数 …12dbj 以 下 } 


“a 


人 


Ets 


(2500Mc 用 SSB-FM 方 式 ) 
ーー る 多重 無線 通信 半 


に 欄 生 壮 盾 人 
重 回 NE | 
軽く て 丈夫 な ポリ エチ レン 2 重 被覆 「 PAsP 


ケー ブル 


住友 電工 o . 

= = LL PE 外部 枝 下 っ 剛 計 

防湿 混和 物 層 店 

EN : 

= i = 

刈 銭 テー プク 絡 
| es 
[ | 7 P PE 内 部 被 弄 
男 入 

紙 絶 筆 心 線 


コル ゲー ト 
軟 ア ルミ テー プ 


PAP と は 
PE 内 部 シー スナ オナ アルミ テ ー プ し ゃ へ い 十 PE 外部 
シー ス の 複合 構造 の シー ス で , 重要 回 線 に 使用 され 
る プラ スチ ッ ク 絶 緑 ケ ー ブ プル の 外部 シー ス に 適し て 
いま す 。 も ちろ ん 直 埋 し て 御 使用 に な れ ま す 。 

PSP と は 
PE 内 部 シー ス 十 鋼 テ ー プ 補強 ( 兼 し ゃ へ い ) 十 
PE 外部 シー ス の 複合 構造 の ター ス で , 直 埋 し て 使 


ーー 才 才 和 i 用 され る プラ スチ ッ ク 絶 紅 ケ ー ブ ル の 外部 シー ス に 
放流 銅 テー 適し て いま す 。 
防湿 混和 物 悦 RA SR と 


PE 内 部 シー スナ アル ミ テ ー プ し ゃ へ い 十 鋼 テ ー プ 
し ゃ へ い (重なり 目 は 連 統 半 回 付 ) +PE 外 部 シー 
ス の 複合 構造 の シー ス で 直 埋 し て 使用 され る 紙 絶 緑 
ケー プル の 外部 シー ス に 適し て いま す 。 


住友 電 無 工業 株 式 童 計 


PE 外部 被 名 


本 社 大 阪 市 此花 区 思 貴 島 南 之 町 太 〇 
表 京 次 煽 い 東欧 閣 都合 夫 す 共 、 芝 一 呈 記 一 
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の 入 人 7 と 一員 作業 に より 
八 区 電 機 の オシ ロス コー プ 
ーー 


一 般 用 か ら 最 高級 まで 、 す ば らし い 
性 能 を 有する オシ ロス コー プ の 


eMO 一 351 型 広帯域 高 性 能 DC~30MC 差 換 前 置 増 巾 器 


RS i ERPS EMP—31 ^ 帯 域 増 巾 用 
感 05 Vem =20V/ en EMP—32 動 増 巾 用 
SE NO 1 6 sec en 2 scc en 003 3 玩 林 槍 
遅延 所 引 時 間 2 gp sec/cm~10m sec Xem EMPー34 高利 得 差 動 増 市 用 
立 り 時 間 0.01gsec eMO—131 型 中 級 汎用 DC-7MC 
外 形 寸 法 320x400X590 KE LE 
重 量 - 35kg 感 度 0.01V / ズ DIV~50V ノ DIV 
掃 引 時 間 lp sec/DIV~20msec /DIV 
立上り 時 間 0.08gpsec 
外 形 十 法 200Xx270x400 ウ mn 
重 量 14kg 


eMO 一 121 型 一 般 普 及 用 1.5 7/s ~1MC 


3 
7 ¢ //' 使用 ブ プ ブラウン管 KPIP 
ーー 2 感 度 50db 以 上 
oe— 括 引 周波 数 10%-100KC 15.75KC/2 


外注: 法 180 xX 240X 330 
7.8kg 


八 欧 電機 株 式 会 社 
本 社 工 場 寺 0 | i 番 地 要 
溝 ィ 7 ロロ 048)2111 -Q0・2121 0 


電話 主 っ 川 (701)1171 =⑤・2151—G 


譜 電 管 


南 社 の 誇 る 大 電力 送信 管 を と を マイ クロ 渋 管 の 技術 が 総 
合 き され て 一 一 一 妨 に マグ ネト ロン の 技術 が 開花 し て い 


ます srs 


N E C a Rs の a 


(27J42) 


(6406/QK 428) 


ep 日 本 電気 株 式 次 訪 


記 


東京 都 港 較 芝 三田 四国 町 2 番地 
電 東 京 (451)1171( 代 ) 5121( 代 ) 5221 ( 代 ) 
支所 営業 所 大阪 ・ 和 札幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 高 松 
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HST TE CS CE 


- 


(2) 電気 的 規格 


間 度 906 以 上 た て 1010 9 以上 
電 圧 A.C.1000~3000V 以 上 
容量 2~20A 
量 0.2~1.0gpgF 
0 IM:C. た て 4.5 
i: 率 1M.C. に k て 20x10-* 


1 単 一 リー ド 端 子 

棒状 リー ド 

管状 リー ド 

高 耐圧 用 10000V10129) 

支持 用 (リー ド 片 便 ) 
多 リ ー ド 端子 (2~14 本 ) 
プラ グ 型 端子 (ST.GT.MT 型 ) 
ボタ ン 型 端子 
円 徐 状 端子 (セミ ラ ツ ク 絶縁 ) 
トラ ンジ スタ ーー 容器 
クリ ズ スズ タ ル 容 器 


No の nhRW OY 


記 


本 
ee 業 CE 
東京 ・ 大 阪 ・ 札 幌 ・ 代 


er 


1 絶縁 抵抗 常温 常 に て 1019 以 上 温度 40°C 


新旧 本 電気 折 蓄 六 訪 


社 大 阪 市 北 区 梅田 2 第 一 生命 ピル 電話 (35)1261( 大 代表 )2890( 直 ) 


電 川 ・ 釧 路 ・ 帯 広 ・ 青 森 ・ 盛 岡 ・ 秋 田 ・ 山 形 ・ 郡 山 ・ 前 
岐 挟 ・ 松 阪 ・ 富 山 ・ 京 都 ・ 鳥 取 ・ 岡山 ・ 松 江 ・ 徳 山 ・ 下 関 "徳島 ・ 新 居 浜 ・ 松 山 ・ 高 知 ・ 小 倉 ・ 大 分 ・ 熊 


EE a sk = 


気密 容器 用 硝子 端子 


ハー メチ ツク シー ル は 新 日 本 電気 株 式 会 社 が 
新た に 生産 を 開始 し た 製品 で 、 電 気 機器 部 品 等 を 
容器 の 中 に 密閉 する 場合 の 江 入 端子 と し て 用 い 
られ る も の で あり ます 。 

ハー メチ ツク シー ル は 外周 が 金属 で 出来 て い 
て 半田 付 等 の 方 法 で 容易 た 容器 に 接続 する と と 
が で きる 様 た な つて お り 、 中 央 の リー ド と の 問 
は 特殊 ガラ ス で 完全 に 絶 終 さ れ て おぉ お り ま す 。 


(1) 性 能 

1 気密 性 真空 着く は 不 活 性 ガス 充填 た 対す る 気密 性 保持 

人 2 絶 性 極め て 高い 絶縁 性 

3 面 熱 性 200°C 以 上 の 温度 差 の 急 熱 急冷 に 耐え 、 上 且 一 55°C 以 下 の 低 温 と も 安全 
4 庫 着 性 高 湿度 に 対し て 性 能 不変 

5 面 久 貸 表面 の 風化 や 変 暫 の 永久 的 絶 無 


(4) 用 
コン デン サー トラ ンス 
リレー コイ ル 

拭 抗 メー ター 
水上 唱 振 動 子 サー モス タツ ト 
トラ フッ ツジ スズ タ ー イ グイ ネイ オード 
冷 齋 機 

真空 容器 

其他 各種 機器 部 品 


ATMNRWRR 


世 回 斗 座 さす 
条 生 誠 > 


加 ™ 詐 3 


和 キ 記 殖 兵 司 5 


= 
- 


を る 玉 誠人 を 沢 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 周 


笑 = 横 浜 ・ 新 潟 甲府 ・ 松 本 ・ 静 岡 ・ 浜 松 ・ 豊 橋 ・ 四 日 市 ・ 4 
本 ・ 鹿 児島 


0 i 


SYMMETRICAL PANDEASS 


Ed 
"STANDARD CRYSTAL FILTERS 


10.7MC SERIES 


AM. . F MSSBAREGEWERS 
DOPPLER RADAR SYSTEMS 


APPLICATIONS -.} Fsk sysTEE 


FIXED CHANNEL RECEIVERS 
SPECTRUM ANALZERS 


CENT E R 
FREQUENCY 


IMPEDANCE 
(NOMINAL) 


10.7 MC 


15 KC 


KC 


IMPEDANCE OHMS CASE SIZE LW.H. 


( INPUT 10K OUTPUT 500K . 25X20X25mm 


MODEL 10- MA MODEL 10M- DC 
ATTENUATION VS. FREQUENCY 10.7MC DISCRIMINATOR 


本 社 及 工場 
。, 東京 事務 所 
大 阪 営業 所 
福岡 党 業 所 


引 
中 
貞 『 信 剛 
a 0 0 +180 10 
FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 


同一 外形 互換 性 を 考え た 10.7 MC 系 列 既 設計 、 高 信頼 性 の 高周波 水上 誤 泊 波 器 
を 御 推 状 い た 
向 、 特 に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御用 命 の 程 御 待ち 申 上 げ て 居り ます 。 


東洋 細谷 和 機 株 式 育 訪 


に 大 や 


神奈 川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番 地 (電話 ) 川崎 (2) 3771~377 9, 276686 
東京 都 千代 田 区 電 ヶ 関 3 丁目 3 番地 鋼 仮 ビル 内 (電話 ) 東 京 (591)1 973, 1974 
大 阪 市 西区 土佐 堀 船町 2.3 番地 大 阪 商 工 ビ ル 内 (電話 ) 土佐 堀 (4 4)4332 
福岡 市 下 土 居 困 3 番地 価 友 ビル 内 .( 電 . 話 ). 福 岡 (3) 2501 
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BRUEL & KIAR 


リ t 誠二 の J 社 


新型 高速 度 レ ベル 記録 器 
(Type 2305 High Speed Level Recorder ) 
聞 『 吾 ロロ 最高 記録 ペン 速度 


最高 値 , 算術 平均 値 , 実効 値 , 
いづ れ も 記 録 で きる 
記 録 紙 
10cm 店 お よび 5ecemHh, 
何れ も 使用 で きる 。 
周波 数 半 園 
10 —200, 000 $4 
D. C. 電 庄 記録 用 に イン バー 
ター 内 蔵 。 
記録 紙 } 送 り 枢 構 
フラ フラ リク ショ ン 型 クラ ッ チ 使用 , 


音 種 ポテ ンー ン ショ メー ター 
型 名 倍 囲 


精 度 記録 紙 セ ッ ト 後 , 記録 紙 を 前 後 

ZR 0001 10—35 mV. Linear 2% of full scale に 移 琴 で きる 。 

ZR 0002 10—110 mV. Linear 2% of full scale 

ZR 0003 10 db. Logarithmic ta.T db 

ZR 0004 25 db. Logarithmic + o0.2 db 

ZR 0005 50 db.. Logarithmic + o.3 db 

ZR 0006 75 db. Logarithmic + 0.5.db 

Rectifier 
Input Input Mech Baloanced "Response” Lower Limiting Potentiometer 
Potentiometer Attenuator Chopper AC-DC Amplifier eR Frequency Limiter db- Range 


Input Peak 


Baloanced Phase Supply 
。 DC Power Sensitive AC Electronic Balonci 
Magnetic Drive System A rnplifier Rectifier_-Amplifier Chopper Network ‘Limiter 


Writing 
Recording Speed 
Paper 


Friction Clutch 


Forward 69 
Reverse 


日 本 総代 理 店 東京 ・ 東 京都 港 区 芝田 村 町 6 丁目 7 番地 


が ; 、 へ 、 TEL ゼ 431)545・4941・5419・7875・8985 
National 松下 規 人 社 
ein 松下 電 名 買 易 株式 会 本 0 よ 暫 市 区 天 析 拉 休 1 明香 


TELI35)6573 1=5・9 8 5 1 ご 4 


i — 


占 咽 攻 団 喘 ・ 賠 ・ 圭 中 ・ 耕 


語族 衛 乾 dt 避 翌 理 華 晶 


oita は 嘩 S 面 1 
CAー 詩 病 き 天 瑞 ぶ 沖 


波形 周波 数 の 分 析 に 
SI_M-10N 型 選 択 レ ベル 測定 器 


本 体 320 x 460 x 400 mm 30 kg 電 湖 320x200x400mm 25kg 


本 器 は , 極め て 急 雌 な 周波 数 選択 特性 を 持っ た 電圧 計 で , 10kc~1,100 kc の 広範 囲 の 

司 波数 に 於 ける 波形 分 析 , 雑音 等 の 周波 数 分 析 , 歪 率 , 通信 装置 に 訟 ける 監視 電流 の 
: レベ ル 測 定 等 を 行う 事 が 出来 る 至極 利用 範囲 の 広い 測定 器 で あり ます . 

この 型 の 外 , 低い 周波 数 の も の も ぁ ありま し で , 広く 御 使用 載 い て お り ま す . 


性 能 
選択 周波 数 範囲 10 ke へ ~1,100 ke レベ ル 測 定 範 囲 +10 dbm>ー70dbm 
10kc~100kc 土 (0.5 kc 寺 1 沙 ) i 流 数 特性 <0kKc~500kc+ldb 
周波 数 選択 確度 10 kc~1,100 kc 上 (5 kc+1 少 ) 癌 波数 特性 j0kce<1,100kc+2db 
入力 イン ピー ダ 10 kc へ ~150 kc 6009,10kQ トム プリ アス レス ポン ス 50db 以上 
ンス 30 kc~1,100 kc 750, 1kN 使 用 電 源 AC100/200V 50/60c/s 
選 所 特 性 
周波 数 範囲 | 
: 10 ke~100 kc | 100ke~1,100 ke 
項 目 J 
BP 要 | 
叶 が 信 +100 c/s, 0.5 db 以内 | 土 500 c/s, 0.5db 以内 
"4 も (|| Zr a ー A cs et Et we ei lm 
択 度 1kc た て 20db 以上 | +3ke そ て 20db 以上 
N 土 5kc に て 80db 以上 | +30 kc に て 80db 以上 


安藤 電気 式 会 社 


Ce 1 nT6 財 TO 
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パル ス 帆 変 復調 方 式 の 
計測 用 


ーーー 


NE 


Se 


2- TPW-3-6L 弄 


この 装置 は PWM 方 式 を 使い 、 波 形 科 
が 少く 、SN 上 比 の 良い こと ょ と が 特長 で す 
エン ドレ ス ・ テ ー プ に は より 各種 の 振動 
現象 な ど を 線 り 返し 観測 する こと が 出 
来 ま す 。 全 装置 は トラ ンジ スタ 化 き され 
変 復調 器 は 、 チ ャ ン ネ ル 毎 に 、 プ ラグ 
に な の てい まず 


i ~ 
i i We tc i Ft Fe ti Wi > 


太 他 に リー ル 使 用 の オシ ロコ ュー ダー TPW-2-6 
や 簡易 型 の オシ ロコ ュー ダー TPW-1-3 型 も あぁ 


= 様 りり ます 
1.25cm 最 大 10m ェ ンド レス テー プ 叉 周波 数 変調 方 式 、 パリ アブ ルリ アァ クタ ンス 
シー LC チャ ン ネ ルル 数 6 方 式 の も の も あり ます 
2 VB EOr 以下 
“ 冊 ES KO 
周波 数 範 還 0~120c/s で 1db 以内 
EE 潜 き 0 グ の SN 比 40 db 
電 大 = 50c/s 叉 は 60c/s 100V 


日 本 の 生ん だ 世界 の マー タク 


」 東京 都 品川 区 北 品 川 6-357( カ タロ グ 量 ) 
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HEWLETT-PACKARD COMPANY 


Palo Alto, California, U.S.A. 


524C Precision Electronic Counter 


Bright, big-number readout 


5 PLUG-IN UNITS INCREASE 
REEXIBIECTY, USEFUENESS 
FOR MANY MEASUREMENTS 


WA 5240 J 


-hp- 525B Frequency Eimer 


-hp- 525A Frequency 
| Converter 


Con'verter 


Frequency 
Converter 


-hp- 526A Video Amplifier. 


aswtms 関 商 事 株 式 


Ng 525A 


Resolution O.1 microseconds 


* With proper plug-ins. 


iO cps to or | re 
(Freq.) 0 cps to 
a ポ (Period} 


0 eps 19 te I MC 
dt Pasod) 


gens to Me いい 生 3 


Ee ed 


Frequency, period 
_ messiurements 


Frequency, period 
measurements 


ES period 
measurements 


; Ertends 524 range 
100 MC; increases 
ts sensitivity 


Extegds S24 ra 524 ane 2 
from 
Pd Dio Rt MG 


{0 cps to 100 MC 


i 


100 MC to 220 MC 


Increases 524 ‘TS 4 で 
sensitivity to » [1 10cpsito 10.1 MC 
0 millivotts s 


ーー ーー 


Measures interval 


psec to 100 days 


Extends range of 1524 
to measure 0,000 
periods _ 


東京 都 千 代田 "区 "福田 " 東 福 田 一 


電話 東京 (866) 


代表 3 


Rb 


前 一 10 


New stabilityー3 parts in 10° short-term 
Direct, instantaneous, automatic readings 
Covers frequencies 10 cps to 220 MC* 
Measures time interval 1 psec to 100 days 
Measures period O cps to 10 KC 


No calculation or complex setup 
Easily used by non-technical personnel 
High sensitivity, impedance, reliability 


Direct reading, no inter- , 
polation; A 
5/10° per ww 


Direct raditg, ne 
Tr sabilivy 


て な Accurscy ticps. 
+ a : Ol vrms 
- input 
Accuracy "3 cps 
stability; 0.2v rms 
min, input 


r “Accuracy same as basic 


counter: 10 my 
min. Input 


tt 0. so ee | } y 


reater ac racy 
iiisd™" 
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EITEL-McCULLOUGH, INC. 


SAN CARLOS, CALIFORNIA 


EIMAC CERAMIC-METAL REFLEX KLYSTRONS 
FOR SEVERE ENVIRONMENT APPLICATIONS 


In modern airborne and missile sys- 
tems, reflex klystrons must be capable 
of maintaining exceptional frequency 
stability under conditions of severe 
shock, vibration and acceleration. 
Eimac's new ruggedized X.and K.Band 
reflex klystrons achieve this stability 
throughan advanced system of stacked.- 
ceramic construction and integral 
brazed ‘dual-cavity’ design. 

Ceramic construction permits inter- 
nal electrodes to be supported on rigid 
concentric cones and allows the entire 
vacuum assembly to be furnace-brazed 
into a single rugged structure,. The 
resonant cavity design consists of a 
fixed-tuned (and hence rugged) inner 


閲 


東京 都 千代 田 区 神田 東 福 田町 1 電話 (866) 代表 3136 


cavity closely coupled through a ce- 
ramic window to a secondary tunable 
cavity outside the vacuum envelope. 
The external cavity is tuned by means 
of a capacitive slug over a minimum 
range of 700-megacycles per tube. 
This advanced design has resulted 
ina series of four exceptionally stable 
reflex klystrons covering the 8500 to 
11,500 megacycle range at a typical 
output power level of 75 milliwatts. 
At vibration levels of 15 to 20G the 
peak-to-peak deviation of these tubes 
is less than 50 kilocycles for any vib- 
rating frequency from 20 to 2000 
cycles per second, with the force 
applied in any plane of the tube, The 


前 


advantage of this low FM noise level 
in local oscillator service is obvious. 
Ceramic construction and the superior 
tube manufacturing techniques it 
makes possible permit tube or seal 
temperatures of 250°C without impair- 
ment of operation, 

For severe environment microwave 
applications investigate the advan. 
tages of Eimac ceramic-metal reflex 
klystrons. 


EITEL-McCULLOUGH, INC. 


ノヽ 


San Carlos « California 


式 会 


Beckm an’) Berkees Division 


盆 々 好評 が 
ベッ クマ ン 妙 婦 避 ん / 
1OMC UNIVERSAL EPUTYMETER 


FEATURES 


FREQUENCY MEASUREMENTS to 10 mc — additional compat- 
ible equipment avoilable to extend coverage to 10 K me. 


SEVEN DIGIT Readout. 


ACCURATE CLOCK SIGNALS from .1 microsecond to 1 second 
available for external use. 


BINARY-CODED OUTPUT information from all DCUs. 


THREE SEPARATE input channels 
A, B, Channels 0-3 mc 
E Channel 20 cps—10 mc 


SIMPLIFIED CONTROLS — operation easily learned by non- 
technical personnel. 


TEN DISTINCT OPERATIONAL MODES in addition to the self 
test facility. 


gg 0.1 MICROSECOND COUNTER RESOLUTION — Time interval 


Model 7 ラ 3 0 measurement from 0.3 asec fo.107 sec. 
DECADE TIME BASE from 10-6 to 1 sec. 


frequency measurements 
up to 12, 000 mc 


SENSITIVITY: 


100mV rms into 50 ohms. 


RANGE OF FUNDAMENTALS GENERATED: 
75 to 150Mc, 7.5 to 15Me. 


HARMONICS AVAILABLE: 
Up through 80th. 


Model 7580 


ペ ベック マン / バ ー ク レイ 社 日 本 総代 理 店 


me 上 東 株 式 会 社 


工業 用 試薬 ・ 輸 出入 ・ 国 内 販売 、 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 1 3 共同 ビル 
® RESISTERD 電 話 (241 6201%27 8206—8. 


Frequency Range 


Frequency Accuracy 


Frequency Dispersion 


Resolution 
Input 
Attenuation 


Synchronization 

Sweep Rate 

Display 

Marker Display 

Marker Differential Accuracy 
Input Power 


Dimensions 


Specifications 


50-100 kmce. 

a. 50-60 kmc. 

b. 60-80 kmc 

¢c, 75-100 kme. 
a.Direct reading dial-10% 
b. Wavemeter- 0. 2%. 
Electronically controlled, 
continuously adijustable 
from 50mc to 500 mc 
per one screen diameter. 
me; 
Waveguide, RG-99/U. 
IF internal: 60 db 

continuously variable. 

60 cps or external. 
5 to 30 cps. 
Tinch flat face tube. 
Vertical pulse on CRI. 
0.1%. 
50 or 60cps 115 volts 
エエ 10 volts. 


Enclosed rack, 69-5/8"x 
23-5/8"x 24; 


日 本 総代 理 店 


丸 六 株 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 大 伝馬 町 2- 
生 大阪 市 西区 凌 下 通 1 一 1 4 春陽 に 
支店 人 金 S 択 市 の 松 き 質 Hi 6 番 地 


661) 2286 代 表 
44 ) 5478 代 表 
3 ) 0554 代 表 


TEL 
TEL 
1 箇 
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PRECISION 
MILILIMICROSECOND 
PASE 
DETECTORS 


TYPE 205B2 | | 
200 MC TO 1000 MC ne a, 


PHASE METERS 
DELAY LINES 


Ultra-Fast Rise Time Delay Lines 


Type 10T Series 
ATTENUATION PER MICROSECOND: Approximately 0.5 db minimu ', 1 db maximum. 
ACCURACY: Delay 土 2%; impedance 士 10% 
MAXIMUM INPUT VOLTAGE: 500 volts for most types. 


D YU ELECTRONICS LAB., INC. 


Formerly 
ADVANCE 249 Terhune Ave., Passaic, N. Jj, 


1lX メ X10 A, ImvV., a 


=R- 80 series 振動 容量 型 電位 計 


役 少 電流 電荷 の 測定 に 


GET IEGSE Oo 


i 
SMAPINE HCE putetetmecrse 


NN 
90 


NN 
4 


i 全 Eh 


es ] 
citi ta 
乾 』 の 
= 微少 電流 の 測定 
1. 核 物 理研 究 , 絶縁 体 の 研究 に お ける 微少 電流 の 測 宗 
= ド だ 2. イオ ン 電 流 , 光電 流 の 測 距 
還 3. その 他 微 少 電流 の 測 江 
大 き な 内 部 抵抗 を も つ 電 源 の 起 電 力 の 測定 
位 1. 半導体 , 物性 研究 に お ける 電位 。 比 抵抗 の 測 閥 , ホー ル 係 数 の 測 閥 
A 2. 表面 電位 の 測 守 
3. 界面 化学 に た お ける 電位 測 空 
H 性 能 
電位 測定 範囲 : 6 レン ジ , full scale 土 1,3, 入力 容量 : 6pF 
10, 30, 100, 300, 1,000 mV レス ポン スタ イム : 2 秒 ~10 秒 
最高 目盛 0.01mV 電 力 : 100V, 50/60 cps, 約 100W 
電流 測定 血 囲 : 9 レン ジ , full scale 許容 電源 電圧 変動 箇 囲 : 100V 土 10V 
$y 1x10-14 A~1X10-6A 形 3 状 の の 
最高 目 感 1<X10-16 A 275(W) x185(h) x170(d) 
入 カ イン ピー ダン ス : メイ スジ プ 
電位 1x1014Q 以上 510(W) x 300(h) x 315(d) 


電流 1X1012Q~1x104Q 


タケ ダダ 理 入 ・ 東 京都 醒 局 区 旭 還 285 . 丁 丘 L (933) 2638・-0586 


高司 波 カー レン ト チヨ ョ ツ パ ー 
DC-AC カー レン ト チョ ツ パ ー 
TCP-562, TCP-57 は 我国 唯一 の 400c/s チョ ッ パ ー で 在 来 の 50~60c/s 用 に 比 


し , アナ ログ コン ピュ ー タ ー や 自動 制御 機構 の 用 途 に だ 於 て その 応 動 速 度 を 閉じ 


上 昇 せ し め る 事 が 出来 ます 。 


型 名 TCP-55 TCP-562 


SPDT 


150 又は 60 c/s 


SPDT 


50V 5mA 100V 0.3A 50V 0.1A 


90% 90% 90% 90% 
(30%~150%) | (30%~150%) | (85%~95%) | (85%~100%) | (80%~120%) 


1aV BAF | 1avV MTF | [Ciav nT 


接触 率 は 御 希望 に より 30~150% 以内 に て 任意 に 調整 し ます 
但 TCP-58 及 TCP-57 を 除く 


高周波 バイ プ ブレー ター 


有 極 型 の 新設 計 に よる 極め て 安定 な る 400c/s パ バイブレータ ー で , 連続 定格 15~30 VA 
寿命 約 500 時 間 に て , セレ シン モー ター その 他 400c/s 電源 用 と し て , 800c/s プレ ー ト 
変調 直流 断続 電源 用 及 小 型 状 電源 用 と し て 好適 で あり ます 。 


*t 人 a 大興 電機 製作 所 


< i a 7181 
laiko 本 社 工場 東京 都 司 川 区 東 中 筐 4 丁 目 1402 番地 電話 08D 7181CK2eaii 


矢板 工場 杭 木 県 矢 板 市 電話 失 板 36.49.63 
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交流 専用 の 高 感度 、 高安 定 度 の 真空 
管 電圧 計 で 、 微少 交 流 電圧 の 測定 に 
最適 の も の で あぁ あり ます 。 
測定 電圧 1mVー~300V, 
ー58dB 十 52dB, : 
フル スケ ー ル の 12 レ ンジ を 計 
i NP atvye 
精 度 土 2%(20%-1Mce) , 
土 5%(10%~-4Mc) ® 
周波 数 特性 10 炎 一 4Me(5% 以 内 ) 
入力 イン ピー ダン ス る 
約 10MQ に 15pF 並 列 ( プ ロー フ ) > 
約 10MQ に 25pF 並 列 ( 本 体 ) 


pe 
PM-18 型 高 感 度 直 
直流 専用 の 高 感度 、 広 範囲 の 微少 電 
圧電 流 計 で あっ て 、 従 来 測定 困難 な 
微少 電圧 、 電 流 を 安定 正確 に 測定 で 
きま す 。 半 導体 、 放 射線 、 そ の 他 の 
関係 に 広い 応用 還 囲 が ちり ます 。 


測定 範囲 
電圧 土 30xVー100V 14 レ ンジ 
電流 土 3 々 KZA 一 100kA 16 レ ンジ 
入力 抵抗 10MQ 
精 度 土 3% (但し 3gkz A 
は 5 の %) 
出 カ ガ カ 7 k9Q に で て で 土 lmA 
土 3kV/H 
音 3kZVP-P 


の の 請 下 Er: 押 東亜 電波 工業 株 式 会 社 


出張 所 市 
一 市 
市 


東 区 淡路 町 3 の 6 船場 ビル ・(23)6547 
昭和 遥 - ウ り 55 日興 電気 商会 内 ・(4)4910 
中 区 還 昌 町 2 の 5 朝日 エレ クト ロン 内 ・(9 )5232 


10 サ イク ル 


i 


ー10 メ ガ 


人 金 ウ イン プリ ッ ジ 回 


6 段 切換 十進法 


読 単 
1Mc に 於 
+ 1% 以 内 
600 オ ー ム 


})db 
| 
自動 電圧 


( 


= 


サ 


路 


75 オ ー ム 
10%—5Mec 0db5 
同軸 ケー プル 75 オ ー ム 
1V RMS 3V p 


20dbx4 


整 装 置 付 


A 


Me 


p 
1 


クル 


切換 


d 


10Me+0.2db 
0 db の 時 最 大 


bx20) 1db ス 


7 


> 


プ 


東京 都 目 黒 区 東町 54 番地 電話 (712) 2971 


木村 高 


波 研究 所 
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出力 電圧 最大 +10V, 
10k9 負荷 に お いて 
入力 電圧 最小 +0.1 &V, 
最大 寺 ImV 
人 力 指示 計 最大 指示 14V.10 kV. 
100 gV.1 mV 4 段 切換 
周波 数 応 動 DC~2c/s 
度 定格 値 の +2% 


N-500 直流 地 幅 恩 利 竹 PO TR 


肢 点 安定 度 0.05 zV/H 以 下 

雑 音 0.05 VM 下 

入力 抵抗 約 20 9 

電 源 AC 100V 50/60 c/s 
約 60 VA 

法 482X222X272 m/m 

約 15 kg 


利 得 40dB, 
2ke~150 Mc の 寺 囲 で 
最大 出力 10V 1000 負 荷 に 対し 
周波 数 特性 
高 域 100Mc 迄 0.5dB 以 内 
150Mc 迄 一 1.5dB 以 内 
低 域 10 kc 迄 一 0.5dB 以 内 
2 ke 迄 一 3dB 以 内 
但し 100 9 電源 より 0.1 gF で 結合 
雑音 指数 10dB 以 下 
遅延 時 間 約 0.014 ps 
立上り 時 間 約 0.005 xs オー バー 
シュ ー ト 殆 ん ど な し 
入出 力 イ ン ピ ー ダ ンス 
各 100 9 , N 型 接 栓 
電 源 AC100V 50/60 c/s 
460 VA 
寸 法 600X410X380 m/m 
重 量 約 51kg 


日 本 電波 株 式 会 社 es 


東京 都 品川 区 東 中 延 四 丁 目 一 四 〇 二 番 地 電話 (781) 7181 ( 代 ) 7155 ( 代 ) ! 


a kd に 3 TKS-124350-D 型 


ーー 正面 図 
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3 
| 
i 
| 
| | 前 面 パ ネル を 開い た と ころ 一 


I 特 徴 
i 出力 電圧 の 可変 範囲 は 完全 に クラ イス トロ ン の 特性 を カバ ー す る 。 
出力 電圧 の 可変 範囲 が 広い の で クラ イス トロ ン に 最適 の 電圧 を 供給 し 最良 の 動作 状態 で 操作 出来 る 。 
ii 安定 度 が 高い 。 
入力 及び 負荷 の 土 10% の 変化 に 対 し 出力 変動 は 
2000V に 於 いて 本 (る VAR 250V に 於 いそ 土 0.05V 
ヒー ター は 直流 点火 安定 度 1% 
ji リッ プル が 極小 で あぁ る 。 
電圧 2000V に 於 いて 3mV (PP—P) 500V に 於 いて lmV (P—P)}) 以下 
これ は 従来 の 電源 の リッ プル (た と えば Polytechnic Type 801A) の 1/10 以 下 で ある 
iv 保護 回 路 が 設け られ て お り 、 万 一 の 故障 の 際 も 人 身 は 勿論 クラ イス トロ ン 発 振 管 を 破損 する 事 が 
な い 。 


I 装置 の 概要 クラ イス トロ ン の 特性 に 応じ 次 の 様 を 種類 の 電源 が 有り ます 
(i) TKS-1SBM. TKS-1lPM. TKS-3R 
これ は 空 胴 電圧 500V 以下 、 リ ペラ ー350V 以下 の クラ イス トロ ン 人 発振 管用 の も の で 、 主 と し て 
2K54A~C, 2K26, 7V40, 2K25, 723A 等 の 10Gce 以下 の 発振 管 を 主要 対象 と し て いま す 
(ii) TKS-24, TKS-35, TKS-50, TKS-24350 
これ は 空 胴 電圧 1600~2500V _ リ ペラ ー 500V 以下 、 グ リッ ト 200V 程度 の クラ イス トロ ン 
を 対象 と し 、 主 と し て 、2K33, R5146, R9521, 35V-10, 50V-10 等 に 使用 され ます 。 
リ ペ ラ 才 子 に は 、A. F.C. 信号 及び 、 変 調 波 、 グ リッ ト に は 変調 波 が それ ぞ れ 重 胃 出来 る よう に 
外部 変調 端子 が 設け られ て いま す 。 変調 端 子 は 
(1 ) 低 周 波 用 DC~15kc -3db (2) ビデ オォ オ 用 DC~5Mc/s -3db 
が 有る 。 変 調 器 を 取付 けた 場合 は 、 変 調 器 ユニ ッ ト か ら 、 同 由 コ ー ド で 、 結合 され ます 。 
(jii) 変調 番 ユ ニッ ト は 、 独 立 し た ユニ ッ ト に な っ て お り 、 低 周波 変調 器 の TMU-5A 及び 、 ビ デオ 
変調 間 の TMU-250V と が 有り 、 パ ネル 面 か ら 、 自 由 に 正弦 波 短 形 波 負 歯 状 波 の 握 択 が 出来 ま 
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g996 ‘OTTT(16Z).6908 (TT6) 電 業 工 野 配 昌 上 ( 吉 ) 甘 / 思 半田 喜 亡 田 サ 十 紅 音 理 
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gt 民 二 N11 々 まま 000'08 在 来 玉 引 毅 路 乙 量 ー 
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uu0 0 2 准 一 埋 昌 9 四半 放 全 zo A 
A000*0& 志 皇 紅 陸 MK 99006'T 薩 普 許 を 溢 ユ ま る まさ 左 嘩 中 店 YR 4 メ いい 
A000'09 吾 宇 喘 較 問 紙 。 S009'I 胃 軍 a る 
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削 癌 中 秘 秦 四 亜 
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凡 ゆ る 機器 の 制御 は 電源 電圧 の 自動 制御 か ら 
専門 メー カー の リコ ー 定 電圧 装置 は 負荷 機器 の 種類 と より 磁気 増幅 型 MR 型 ) 
描 動 変圧 型 (MDR 型 ) 鉄 共振 型 (FR 型 ) の 3 群 に 岐 け 製作 いた し て おぉ お り ます 。 
名 電力 会 社 , 有力 産業 会 社 , 学校 の 現場 或 い は 研究 室 用 の 電源 と し て 多数 御 採 


用 賜り , 絶対 の 信頼 を 頂い て お り ま す 。 

自動 電圧 調整 装置 標準 仕様 
周波 数 出力 電圧 | 負 座 変人 
変化 範 量 | 精 度 | 範 囲 


製作 機 
容 量 
100 VA 


入力 電圧 
変動 範囲 


] 70~120V| _ 


式 応答 時 間 


50 c/s 0 
叉 ハ | 二 1 少 以内 | 
_60c/s | 1 


3 影響 な し 
で 140~ ~240 ph. 


75~120YV| 


0~100 巡 | 即応 
| 


SkVA 
IkVA 


平均 。 


+2% 9 0~100 | 2.5V/ 秒 


' i 
] 3kVA 迄 
| "0.3 培 100 VA 


0~100 学 | 骨 上 0.5 秒 
以内 


46~52 c/s 


30EVA 


1¢ MDR 型 20kVA Et ee eh 
変圧 器 摺 動 型 定 電圧 装置 


日 立 製作 所 田 賀 工場 典 納 入 


スラ イド ・ ト ラン ス の 用 途 は 電気 応用 機器 の 発展 と 多岐 化 と と も な い テ レビ の 電圧 調整 器 
か ら 電 力 , 電機 会 社 の 設備 用 所 広範 囲 に と わた っ て お り ま す 。 

疫 社 で は スラ イド ・ ト ラン ス の 利点 を 御 認 識 願 い 度 く , 日 夜 凡 ゆる 部 品 , 
け , 海外 迄 広く 御 利 用 願っ て お り ま す 。 

現在 用 途 別 た 次 の 型式 の も の を 製作 いた し て お り ま す 。 


機構 の 研究 を 続 


製 作 容量 


ts 100 VA~10 kVA 
3 4 2kVA~30 kVA 


1¢ 100 VA~3 kVA 


用 芝 洪 
操作 ハン ドル が 垂直 に 取付 けら 

れ 据置 の 位置 で 使用 する E 
制御 盤 等 に 直 拍 取 付け て 使用 す 


据置 式 ] 人 


1¢ 4 kVA~10 kVA 


代休 内 部 に 細 込 ん で 使用 する 双 | 
礎 3¢ 1.73~17.3 kVA 


1 『 掛 式 で 


東京 都 北 区 田端 新町 2 一 5 


前 一 22 


3¢40kVA 200V/0~240 V 
リコ ー OS 型 
天 イ ドド トラ ンス 


三菱 電機 (株 ) 殿 納 入 


カタ ログ 資料 
和 急送 申 上 ます 


電話 (807) 0171( 代 


新 製 品 
口 ロ 
0 = =— ™ 
PDE 型 パラ メト ロン 人 励 振 電 源 装 直 
本 装置 は パラ メト ロン を 使っ た 計算 機 、 統 計 機 、 数 値 制 御 装 置 、 自 動 交 換 機 
な ど 、 音 種 装置 の パラ メト ロン を 了 励 振 す る た め の 電 源 装置 か あり ます 。 
特 長 
発振 回 路 及 電圧 増 巾 段 に は トラ ンジ スタ ー を 使用 し て お 画 | 
り ま す の で 、 保 守 調 整 は 簡単 で 消費 電力 も 少な く な っ て お 
り ま す 。 直 流 電 源 回 路 は トラ ンジ スタ ー に よる 安定 化 回 路 
を 採用 し て お り ま す の で 電源 に よる 出力 の 変動 は 極め て 小 鞭 
さく な っ て お り ま す 。 | 
Keying 周波 数 は 固定 型 (F 型 ) で は 御 指 定 の 任意 の 周波 
数 で 設計 致し ます 。 可 変型 (LV, HV 型 ) で は 5 kc 
80kc 迄 2band の 切換 で 連続 可変 に な っ て お り ま す 。 
パネ ル は カー ド 式 プリ ント 配線 を 使用 し 、 プ ラグ ケイ ン 方 
式 を 採用 し て お り ま す 。 装 置 の 標準 型 は 卓上 型 の 筐 体 と な 「 


ング ル を 使用 し て 簡 単に 取り つ ( 和 られ る よう に な っ て いま 


す 。 

規 格 

1 ) 励 振 周 波数 : 2. 00 7 MC/S( 各 相 毎 に 位相 調整 可能 ) 
2) 位相 分 割方 式 : 固定 型 -……… CR 位相 器 


可変 型 -e 移 相 発振 器 
3 ) 各 相 位相 差 : 12 0* 土 5° PDE6O0 型 外観 図 
4) 立 上 り 時 間 : 3~4gS (出力 端子 7 59 終端 ) 
5) Duty ratic : 50% キ +20% 連 続 可変 


吉 竹 の 仕様 は 下 泰 の よう に な っ て お り ま す 。 
| PDE-30 型 PDE-60 型 PDE-90 型 
Sy OSC, 2N219※1| 2N219※x 1| 2N291※1| 2N219x 1 | 2N219x 1| 2N219Xx 1 | 2N219Xx 1 | 2N219X 1 | 2N219X 1 
本 
transister 2N217x7| 2N218 メ X12 し 2N218xa124 2N217x 7| 2N218 X12| 2N218X12| 2N217 メ 7 | 2N218 X12 2N218Xx12 
Keying 指 定 ! 5 一 20Kc| 10~30Kc| 指 定 5 一 20Kec | 10 一 30Kc| 指 室 5~—20Ke | 10~—30Ke 
20~—~50Ke | 30~80Ke 20~—~50Kc | 30—80Kc 20~—50Ke | 30~—80Ke 
frequency , 周波 数 2 band 2band | 周波 数 2 band 2 band 波 数 2 band 2 band 


driver & power 
Amp 2 N219Xx1.HJ76※X 1 2.0219 ベ x1 T7606※ 2 N219Xx1.HJ76X 2、 
6BQ5X 2 SBAQ SXA4A SBQ ot6 


valve,transister 
2N217X2,HJ34※ 2 
2N301A X※X 3 


(1 相当 り ) 
DC. Supply 2N217X2,HJ34X 1 2N217X2,HJ-34X 2 
stabilizer 
transister 2N301A X※ 3 2N301A Xx 3 
0 25W / 75Q2 以上 55W 7 75Q 以上 80W 7 7592 以上 
a 約 2400 ヶ 約 3600 ヶ 


大 井 電 無 株 式 会 詩 


東京 者 計 川 区 五反田 ユー4 29 電話 白金 (44 1)11 7 6( 代 表 ) 


| = 


= 
4 


る 前 一 23 
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MODEL TME-901 


トラ ン ン スグ 電力 利得 測定 叶 


- HH )}} ト ー 4 i 2 中 テ 
本 器 は , Ee “ タ の 電 力 利 生 + 上 昌 定 する も の で あ る 
性 能 i 定 岡 i 上 tx 270S% RK 1000 Ss 
完 振 瑞 渡 数 確 護 3 
利和 竹 補 、 統 団 20db Soib , R! 当る モ 
ーー > 


東京 電波 工業 株 式 会 社 
東京 都 目黒 区 原町 1236 (712) 1906・1907・2434 
支社 大阪 市 北 区 木幡 町 34(36)7 2 2 0 


トラ フン シス ダ タダ 吾 抵 抗 測定 審 


本 測定 器 は トラ ンジ スタ ー に 入力 を 加 れ る こと ぜ ゝ 、 温  \ 
度 を 上 昇 さ せる こと に よ り 熱 抵抗 を 測定 し 、 そ れ に よっ MODEL TMR—703 
その トラ ンジ スタ ー の 許容 損失 を 知る 目的 で 製作 さす † 


1 7 レク ター 電 号 0 10V , 0 100V (PP PP) 2 
2 I ッ ター 電流 0-—100mA, 0 LA 
3 Il eo 沿 室 統 囲 0 AL OO 500k A 
0 5mA, 0 OmA , 4 レン 
4) 恒 音 憧 35*C 一 90*C 問 の 3 点 サー ええ タ 温 鹿 計 付 


5 + 法 ・ 取 量 500x 250x 320 15kg 


本 器 は 各種 コア の 
生 器 で . 電流 励 振 部 は 、, 
電流 励 振 部 か ら な bb. 
ッ プ 回 路 を 有 し て おぉ り , 
の 電流 値 を 独立 に 選定 で きる ょ 
れ だ す 4 種類 の 電流 バ 
ッ チ に は よっ 


路 と クリ 


る 。 選定 き 
ーー | 
われ て 8 きる は や > 
る 


性 


ど が てき 


能 

繰返し 周波 数 

振 巾 

kt 

下 りり 時 問 
EN 


の 試験 研究 用 の 電流 パル ス 発 


Ek 買 の 2 っ の 
ぉ の お ぉ の 2 つの 入力 回 
合計 4 種類 
= a 
肖 
rg 


eR 
a 


任意 の も の を 基準 も し て 遅延 
る 。 


2kc 20k ce 連続 可変 
最大 1 4A 

0.1—1g5S 

0.3—l1gS 


1—10zS 


サ グ お よび オーパ バー シュ ー ト 土 2% 以下 


ダブ プ ブル パル ス ゼ ネ レ ー タ ー プロ グラ ム パ ルス ゼネ レー ター 


MODEL SCP-201 型 


能 (SPG-3 型 ) 


ィ ル ス 中 0.2gp5S —20gkS 

出力 極性 正 及 負 

喘 力 電圧 100022 負荷 一 150V , 

752 負 荷 一 10V, 

立 上 5 時 間 0.07gS 

下り 時 間 0.2 zS 

チク グ 及 び オ ォ オーラ パー シュート 
平均 振 巾 の +5% 以下 

パパ ルス 間隔 0 ~—100gS 

パル ス 線 返し 周波 数 

内 部 1PPS~10000PPS 

外部 1PPS 10000PPS 

正弦 波 に て 5VRMS 以上 て で 可能 

正 10V, 第 1 パル ス の 前 5xS 先行 
50% 振 巾 値 約 1gzS 

100V+5% 50~60CPS 

320x540x350 mm 

約 31kg 

320V A 


康 作 所 


電話 Pe FP 
A 基 は 導 7 


+30V 
征 2V 
出力 波形 


PT A アテ リノ 
i im P 


DELAY ' 


外部 同期 入力 
同期 信号 


外形 寸法 
重 其 
所 要 電 力 


ーー 
( 三 和 無 線 測 器 研 究 所 の パル ス 部 ・ 電子 部 が 以上 の 5 


回 路 部 品 シ リー スズ 。 其 の 11 
= a t+。 21 15358 レー 


箇 1 還 153 号 紀 小 形 絡 志 ち 取 付 方 


概要 従来 電磁 継電器 は , と し て 一 般 通 i ま 5 I!, 監視 

表示 吾 首 拒 糸 人 の 仙 直 光電 洗 い 。 の 使用 範囲 が 拡大 され , 同時 に と これら の 装置 は ます ます 

許 量 化 さ れ て くる 傾向 に じ に あり ます . dt れる 弥 電 器 る 小形 で , し か も 信頼 し うる 

が 必要 に な っ て きま し た . 

富士 153 号 超 小形 継電器 は , と の 要望 に 応え る だ め に つく られ た 151 号 超 小形 絶 電器 を プラ グイ ン = 

作 し た も の で , 他 の いか な る 継電器 より も 小形 で , 従来 の 継電器 に 見 られ な か つた だ た 画 期 的 な 特長 を 

り ま す . 1. 小 形 , 軽量 で 取付 け の 和 容 重 が 小さ い . 2. 完 全 防 鹿 形 で 配線 後に 防 座 カバ パー の 取外し が で き 3 

語 区 面 衝撃 形 で あみ る. 4. 小形 で あみ ある に か か わら ず , 接点 が 多数 の せら ちら れる. 5. 速 動 , 速 復旧 形 で ある . 6. 配 

線 が パネ ル 豪 面 に で き る. 

2. 特長 富士 153 号 下 小形 継電器 の 最大 の 長所 は , 特殊 ソケット 便 用 に よる プラ グイ ン と スタ ッ ド 止 機 柏 の 病 
方 に 使用 で きる と こと で す . と この 場合 スタ ッ ド 止 用 の スタ ッ ド は , プラ グダグダ イン 横 村 の 楽 内 棒 と し て 働く な 
非 閣 に 掴 が 無く プラ グイ ィ イン 機 機 の も の は セッ ト の 装 機 工程 が 単純 化 さ れ , 電 器 本 体 半 田 付 を 行う も 
の より 障害 が 減少 し ます . また , 振動 よ け の バネ を 付け ちら れる と と も 大 き な 特 長 の 一 つ で あぁ あり ます .。 プラ ダグ 
ィ ン の 機 棒 の も の を 振動 の 激しい 場所 に 合用 し た 場合 継電器 が 抜け 落ち な い だ ろ うか , と いう よう な 心配 
は 上 図 に 示す よう な 止め ば ね に より 完全 に 防止 され ます . 

3. 規格 富士 151 号 超 小 型 継電器 及び 153 号 形 は 下 夷 に 示す よう な 優秀 な る 規格 を 有 し で お り ま す . 御 注 文 に 

より 巻 線 フレ ー ム 問 に 常時 100V 以上 の 電圧 が 加 へ られ 得る も の 等 種々 特殊 形 も 製作 いた し ます . 機械 的 麻 

新 に よる 寿命 は 約 3,000 万 回 へ ~5,000 万 回 で あぁ あり ます が , 接点 に 負荷 を 加え た 場合 の 寿命 は 負荷 の 性 質 , 電 

圧 , 電流 に よ つ て 握り 一 概 じ に いえ な い の で , 実際 の 使用 例 は 御 申 越 下さ れ ば デー ター を 御 送 り い た し ます . 


ee クト ロニ クス 9 月 号 掲載 の 富 0 
の 回 路 部 品 シリ ー ス 基 の 10 の 第 一 表 で に あり ます 。 


疾 朗 お よび 接点 の 団 路 表示 記号 
( 學 子 側 か ら 見 た 図 ) 


Rv 
滋 | 和 和 A 
EE < 夫 カ | 負 放 | ow 
禄 点 材料 ( 祉 2) 
er a 点 間際 ( 最 
” < a ァ ソ ベア 県 
アタ ETT Ms 5 MN Ci よび 
村 大 軸 人 本村 直 1 旋 葉 座 接点 ラレー 上 i) 
a j | 


使用 許容 


人 械 的 機 敵 
| sg 約 15 


取 4 方 液 | 本 上 齋 位 較 が 上 側 ま た は 右 、 he 
店 計 mt | | seog K 力 加 連 度 ) に 耐え る 


ue 2.3mm ね じ 2 本 に ょ り 取 付け 


#) 2~8 
y 約 1.5 

最 大 北 線 数 | MM CRL dg h OBO2M) 
{ 左 ( ラ イル ラマ レーム 間 ) | 


富士 通信 機 製造 株 式 会 社 特約 代理 店 和 電 話 下さ れ は ば 高士 の 社員 同位 資料 持参 の 上 伯 説 明 に 伺い 
有名 製造 会 社 拾 数 社 特 約 ・ 代 理 店 ます . 神田 に 御 光 来 の 節 は 神田 電機 器 問屋 街中 心 の 当社 へ 


i 株 社長 東京 都 千 代田 区 神田 仲町 1 1 3 
無線 


291 一 5411 
Tel. 251—0606 ・2958・3322・7011 ・5617 
会 会 0 9 ( 研 。 究 


911— 0750 388 所 ) 
道 秋 甘 原 駅 下車 ・ 万 世 橋 電 停 前 


(別館 千代 田 区 金沢 町 13) 
9 (代理 ) 一 5 


本 7 UUMCsnFM-AM ロ SG 


MSG-280 FMAM 超短波 標準 信号 発生 器 


特 長 500 Mc まで の 基本 波 発振 一 運 倍 増 巾 方 式 で FM/AM 兼 
用 , 周波 数 微 調 は メー タ 直読 可能 , 変調 歪 が 小さ く 


S/N 良好 . “ 
規 格 
1) 周 波 数 較 囲 60~500Mc 3 バン ド 
2) 周波 数 確 度 0.5% 
3) 出力 電圧 範囲 100dB~-10dB (rgV=0dB) 負荷 
8 出力 電圧 確度 1.5dB 
5) 出力 イン ピー ダン ス 500Q VSWR 1.2 以内 
6) 変 調 AM 0~50% 確度 定格 値 の ウキ 10% 以内 
FM 0~50kc 及び 0~150 kc キキ 5% 以 内 

7) 内 部 変調 周波 数 1000c/s +5% 
8) 外 部 調 入 力 6000+10% 2V 以下 に て 最大 変調 可能 
9) ヶ 周波 数 特性 FM 30 c/s~15kc 1dB 以内 

¢ AM 50 c/s~10kc 2dB 以内 
10) 変 調 政 FM 75kc 偏 移 に て 外部 1% 以 下 内 部 吉 % 以 F 

” AM 30% に て 外部 2% 以 下 , 50% に て 内 部 5 % 以 下 
11) SIN FM75 kc 念 移 に て 60dB 以上 

» AM30% に て 50dB 以上 
スプ ー り リ ア スス 。-380d 刀 以下 
13) 周 波 数 懲 調 FM と 同一 範囲 , 同 確度 に て 微 調 可能 


MSG-281 FM 放送 用 標準 信号 発生 器 (2 信号 用 ) 


特 長 本 器 は FM 放送 受信 機 の 調整 並び に 測定 に 使用 する 性 鞭 計 能 


標準 信号 発生 器 で ある が , 特に 二 信 号 用 と し て 1) 発振 周波 数 範 暑 80~90Me 
A 0 波 数 確度 二 0.5% 以内 
(3 ) 微細 な 周波 数 調整 (メー タ 指 示 に より 最小 目盛 4 カ 電 ES SA AU aD TE 


(OdB=14V) 


力 電 圧 確 度 100dB 以下 キ +1dB 以内 
100dB 以上 寺 1.5 dB 以内 


500 c/s の 読取 ) が 可能 な る よう に 設計 され て いる 


6) カカ インピーダンス 759 VSWR1.3 以内 
7) 大 周波 数 偏 移 0~25kc 5% 以内 
0~100kc  » 

8) 部 変調 周 波 数 400c/s +5% 以内 

ド 調 周 波 数 50~15000c/s +1dB 以内 
10) 外部 変調 入力 イン ピー ダン ス 6009 土 10% 以内 
11) 調 歪 75kc 偏 移 に て 1% 以下 
12) こよ る 搬送 周波 数 の 偏差 22.5kc 変調 で 0.001% 以下 
13) i 含 有 率 ) 22:5kc 変調 で 0.5% 以下 
14) 留 F M 10kc 偏 移 に 対し -45dB 以下 
15) 送 波 歪 第 二 高調 波 一 35dB 以下 


スプ リア スー60dB 以下 


wo 
遇 OE 六 圧 圧 環 下 演 
= に 

誰 


16) 源 電 圧 に 対す る 宏 定 度 電源 電圧 10% の 変化 に 対し 
周波 数 上 07001%" 以下 
変調 周波 数 +2% 以下 
避 力 っ 電 民 こま 0.5.dB 以下 


1 ]  — 
® 下村 坪 渡 測 吉 株 式 会 圭 


Vy 
' 東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁 目 二 六 五 人 番地 電話 目黒 (712) 1166 ( 代 ) ~9・1160 
_ 

1 

" 
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新 製 品 BS - 
VOLCO -BC 型 
産業 用 自動 電圧 


VOLCO 自 動 電 圧 調整 器 の 新 製 品 
“産業 用 BC 型 " を 御 紹介 し ます 。 

VOLCO0O 一 BC 型 産業 用 自動 電圧 調整 器 
は 、 生 産 用 の 電気 炉 ・ 工 作 機械 ・ 中 規模 の 
照明 等 の 手 荒 な 取扱 を 受け た り 、 大 き な 過 負 
に 電 お す ち 
) 、 確 実 な 古典 的 回 路 に 簡単 な 磁気 増 巾 器 で 
折ら し い 性 能 を 与え た も の で あり ます 。 
価格 が 著しく 安い こと 、 簡単 で 丈夫 で 、 し 
か る も 回 路 構 成 が 理解 し ゃ すく 電気 の 専門 家 で ; ‘ | 
な く て も 、 自 由 に ・ 定 全 に 取扱 っ て いた だ け SR § 
る こと 、 部 品 が 一 流 メ ー カ ー の 市 販 品 で プラ NNNS 
グイ ン 式 に 構成 され て いる の で 、 保 守 ・ 点 検 

の > 放ち が 理 肌 枯 に 衣 え る 

と 等 々 の 特長 を も っ て お り ま す 。 RN 

替 様 方 に 昭和 6 年 以来 すでに 10, 000¢ 以上 Sr 
御 愛 用 いた だ いな た 、 精 密 用 の VOLCO と 同 SS 
様 に 、 御 活用 いた だ ける も の と 確信 し て お り 
本 

下 の ク ー ポ ン 券 を は が き に 貼っ て 送っ て い 
た だ けれ ば 、 通 常 の カタ ログ の ほか に 詳し い 
原理 説明 書 も お 送り 申 上 げ ま す 。( 原 理 説 明 書 
の サー ビス は 昭和 35 年 3 月 31 日 まで に 弊社 到 
着 の も の に 限り ます )。 


Us に 何 行 店 


司 東 甲信 越 地 区 青 沢 精 老 工業 株 式 会 社 聞 古 地 区 株 式 会 社 三栄 商会 
本 社 東京 都 文 京 区 湯島 新 花 町 35 大 阪 市 北 区 東堀 川町 11 
Tel. (921)1042. 7088.(929) 0289 Tel. 大 阪 G6 2556 一 7 
営業 所 長 野 市 横 町 2 0 中 国 ・ 環 国 ・ 九 州 地区 新川 電機 株 式 会 社 
Tel、 長 時 4601 本 店 広 和 島 市 三 川町 1 
新旧 市 下 大 川 前 石油 企業 会 館内 Tel. 中 (2) 9147 一 9・9140 
Tel。 新 泌 (3) 0603 支 店 高松 市 南 鍛 治 屋 町 4 一 18 
中 7 可 地 区 株 式 会 社 朝日 南 会 Te に 商人 8) 4 
名 古屋 市 巴 種 区 覚 平山 通 3 一 34 福岡 市 上 小山 町 3 一 4 
Tel. (73) 0625~— 6. 4655. 7964 Tel. 福 岡 


(2) 0514 (3) 6344 


日 本 電源 機器 株 式 会 社 東京 都 則 田 区 寺島 町 5 130 電話 (611) 2461・2971 


出張 所 大 阪 市 東 区 谷町 1 一 7 電話 (94)1140 ノ 


新 上 品 
ミリ 波 SG 完成 


4Gc 誤 信 号 発生 器 


本 器 は 日 本 高周波 が 自信 を も っ て お す ・ め 
は る こい 中 し RS で 4 ああ も ます 。 


周 波 数 総 囲 33.0Gce- 一 36.5Gc 
周 波 数 確 度 = 
使用 クラ イィ イスト ロン 35V10 
カカ i 囲 10dBm 一 一 90dBm 
力 確 に 2B 
調 イペ ルス, 筐 提 $, FM 
各 付 


戸 ズ 本: 韻 : 誠 ) 胡 + 直 
= 7 2 DD = 
本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 横浜 新港 北 区 中 上 山 町 1119 電話 川 和 15 番 
東京 事務 所 東京 都 港 区 芝 南 佐久 間 町 1 一 55 和田 ピル 電話 (501)9588・2662 
東京 研究 所 東 京 都 交 京 区 菊 坂 町 3 電話 (921)1970 
大 阪 市 西区 竹下 通り 1 一 1 3 電話 (44)3344・3030 


株 式 会 社 大 阪 正 大 洋行 


9 現象 オシ ロス コー プ 
BO-—253 人 型 


ブ プ ブラウン管 連 続 撮影 装置 
BR-ー1101 4 型 ,BR-1201 台 型 


a 


e 鮮明 な 連続 撮影 の 記録 (一 コマ 撮影 も 可能 ) 

@ 印画 紙 と フイ ルム の いずれ も 使用 で きる 

e 感光 材料 の 巾 一 35mm 専 用 と 35 .88mm 両 用 の 2 種 
e 記録 速度 _0.5 一 300cm/ sec (A 型 ) 


位相 ・ 波 形 の 比較 な ど 広 汎 な 用 途 
e 2 電子 鉱 方 式 
eA 型 一 感度 1mm/mV,500 ke/s まで 均一 な 周波 数 特性 
B 型 一 ! 10mm/mV, 50ke/s & 0.1 50cem/.sec (BB 型 ) 
スター トス トッ プ 方 式 掃引 e 刻 時 0, Moosec 
e 取 扱 は 極め て 容易 e 刺 理 番号 1 一 9999 ま で 一 連 番 号 焼付 
< 


人 マク 書き オッ ログ ラフ , 電磁 オッ グ ラフ 


三栄 油 器 株 式 会社 


本 社 東京 都 新 宿 区 柏木 1 一 95 Tel (371)7117~8, 8114~5 
工場 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 1635 Tel 022 一) 4941, 7825 


主要 製品 一 現象 オシロスコープ, ブラ ウン 近 連 貫 撮 影 装置 
直流 増 貼 秋夫 記録 増 巾 番 
i 


高 信頼 性 綴 縁 形 皮 膜 抵抗 癌 


理論 的 研究 と 高度 の 技術 で 画 期 的 な 小型 抵抗 器 ( 略 称 : RM 形 抵抗 器 ) を 完成 いた .- ま 
し た 。 本 抵抗 器 は 約 2 年 の 長期 に 起り 、 数 千 個 の 試作 実験 に よ っ て 品質 と 性 能 が 確保 
られ て 属 り 、 防 衛 庁 ND S 規格 お よび 米 軍 用 M I L 規格 の 最高 特性 を 満足 いた し ます 


理研 電 具 製造 株 式 会 社 


東京 都 板橋 区 志村 小豆 沢 4 の 6 電話 (901) 6176 (代表 ) 


本 邦 随 一 / 最も 信頼 度 の 高い CoronaClectric の 


振動 容量 型 中 徴 小 電 流 計 
電 位 計 
超 綴 縁 計 


弊社 振動 容量 型 直 流 増 巾 器 一 覧 
電位 感度 ノ 1 目 盛 | 電流 感度 グズ 1 目盛 | 抵抗 感度 グ 1 目 夏 


vesus | oamVvoioomv| 1 ia | oa 


量 カ タロ グ 邊 誌 名 記入 


Re 


VEM-302A VEM.-302B 


取締 役 社長 柳生 件 
社 茨 域 県 勝田 市 大 字 市 毛 TEL 勝 田 663 
で 計 半 夫 で 1 TEL (841) 0967,5926 
水戸 工場 茨城 県 勝田 市 大 字 市 毛 TEL 勝 663 
日 立 工 場 茨城 県 日 立 市 助川 中 町 2680 TEL 日 立 (2) 1755,1915 
関西 地区 代理 店 用 " 電 て EE 株 「 式 会 
VEM-304B 大 阪 市 北 区 紅 町 50 堂 ピ ビル 内 TEL (36) 1141 


克 寄 * 半 の に は ・・ 


自動 制御 


AC リ レー の 欠点 を 除い 


独 
ーー セレン 封入 亡 義 リレー 忠 

遂に 出 た が i 骨 2 
EC た / ー 極 マイ クロ SW 利用 詩 


SS) 


マイ クロ SWU リ レー 


タイ ムリ レー 


定格 寿命 が 500 万 回 の 


高 性 能 MC リレー 


爺 遂 切 アク リル 製 カ の 
TS 


こさ さす 設 呈 


トグル ・ 押 包 ス イッ チ Cn 
高生 度 の マイ クロ Sw “2 
大 容量 の ロータ リーSW 


“eR 紙 多 の 特許 と 
: 我 孝 最 大 の 品種 
ーー 


三 時 電 き 褒 軸 さき 潜 納 恒 


本 


東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 644 Tel. (771) 8841 一 2, 8379 


な の る 2 の 隊 薬 守 …… 


快適 な 振 適度 の 接 
触 が が 第 一 真空 管 を 痛 
め ま せ ん 

ミッ ミン ソン ケット は 最新 
め の 技 術 ょ 最高 の 材料 を 
採用 し て 品質 を 一 段 
と 高め ゅ ゆま し な た 

ンマ ン ケ ッ ト な ら 最 高 の 品 
質 、 最 族 の 価格 を そ 
し て 最大 の 生産 量 の 
ケト を 
一 慶 お 使い 下 き い 


La 


ーー 4 
; A _4 aw/ 

カタ ログ 要 〒10 円 ミツ ミミ 電機 株式 会 * 社 
広報 課 迄 お 申込 み 下 さい 東京 都 北 多摩 郡 包 江 町 小 足 立 1056 一 1 =TEL (411) 9219・9619・ 9692 


Pc 1Mc,1mVー500V を 測定 する 


J 


本 機 は 法定 電圧 0 od る 高 感 魔 
真空 管 電圧 計 で , 小型 ・ 軽量 に 設計 きれ , 100 V の 商 
用 電源 で 動作 ます 

構成 は , 安定 な 負 名 増幅 器 に ゲル マニ ウム ・ ダ イ 
ォ ー ド に よる 全 波 整 流 型 の 変 流 電 流 計 を 組合 せ , 周 渡 
数 5 cps 一 1Mc の 交流 電圧 を 測定 で き , 正統 流 の 実効 
値 で 目盛 られ , 1mV 一 500V て (一 60=- 二 56 dB mE 
等 比 (10dB) の 10 と ンジ に 分 割 し て 直読 する こと » 


で き 床 当っ 

レ ン SS eae eeese ose Seeds ao sosee sees 10 レ ンジ 
RMS 目盛 の とき ……0~15 /50/1507/500m V お よび 1.5/5 /15 /50/150/500V 
dBm 目 息 の と き 路 中 央 が )………40/-30/-20/-10/0/10/20/30/40/50 dBm 


0.008 cps 一 1200cps の 正弦 波 ・ 三 角 
流 お ちょ び 二 形 流 を 10 進 法 5 レ シン シ 


ジ に 分 割 し て 発生 する 和 め て 安全 


な 超 低 向 波 先 振 器 で , 出力 電 の 周 0 
波数 特性 は 本 質 的 に フ プラット, 渡邊 ? < 

お よび レン ジ の 切換 え に よ り ほ と 

ん ど ト ラン ジエン ト を 発生 せ ず , た 

だ ち に 新た に 与え られ た 渡 矯 で 発振 本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 の 67 
を ak to 電 話 (771) 9191~5 

: GN pe 
peak 笹 電 評 計 が 組込ま れ て いま す 。 斑 川 工場 川崎 市 新丸子 東 3 の 117 5 


電話 中 原 局 (47)3073,6281,6 224 


(測定 範囲 ) he 
| Rk 
+3% | 0.25~450H | 35PF~0.14F | 1k2~3MQ 


+10% | 0.08~450H | 25 PF ~0.3/4F | 300 2~3M A 


+ 20% が 0.06~450 H | 20PF~0 0.4aF | 2002~3M RQ 


営業 品目 ) 
静 電 容 生計 ・ 周 波 計 ・ セ ル メ ー タ ー・ 電 子 管 式 記録 計 
テレ メー ター 装置 ・ 各 種 工 業 用 計 喘 
誌 名 記入 申込 に カタ ログ 進呈 


a 大 騙 軍 所 株 式 合 塵 


社 東京 都 杉並 区 西田 町 2 丁目 407 番地 電 話 (398) 5 11 1 (代表) 
Dn 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル 24 号 室 電話 (36) 5791~5, 5891~5( 交 換 ) 
小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 番地 富士 ビル 44 過 室 電 話 小倉 (5) 8 621 
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GE 映像 掃引 信号 発生 器 


TG-475A" T 力 渦 位相 差 * 測 定 器 
TG-515A 一 広 刺 域 掃引 信号 健生 器 
TG-200D 広 整 域 征 形 波 発 : 生 器 
TSG- 考 55 人 A_. 映 像 衝 周 . 波 . 含 . 号 発 絡 年 器 
TG: 洗 95A. RV 特 珠 波 信 . 号 発生 器 
TG-560A 間 出 力 掃 [「 信 場 先生 器 
TG -495A 給 階 潤 段 衝 波 4 衝 洛 絆 に 発注 器 
TB- 絵 王 ビデ オシ ロス " 藻 ーー プ 
TG-215 星 標準 テレ ビ 芝 ョ ン 二 信 此 発 生 器 
TG-345 只 。 TT V 握 引 時 験 信 間 発生 器 
TG:12, A* 結 VM 伴 千 “ 期 導 竹 選 時 発 生 器 
TG-480A や 辻 民 弱 條 正 測 定 器 


掃引 周波 数 細 団 100kc 一 2Mc 一 15Mc 
拉 引 弾力 レベ マ ヶ 1.6V (p 一 p ) 以上 
掃引 出力 代 100kc-15Mc 1dB 以 内 
200kc 一 12Mc 0.5dB 以 内 
掃引 繰 返 周 波数 鐘 歯 状 流 約 40709%% ( 電 渡 ・ 研 直 同 期 


軟 宙 


四 
誠 
a 


信号 に 同期 可能 ) A ’ . » 
マー ゃ ーー 周波数 100k ce 一 15Me 連 統 可 変 及び 水 品 マ 本 社 及 工場 川崎 市 田尻 町 9 0 電話 川崎 (3)3049・(2)3658 
ー ヵ ー (1,2,5,7,10M c ) (3 )6428- 6429.6430 
RNR 228% 260m /m 18kg (小型 軽量 ) 東京 出張 所 東京 都 港 区 芝 三 田 1 一 25 電話 (45.1) 1544 ・ 9423 


。 特長 
新 製 上 品 GO 並列 T 型 回 路 を 利用 し て 新しく 設計 きれ な た 事 率 測定 器 で あり ます 。 


© 小型 軽量 で 価格 が 非常 に 低 床 で す が か が 性 能 は 高価 な も の と 少し も ゃ も 克 
り ま せん 。 

太 用 衝 

© 窒 率 、 信 号 対 雑音 比 の 測定 。 

© 広帯域 高 感 魔 真 空 管 電圧 計 。 

支 性 能 

© 和 栓 率 測定 蓋 本 周波 数 範囲 30 一 30 kK%% 連続 可 論 。 

© 答 率 測定 範囲 、 及 指示 値 30% 一 0.2% 、db 及 % 直読 。 

O 〇 和 栓 率 測定 に 必要 な 入力 0.5V( 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス 100KQ9 ) 

© 上 真空管 電圧 計 周 波数 特性 30% 一 100 K%g (0.5dqp ) 
20%g —150 K% ( 1ldb) 

© 真空 管 電圧 計測 定 範 國 2mV ~—10V 

© 〇 © 電 源 100V 交流 50 一 60% 

© 電源 秦 動 に 対す る 安定 席 電源 変動 +15% に 対し て 指示 誤差 
0.2db 以内 


, ら S 窒 引 費 利 入 5 カカ 25VA 
下 * 栖 絆 6830.0.0 円 主 な る 納入 先 警察 庁 、N HK、 日 本 電気 、 を その 他 主 メー ォ ー 


信和 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 杉並 区 下高井 戸 4 ノ 943 電話 (311)3900・5261・5262 番 


FF { る 
に i ¢ 
: itpiPapneoontpt eAMGA NN 2 
D に 


f 1 
TT 1 ) wi BVO A 


kes 電子 計算 機 ・ 自 動 制 御 回 路 に 高速 記憶 回 路 素子 
メモ リー・ マ トリ ックス 
TDK メ モリ ー “マト リッ ケズ ば 電子 計算 機 を 
自動 制御 回 路 の 高速 記憶 回 路 素 子 で 、TDK オ を そ * 
サイ ドコ アー を 数 万 個 も 組合 せ た も の で す 
その 優秀 な 特性 は 広く 世界 に 認め られ 、 国 内 は も 
と より 、 海 外 メ ー カ ー に も ご 使用 願っ て いま す 


TDK) 東京 電 質 化学 工業 族 式 内 圭 


アメ リカ 無線 界 で は パイ レッ クス を 
日 本 で は ボン レッ クズ スズ の 御 使 用 を 


ポン レッ クス の 用 途 
無線 , 有線 電気 通信 機器 用 , 超短波 医療 機器 用 ラジオ, 放送 機 
上 議 に テレ ビジ ジョン, 船舶 及び 汽車 , 電車 , 理化 学 , 火薬 客員 , 
ウェ エル ダー 機器 用 ③ 原 子 力 平和 利用 ・ 各 機 器 子 


⑨ 洛 社 御 考 案 の 別 形 製作 の 場合 な 詳細 御 一 報 次 第 参 上 御 説 明 申 上 ます 


{ボン 傾 子 製作 所 
東京 都 千 代田 区 神田 松永 町 19 番地 
_ 松 承 : ピ ビル EE (25109. 898 09 容 


信用 ある 全国 無線 部 品 店 じ あ みり 。 
カタ ログ 進呈 
本 誌 名 記入 の 上 持 申 込み 下さ い 。 
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画 期 的 な 新 製品 / 低 補 率 ・ 高 精度 ・ 


波形 玲 の 発生 か 皆無 

新 回 路 方 式 に よ ょ る 本 装置 は 、 可 飽 和 リ アク トル に よる 波形 事 を 完 

全 に 補正 し て お り ま す の で 、 従 来 の 装置 の よう に 出力 側 に 渡 波 器 

は 挿入 し て あり ませ ん が 普通 の 電源 ( 各 率 3 % 以 下 ) に 用 な だ 
合 、 出 力 波 形 奏 が 4% 以 下 で あり ます 。 

高い 安定 精度 

本 装置 の 検出 器 に は 最新 の シリ コン 定 電 圧 ダ イ オード を 用 いて お 
り 、 そ の 秀 れ た 検出 作用 に よっ て 安定 精度 を 一 段 と 改善 し て お り 
i 

応答 速度 が 速い 

本 装置 は 、 検 出 器 、 夏 気 増 巾 器 可 銘 和 リア クト ル が 合理 的 に 組合 

わる れ て あり ます の で 、10%c6 (を 秒 ) 以下 の 速 応 性 を 得 て # 
まで 


atioeatic TA PLDK RT 


従来 の 装置 。 本 装置 


社 東京 都 杉 並 区 和泉 町 760 1EL(328) 代 0111~⑲ 


業 所 大 阪 市 南 区 高津 八 番 丁 32 TEL 南 (75) 5172 
業 所 名 古屋 市 中 区 宮 出 町 34 TEL 中 (24) 6240 
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〇 ③ こ の 他 , 鉄 共振 型 自 動 電圧 安定 装置 も あり ます 。 
御 照会 下さ い 。 
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日 本 ミネ チュ アベ アリ ング 販売 株 式 会 社 
スイ 東京 都 中 央 区 日 本 橋 移 町 1 一 4 TEL(671) 1203-5 
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ホー ル 効 果 に ょ 2 D-855 GAUSS METER 


ーー 20.000 ガウ ス 


4 


二 部 較 入 課 
央 区 宝町 3 丁目 
(561) 6246 ( 代 )・2058 ( 直 


性 能 が 2 倍 に テ 飛 忠 し た … 


正方 向 抵 抗 が 減少 し て 今 ま で の すす に な り ま し た 
定格 出力 が 2 倍 に 増加 し まし た 

効率 は 3 相 全 波 の 場合 94% 以 上 で す 

最高 許容 温度 は 100°C で す 

大 きき る 重量 と も に 従来 の す で す 

を に 小形 化 さ れ た た め 御 了 予算 も 半分 で すみ ます 


1 年 間 性 能 テ スト ( 属 外 常温 常温 ・ 塗 装 前 ) 
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東京 都 目黒 区 中 目黒 2 一 605 電話 東京 712 代 表 1111( 
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近く 本 放送 実施 を 伝え られ る ヵ 
BT NE i 
上 E の 間 題 点 は 何 か を 解明 - 
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EAN GN No aE ee Cs 日 本 電 司 所 
カラ ー 用 フイ ルム 送 像 装置 
7 a | ト 局 

pn 日 本 無線 
モン ター ジ 。 っ 装置 


議 誤 (で 中 ー i 寺 


1 メー ジオ ルル シコ カメラ 
が フー モニ ター 


海外 文献 抄録 一 ポッ > 4 
デー タ シ ー ト 技術 史 の 横顔 新 製品 紹介 
特 話 紹 介 技術 の ひろ ば 測 流 現場 探訪 
巻 頭 言 


高見 沢 電機 製作 所 は 創業 以来 40 年 , 継電器 
の 専門 メー カー と し て 各種 継電器 の 研究 と 生 
産 に 努力 を 重ね て まい り ま し た が , また 継 電 
器 群 の 各種 装置 も 各 方 面 より 御 要 望 い た だ い 
て 設計 , 作製 いた し て お り ま す 。 


| 半 吉 見 澤 電 析 失 件 


次 カタ ログ 進呈 次 


社 東京 都 品 川 区 西 大 崎 3 一 515 

話 - 大 崎 (491) 代 2136~9 

佐久 郡中 込 町 395 
沢 代表 88~9 


高度 の 学問 的 水 瀧 


本 誌 の 二 大 綱 鶴 


維持 し , 


技術 者 の 要望 た 


Avelope dalay tracer 


業界 の 発展 た 寄与 


こ た ぇ を 業界 の 指針 た ちら ちん と する 


yr 全 字 … 上 雪 田 理化 

カ mm NHK 技 研 

スタ ジオ 装置 ……… 日 本 テレ ビ 
が 国 の 現状 

・ カ mY 調査 会 

導 外 の 現状 … 叶 波 監理 局 


RC カラ ー odata 


( 東 六 ) 
山田 (NHK) 


] 電波 邊 ) 牧野 


小峰 電子 工業 


株 式 会 社 


LT1 型 継電器 
メカ ニカ ル ロ ッ キン グリ レー の 一 種 で す 


一 旦 動 作 す る と 乱 磁 電流 が 切れ て も 機械 


的 な 構造 に よ つ て その 回 路 は その まま の 
状態 を 保持 し ます . 

定格 電圧 6 "12, 24,。48,_100V 名 種 
動作 電力 最少 > 通常 3 W (DC) 
接点 構成 切換 接点 1 組 

接点 容量 6A (AC 110V) 無 謗 導 人 負荷 
一 法 記 約 55X50Xx50mm 


ト 弄 真 補 管 圧計 
( 新 製 品 ) PV 一 13 型 


P 型 真 * ーー は 
部 に クリ スタ ル ダ イ オー ド を 使用 し て 

る の で 安定 度 は 一 段 と 向上 し 、 プ ロー プ 
を 併用 し た 場合 に は 500Mc まで 誤差 少 
く 電 圧 を 測定 する こと が で きま す 。 電圧 
測定 範囲 は 交流 ・ 直 流 と も 0.3V フ ルス 
ケー ル か ら 300V ワ フ ス ケー ル ま で 測定 
で きま す 。 ま た 従来 の P 型 真空 管 電圧 計 
に は 必要 で あぁ っ た 計器 の 零 調整 を 省く こ 
と が で き 、 取 扱 が 容易 に な っ て いま す 。 


電圧 測定 徹 囲 : 直流 0 .3/1/3/10/30/100/300V 7 レン ジ 
交流 (端子 使用 ) 同上 7 レン ジ 

ヶ (プロ ー プ 使用 ) 0.3/1/3/10V 
4 レン ジ 


入力 イン ピー ダン ス : 直流 15MQ 土 10% 
交流 (端子 使用 ) 約 15MQ , 並列 容量 15pF 以下 
ァ ヶ (プロ ー プ 使用 ) 約 10MQ , 並 列 容量 2pF ATF 


指示 の 許容 療 : 直流 。 各 レン ジ と も 定格 値 の キ 3 
交流 (端子 使用 ) ,( プ ロー ブ プ 使 用 ) 10K ce に お 
いて , 各 レ ンジ と も 定格 値 の 土 3 
た だ し 0.3V レ ンジ は 周囲 温度 に より 、 正確 さ は 
若干 低下 する 。 


周波 数 の 影 弓 : 各 レ ンジ と も 誤 落 の 変化 は 定格 値 に 対し , 
(端子 使用 ) 30%~5Mec 3% 以 内 , 
20%%~10Mc 10% 以 内 , 
(プロ ー プ 使用 ) 10Kce ~200Me 3 % 以内 , 
200Mc~400Mc 10% 以 内 , 
400Mc 一 500Me 20% 以 内 , 


| 電源 変動 の 影 才 : 電源 電圧 90V-110V に 対し 


衣 療 の 変化 定格 値 の キ 1% 以 内 
使用 電源 :AC100V 寺 10V,50-60% 電力 約 10W 


寸法 , 重量 : 180X250 X280mm 約 5.5kg 


葬 帆 河 雷 雌 製作 所 


工場 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 3000 番地 電話 東京 391 局 代表 1901 


武蔵 野 局 (022-2) 代 表 370 
語 計 名 古 へ 必 の 大 っ 阪和 あ に 4 倉 i ct 
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会 千 ・ 通 . 知 
電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 
開 人 憶 通知 ( 胃 和 35 年 3 


、 本 会 会 員 は 誰 で も , 任意 の 委員 会 に 自由 に 参加 で きま す 。 研 究 発表 も で きま す 。 研 究 発表 
鈴 望 者 は , 委員 会 名 を 指定 し て 前 々 月 末日 まで に 本 会 宛 お 申込 下さ い 。 
1. 超 音 渋 研究 専門 委員 会 要員 長 能 本 乙 彰  ー 

日 時 3 月 5 日 ( 土 )14 時 へ ~17 時 i , 
場 所 東京 工業 大 学 講義 室 (目黒 区 大 岡山 ) 
譜 - 題 ①⑪ 水中 超 音 波 ペ ルス の 反射 の 研究 て その 2) 

3 ーー 波長 と 同 オ ー ダ ー の 凹凸 の ある 反射 面 の 相対 反射 強度 一 一 

宮 .、 坦 次郎 君 間 ここ 電 3 
(2| 欧米 の 超 音 波 研 究 に つい て (その 2) “一 帰 朝 談 一 


b 実 吉 純一 君 (東工 大 
| 2. 回 路 網 理論 研究 専門 委員 会 、、 委員 長 / 川 ・ 王 そ 正 洗 

月 。 時 3 月 8 日 ( 火 )14 時 ~17 時 - 

\ 「 場 - 所 東京 工業 大 学 講義 室 (前 掲 ) 

選 議 軍 複 通過 域 濃 波 器 の 設計 渡 部 和 君 (日 ) 電 ) 
4 放 電気 音響 研究 専門 委員 会 委員 長 富 田 義 「 男 

計 、 日 時 3 青 10 日 ( 木 )14 時 へ ~17 時 


場 - 早稲 田 大 学 理 工学 部 会 議 室 (新宿 区 戸塚 町 ) ei 

議 題 貞 風 に た ょ っ て 発生 する マイ クロ ホン の 雑音 溝 口 章 夫君 CN 了 EK 技研 ) 

: a 明 腰 度 指 致 の 適用 範囲 じ つ い て 、 

当 < 4 増沢 健郎 香 * 座 藤 収 三 君 ・ 山 田 正 計 君 ( 通 0p 
3 4 マイ ク ョ 波 伝 送 古 究 専門 委員 全 、 委員 長 岩 片 秀 ) 

衣 正 時 3 月 15 日 ( 火 ) 14 時 へ ~17 時 : ee 

場所 早稲 田 大 学 21 号 館 2 階 会 議 室 ( 前 掲 ) 

。 議 」 題 .①⑪ 超 多 重 角 変 調 方 式 の ェ エネ ルギー 帯域 幅 と 位相 ・ 滅 家村 共に よる の 

お よび それ に 利用 され る 回 路 綱 に つい て 

< 青井 三郎 娠 ・ 大 和久 修三 君 ・ 新 保 修 君 G 沖 電 エ ) 
2 x ッ ト 結 合同 軸 方 向 性 結合 器 に つい て 

安田 "一 次 君 ・ 小 西 : 良 紅 君 ・ ・ 柴 田 定男 者 (NHK 搬 
アン テテ 本 完 寺 円 。 季 長 加藤 安 太 郎 
有 』』 時 3 月 18 日 ( 金 ) 14 時 17 時 

i 電 肖 7 電気 通信 学会 会 議 室 CF I RN 2 8 MN) 


捉 原本 堆 君 … 攻 時 給 三 著 (住友 電工 う 


onstrate 松下 政夫 君 GimWD 3 


研究 専門 委員 会 資料 の 予約 申込 募集 
胎 和 35 年 4 月 以降 , 36 年 3 月 分 まで の 一 ヶ年 分 予約 を 下記 に より 募集 いた じ ま ず 。 予約 申 和 送 の 数 に 
よっ て 印刷 部 数 を 決定 する 関係 上 , 予約 者 以外 の 方 は 入手 出来 な い 場 合 が 生じ ます 。 交 同じ 理由 で , 


年 度 の 途中 か ら 4 月 た 遡 つ て 予約 は で きま せん の で , 必要 の 向 は 紫原 誠 れ な く ー ケ ヶ年 分 の 予約 を され る 
よう 御 和 勧め 致し ます 。 


記 
1. 予約 価格 は , 過去 1 ヶ年 の 実績 を 参考 と し , 35 年 度 の 予定 計画 を 勘案 し て 改定 し まし た 。 | 
2. 35 年 度 か ら 新 し く 「 信 頼 性 と 品質 管理 」 お よび 「 包 信 方 式 」 の 両 委員 会 が 発足 し ます 。 
3. 予約 者 に 対し て は , 毎月 末 , 指定 委員 会 の 資料 を 一 括 し て 指定 の 所 へ 送付 し ます 。 (委員 会 に 参 
加 さ れ た 場合 は 会 場 で お 渡し 致し ます 。 ) 
4 下 に 添付 の 申込 用 紙 を 切 取 り , 上 会 0 に 部 政 を 記入 し その 部数 に 対す る 代金 を 授 え て 件 状 け 下 
さい 。 振 替 送 金 の 場合 は 「 東 京 35300 番 電気 通信 学会 」 宛 御 送付 下さ い 。 - 
5, 予約 申込 締切 整理 の 都合 ヒ 1 ケ 年 分 の 予約 は 3 月 末日 を 以 っ て 一 応 締切 り ま す 。 
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第 1 和 門 「 電 子 機器 の 機械 的 設計 
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§ き 1. 機械 的 設計 の 重要 性 ・ §2. 


機械 の 設計 に つい て ・ §3. 
実装 に つい て ・ §4. アメ 
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ジェ スト 


第 16 号 特集 coin 


2 月 下旬 発売 予定 


( 通 研 ) 新藤 在 純 


電子 機 品 


7 
TC 


使わ れる 
日 本 に お ける 通信 機器 の 人 森 
メリ カ に お ける 打 実 誠 に つい て 


Rg tk ( 通 研 ) 新 際 真 純 
§1. パラ メト ロン ユニ ッ ト PM-25U の 機械 的 特長 


§2. 561 形 加入 者 線 搬送 装置 の 機械 的 特長 ・ 


ンジ スタ 機器 の 構造 ・ § 4. 機械 設 ョ 


第 3 訪 「 電 子 機器 の 実装 方 式 .… 


に つい て 」 
に は し が き ・§2. 機器 実装 方 式 設計 ・ 
ッ ト の 設計 ・ §4. シャ シー の 旨 立 配線 
§5. プリ ント 配線 設計 
< ぐ 連 載 > 


芝 え テム エン ジニ ヤリ ング 
トレ ー ニ ング コー ス > 


ミリ 波 技 術 ・ 


ト の 一 例 


上 松 伸 
(日 本 電気 ) 研 邊 


回 路 技 術 シ リー ズ 


§3. 


トラ 


到 
83. キャ ピ ビ ネ 
設計 に つい て 


回 路 部 品 の 信頼 度 に つい て veesneseese oeseseneeees asn ( 通 紫 沼 有 
傷 の 深 さ の 電気 的 測定 oereeeteeeseeeee (電気 試験 所 ) 大 山 一 城 
デレ ビジ ョ ン 送 信 機 の 諸 問 題 ecceeeeeseeeeeee (東芝 ) 得 能 正 通 

電圧 変動 の テレ ビ 画 像 に 及ぼ 守 tg て …( 中 国電 力 ) 真 田 安 夫 
詳 殴 格子 制御 形 サ イラ トロン ……… 阪 府 立 大 学 ) 宮越 に ・ 児島 義明 
ハイ パワ ー ト ラン ジス 製造 上 の 庄 問 時 ( ッ ニ ーー) 山 本 幹男 


容 そ の 他 , 技術 評論 ・ カ ラー レポ ー ト ・ バ パ バイヤー スガ イド ・ 


エ デ ト リア ル 


有 能 な 技術 者 の 
現場 参考 直さ so 
連載 ・ 好 評 の トレ ー ニ ング ・ コ ー ス その 他 


< ェ エレ クト ロニ クス ・ ダ イジ ェ ス ト 在 庫 一 覧 > 
トラ ンジ スタ 応用 技術 トラ ンジ スタ 受信 機 の 設計 ・ 
トラ ンジ スタ 化 変 調 ・ ト ラン ジ スタ 購入 上 の 注意 そ 
原子 力 デ レク トロニクス 表 ポ カ み Mc 
ン の 設計 ・ 広 帯域 増 巾 嗜 の 設計 ・ ラ ボス コー プ の 和久 


画 第 2 集 
ビ 受 像 機 の 

画 党 4 集 
3 の 


ラン ジス 1 Cn 人 の 


:・ トラ ン ピ スタ 発振 和 ・ トラ ンジ ズ ス タ 打 回 路 ・ + ラン ジ 

スタ を 用 いた 測定 才 その 他 
画 第 8 集 バル ス 技 術 と レコ ー デ Tw A 式 箇 性 能 化 の た 
め に ・ テ ー プ に ょ る デー タプ ブ プロセシング ・ 計 測 技 術 へ の 応用 ・ え 


レー コー ディ ング # 業 作 の 実態 


画 第 9 集 小 型 モ ー タ と サー ポメ カニ ズム 小型 モー タ と サー ボ ポメ カ 
の ボイン ト ・ サ ー ボ 磁気 増 中 回 ・ プ ロ ネ ャ ネス 自動 制御 に お ける 
宰 訪 式 比較 論 その 他 
画 筑 10 集 最新 電子 機器 回 嘆 4 を 制御 する ラ 


EE 中 + ラン ジス タビ 


美 信 機 用 電 湊 その 他 


ント レー サ 回 路 ・ kr eT 
まま 00 W300 Wi 


園 第 11 集 テレ ビ 放 送 と デー タ : シート テレ ビジ ョ ン 枚 状 癌 の ) 庄 隊 
題 ・ 真 空 管 の えら び 方 ・ エ レク トロ ニク ズミ ズ 機 器 回 路 集 その 

画 第 12 集 トラ ンジ スタ 回路 。 パム ス 半 形 の 哲 作 と と 

変換 ・LCR ょ る 懲 ケ デ ジタル 変換 圭 ・ デ ジタル 


回 路 構成 ・ 論 理 代 数 と デマ その 他 
画 第 13 集 デジ タル オー トメ ーション 電子 式 自 動 制 御方 式 の 基礎 ・ 
AD 変 換 と Data-Handling (電子 式 プ ロ ャ セス 制御 装置 ・ 電 子 式 プロ セ 


ス 調 節 計 ・ プ ロ ネ セス 制御 の 実例 その 他 
千波 の 技術 超 音 渋 工 業 の 民 望 と 基礎 的 問題 ・ 超 音波 装 
置 の 点 ・ 超 音波 の 動力 分 野 へ の 応用 装置 ・ 超 音波 の 洗 率 領 
域 各論 
園 第 15 集 デー タプ ロ ネ セ シ ン グ シ ステ ィ デー タプ ロ ネ セ ジ シン グ の 実用 


例 ・ 導 入 上 の 問題 その 他 ・ A A 
送 ・ 磁 気 テ チー プ デ ジ タル レコ ー デ ング の 


ル 変 換 器 ・ デ ジタル 人 情報 伝 


設計 


株 式 会 社 エレ ク トロ ニク ス ダ イ ジ 


産業 発展 の パイ オニ ヤ 
1 月 号 d960) 


画 特 集 ・ オ ペレ ーション ズ 


経済 予測 の 方 法 と 電子 計算 機 ……… 川 
気象 予測 に お ける OR 処理 ee 多 
電子 装置 に 対す る OR 的 な 問題 水 
伯 山 業 に お ける OR ee 芝 
OR に お けろ る ろ る コ ンピュータ ーー ee 関 


防犯 防災 無線 半 慎 ctenccseis es oss este 
PRINTERPHORNE に 寄せ て ceeeereeeeeeeee 


IBM 1401 型 電子 計算 組織 Ounceeeeeneeeeeenn 


K-1 (KCC) に つい て 
I が ダー ログ ゲラ る 


リサ ー チ 画 


勝 


誤字 訂正 と 情報 伝送 a 
金海 外 技術 ダ イジ ェ ス ト 金 製品 アラ カル ト を き 海 外 短信 


外国 雑誌 書籍 ・ バ ッ ク ナ ン バ ー・ 
米 国 McGRAW-HILL'S 代理 店 


光 丈 書 院 


有限 会 社 


型 録 


スス 都 千 代田 区 富士 見 町 2 の 8 
ェ ス ト ・ 技 術 情報 出版 社 薩 束 部 寺 代 田 区 富士見 町 2 の 8 


Vernets nse sss sns sas ses sss ens nesr 


OFFICE AND INDUSTRIAL AUTOMATION 
ひと こと と ………… 清 宮 博 

翌 すい 世 ろう 

i ・ 自 己 回 復 性 … 大 友 和 蔵 

男 三 人 寄れ ば … 西 - 尾 秀彰 

郎 ・ ス マー ト な 田 気 … 室 賀 三 郎 

朋 


野 田 栄 ミ E 
et RR - 森 誌 を 購読 基 
勝 見 正座 生 5 邊 本 0 ポイント 控 語 守 | 記さ れる カ N 
今 村 攻 雄 字 ・ 横 組 ・ 極 上 質 紙 ・ 美 礎 製 本 いま 
El i 1 部 120 円 ( 補 12 円 ) “ 手 た . 御 計 
’ 、 半 罰 年 670 円 ( 直 「 ) に 量 人 征夫 
< NM 約 
ke 寺川 和 伸 1 ヵ年 1340 円 ( 補 夫 ) で せ 下 購 
… 松 ・ 崎 武夫 【 海 外商 け は 1 カ年 送料 360 円 〕 か の で h 
0 
っ ュー 交 件 店 い 
る 楽 界 ニ ュ 臣 予 頭 方 
接 約 販 は 
本 社 東京 都 台 東 区 仲 御徒 町 3 丁目 20 番 地 ( 池 内 ビル 3 障 ) に 
電話 下谷 (831) 6464・5094 振替 口座 東京 34089 人 
支社 大 阪 市 大 淀 区 天神 橋 箇 6 丁 目 5 天 太 阪 急 ピ セル | 下 合 体 本 
電 ら 匠 に 犬 "た 阪和 を 


目 


次 


- 
_ 
SE 


LT da 


| 


昭和 35 年 2 月 


学会 雑 計 第 43 巻 2 号 123 
UDC 62.658 


折衝 論 詩 2 新 . に > と 経営 * 


正 員 北 


Ek 


(住友 電気 工業 株 式 会 社 ) 


1. 安定 産業 の 導入 と 革新 技術 の 企業 化 


明治 , 大 正 , 昭和 と いう 時 代 は 技術 革新 に 伴う 新 し 
いい 産業 が 安定 し た 時 代 で あっ て , すでに 欧米 で 十分 実 
績 の ある も の が 日 本 に 導入 せら れ た 例 が 大 部 
7 し た が っ て 日 本 で , いつ どの よう に 実施 する の が 
よい か と いう 判定 に は , 相当 な 決断 を 要 し た で あろ う 

が , その 事業 の 内 容 に つい て の 企画 , ある い は その 目 
議 見 書 を つく る 前 提 に は 大 部 分 参考 と する も の が あっ 
た と いっ て も よい . た と を ば 鉄道 の 布設 , 電気 機器 の 
製造 等 各 事 業 の パタ ー ン は 欧米 に あり , これ ら の 企業 


で あっ 


| 範 営 に 応ずる 会 社 , 銀行 等 も また 産業 構造 の 一 舞 と し 


て 欧米 た 存する も の を 参考 と し て 計画 する こと が 多 か 
っ た . その 上 これら の 産業 は 古い 産業 の 存立 を 有 き か す 
まり を 7 新しい 事業 と し て 加わ る た め , 国 全 体 と し て 


| の 雇用 を 増加 し , 生活 の 向上 に 寄与 する と と の 方 が 多 


か っ た 時 代 で あっ た か ら , その 導入 は むし ろ 円 滑 に 行 


な われ た . 数 10 年 に た にわたる この 経験 の くり 返し は , 


{ 


a ttn Ph 


許 上 げ て いる よう に 選 わ れる - 


| 生 を いか な る 形 で 企業 化す る か , 
| 計上 社会 上 の 不安 を いか に し て 除く か , 


換言 すれ ば 安定 産業 の 企業 化 に は 慣れ た が , 革新 技 
また 企業 化 た 伴う 経 
さら に 新 企 業 


及 を いか に 育て て いく か と いう こと こと に つい て は 案外 研究 


され て いな い の で は な い だ ろ うか . 


安定 産業 の 導入 に 


必要 な 考え 方 の 変更 は あっ た と し て も , それ だ け で 新 


| し い 企 業 化 た 十分 で あろ うか . 


われ われ は 過去 に お い 
: で この 時 代 を 体験 し な か っ た こと doe. 反省 


】 し な けれ ば な ら な いと 思う . 


2. 革新 技術 の 企業 化 に 伴う 不安 


いう まで も な く 草 新 技 術 の 企業 化 は いわ ゆる 産業 革 
記 Technological Innovation and Management. 
で KAZUE KITAGAWA, Member (Sumitomo 
tric Industries, Ltd., a [ 答 文 番号 


命 と よ ば れる ほな は どの 変化 を 産業 構造 , 企業 経営 景気 
条 選 ," 労働 条件 等 に 記 よ ほぼ ほす. し た が っ て を の 初期 に 
は 経済 上 社会 上 の 大 き な 不 安 を 招く の みな ら ず , せっ 
か く 企 業 化 され て も うま く 育 つと は 限ら な い .… 十 典 
紀 来 に は 蒸 汽 機関 , 鉄鋼 を 主 と す る 技術 革新 が 生れ , 
十 九 世紀 末 に は 蒸 泡 ター ビン , 電力 等 が 出現 じ た な た. ご 
れ ら に よる 機械 化 に 伴い , 作業 内 容 の 変革 と か , 資本 
制 社会 へ の 移行 が 行なわ れ , と この た め 生 活 を ポポ び や か 
きれ た 人 びと は 発明 家 を 迫害 し , また 集団 的 な 暴動 さ 
きえ 生じ た の で あっ た -. 

と に か さく 新 し い 革 新 技術 は 将来 新しい 企業 を 生み , 
新しい 雇用 を 開拓 する と し て も, 最初 は まず 従来 の 変 
革 に 応用 され る の が 普通 で ある . この 場合 それ まで の 
従業 員 の 経験 は 必ず し も 役立た ず , また 従来 の 経験 に 
裏づけ られ た 従業 員 と 経営 者 と の 常識 と は 異な る 事態 
が 実生 され る よう と する た め に 上 E 記 の 義 2 次 天 き 
社会 不安 を 生じ る と と は 当然 の こと で ある この 寂 妥 
を 極力 少な くす る た め に いわ ゆる 先進 国 は いろ いろ な 
対策 に 努力 し た こと と 思わ れる . 

二 十 世 紀 末 た に お ける 今 次 の 技術 革新 は 石油 化学 下 
業 ;「 電 了 予 工業 ジェ ッ ト エ ンジ シン; 更に 原子 方 下 業 ※ 
と 産業 革命 を うみ , 現に 拡大 され つつ ある が , 7 十 八 , 
九 世 紀 末 に お ぉ ける も の と は , 比較 に な ら ぬ 程 内 容 は 複 
雑 で あり , その 規模 は 大 きい . 
化す れ ば よい か , 


られ た . 換言 すれ ば 企業 化 の 危険 負担 の 方 法 に つい て | 


で ある . 安定 企業 の 導入 に は , その 計画 を いろ いろ な 


面 か ら 検 対す る 揚 合 に , 定性 的 定量 的 に 答え うる デー 
タ を 揃え や すい が , 新しく 企業 化し よう と する 場合 に 


同様 な 観点 あるいは 「 常 識 」 で 検討 され る と デー タ が 
不 十分 な た め あ いま いな 計画 と みな され る と と に な り - 


や すい . と の 場合 文 名 を つけ て 批判 する だ け で は 計画 


し , 創造 する 意欲 を 失う し , さり と て 十 に 一 つも 当 れ , 


kvev 2 売 を 太 で 末 さ の 


Ci 


し た が っ て いかに c 企 業 "| 
まだ どう し て 長く 生き 残る 瑞 の 06 
に 育て て いく か と いう こと と が 大 き な 問 題 と し て 追加 せ 
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が な い 。、 そ の 上 十分 計画 され た つも り の も の で あっ て 
も 企業 と し て 長く 生き 残り うる も の は 当然 少 な いか 
ら , どう し て も これ ら に 対す る 危険 負担 の 方 法 を 合わ 
せ 考 えな けれ ば な ら な い . と これ ら に 関し わが 国 は どれ 
ほど の 体験 を し , 研究 を し て きた で あろ うか . 

一 社 で 負担 で きぬ と き は どう すれ ば よい か . 
を 要する 企業 化 の と き は どう すれ ば よい か . 
点 か ら 欧 米 の 例 を 眺め て みよ う . 

原子 力 の 利用 は 当初 軍事 用 か ら 出 発し た こと が 重要 
な 原因 で も あぁ る が , 米国 で は 国家 が 膨大 な 研究 費 を 負 
担 し , 可 及 的 民間 に その 研究 を 委託 し た . 数 年 後 原 子 
力 利 用 の りん か く が ほん や り わ か りか け , し た が っ て 
企業 化 へ の 可能 性 が 見 られ る よう に な る と , それ まで 
の 公開 特許 の 無償 実施 を 各社 た 認め る と と も に , 国家 
の 研究 費 を 削減 し で いっ た 各社 は それ ぞ れ 自社 の 企 
業 化 の 目標 を 定め て 研究 費 を 増額 し , 官民 を 合計 し た 
研究 費 は な お 増大 し つつ あぁ ある 現状 で て ある. と の 場合 各 
社 は 自己 の 目標 と する 製品 ある い は 試作 品 の すべ て の 
部 品 を 作る の で は な く , 共通 する 部 品 は 競争 者 より 購 
入 す る の で ある . 原子 力 の 利用 と いう よう な 研究 は も 
早 一 国 だ け の 規模 で は むず か し く , 欧州 12 か 国 は とこ 
の た め に ュー ラ ト ム を 形成 し て その 共同 研究 所 を ジュ 
ネー ブ に 設け た . 英国 に お ける 他 の 一 例 は 新しい 企業 
に つい て 最初 は A 社 の み に 設 備 を お いて 共同 に 研究 
UD, A,B,C の 3 社 い ずれ の 社 へ の 受注 品 も A 社 で 
製作 する . 市 場 が 増大 し た と きき はじめて , A, B,C 各 
社 そ れ ぞ れ 設 備 し て 互 に 競争 する 立場 に た かえる. 

と うし た 表面 に ちら われ た 方 法 な り , 理論 に つい て 


長期 間 
らら の いい 2 


|] は われ われ は すでに 娠 物 あ る い は 見 聞 を 通じ て 知り ナ 
語 ぎる は と ど 知 っ て いる と いっ て よい . 


し か が かじ, : と の 方 法 


を 間 接 わ ゎ われわれ が 実現 し ょ うと し て も ゃ 現実 は 誠に むつ 


か し じい. に も か か わら ず , か れ ら は 利 電 相反 する 国家 
間 に お いて さえ る 進め つつ あり , こう し て 第 二 次 大 戦 を 


| 表 委 と する 今回 の 技術 革新 は 意外 な ほど 無事 に 、 急激 


< 人 業 化 され つつ ある の が 現状 で ある . と これ まで の 難 


語 和 拉 NN に 半 す 2 人 5b4 で られ た と みる < 


| き で あっ て , 表面 に ちら われ た こと の 方 法 を 実施 し 得る 
まう に せしめ た 経過 , 教育 , 訓練 あるいは 政治 等 に つ 


A 


3.「 話 し 合い 」 の 衣 練 


詳 計 間 交 才 に し で m カ の A 則 に つい て お た て 2 
う . と の 企業 化 は 大 き な 社 会 不安 と 経済 的 な 危険 負担 


[eto mes eratorss. し か る に わ 
C4 


が 国 で は その 必要 性 , 安全 度 等 に 関す る 個々 の 話し 合 
いす ら 円 滑 に は とこ ば ず , し た が っ て 国 と し て の 総合 的 
な 話し 合い は で き て いな いと いっ て よい . 

一 般 に 万 般 の 専門 家 は あり を な いか ら 企 業 化 開発 に 
は ,「 素 人 と し て 経営 者 達 が し か る べき 点 を チェ ッ ク 
すれ ば , あと は 専門 家 に 任せ れ ば よい と いう 話 じ 合い 1 
の 仕方 と 場 」 と が 必要 で あぁ る: とこう し た こと と は 安定 産 
業 を 進め る 場合 に も 必要 な こと で , 既に 数 十 年 間 の 経 
験 を 有 し て いる わけ で ある が , 原子 力 の よう な 未知 産 
業 と に つい て は 前 記 の ど ご とく 外国 に ぉ ける 諸 例 を 知識 と 
し て 知り な が ら も な お , わが 国 に お いて 円 消 に 行なわ 
れ 難 い 実 状 に ちあ る. この と こと は 「 話 し 合い 」 の 根本 
つい て 反省 する 必要 を 痛感 せしめ る . 

いく つか の 原理 ある い は 原則 を も と と し て 既に 体系 
を な し て いる 専門 学 を 学校 で 学 蓋 と き , その 応用 問題 
と し て は 一 般 に 既知 の 原理 を 用 いる 範囲 内 に お いて の 
みみ 「 き れい に 解き うる 」 る も の が 選ば れる . じ た が っ て 「 
他 の 専門 学 と 関連 する も の ある い は 既知 の 原理 で は 解 
き 難 いも の の 訓練 は どう し て も お ろ そ か に な ら ざ る を 
得 な い . すなわち 他 か ら 完 成 し た 形 で 学問 あるいは 産 
業 を 学ぶ か ぎり , 異な る 専門 家 と の 間 の 共通 点 が 非常 
に 少な いと こと に な る . 数 十 年 間 の 学問 と 産業 の 導入 は ! 
と うし て 学者 と 実際 家 , 技術 者 と 事務 者 , 技術 者 で も 
電気 技術 者 と 化学 技術 者 等 相互 間 の 断層 を 当 人 に は 意 
識 さ れ な い 程 深め て し まっ た の で あっ た . すなわち , 
まず 話し 合い の 内 容 に 共通 性 の 少な いこ と が 第 一 に 認 
識 さ れ な けれ ば は ならない . 次 に 類 を も っ て 集まる の が 
人 間 の 習性 で ある 以上 , 共通 性 の な いも の が 集 る 機会 
は 少な く , 集まっ て も 共通 性 の ある も の し か 話題 に な 
ら な いこ と が 多い の が 普通 で ある ., すなわち , 話し 合 
い の 場 を も つと と が 少な いと と が 第 二 に 考え られ な は け ば 
れ ば な ら な い 、 便 三 に は 話し 合う た め の 意 志 表 現 の 州 
練 の 不足 で , 安定 産業 を 模 位 す る 以上 その 必要 が すく 
な か っ た か ら と も いる. 話し方, 表現 の 仕方 の 訓練 
の 差 は 欧米 と わが 国 の 旧制 教育 の 差 に 大 きく 表 わ れ て 
いる . 

わが 国 の 今一つ の 特徴 は 古今 東西 の 考 % 方 な り 事 祭 
が 雑然 と 共存 する こと で ある . と の 結果 話し 合い の 場 
合 に は , 各 人 が その 都度 自分 の 都合 の よい 考え 方 た 立 . 
脚 し て 議 諭 を し が ち に な る . 個人 的 な 立場 , 会 社 と し 
て , 国 と し て の 立場 , 民主 的 な 立場 と 封建 的 な ゃ やり方 
に 立つ 立場 , 等 々 いずれ に し て を も 議論 を た て る 根本 を - 
な す 考 え 方 が 互い に 相 容れ ぬ 立場 を 前 提 と する 限り 族 
し 合い は 感情 的 と な り 暴 力 と な り 易 い . と の た め あめ に 各 


】 て , と の 方 向 に 教育 訓練 の 年 を 重ね て き て いる が , 敗 
| 戦 に ょ っ て 再 出発 し た わが 国 で は まだ 軌道 に の ら ず , 
古今 東西 の 事象 が , 人 口 多 くし て ま づ し い 日 本 に 共存 
良 する と と が , 更に 考 を 方 の 多様 性 を 助長 し て いる よう 

に 考え られ る . 
と うし て 「 話 し 合い 」 を 困難 な らし め る 要因 は 欧米 
に 比 し て わが 国 に 特に 多く , か つ 深 いと と を 反省 し , 
その 根本 対策 と 並行 し て 話し 合い の 具体 的 方 策 を 講じ 
る こと が 必要 で ある . 筆者 が 過 般 第 2 回 原子 力 平和 利 
| 用 会 議 に 出席 し て 最も 痛感 し た と と は , 各 方 面 に わた 
: る 6,000 人 の 参 会 者 の 話し 合い の 設備 , 機会 . ふん 囲 
1 気 , 方 法 等 に 関す る 具体 策 が 実に よく 実施 され て いる 
放 ) こと と で あっ た . 言葉 の 上 か ら は 民主 制 と いう と と を い 
か に 日 常 生活 に 具体 化し て いく か と いう こと と に 要約 さ 
| れる で あろ ろう が , その 内 容 は 誠に 多い の で ある . 


Pp 4. 管理 以前 の も の 


| 今 東 本 の 事象 の 共 在 は 上 記 話 し 合い を 困難 な らし 
る て いる 一 面 , この 中 か ら 数 十 年 間 に 和 急速 な 近代 産業 
¥ の 発達 を と げ し め , 欧米 文明 に 対比 し うる ァ アジ ァ で の 
唯一 の 国 に まで 育っ て きた こと と も また 事実 で ある . し 
| か し 、 も と も と 技 条 守 和信 に は じ ょ っ た 近 れ 首 洋 は 最 
| も 抵抗 の 少な い 純 技術 面 ( 物 的 面 ) の 実施 に 重点 が お 
衣 か れ な た 人 を 対象 と する 管理 技術 面 に つい て は , 近代 


| た わけ で ある 製造 の 仕方 , 事務 の と り 方 等 管理 技術 
を を 要 し て も か れ ら より る 低い 生活 条件 , よい 気候 
- っ て 競争 で きた か ら で あ る 


有 | し か し 、 これら の 有利 柏 が Wi 次 和 われ る 一 方, 3 
ne odie 
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W508 本 リン ゴミ を た -. 


| 産業 に ゃ さわ し く な いも の が あっ て も, 他 と 競争 し う _ 
| る 限り に ぉ いて は 可 玉 的 従来 の 方 法 が 踏 し ゅ う せ られ 


放 が ま づ くり も 多く の 人 較 あ る い は 叶 則 材料 


| と 送還 幹 に ある 地理 的 条件 等 の 有利 性 が , これ ら を 補 


選 所 の 9 tet 


党 作 人 き 巡 の 庄 、 


_ 蜜 , 危険 , 目視 不能 等 の 作業 は 機械 化 あ 
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存在 する . この 必用 制度 は 従業 員 を その 企業 に 密着 を き ^ 
せる と と と な り , わが 国 に 企業 別 労働 組合 を 主 と す る | 
成長 を うん だ :. だ, 維 ち が 会 中 ある いな 導水 凍 拉 主 
に より 左右 きれ る 因子 の 多い 原因 と な り , 同一 の 技術 
能力 を も っ て いて も その 給与 は 会 社 に より 相当 異な ‘0 
る . いい か を る と 技術 能力 , 労働 力 評価 の 客観 性 , 市 
場 性 が 少な いか ら , 自発 的 に 転職 する 場合 に は , 人 ロロ 
過多 の の わが国 で は 今 ま で より 低い 給与 し か 得 ら れ な い 
の が 普通 で ある . 給与 は その 会 社 に お ける 年 功 に 基 づ 
く と と が 主 と な り , amam SATHES < 
て いる か ら , こと の 不利 は 年 長者 程 大 きい . また 年 と 共 7 
EFS OMIEOM LANERROFIS CT 
れ ば , 管理 機能 は お ち , 従業 員 内 に 心理 的 に る 自ら 励 
む 気 カーー モ ラー ル を 高揚 し 維持 する と と は 困難 と な 
る . Tita it 
の 原価 は 著しく 高価 と な る だ け で な く , RO 
も つい て いけ な く な る. 

これ I に A し 折 % で WMECI6 ず る 答 ち 体系 y 


vr 


の 年 金 制 を 実施 し て いる の が 普通 で ある . 4 
両 制 度 に は 上 記 以 外 の それ ぞ れ 長所 短所 が あ 
た 国情 に も よる の みな ら ず , と の 制度 の み を 3 
り は な し て 変更 する こと も ゃ むずかしい. た だ 
「 近 代 産業 を 高め る 目的 」 か ら は 能力 評価 に 市 場 3 
た せる 方 が よい と いう 考え 方 を ポリ シー と し て と れ _ 
に 合う 習慣 を つく っ て きた と と は 確か で ある . 
創造 力 を 育成 する た め に サイ エン ティ フィ 
プロ ョ ロー チ の 手法 を 体得 せしめ る と と , "アテ アイ" 
し , と れ に 対し て 昇給 , 賞与 等 を 認め る と 
し 技術 次 本 の 考え 方 を 普遍 化す る と と 等 も : 
関連 し て 必要 に な っ て くる と と か ら で 技 
る 心 が ま を の 一 端 と な っ て いる 語れ 
来 わ が 国 で は 具体 的 に 考え られ て いた と 
技術 革新 に より 経験 ある い は 熟練 に 


= 


メー ショ ン 化 せら れる も の を 生じ , ある い は 


. し か も 以上 の よう な は 入閣 
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いずれ に し て も とれ ら の 考え 方 に 一 貫 す る も の は 近 
代 産 業 に お ける 物心 の 総合 は , 客観 性 , 合理 性 を 基 般 
と する よう に 進め て いか な けれ ば な ら な い こと で ちあ 
る . すなわち , すく な く と も 就業 時 間 内 に お ける 行動 
は この 方 向 に 向う べく , 
ご と に 努力 する こと で あろ う . 研究 , 現場 ある い は 事 
務 の いか ん を と わ ず , また 日 常に 関す る こと が ら で あ 
る こと と に 問題 の 困難 さと 軍 要 性 が ある . 


5. 知識 と セン ス 


幸い わが 国 で 最も お くれ て いた 管理 技術 は 隊 後 相当 
体系 づけ られ た 学問 の 形 で 欧米 か ら 輸入 せ られ た -. 
TWI, MTP, CCS の 諸 講 座 を は じ め と し , QC,_ OR, 
下 等 一 連 の 経営 関係 の ブー ム が それ で ある . 陸 系 づ 
けら れ て いる 改 に われ われ と し て 理解 し 易い 形 に な っ 
放 て いる こと は 有難 いこ と で ぁ る が , それ だ け に 「 話 し 
| 合い の 困難 さ 」 で の べた ょ うに 実施 に 困難 が あり , ま 
| に, これ を 専門 学 的 に 学ぶ こと に も 反省 を 要する . 
近代 産業 は た と えば 大 学 で 分 けら れる よう な 各部 科 
幸 選 応 ずる 高度 の 専門 家 を 必要 と する が , 飽く まで こと れ 
< ら 専 門 家 は 経営 体 を 構成 する それ ぞ れ の 一員 に すぎ 
| ず , その 職能 が 経営 体 で 十分 発揮 され る よう に 運営 さ 
有 れる こと が 目的 で ある . この た め に は 媒体 と な る べき 
| 共 褒 知 議 と ャ ンス が すべ て の 職場 構成 員 に それ ぞ れ 適 
有 度 に も た れ て いな けれ ば な ら な い . 
| の 技術 者 に は 経済 観念 が な い . と これ を 養成 する た め に 
| 人 洗 学 を も 教え ょ 」 と いう よう な こと が よく 言わ れる 
放 だ が 目的 は 観念 ーー ャ センス を も た せる と と で , 経済 学 
を 救え る こと で は な い . すなわち 工科 課程 の 教え 方 の 
放 中 に 経済 稚 念 を ぉ り 込 むと と が 必要 で あり , また 小 , 
沿 中 学校 に 3# い て こと れ に 関す る 基礎 知識 を 加 % る こと が 
| 必要 な の で ある . 
才 有 会 社 た 入っ て いる 者 が 。 今 まで 不足 し て いた 管 


た と えば 「 わ が 国 


「 管 理 以前 の も の 」 を へ ら す 


より 軍 要 な こと と は 社内 に こと の 基礎 知識 
と と に ある .-. 


必要 で ある が , 
と ャ ンス の 療 成 を は か る 


6. 結 言 


産業 の 規模 は 大 きく 複雑 と な っ て 行く か ら 多 く の 人 
の 総合 が 必要 と な り , と これ を 民主 的 に 行なう た め に は 
いわ ゆる 「 誰 が 考え て も も っ と も だ 」 と いう 考え 方, 


すなわち 客観 性 , 合理 性 の 必要 が ます ます 増大 し て い _ 


く . し か る に 明治 , 大 正 あ る い は 昭和 の 初期 , 要する 
に 戦前 は 安定 産業 を 導入 し て , 他国 と 競争 し て いく の 
に は 地理 的 条件 , 生活 条件 等 に 有利 性 が あぁ あり, 産業 の 
規模 も また 小さ か っ た か ら , 従来 の わが 国 の 習慣 , 考 
きえ 方 等 に 必ず し も ゃ 全般 的 な 変更 を 要 し な か っ た . し か 
し 戦争 を 通じ て の 技術 革新 は 委 激 に これ ら の 有利 性 を 
鉛 礁 し , 管理 技術 の 客観 性 が 強要 され る よう に な っ て 
きた . いわ ゆる 「 管 理 以前 の も の 」 の 検討 で ある . 技 
術 革 新た に たよ ょ る 産業 の 規模 は 一 社 一 国 だ け で は その 危険 
負担 に 耐え ず , その 実施 に は 各社 各国 と の 協調 が 必要 
に な っ て きた . こと の 場合 に も また 客観 性 を も つつ 考え方 
が 要求 され る . 更に な に より も 戦後 十 年 余 を へ た 現在 
すでに 技術 革新 を 通じ て 産業 構造 , 企業 経営 , 労働 条 
件 へ の 影響 が わが 国 に あぁ あらわれ て きた こと と が 重要 な こと こ 
と で , すく な く と も 近代 産業 に た づ さ わる 限り , 研 
究 , 現場 , 事務 の すべ て に 関連 する こと で あり , 他人 
の と と と し て らち 外 に 超 然 と する と こと は で き な く な っ 
て きた : 

根本 的 に は 創造 力 の 養成 と 民主 制 の 具体 化 と いう こと 
と が 基 礎 と な る が , わが 国産 業 の 実体 を みつ め て , 実 
施 の 順序 を も や ま ら な いよ うに し な いと 観念 的 に 頭 だ 
け 先 ば し っ て も 手足 の 具体 的 な 動き が 伴わ な いこ と と に 
な る . と の 意味 で 安定 産業 を 導入 する だ け で よかっ た 
の が 今 ま で で あっ た と いう こと を 改 る て 鶴 識 し 直し , 
技術 草 新 時 代 を 有史 以来 は じ め て 経験 する の だ と いう 
観点 か ら そ の 実施 方 法 と 順序 と を 反省 し た いと いう の 
が 筆者 の 意図 で ある . 

(昭和 34 年 11 月 4 日 受付 ) 
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米国 滞在 1 か 年 の 機会 を 与 そ られ, 用 年 9 月 30 日 
New York 着 10 月 1 日 より 本 年 9 月 24 日 まで , ほ 
ヾ 1 年間 ほ な と ん ど を コロ ョ ロン ピ ビ ャ 大 学 の 電子 工学 研究 所 
に 滞在 し て ポ セ り まし た . その 間 , 幸運 に も Visiting 
Professor の 地位 を 与え を られ, 同 研 究 所 の 種々 の 研究 
の 指導 を する と 共に , 学部 に も た び た び 参加 し , 工学 


部 長 Duinnig, 部 長 補佐 Barr, 電気 工学 主任 教授 


Shwaltz, 大 学院 主任 教授 Millman, Harris, Zadeh, 
の 各 教 授 お よび 助教 授 講 師 の 諸氏 , 研究 所 で は 所 長 の 
O'Neill, 副 所 長 Walsh, Bose 教授 各 研 究 主任 研究 者 
等 々 数 多く の 知己 と 心 お き な ぐ 意見 を 交換 する 機会 を 
与 そ られ まし た . また , 土地 柄 , 各 商 社 工 業 関係 の 方 
を 始め , 多 数 の 日 本 の 方 に 御 和 懇意 に た 願い, 特に 長期 に 滞 
在 し て お られ ます Brookiyn の 岡田 幸雄 氏 , Columbia 
Pupin Lab. の 岡谷 旭 氏 と も 月 た 1 度 な ら ず ゆっ くり 
と お 話す る こと も で き , また 御 出 張 の 途 次 寄ら れ ま し 
て 御 目 た に たか ふり まし た 方 々 は いち いち 申し 上 げ る に 
は , あま り に も 多数 に の ほり まし た -. 

米国 の 教育 , 研究 に つき まし て は 会 員 の 多数 の 方 が 
既に 経験 し , 見 て 来 て お られ ます の で , 今更 私 の よう 
な も の が 申し 上 げ る こと も な い の で す が , 10 人 10 色 
と 申し ます よう に 私 の 観察 も な ん ら か 御 役に立つ 所 が 
あれ ば と 存じ , 特に 私 が 興味 を 持ち まし た . 大 学 の 講 
義 体 系 , 学位 論文 , 研究 所 の 運営 等 に つき まし て の 感 
想 を 申し 上 げた く 存 じ ま す . 短い 1 年 の 生活 で 誤り も 
多い か と 存じ ます が 御 気 付き の 点 を 御 指摘 いた ヾ きま 
し た な ら ば 幸 基 に 存じ ます . 


2. 電気 工学 科 の 講義 体系 
コロ ン ビ ャ 大 学 に お ける 講義 体系 は 約 2 年 程 前 か ら 


| 族 革 が 行なわ れ , わが 国 の 講 議 体系 か らし ます と 相当 


に 違っ た も の に 見 えま す . わが 国 の が , いわ ば 使用 目 


* Past Year Experiences and Feelings at Co- 
lumbia University in the City of New York. 
By TONAU OSATAKE, Member (Faculty of 
Engineering, University of Tokyo, Tokyo). 
[論文 番号 3175] 


的 か ら の 分 類 と で も 申す な ら ば , コロ ョ ロン ピ ビ ャ 天 学 の は 
理論 体系 か ら の 分 類 と で も 言え まし よう か . 詳細 な 内 
容 は あぁ まり 長く な り ま す の で 省略 致し ます が , 電気 平 
学科 学生 の 標準 コー ス を 表 ユ に 示し ます . と これから 御 
判り の よう に , い わ ゆ る 電力 と 通信 と の 分 類 は な なく, ま 
た 有線 通信 , 無 線 通 信 の 分 類 も なく, それ ら が 混 然 と も 
て . それ ぞ れ の 講義 の 中 に 入っ て お り ま す .・ ご の よう 
な 講 議 体系 は , 次 第 に 米国 の 各 大 学 に お よん で , 私 の 
訪問 し まし た Brooklyn Polytechnic. M.I.T. Harvard, 
Princeton, Pennsylvania, Cohrnell, Syracuce 等 の 
大 学 で も 大 学 に よる 差 こ そ を あぁ あり ます が , 多かれ 少 が 
表 1 


JUNIOR YEAR 


TERM 5 TERM 6 
CLASS LAB PTSCLASS LAB PTS 
Nontechnical elective 3 3 3 3 
Strength of materials 3 3 
Electric circuits, I, I 4 4 3 3 
Magnetic circuits and 3 3 
transformers 
Magnetic circuits 3 1 
laboratory 
Electrical measurme- { 3 2 
nts 
Engineering electro- 4 4 3 i 3 
nics, 2 
Engineering library Ul i 
technique 
Differential equations 3 3 
Engineering economy 2 2 3 


SENIOR YEAR 


| TERM 7 | TERM 8 


lcLAss LAB PTSCLASS LAB PTS | 


Nontechnical elective 3 $3 3 3 
Nuclear energy 3 に 
Electric circuits, I,IV| "3 3 3 3 
Probability theory 3 3 
Energy conversion 3 3 
Energy conversion 3 fh 
laboratory . 
Eng. electronics, TI,IV 3 3 3 3 
Electronics laborato- 3 1 3 半 
Iy;, RN “ iB 
Thermodynamics 3 3 ; 
Departmental elective 2-3 6 


rr | 15 6 17 17-18r, 3 18-19 


CIF 
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か れ そ の 方 向 に 向っ て お り ま す . 講義 内 容 の 一 例 を 申 

し ます と Electrical Systems の 中 に は 電磁 現象 を 

使う も の , 継電器 , 電動 機 , 発電 機 , その 他 の trans- 
ducer 自動 制御 の 安定 等 の 問題 も 含ま れ て お り ま す 

し , いわ ゆる 回 転機 械 は 電磁 現象 解析 を 主 に し た 
Energy conversion の 中 に 入っ て お り ま す . また , 
Engineering Electronics の 中 に わが 国 の 電子 管 , 電 

子 管 回 路 , ろ 波 器 , 非 正弦 波形 回 路 も 含ま れ て お り ま 

す . し た が っ て 極大 別 致 し ます と Electronics System 

と Servo System と Acoustic と に 分 れ て お り を ます . 

まな た 大 学 の 学生 は 講 蘭 の 選択 が 自由 な た め , 学生 が 

興味 を 持て な い 講 義 に は 出席 し ませ ず , 講義 は 自然 
陶 汰 され て 行き ます の で , 教官 も 自分 の 講義 を より よ 
くす る こと に 対し て 極 あ て 積極 的 に 熱心 で , 勤務 時 間 

の 大 部 分 が 講義 と 学生 と の コン タク ト に 使わ れ て お り 

ます . た ヾ , 私 の 感じ まし た 本 質 的 な 差 は , 社会 全体 

の 気分 か ら , 学生 も 理論 の た め の 理 論 を 楽し むと 言う 
気分 が 極め あて 少な く , 常に 何 か 上 内 体 的 な 成果 を 求め る 
意欲 が 強く 読み と れ ま し た . また 学生 の 質問 討論 も 極 

あめ て 積極 的 で し た の で , 帰 朝 後 教壇 に 立っ て み ま す と 
学生 の 質問 が ほとん ど な い の で 何 か 急 に 山奥 で 講義 を 

| し て いる よう な 氏 覚 に 落ち 入り まし た . 

; どの よう な 変換 が で きま す の を も 要 は 大 学 の 講義 体系 
| の 変換 ぉ よび 運営 に 対し て 工学 部 長 が 強大 な 権力 を 持 
らち, ほとん ど ゥ ッ ン マン で 独断 専行 する こと か ら 来 て い 
3 る か と る も 思わ れ , 教授 の 任免 に つい て る も 実質 上 工学 部 
| 長 の 独 教 で 行なわ れ て お り ま す . も っ と も 工学 部 長 は 
多数 の 教授 か ら 成 る 議 問 機関 を 持っ て お り ま す が , わ 
| が 国 の も の と 人 店 い , と れ は 単に 工学 部 長 の 個人 の 決断 
の 工学 部 長 は 独自 の 


和 2 村 前 は の の を に も の で と が 誠人 
| 有 有 され 日 本 で の 会 議 の よう な 誰が 責任 を 取る の か 判ら 
有 有 ね よう な 決定 は 一 切な く , 非常 に 責任 の 所 在 が 明確 に 
a な る ょ うす べ て の と と が 近 ば は れ て # お り ま す . 
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打 拉 六 の 紗 衝 っ 商科 大 学 放 が 電気 工 学科 だ け で 
| 登録 し て あぁ る 学生 は 数 百人 お り ま す . いずれ も 夜間 の 
及 2 こ <3 っ ュー を 取っ て いる も の で , 大 体 は 2 コー ス を 
取っ て お り ま す . 

| や ゃ ろ ん , 忌 M の 大 学院 も 少数 お り ま す が か 夜間 が 
有 有 モモ に な っ て ぉ り ま す の は , New York と 言う 土地 柄 も 
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大 きく きい て いる こと と ょ 思わ れ ま す . 教授 の 話 で は , 
昼間 の 学生 に は よく で きる も の も , で き な い も の も お 
り 夜 間 の に 比 し その 幅 が 非常 に 大 きい と 言っ て お り ま 
し た . 

修士 コー ス に は 最低 30 単位 3 Session を 必要 と さ 
れ , 大 体 35~45 単位 を 適当 と され て お り , た ヾ 学生 
に は 日 本 と 違い 実に 多種 多様 な 経歴 の 持 主 が 多数 混入 
し て お おり ます の で , それ ぞ れ の 学生 の 過去 の 履 翌 経歴 
に よる 受講 に 対す る 注意 を する 専門 家 が 部 長 直 属 で 置 
か れ て お り ま し て , 実に 親 切 に 指導 し て お り ま す .、 博 
士 課 程 は , 修士 を 終っ た も の は , その 上 に 最小 30 単 
位 , 修士 を 経 ら な いも の は , 最少 60 単位 を 終っ た も 
の で あぁ ある こと と を 必要 と され て お り ま す . し か し 学位 論 
文 を 書く た め に は どう し て も 昼間 大 学 た に いて 研究 を す 


, る 必要 が あり , その た め 学 生 は 相当 世 無 理 を おして, 


昼間 の 時 間 を 学位 論文 作成 の た め に 作り 出し て お り ま 
3 

3.1 Qualitying Examination 

以上 の 要求 を みた し た 学生 の うち Qualifying 
Exam. を 通過 し た も の だ けが 博士 論文 を 書く 資格 を 
与え られ ます ・ し た が っ て 昼間 勤務 し 夜間 の み 大 学院 
コー ス を 取っ て いる も の は , と の 試験 を 受け る まで 早 
く て 3 年 を 必要 と し て お り ま す . 私 も と この Qualifying 
Exam. に 教官 の 一 員 と し て 参加 致し まし た が , 丁度 東 
京 大 学 の 大 学院 の 入学 試験 に 課 し て お だり ます の と 大 体 
似 て お ぉ り , 電磁 気 , 回 路 理 論 , 電 子 回 路 等 約 5~6 種 類 
の 問題 に つい て 筆記 試験 を 行ない ,、 そ の 結果 を 頭 に 置 
き な が ら , 電気 工学 科 の 主 な 教官 が 列席 , 大 学院 主任 
教官 が chairman を や っ て 口頭 資 問 を 致し ます . 午前 
午後 と 2 人 ずつ , 1 日 計 4 人 を 試問 し , その 生 記 と 刀 
頭 試問 の 結果 を 見 な が ら 受 験 者 の 能力 と Background. 
の 判定 を し , 博士 論文 開始 の 許可 不 許 可 を 決め て お 
り ま す . 昨年 夏期 は , 約 60 名 の 受験 者 か ら 通 過 者 6 
名 の 小数 に 止 り まし た . し た が っ て , と の 試験 の た め 
教官 は 約 3 週間 これ に か ょ はり 切り に な り ま す .。 と れ が な が 
年 2 回 行なわ れ ま す . 

3.2 論文 題目 ; 

博士 論文 の 題目 を 決定 する の は 学生 自身 に 任 か され 
て お り , 自分 が 題目 を 決め て 先生 を 見 つけ て 行か ね ば . 
な ら ず , これ が 学生 の 一 つの 悩み で も ある よう に 見 受 
けら れ ま し た . も ちろ ん と れ は 教官 の 個人 的 な 性 質 に -. 
も より ます が 一 般 的 に 言っ て 教育 方 針 そ の も の が , 学 : 
生 に と っ て 必要 な 大 き な 決 断 は , 学生 の 自主 的 な 決定 
に の みよ っ て お り ま す の で , と の 点 日 本 の た 比べ す と 


し 行き すす ぎ て いる よう に 感じ まし た . と れ は 歴史 的 , 
社会 的 背景 の 結果 で も あり , 相当 色々 問題 が ある よう 
et 特に 学位 論文 の た め の 研 究 プ ロジ ェ 
’ クト と , 研究 費 , 研究 場所 等 に は , や は り 数 多く の 障 
害 が あり, 特に 大 学 の 研究 自体 が 次 第 に 研究 費 を 多額 
, に 要する も の が , 理論 的 に は 極め て 高度 の も の に 向っ 
て お ぉ おり ます の で , 研究 成果 を 出す こと に る 学生 側 と し 
て は 自信 が な く , プロ ジェ クト の 選択 た に 弱っ て お り ま 
す . また 研究 費 を 多額 要する も の は コン トラ クト 研 
宛 た な り , 論文 を 書く と と より も チー ム ワ ー ク に よる 
】 結果 を 出す こと に 主眼 が 置か れ ,, コン トラ クト の 結果 
いか ん が , すぐ 次 に 来る 研究 費 に も 影 線 し ます の で , 


科 。 


| テー ムッ ー ク の と き の 各 研究 者 に は 強い 仕事 の 統制 が 


放 】 . 究 を 行なう 範囲 は きわ め て すく な く , 
| の 研究 運営 上 の 問題 が あり ます . ハー パード で は 研究 
衣 。 コン トラ クト に 協力 し た 大 学院 学生 の 論文 に は 幾 分 , 
用 その 買 献 し た 背景 を 考 協 する と し て お り ま す が , 
' ン ビ ャ で は 全然 考慮 し て お り ま せん . また , コロ ン ピ ビ 
4 ャ で は 博士 学位 な く 助 教授 に 任命 され る と と も あり 
: ます が , こと の 場合 学位 は コロ ン ピ ビ ャ か ら は 得る と と が 
有 | で きず , 他 の 大 学 へ 行き 受け な けれ ば な ら ず , こと の 点 
」 情 実 の 入る 予 地 の な い 厳 格 さ を 持っ て お り ま す . 学位 
論文 の 内 容 程度 に つき まし て は , わが 国 で の 考え 方 と 
相当 に 似 て お り ま し て , や は り 新 し い ア イデ ィ ア を 開 
有 拓 す る と と に 主体 が 置か れ て お り ま す . 論文 の 審査 で 
| わが国 と 異な る 点 は その 審査 員 に 必ず 部 外 者 2 名 以上 
有 | を 加 を る 必要 が ある こと て で, その 論文 題目 に つい て 著 


罰 加わり ます . し た が っ て 学位 論文 そ を の も の の た め の 研 
& 


コロ 


| 、 名 な 研究 者 を 招へい する 必要 が ある こと で す . その 列 


ontansmmcmannomseror, x 
を 相当 に 重視 し て お り ま す - 
弄 a: 9 論文 の 書き 方 に つい て _ 


a と れ は 学位 輸 文 。 者 書 等 いずれ で も 問題 に な る と と 
, Fr 文章 の 内 容 は る も ちろ ん Introduction か ら 


電気 通信 学 会 雑 放 


こと の 辺り に 大 学 


| i Analysis, Conctusion KC 穫 る の それ ぞ れ の 分 


ー ク ト の 転換 る 比較 的 容易 に 行なわ れ , 


a oh 2 る が で a ON 
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か と も 受取 れ ま し た . その た め 報 告 書 の 作成 は 。 私 の 
お り ま し た 研究 所 で は た と え 短 い 所 内 報告 で る も る ま チ ーー 
研究 主任 が 大 略 の 文 を 直し , 更に それ を 英 圧 文 部 出身 の 
Editorial Secretary が 英文 学 的 た 見 て , 前置詞 
き 方 , 形容 詞 の 当 簿 , 文章 構成 と = ュ ア ンス 等 を 変更 

し 味 の あ る 文章 に 直し , それ を 更に 執筆 者 。 研究 主任 
に 返し て , 相談 の 上 タイ ィ イプ に 取り か ヽ \ る と 言 う 手順 を 
ふん で お り ま す . Tn 
0 


(0 、 
i 
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4. 電気 工学 と 物理 学 と の 関係 


電気 工学 , 特に 電子 工学 の 研究 は 次 第 に 物理 学 と の | 
交流 を 必要 と する よう に な っ て 参り まし た と と は 今更 7 
と \ で 申し 述べ る まで も な い の で す が , その 調和 
界 を いか に 置く べき で あろ うか と 言う 点 は , や ゃ はり 
妙 な 点 で , 特に 大 学院 過程 の 取扱 いで は 種々 の 問題 が 
ある と と を 聞き まし た . た と えば 半導体 関係 の 
に は 電気 工学 課程 を 経 な いも の , すなわち 物 
も の を 電気 工学 大 学院 に 迎え る の が 良い と 言う 意 
比較 的 多く , コ ョ ロン ピ ビ ャ で も その 動き が 強く Dc 
Qualifying Exam. の 改善 が 討論 され で て おり : 
の 他 Princeton; お よび Harvard で も それ を 
da 


な われ て お おり ます . 


‘5. St 
私 の お り ま し た 研究 所 は 全部 受託 研 
お り ま す . 受託 研究 の コン トラ クト を 結ぶ 
主として 研究 所 に 現存 する スー パー バイ ザ 
ier bies 


> て 行 
れ は ; 非常 に 活発 に 行なわ れ ま す の で , 


高い も の が 有 衣 な 研究 者 と 考え られ て 
た 有 能 な 研究 者 と は 「 討 諭 の 途中 よい 
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だ 教授 会 で 審議 され ます . し か し , と これ は 単に , その 
規模 を 決定 する だ け で , 研究 陣容 , 組織 等 の 詳細 は 研 
究 所 独自 の 決定 に 託さ れ て お り ま す . その 決定 は 研究 
"所 の 所 長 , 副 所 長 と , 関係 の シン ニャ スー パー バイ ザー 
(後述 ) の 数 人 で 決定 され ます -. 
研究 所 は 受託 研究 の プロ ジェ クト ど と に , 研究 グル 
ー プ を 作り , 研究 内 容 の 近接 し て いる も の は , 1 つの 
ラボ ボラ ト リー に 入れ ます . し た が っ て 1 つの ラボ ラ ト 
リー に 2 つ 以 上 の 受託 研究 の プロ ジェ クト を 持っ て い 
る 場合 も あり , また 1 つの 研究 グル ー プ が 2 つ 以 上 の 
= 託 研究 に 関係 する こと も あぁ あり, その 間 の 関係 は 非常 
| に 機動 性 を 持た を そ て あり ます . 現在 は 変わ っ て いる か 
吾 知 れ ま せん が 私 の お り ま し た 9 月 まで は Acoustic, 
Computer, Radar, Systems の 4 つの Lab に 分 れ て 
お り ま じじ だす 受託 研究 の 責任 者 を シ ニ ヤ スー パー バイ 
ポー と 言い 』 これ を いく つか の 研 究 グル ー プ に 分 け 
有 有 て それ ぞ れ に 研究 主任 , リサ ー チ スー パー パイ ザー 
半 衣 自選 き で ぞ の 下 に りり サー チェ エンジ ニャ と 言っ て お る 研 
較 ] 交 者 人 f~ 5 名 を つけ , こと れ 全体 が チー ム ワ ー ク を や っ 
で や り ま す . た と えば , 私 の 主として 関係 し た Rader 
8 その 内 の 大 きい 分 野 は さ 
{ 


ら に 本 つの ケル ー プ に 分 れ て お り ま す -. 

ジニ = ニヤ, リサ ー チ , スー ペパー パイ ザー は 教授 が な る 
ご と ども あり 教授 で な いも の が な る こと も あり , 教授 
| と きっ 共 は と 研究 組織 上 の 職名 と は 一 応 独 立 し て 3 おり 
きす 大 きい プロ ジェ クト は , それ を いく つか の 部 分 
| に 細分 し て , それ ぞ れ に 研究 主任 を 置き それ ぞ れ の 結 
| を 頃合 し て , 受託 研究 結果 を 得る よう , 各 分 担 の 研 
| 交 の 進行 状況 を シ ニ = ャ スー パー バイ ザー が 見 は っ て い 
有形 を と っ て 5 り ま す - 研究 結果 の 判定 は 了 叶 部 内 , 

tc 結果 その も の より も , いか に 努力 
0 


mt: 
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ょ 相当 に 大 きく , 研究 費 の 小さ いも の は 随時 に 開始 さ 
i 受託 研究 遂行 中 
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ィ ア に よっ て 新しく 研究 費 が 増額 に と な っ た り , また 種 
類 に と よっ て は 新しい プロ ジェ クト と し て 発展 し た り 致 
し ます . と の 機動 性 を 生か し て 行く よう シ ニ ャ ヤ ャ スーパ 
ー バ パイ ザー と , 研究 担当 副 所 長 は 気 を 配っ て お り ま す 
と 共に , 研究 主任 も いか に し て 研究 者 か ら ア ァ アイ ディア 
を つか まえ て 新しい 研究 発展 の 原動力 を つか も うか と 
言う こと に 苦心 を し て お り ま す . その 能力 の 高い も の 
が 有 能 な 研究 主任 と され て お り ま す : 良い アイ ディ ア 
が あれ ば 研究 費 と 研究 者 を 集め る こと は それ 程 困 難 の 
な い 国 情 が 研究 の 機動 性 と 発展 性 を 支え て いる よう に 
受取 れ ま し た と 共に ァ ィ ディ ア が た と を 初め あ は 相当 に 
実用 性 の 少な いも の で も , 周囲 の 者 が 極め て 積極 的 に 
応援 を し て くれ て , 相当 な 段階 まで 理論 と 実験 を 宣 ね 
た 上 で , あぁ あらためて 討論 を し て , 直ちに 取上げ る べき 
で ぁ ある か , 追っ て 期間 を 置い て 取上げ る 問題 で ある か 
を 研究 主任 を まじえ た 研究 所 の 主 騰 者 の 相談 で 決定 し 
て りり ま す . 

定期 的 な 会 合 は 1 つも な く , 必要 の 都度 、 随 時 関係 
者 を 呼び 集め て 意見 を 交換 し て お り ま す . それ は , 一 
人 の 人 る 無駄 な 時 間 を 費 さ な い 能 率 的 運営 に は , 定期 
的 で な い 方 が 良い , また 集 る 範囲 も 最小 限度 に 止め る . 
の が 能率 的 で ある と 言う 考え 方 か ら 来 て だ お り ま す . し 
た が っ て 研究 者 を まじ を た 相談 の 会 議 と いう も の は 皆 
無 た に 近い 状態 で す . 研究 主任 の 職員 と し て は , 自分 の 
研究 責任 範囲 だ け で な く , それ に 関係 し た と と を 充分 
知っ て いる と と を 要求 され る わけ で 、 そ の 情報 な り 判 
断 な り の 正確 さ 妥 当 さ が その 研究 主任 の 能力 と し て 判 
定 さ れる と と に な り ま す . し た が っ て 主要 な 問題 も 大 
体 3~4 人 だ け の 集 り で は と ん ど 決 定 さ れ て 参り ます 
の で 決断 が 極め て 早く 行なわ れ ま す . と これ は 周囲 の 研 。 
究 の 進行 の 速度 が 極め て 早い の で 随時 に 決断 を せま ら 
れる こと が 非常 に 多い 点 か ら も 必要 と され , 決断 に 時 
間 を 取る と 周囲 が 思わ ぬ 方 向 に 進ん で し まう 可能 性 が 
ぁ あぁ る か ら で す . し た が っ て 発表 し 得る 結果 の で る 裏 に 
は それ に 関係 し て 考え 得る 関連 実験 は , 相当 程度 まで 
開拓 し 終る の が 通例 で , いか な る 関連 研究 を どの 程度 
まで や ゃ る か を , 研究 主 脳 者 は 常に 考え , 随時 2~ 3 人 
だ け で 意見 交換 を 行なっ て , 次 の 進行 方 向 を 見 は っ て 
ポ り ます . 研究 速度 の 早い こと は 研究 を 助け る 工作 未 
度 , 物品 購入 速度 , 測定 器 の 数 と 性 質 が 揃っ て いる と 
と か ら 自 然 に 早め られ て し まい ます が , "と の 考え の 根 
本 は , 有 能 な 研究 者 を な る べく 高給 で か ヽ えて, その 
人 の 能力 を 充分 に 発揮 させ た 方 が 結局 経済 的 で あり , 
能率 が 上 れ ば 研究 費 も 増加 し , いわ ゆる 研究 の 再生 産 


AT re 
が EO + Ey " i i ek bh 
" Rk N' Cr ww) 3 2 i 1 k wt) て の | 
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量 に な り , 米国 の 著名 な 大 メー が は る ん 
本 の 部 品 に 依存 し 始め て お り , 日 本 か ら の 大 量 の 部 語 
と 米国 の 電子 工業 と の 関係 を いか に 置く べき か と 言う 
こと が 米国 電子 工業 界 の 最大 の 問題 に な っ て 来 で お り 
ます . その 基本 的 考え は , 日 本 製 は 性 能 も 却 分 満足 し 
6. 基礎 研究 と 実用 化 研 究 て お り , me 


能 で ある 点 に あり , と の 処置 を 誤る と 米国 の 電子 工業 
壮 護 研究 の 定 放 と し て 忘 の 了解 し まし た も の は 刀 が 危 く な り 。 ひい て は 。 WIR OA 
_ 体 的 な 機器 の 設計 に 取 か ヽ る まで の も の を すべ て 基礎 まで 言わ れ て お ぉ り ま す . 米国 の 著名 大 メニ カ の 社長 ) - 
研究 と 称し て お り Eg し た が っ て わが 国 で 言っ て お 副 社 長 が 相次い で 来 日 し て で おり ま す の る も , と の 間 ケ 
ます 基 研 究 実 用 化 研究 の 定義 が と も する と 機器 の 針 決定 へ の 視察 の た め と 言わ れ て で おり wits 
ER PR CMA MRA Ot i 
表 3 革 隊 f 守 を 物 玲 ある い は 環 a 的 な 克夫 に 限定 し り ます 私 に も 回 意見 を 旭 か れ ま し た 2 
隊 交 交替 要 も お り ま し た が , 私 の 接し まし た 工科 関 必 の 中小 企業 で は , 現在 日本 折 呈 と 隊 計 
: 多数 の 人 の 大 部 分 は , 初め に 書き ま し た 定義 を 支持 し の 鉄 う ち に 合 っ て お り 。 いか に ele 
て お り ま し た . し た が っ て 一 見 大 き な System の 研究 
に も 基礎 研究 と 言う 名 を 与え て お り ま すし , 小さ い 1 ます -。 
| 有 | つの 回 路 に つい て を 実用 化 研究 の 名 も つけ られ て お り 
| ます - 私 の 関係 し まし た 研究 も 1 つの 大 き な System 8. 
| 有 | を いか に 作る か の 研究 で し た が , これ を 基礎 研究 と 称 
失語 し て お り ま し た ._ 


財 程 に 入る 見 込み が ある か ら と 言え まし ょ よう. 

民 私 の 経験 し まし た , と まひ に 述べ た 研究 所 の 運営 方 法 
は , ベル の 研究 所 , その 他 の 電気 の 
か れ 少 な か れ , と れ に 類似 の 方 法 を 取っ て いる よう 
受取 れ ま し た . 
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以上 思い つく まさ に 感想 を まち えて 気 に 、 
を 人 述べ まし た が , 帰 回 し て すぐ 電気 通信 学会 
大 会 に 出 座 し , その 発 区 克 の 中 に 国 な ら 


わが 画 の 志 了 エエ 靖 和 


問題 が 大 切 で ある と と を 改め て 痛感 致し ま 1 
と れ か ら 国 際 場 福 に 日 本 の 研究 お よび - 
行く た め に は , 昨年 3 月 猪瀬 助教 援 が 本 
GS て あり まし た 「 独 創 的 な も の を 」 と いう 
六 判 が あり まし た が 要する I に 強調 し て , こと の 抽 文 を 終る と と に 致し ます 
ER RE RR A 
4 ー ド を 始め と する 電 チ エ CS A ペル 研 究 所 に 関す る 感想 
(昭和 34 年 12 月 
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損失 を 有する 分 布 形 パ ラメ トリック 増幅 器 の 姿態 理論 


正 必 内 黒 川 4 
(東京 大 学生 産 技術 研究 所 ) 


要約 前 論文 で 考慮 し た 分 布 形 パラ メト リッ ク 増幅 器 の 解析 法 に お ける 姿態 間 の 直交 性 は 無 損失 の 場合 
記 限 り 成 立 す る も の で あぁ っ た . し か る に 現在 の 技術 で は 半導体 ダイ オー ド の 拡散 抵抗 を 全く 無視 で きる 程 
小さ くす る こと と は 困難 で , この 影響 を 考慮 する こと が 要求 され て いた . 本 論文 は と の 要求 に 答え を える た め ふ め 
損失 を 有する 分 布 形 パラ メト リッ ク 増幅 器 の 姿態 理論 を 論じ た も の で , 特に 共役 回 路 な る 概念 を 新しく 導 
入 し , 元 の 増幅 器 の 姿態 と 共役 回 路 の 姿態 の 間 に 直 交 性 が 存在 する と と を 示し , 無 損失 の 場合 と 同様 に 損 
失 あ ぁ る 場合 に も 姿態 理論 が 有効 に 使用 で きる と と を 示し た . 


形 パ ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 の 解析 に 姿態 理論 を どの よう 


2 〒 に 使用 し た ら ょ いか 明らか に な っ た も の と 思わ れる ・ 
前 論文 "で 無 損 失 分 布 形 パ ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 の 次 
協 に 関す る 基本 術 な 性 質 の いく つか を 論じ , それ を 利 2 導 本 千本 志 瑞 本 の ト 玉 
細 す る と この 形 の 増幅 器 の 解析 が 極め て 容易 に な る と jt 半導体 ダイ ィ オード の 等 価 回 路 を 
と を 示し た . し か し 現在 の 技術 で は 半導体 ダイ オー ド | 図 1 の よう に 考え よう . ヶ が 拡散 
の 拡散 抵抗 を 無視 で きる 位 小さ くず る と と は 困難 で あ ゃ “ポッ 抵抗 を 表わし , 人 箇 単 の た め に @,, 
DP 全 独 立 姿態 は その 束 細 を 大 きく うけ る も の と 想像 * wo に つき 同じ 値 を 持っ て いる も の 
| され る ・- 特に 増幅 , 減衰 され る 波 は も と も と 縮退 し て と すず る: ポン ピン グ 角 周波 数 w ぁ が 
いた も の が 可変 容量 に より 分 離さ れ た 結果 現われ て き 1 ダイ オー ド @,=,0, +@, る 
】 た も の と 考え られ る の で , 縮退 分 離 の 大 き さ を 表わす gg 箇 回 路 と 揚 合 流入 する 電流 『 と 端子 
9 時 9 に 比べ て 損失 の 影響 が 更に 十分 小さ く な い 限 り , ereuit of diede 商 に 加わ る 電圧 » の 関係 を マト リ 
無 損失 回 路 に お ける 姿態 理論 を その ま ょ 損失 ある 増幅 。 クス 形式 で 表示 すれ ば 
誠に 聞 用 する こと は 面白 く な い . 本 論文 は 拡散 抵抗 の : Nr 
党 一 次 項 ま で 考慮 た 入れ て 分 布 形 パラ メト リッ ク 増 幅 器 i, |=| 10C, 1 | ov;—ri,* 
有 】 有 の 次 収 理 論 を ょ より 実用 的 な も の に せん と 試み た も の で i * ia, oo 
か ある. 
有 有 | 衝 2 人 で は 基本 区 間 を 表わす ず 7 マト リク タス を 求め 0 
有 | それ と ポン ピン クタ 位 相 を 表わす eo! と の 積 T。 が , 無 。 また は 書換 えて 
有 有 本 s の 場合 と 同様 有効 に 使用 で きる だ ら う こと と を 述べ TH Cd 
| 知 3 人 5 で て T。 の 固有 ペク トル の 直交 関係 を 作る た め 共 w A 
[ciomsear. io 1h, maom jag, oC 
有朋 べ ペク トル と 共役 回 路 の 固有 ベク トル と の 関係 を 明 ら 人 
にし, 第 4 急 で は 摂動 法 を 使用 し て 求め た 近似 解 を =| JC 0 | 
で し : これ を 用 いて 分 視 展 パラ メト リッ ク 志 幅 昌 の 利 Ce RE 
有 】 4 の 計 処 を 行なっ た . 本 論文 に より 損失 を 有する 分 布 oo Wb 
ーー ~ 
jf‘ Mode Theory of Periodically Distributed Pa- こく に は 単位 マト リク ス で ある . 上 式 の 両辺 に 
rametric Amplifiers with Losses. By KANE . Cr 
| YUKI KUROKAWA, Member (Institute of In- LF iC,, 7 る F 
ff ©dustrial Science, University of Tokyo). [論文 NY 
Pe 番号 3176] baa | V9 ’ =J70;C, 
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を 震 か ら か が け て ァ + が 小さ いと と を 利用 し て 三次 以上 
の 項 を 省略 すれ ば (「}! の 展開 式 の 収 餅 に 関し て は 
文献 2 の 164 ペー ジ を 参照 され た い ). 


RN EN jo, 
BR 
2 a < i Cr ) C4 


ee 
に A 隊 
“ - の 0 * 
J ©O, 2 ’ DO 
CG 
= ot 7 = 
7 で 10 ひ 2 
oe | 2 9 a } oC, 
i ^ Ic Cs C; CC, 
の a 放 a 
@, Lo + 0O,0, 4 2 ーー 2 
C0 jC 
rt 1 > 2 2 ’ 0O,0, 4 = 0 


癌 計 人 本 区 ※ 剛 
Fig. 2—Basic section of the amplifier. 
と の 式 か ら C。 は 並列 に 入っ て いる も の と 考え られ , 
と れ を 2 つ に 分 け て 図 2 の 基本 回 路 の 相 等 し い 2 つの 


四 端 子 [a], [56] に 組入れ て お く こ と こと に すれ ば 残っ た 
周 路 [c] に 流入 すず する 電流 7。 と 電圧 V。 の 関係 は 


CF 
| r(orcs の or), 
7 財 OE OC, 
j oo(1 +(o-0)C) [| py. 1 
(src — | 2 vt 
CD 


。 で 与 を られ る . 各 端 子 の 電流 , 電圧 を 入射 波 (添字 り 
| と 反射 波 が 字 ) で 表わす ず と と に し ,” を つけ て [<] 
| 旬 の 各 量 を 表現 すれ ば 


V4= 2 (a;+a;) ’ 


Vs'= en Caje-! 下 a,e!) 
| 
[- 一 mor ーー i 
a (a; @;); 


re ーー テア 
V;= ング (6; お ホ b,) 


Vy 2Z, Cbiel' F be 


b= テー, 
l= FF ie" hb,e~19) 
(5) 
ga 端子 の 電圧 は 図 2 る か ら V。 に 等 し く 
Vi=Vs =Y, (6) 
と れ と 連続 の 条件 
TL TY 


を 使っ て Di,b, を a;,a; で 表 わ せ ば 前 論 庫 文 と 全く 同 
様 に し て 


B=TA (8) 
た ゞ し ii bs , 
4 0 
eat | を 
a, 5 2 
T= 
(eI 0 
| ba (+ A 


| DI OR TZ Bi Ba DD 
ー7 oC oNtss 02*). 


wo,C* Ze i+ 02%) 
ー7 @,C*Zeki- EA 


ー7 wo,CZek 2*- 91), 
jw,CZek + 
(a 

0 1+ 


(10) 


ーj @,CZe- K+ 029 
jo,CZek i- 0 


—0; 


/* i 
a r(x:cs — 2 ) 


Re Zu CG CRD 
次 に 基本 区 間 の ポン ピン グ 位 相 を 20』(@』 は 実 ) ず 


つ 遅 らし た も の を ヵ 個 縦 続 接続 する こと を 考え れ ば 
(11) 
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了 7 の 中 の C を Ce-230p, Ce- り 9p… と し た も の の 終 
続 接続 で , oo。。Z に は て C の 位相 が 入っ て こない か 
ら , 無 損失 の 場合 と 同様 7a を 
ps 0 0 0 
0) 0 


0 ES, a 
0 0 0 8's 
LT 
7 (13) 


で 定 誤 し た 7T。 の 固有 値 問題 の 解 が 重要 な 役割 を 演 ず 
る だ ら う こと が 解る . すず すなわち, 第 k 段 目 の 区 間 を 
表わす 7 マト リク ス は 式 (10) の C が Ce-tk-1Dj0p 
に 置換 っ > た も の で ある か ら マ トリ クス 形式 で 書い て 
i CN 
と な り , し た が っ て 新た に ヵ ゃ 段 接続 回 路 の 入力 を 4, 
出力 を お と すれ ば 
B= re A FE Na 

LA A (14) 
る も る し 4 と し て Te。 の 固有 ベク トル を 考え れ ば 式 (14 
か ら す ず すぐ 解る よう に ヵ 段 縦 続 接続 に より 固有 値 メ を つ 
か っ て 2*7e” 倍 さ れる わけ で ある . 


3. 共役 回 路 * と 直交 性 


第 2 節 で 求め た 7。 の 固有 ベク トル は ヵ 段 の 増幅 
器 に より 77e* 倍 さ れる と いう 簡単 な 変換 を 受け る 
だ け で あぁ る か ら 大 変 便利 に 使用 で きる わけ で ある が , 
前 論文 の よう な 意味 で の 直交 関係 を 有 し て いな い . 損 
失 が ある の で マン レイ ・ ロ ウ の 定理 が 成立 せ ず 2 コ ご を 


0 HE Qs 20 
WO; 
RT 6 
WO 
D0 0 
@, 


る し て の 5 の 。 の 通過 和 帯域 内 で T+9 つ 7 (+ は 転 置 共 
や “行列 を 表わす ) を 計算 し で みて も 2 に な ら な 
い . し た が っ て 前 論文 の 固有 ベク トル の 直交 関係 の 証 


有明 が 成立 し な い の で ある . 直交 関係 が な いと 固有 ベク 


| トル を 使う 利点 の 大 半 が 失わ れ て し まう の で 新しい 概 


有 | * 共役 回 路 の 7 マト リク ス は 文献 2 の 共役 作用 素 の 


逆 作 用 素 に 相当 し て いる . 一 方 共役 作用 素 そ れ 自 
身 に 関連 し た 導 波 管 に つい て は 文献 4 で 詳し く 論 
お 枯 記 て いる. 


(12 ) 


念 “共役 回 路 " を 導入 し よ ょ よう. 

な お , 時 間 # の 了 数 を 考え る か わり に 角 周 波数 w の 
函数 を 考え た り , 実 函 数 の 積分 を 求め る る の に わざ わざ 
複素 平面 上 の 函数 に 拡張 し て 計算 し た りす る よう に , 
1 つの 回 路 の 動作 状態 を 考え る の に も う 1 つの 実際 に 
は 存在 し な い 回 路 , すなわち こと ょ で 言う 共役 回 路 を 合 
わせ 考え た 方 が 容易 に 解 を 導く こと が で きる の で , こ 
の 概念 を 導入 する の で あっ て , 共役 回 路 自身 の 物理 的 
意味 と いう よう な も の は , 現在 まで の 所 , 深く は 理解 
され て いな い .-. 

さて 共役 回 路 と は われ われ の 場合 9, 062, 2", Zz 等 
を ゃ を 共 や く 複 素数 に 書換 える と 同時 に 図 1 の ヶ の 符号 
を 負 に か えた 想像 の 回 路 で ある . 

の の 2 の 通過 帯域 内 で 考え る と こと に すれ ば , 回 路 の 
1 ゃ C が 小さ な 損失 を 有する た め に 複素 数 で 表わさ 
れる よう に な っ た もの と 考え , と この 複素 数 を すべ て 共 
や ゃ や く 複 素数 に 置き 換え た 回 路 , すなわち , 回 路 の 抵抗 
を すべ て 絶 体 値 の 等 し い 負 の 抵抗 た 置き 換え た 回 路 で 
ある . 
基本 区 間 に 対 する 共役 回 路 の 了 て マ トリ クス は (10) 
式 の 60.,0,*,Z,0,,g。 等 を 0 さ ,0。,2Z*。 一 go*。 一 9* 選 置 
換 し た も の で ある . し た が っ て 共役 回 路 の 7 マト リ 
クス の 転 置 共 や く 行 列 が は 
0 

(1+a,)ei 
0, (1—o,)e-A™ 
joC* Ze i- 1 jo,C*Ze-Ki+ 0 
jo,C*ZeKhit nN joC*ZeKr-, 


jo,CZeK i- 0 FoCZeKit 
—jo,CZe- K+ or), I oCZeK2*-» 
(1+a,)e-H a ー0, 
0; (1—a,)e2i0s* 
(16y 
式 10) の 7 と 式 (16) の ゲ か ら マ トリ クス の 
計算 に より 
OT eA 
な る 関係 が 確認 され る . 
さて ~ に より 対応 ずる 共役 回 路 の 量 の 転 置 共 や く 行 
列 ま た は 共 や く 複 素数 を と る こと を 意味 する と 約束 し 
て お く ・ 
Te =7e コ 7 で ある か ら 
だ 
し た 次 っ で 


a 


(17) 


(18) 


ーー を 得る 式 26) (27) semana 
放 et の 姿 熊 の 直交 関係 を 表わし て いる . 後 の 便宜 の た め に 7 

“oe (19) 和え 等 の 係数 を 選ん で 式 27 堪 辺 を 1 に 等しく な る 
な る 了 と 同じ 関係 を 得る ・ よう に し て お ポ おく. 式 (26)(27) は まとめ て 0 J 


Ts の 固有 ベク トル の 1 つ を A, どす ずれ ば 0 "A,=8k; (28) _ Ne 
3 FLDA;=0 (20) と 書く と と が で きる .・ た ゞ ざし, と ょ に 8gz は ク Ps 
: で ある が , と これ と 同じ こと を 共役 回 路 に つい て 考 を , ヵ 8 を 表わす . a 
| 最後 に 転 置 共 や く 行 列 を と れ ば 無 損失 の 場合 は 元 の 回 路 と 共役 回 路 が の ,,@。 の 通 
A RT 0 (21) 過 帯 域内 で 同じ も の と な る の で 44 と し て は 元 の 回 7 
を 得る . 式 21) か ら (が 。-7) の 行列 式 は 0 で あ 路 の 固有 ベク トル で 固有 値 が 1/4 療 と な る も の を と リ 
還る こと が ね わかる: 共 や く 転 置 す れれ ば よかっ た の で ある . 
Rt (22) さて 規格 化 直 次 条件 (28) を 満足 する 固有 ペク トル 

し た が っ て 。 群 が 見 付か っ た の で と れ を 使っ て 任意 の ベク ト ! 
7 dettlin = Ldet (OU TE) を 表現 する と こと が で きる . すなわち \ 
必 dC OT 0 TS) A= YcA, 
. 肖 de OT の 形 に 展開 442 を 左 か ら 両辺 に か け 式 _ 2 
‘ えば 
=det(Q dde( え 1-T» )-o 0 0 

最後 の 結果 を 書 直 せ ば を 得る . し た が っ て て 

de Te - ェ 7)- 0 (23)- 4= AA A) 8 
<2 て 77 の 回 定信 4c 対し 必ず Te の 回 大 値 。。 この 四辺 に Te” を 左 か ら か けれ は 太 辺 の 


1 が Te* に より 47 倍 さ れる だ け で ある か 5? 
a KO Tr A AC A 
| が 存在 する こと が わか っ た . 2 つの 固有 値 問題 の 解 に 。 4 は 任意 で ある か ら 3 
eae dph) 容 放 E ら が 対語 と し て いち も TR NAA 
"る. 式 9 wis nTsA を か け a9) 20) EA A 


= 式 (32) は 作用 素 の スペ ク hy 人 i 
も の で ある . 


4. 利得 の Cn Y 


得る 計 2 人 
の i p= + +40 
2 と 仮定 すれ ば , これ ら 回 有 仁 問題 の 角 


PN 3 を 示せ ば ー 
(26) を 使え ば © の = a aio; [CIZ. 


3 79,- < 3 
- €= - @ » 
i 2 tz4 り ) 3 
る デ i シー 


EN 
} TF ~~ a a 
mn: RE lis 5 : 


ea 六 
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i 2 


て . ke 
(1 sorer- 0 ye I 
4 第 2 第 4 次 介 は 出力 個 か ら 入 力 価 へ 飛行 する 波 で 0 
Ys- 可変 容量 C の 影響 は あま り 受 け て いな い .・ 固有 値 の 給 。 
0 対 値 は 1 より 大 きい が 波 の 進行 方 向 を 考慮 すれ ば 減資 
ne / @ = . 名 
ニテ (+és-c,)1/ 一 - し て いる こと と を 意味 し て お り , 拡散 抵抗 々 の 影響 を 表 
2sin20, / 2 わし て いる 4 
上 の 回 有 ペ る トル に 対応 する 4 は ' 
= < a 5 1 
の 。 る - 4 8 っ 0 」 i 
CR 和 8 | 
Zi A ーー 
. 00 /o@, CC j9 
2 A NL か 
8 @; 、 ー1 で 3 Rt- | 
; 剛 2sin20* z(6@—e— sR ie" i R 1 
A -jJ9 « } 
TA * 計 と な 0 ' 
i 4 ‘A= 23in22, VT sina i < 
a =}0» k 5。 Ce nt. ' 4 ; 
8 いや) a ri ーー ra » a 
MY 9 92 * 2 ei 5 。 

wr a (1 9) 革 -| 8, o, ' 

rt K 3(8—s) Rs J 
| . 7 a の 
i 2 (6— + NN 0 
8。 @, je a 
“| 3 31CI* ?, | ed 
ER 6。 っ Cc « ) 
: nA 3 1c ejp rt 1 
RT r yl ジー sp b ; 
2 21C| img 0 Ce 0 の 
1+0,—F 40)e-K+3029 A A ” + 
: 2sin 2(0.+0%) Vo, i . 3 
‘ ーー a, Va Vs | A 8 
G 
で 与え られ る . Sit (35) で 6,,0* 88010 2 ト 0 
0*,0。,40* 一 0* 一 ga* 2Z* に 書換 え , 添字 1533 を 外 
交換 し て 得 ら れる 共役 回 路 の 固有 ペク トル を 共 や く 転 
(835) 軒 。 それぞれ に 当 な 規格 化 演 数 を か け て 得 ら れ た も の 4 
i | の で ある . ' 3 交 
は 入力 側 か ら 出 力 側 へ 進む 波 を 表 わ 。 (35)(36) は 規格 化 直 交 条 件 (28) を 次 折 と し 8 
(i927/2 は 大 体 拡散 抵抗 々 に よ て 満足 し て いる | 8 


計 c K 体 可変 容量 C に よる 増幅 を 表わし 式 (35) (36) を 式 (31) に 代入 式 a を 使え ば 入 3 
i の 実 部 が 8 の 実 部 に 比べ て 大 き 出力 ベク トル の 関係 が 各 成 分 に 分 けた 形 で 得 ら れる ・ R 

作用 は 行なわ れ な く な っ て し まう . ' 4 8 Pe 
= め に 第 1 第 3 姿態 の 成分 比 が 無 損 RA "’( A ee も 


C14) 


4 s 大 4 
3 LN 人 a a 2 LL 
Et N i 
Eh tt 
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4 0) 0 
+ ーー (の 209g, * 
( 2 )! TA 


0 |C] 
+…| 
=e か 2{ 2, eS ‘} 
0 t= el (tn b> a Fore dj: 


. 6 vi 
Fr- 3 


a + ee | 


bt = en a, t+ …} (37) 


Za 
Amp. Zp 
Ear © 


図 3 入出 力 回 路 


Fig. 3—Input and output circuits of the amplifier. 
次 に 入出 力 の 条件 を 図 3 た 示し た よう な も の と すれ 
計 ) と これ か ら 
RA 


a;, = FE a 5 
t= Dota,,t 
b= pb; 
Dt = TD (38) 
を 得る . た ざさ し は 反射 係数 で 
生計 


で 与え られ る . 式 3 の (38) で 合計 8 つの 方 程 式 が 得 
られ , 未知 数 は i の っ の 8 つ で ある か ら 
衣 角 く と と が で きる . 9 の 高 次 項 と 反射 係数 の 高 次 項 を 
有 有 無視 し て ,』 た と を ば 6:。 は 


FE On 

y 2 or 2 

OE ET TV 

EK 

4 a A 

. アル アン 

ES OE 

-( 5 2 2 
(40) 


有 と な る ・ 電力 利得 は 電源 の available 電力 で 出力 に 消 
| 要 さ れる o」 の 電力 を 割っ た も の で ある か ら 


itr rairstrr-ri) 
ei 
ーー * 2 0 


| 信 向 単 の た め に 964,0, 2 の 央 数 部 分 を 無 宰 し 、 
昌世 1;02 の 差 を 無視 する eC し 反射 係 
が 全部 0 な ら ば (41) は 


G,= (cosh*s 5+(3) sinnsnole-me (42) 
きき 浴 る Da it a tpt は 小さ い が 0 で な いも の と 
すれ ば 式 (41) は 

G= 


4ReZ,, ・ 
{る アア Z| 二 党 7 Rs 


(1~-VG,ReRy'+(Y/G, Im RY* 
(43) 
3 Raen te MAD REN CR 
+ em Oar+ A kT Ket (44) 
tan'w=40/6 tanh n 8 (45) 


(が 


る 計る る 

式 (43) か らち ら Ta ep* 等 が 小さ く て #G; 
が 大 きけ れ ば 電力 利得 で は 了 7 に よっ て 大 幅 に 変化 す 
る も の で ある こと が わか る ・. 

試み た の 2Z,,'=Z,2'=309 |C|=3.5 bF, C=5 pF 
の , 革 の 。 華 670Mc, z=19, z=16 と する と 8。==011, 
gq=0.006: で 49=0 の と き G。==8.7dB, 49=6° の と 
き G。=5.7 dB 位 に と な る と と が わかる. また |R|= 
すなわち a 倒 2 | 倒 0.05 位 の と き に GR 
の 位相 た よっ て G は 46=0 に 対し 6:6 え 11.55B 位 
変動 する こと が 計算 され る . 


5. 結 言 


ダイ ィ イィ オード の 拡散 抑 抗 等 の 影 を 考慮 し て も 共役 回 
路 と いう 概念 を 使え ば , 分 布 形 パ ラメ トリ ッ ク 増 幅 器 
の 姿態 理論 が 有効 た 使用 で きる と と を 示し , 最後 に 利 
得 の 計算 を 姿態 理論 の 一 応用 例 と し て や っ て みた .: 次 
態 理論 を 使用 すれ ば , と の 他 , 増幅 器 の 入力 イン ピー 
ダン ス , 帯域 幅 , 雑音 指数 等 が 比較 的 容易 に 計算 され 
る が , と これら は 紙面 の 都合 上 , 別 の 機会 に ゆずる. 

最後 に いろ いろ 御 討 論 い た ヾ さき 数 式 を チェ ッ ク じ し , 
誤り を 正 し て 下さ っ な た 浜崎 裏 二 助 教授 , 常に 御 指導 い 
た ヾ いて いる 斉藤 教授 に 感謝 の 意 を 表す ずる. 
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高安 定 周 波数 空 胴 共振 只 


正 ・ 上 て "p00 て 8 
(東京 大 学 工 学部 ) 


要約 マイ クロ 波 領 域 に お ける 二 次 周 波数 標準 あるいは 周波 数 安定 度 の 極 る で 高い 発振 器 を 実現 する た . 
あめ 等 に 必要 な 空 胴 共振 回 と し て , 水晶 か ら の 肥 倍 方 式 に よら ず に 普通 に 用 いら れ て いる 空 胴 共振 器 と 同形 
式 の も の で , 10-*~10-?/deg の 周波 数 安定 度 を 有する 高 Q の 空 胴 共振 器 が 得 ら れれ ば 方 式 と し て も 簡単 . 
に な り , 測定 器 や 通信 装置 へ の 応用 と し て 有望 で ある. そ と で 線 膨 月 係数 の 極 る て 小さ い 類 融 右 英 円 俗 内 
面 に 金属 膜 を 付着 し た も の を 円 筒 と し , と れ に 端 板 を 圧着 させ て 空 胴 共振 器 と し , と れ を 乾燥 空気 を 封入 
し た 気密 函 に 納め た も の を 試作 し , 実験 し た 結果 , 6,600 Mc 用 で 透明 石英 で 一 (0.6 寺 0.1) x10-%/deg, 不 
局 明 石英 で 一 (0.9 土 0.15) x10-*/deg と いう 材質 の 線 膨 肛 係 数 に ほ き 等 し い 周 波数 温度 係数 の も の が 得 ら 
れ た . と れ に つい て 内 部 気体 の 影響 , ! 端 板 の ひ ずみ , 圧着 圧力 きよ ょ び 端 板 と 円 筒 と の 接触 面 粗 さ の 影響 等 
応 つ いて 検討 し , その 設計 基準 を 得 た .。 また 円 人 答 に 付着 させ る 金属 膜 と し て 銅 あ る い は 銀 の 誤 空 燕 着 膜 あ 
る い は こと れ に 電 銭 を 施し た 膜 を 用 いれ ば , 無 負 荷 時 の 9 が 30,000 以上 と いう と れ ら の 金属 の パフ 研 摩 
面 と ほな と ん ど 同 じ 程 度 の 高 Q で , 充分 長期 安定 性 も ぁ り 付着 性 の ょ い 膜 が 得 ち られ る と と が だ 判り, これら 
の 点 に つい て も 検討 し た 結果 を 上 与 を て いる . 


1. 序 言 波 円 筒 空 胴 共振 器 を 選ん だ が , その 端 板 と 円 筒 が 独立 = 

に 熱 膨 須 し うる も の と し , その 容積 が 円 冬 材 料 の 線 肝 = 

マイ クウ m 波 領 域 に お ける 二 次 周 波数 標準 ある い は 周 服 係数 : <。 で 決ま る も の と すれ ば , この 共振 器 の 周 

波数 安定 度 の 極め て 高い 発振 器 を 実現 させ る 等 に 必要 波数 変動 は ¢。 と 内 部 気体 の 比 誘電 率 : <- の 外 囲 条 - 
な 空腸 共振 器 と し じ て , 普通 に 用 いら れ て いる 空 胴 共 振 件 に 基づく 変化 で 決ま っ て 来る . すなわち 


| 憶 と 同形 式 の も の で 10-*~10-"/deg の 周波 数 安定 度 A LE EN fT 
を 有する 高 Q の 空腸 共振 咽 が 得 ら れれ ば , 測定 器 や RR RE 
通信 装置 へ 種々 の 形 で 利用 で きる も の と 思わ れる . eT 
そこ と で 筆 者 は 線 彫 服 係数 の 極め て 小さ い 溶 草 石 英 の tel ay 

円 和 側 を 用い , こと れ に 金属 膜 を 付着 させ て 導体 と し , と と ひで PrP : 空気 お よび 水蒸気 の 分 圧 (mmHg),. 
有 有 たい に 絢 立 に MMU と 叔 し うる 低 違 板 を 圧着 し た 空 用 共振 7: 度 CK) と な る . 所 で 空気 に つい て は の , 
有 有 拉 を 表 作 中 宛 し た 結果 , その 無 負荷 時 の @ が 6,600 e,=1+210x 10*(%4/T) 
| Mc で 30,000 以上 と な り 銀 電 鐘 製 の 空 胴 共振 器 と ほ は +180 x 10~*{1+ (5580/T)} (ha/T) 
< ん どき し く <, また その 周波 数 温度 係数 が 不通 明石 英 (2) 
ys 7g 円 人身 で (0.9+0.15) x 10-%/deg, 舌 明 石英 円 筒 で 3 (2s la T)= —[210x10™*(p FN 
| 0.6+0.1) x10-Jaeg と な り , 材料 の 線 周 劇作 数 と な 。 * fF 
と ん ど 等 し いも の が 得 ら れ た . し た が っ て , と まい に か DE | 
3s 0. mitoemmsemiimme toroor er A 
有 有 条件) 1 半 , 4 竹 符 を と り ょ まとめ て 境 告 し , 会 員 新 OO 0069 Pw) =180x10 
[EOS sc た Ce. Ret FE 
ee 3) 
Ce こ . 
1 2. 外 囲 条 件 に よる 空腸 共振 器 の 共振 と な り , 一 番 影 旨 の 大 きい Pw を 小さ くす る 方 法 を と 
“ 午 周波 数 変動 っ た 場合 で も 10-deg の 温度 係数 を 問題 と する 場合 - 


9 守 4 各 0 の 県 ょ っ 補 且 共振 叶 と し て は 選 。 な る し た が っ て を の 変動 の 影 旨 を 除 ぐ た め に は 以 
"な * Highly Stabilized Frequency Microwave ts うに 空 乃 共振 品 を 気密 構造 内 に 納め る か , 
A Cavity Resonator. By NOoBUKO TAKO, それ 自体 を 気密 に する 必要 が 生ずる . 

| Member (Faculty of Engineering, Univer- 2.2 気密 構造 と し た 場合 

sity of Tokyo). [論文 番号 3177] (a) 気圧 変化 に よる 共振 周波 数 変動 図 1 の よう 


(C16) 


A 生生 人 は 避 y  、 きる は ず で ある . と で 演 付近 で 合用 する 者 全 に っ 0 


を 金 局 筒 で お っ て ーー トー 299/ 一 いて いえ 4 Pe は 0.25mmHg AFC し て 紀 け ば 第 
気密 に し た 構造 の 空 2 項 の 影響 は 1 以下 に な り 充分 で ある 。 と れ に は な 
胴 共振 器 に 対し て 通常 シリ カゲ ル を 気密 円 筒 内 に 入れ た 程度 で 到 分 で あ 「 0 
は, 外気 圧 : か 。 の 変 る . ま た さ or ‘ 
化 に より 気密 人 筒 の 体 用 端 板 を 考慮 すれ ば 上 良い. og 
積 : V は 変化 し 内 部 0 2 
気体 の 圧力 は 気体 の 図 1 気 志 空 用 共振 癌 、 8. 試作 空腸 共振 器 の 周波 数 温度 特性 
状態 方 程 式 5V= resonator. 3.1 構 造 - 
RT PwV=RwT の 関係 で 変化 を 生じ る ・ し た が っ て , 2. で 検討 し た 所 に より , 線 膨 服 係 数 の 充分 小さ い 5 7 
9 この 場合 の 共振 周波 数 変化 率 は 内 部 気体 の 圧力 変化 に 円 筒 を 用 い , 水 燕 気 の 影 響 を 避け 気密 構造 と すれ ば 胡 1 
放 - 二 づく 比 消 電 素 の 変化 に 対応 し て 式 2② お よび 気体 の て 高い 安定 度 を 得 ら れる と と が 判っ た が 。 これ を 湊 生 
1 て iS の 際 に 実現 する に 当っ て は 機械 的 , 電気 的 な 画 か ら そ の 
3 a ee. 2 2 “ 構造 を 種々 検討 する 必要 が ああ る. とれ に つい て は 種々 
. dah, F, ) r ' 理論 的 , 実験 的 に 検討 し た が , 詳細 に つい て は 後 
4 C4) 譲り , と れ ら に 基づき 6,600 Mc 用 に 試作 し た 


3 ささ な ろ 。 図 1 で 弾性 = と パッ キ ング に 用 い 体 積 の 変 波 円 筒 空 胴 共振 器 の 構造 を 示し た の が 図 2 (a) (Cb) 
と 化 は ほな と ん ど ゴ ム の 伸縮 と よる も の と すれ ば , 式 ④ ある (a) は 円 筒 に 対し て 端 板 を 真 上 で 押え る よ 


| は 図 1 の ょ うな 大 き さ に 対し て し た 場合 (b) は 円 側 の 外側 で 押え る よう に じ 
9 Ef DL.-e 5 で ある . と まで 端 板 は 加工 時 の 残留 ひずみ を 除 
当 fodb, 4s LS6.E S$ 分 7 
: 。 ah, 0 焼鈍 を 用 い , 接触 面 に 汚物 が 入ら よう 売 分 清 


ング 束 所 で 気 庄 変人 に も, また 堪 板 圧着 は 挫 類 珈 を 充分 な 5 ら 20G 

| 対す る 周波 数 安定 度 と し て は (= Fp S10 "hmmHg の 適当 な 圧力 を 与え 得 る よう (1.3~6) x10 

衣 程度 と な れ ば 充分 で あり , と の 条件 か ら 気 蜜 円筒 の 気 。 の 強 さ の スプ リン グ を 用 いて 締め て ある な 
| 密 用 ゴム を 押え を る 部 分 の 厚み 3 を 決定 する と と が で て いる 戸 , 波 を 避け る た めこ とれ を 分 離す る ポリ ス 

4 ! i きる . 一 例 と ee = 10'cm d=6cm, =0.4cm, ー ル 片 を 端 板 に 貼 布 し , また 外部 結合 回 路 の 

| E=10°dyne/cm* と すれ ば 8 を 0.4mm と な り , 祭り る 影 絡 を 避け る た め 電 源 側 お よび 負荷 側 の 整 

|| 蘭 く な い 気 密 円 貸 を 用 いれ ば 気圧 変化 が 共振 周波 数 安 。 て ある . と の 場合 外部 回 路 の 温度 変化 に よる 
定 度 に お よ ぼ ほす 影 衝 は 無視 で きる と 思わ れる 。 北 は 無視 で きる と と は 確認 し た . 用 いた 石英 円 

眉 @) 温度 変化 に よる 共振 周波 数 変動 次 に 気密 村 明 お よび 不透明 石英 円 筒 で 金属 膜 と し て は 銀 焼 

造 の 場合 に 共振 周波 数 の 温度 変化 に よ る 変化 率 は 石 儲 共 着 膜 , 蒸着 ある い は 焼付 膜 上 に 更に 銀 

欄 英 円 筒 の 体積 の 変化 に 基づく 項 と 気密 簡体 積 V が 変 。 腐 等 を 検討 し た 結果 。 強度, 導電 素 , 付着 

1 も baV=RaT, bwV=RwT の 条件 の 下 で 圧力 変 。 銅 蒸着 膜 が 良かっ た の で と れ を 採用 し た ・ 

化 k よ り sr が 変化 する 項 と で 決ま 9; ” 。 褒 に た つい て は 付着 性 の 向上 , 防 錯 の 目的 - 


和 i “Gh 3(e, Ds 


Ph) 


(6) 
と 生 まり し か し 温度 係 数 の 理論 値 よ y の 差 を 10% 
場合 に な 0.1mm まで の 厚 さ は 差 え な 


"A 
| 
yr 
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有 有 包 面 を 後述 する ょ うに 実験 的 に 決定 し た 。 な お , 図 2 
用 の 場合 に は 共振 品 の 内 部 を 通ら ず に 励 振 回 路側 か 
ら に 検波 回 路側 へ 電波 が 漏えい する 恐れ が あり と の 


有 | 京 安 定 補 同 共振 曲 を 実用 する 場合 装置 内 で 加熱 さ 
|| や る に と ある い は 一 年 を 通じ て 気温 が 常温 付近 で 30 
有 有 ~40*C 程度 変化 する こと か ら , 常温 付近 で 40°C 程度 
有 2 化し た と き の 員 流 族 化 を 測定 し た 。 そ の 測定 法 は 


" 


zz 


上 記 図 2 の よう な 試作 宏 
胴 共振 器 を 恒温 槽 に 入れ 
気密 人 筒 温度 :t (5°C~45° 
C 変化 ) に 対す る 共振 周 
波数 の 変化 : 4f を , 周 
波数 掃引 法 に より 9 曲線 
を 画 き 細 度 変調 を 用 いて 
測定 し た の で あさ て, そ 
の 測定 装置 の 構成 を 図 3 
に 示す (Sw を ⑦② に 倒し 
た 場合 ). と ょ で 周波 数 
測定 に 用 いた 基準 空 胴 波 
長計 は , 周波 数 読取 の 測 
定 精度 を 上 げ る と 同時 に 
上 実験 中 室温 の 変動 に よる 
RT 。 mM を 波長 計 自 体 の 肛 服 。 内 部 
y a 気体 の 謗 電 率 の 変化 に 基 
づく 変動 を 少な くす る た 
あめ 燈 融 石英 円 筒 に 鉛 蒸 着 
し た 試料 空 胴 共振 器 と 大 
体 同 構造 の 図 4 の よ うな 
波長 計 を 試作 し 用 いた . 
接 鯖 面 の 粗 さ や 端 板 間 
に か る 圧力 で , 周波 数 
温度 特性 が いか に 変化 す 
る か を , スプ リン グ の 締 
め つ け 圧 力 を 変え て , 忌 
明石 英 お よび 不 頂 明石 英 
を 用 いた 場合 に 実験 し た 
結果 の 一 例 な は , 図 5 CA) 
(B)(C) お ぉ よび 表 1 示 


Sra 


自 合 穴 に は マイ カコ 板 を 


周り フリ て 密 経 する 
す 通 り で ある 、 使 用 石英 
(b) 円 和 の 外側 て 負 枚 E 抑え を 場合 の 共振 量 部 構 進 
, 管 ね よび 端 板 の 試料 記号 
et 加計 本吉 弄 夫 振 押 は 表 2 の 通り で ある 、 図 
Fig. 2—The construction of cavity resonators and coupling waveguide, 肖 
て 中 に 示し た 温度 係数 の 数 


値 は 周波 数 変化 が 点線 で 示さ れる 場合 の 値 , すなわち 
平均 周波 数 変化 率 で あり, また 圧力 の 数 値 は スプ リン 
グ 圧 力 を 石英 断面 積 で 割っ た 値 で ある . こと ょ で 図 中 〇 
印 は 恒温 机 の 温度 調整 を 行なっ て か ら お よそ 定常 値 と 
な る 約 80 分 ど と の 測定 点 で ある が 途中 の 時 間 的 経過 
に 伴う 周波 数 変化 の 軌跡 を 実線 で 示し た . 一 例 と し て 
5 (B)(c) の 場合 に つい て 経過 時 間 に 対 する 気密 貸 
温度 4 お よび 4 了 の 測定 結果 を 示す と 図 6 の 通り に な 
0 


(18 ) 


以上 の 測 
定 結果 か ら 
次 の 事柄 が 
考察 さき れ NH 
る . . 0 

⑬ 端 板 
間 圧 力 の 上 
限 お よび 下 N 
0 10 20 30 40(°C) t 限 図 5B)7 
CA) 表 1G-) の 場合 0 
(A) In the case of Table 1. (i-) 靖 まま び 表 8 


より 判る よ 


(ko) ~ > 
i E45 うに , 同じ 
#4 。 12 -1.75x109det 
1 。 図 3 共振 周波 数 温度 特性 お よび ご 測定 回 路 図 
Pp Fig. 3—The block diagram of the circuit for 1000 
( measuring the temperature dependency (b) DR 
of resonant frequency and the Q@. kt 25x10 A A < 
4 a PN 
a つ i 
a 2.2"9} ln ご 
還 a 式 全 ユ . om 
600 ee る 
a)1.3K9/cme ee 
20 | 
400 ト = | 


200 Le 0859lem? Te 


\ 層 2 A .0x10 deg 

L 陸 1 

0 s 
"3 0 10 20 30 40 (°C) t 


(B) 表 1 Gi-) の 場合 
(B) In the case of Table 1. (ii-) 


2 


区 A に A TT 軌 


4 基準 空腸 波長 計 (© %1 02) oA 
Fig. 4—The detail of the standard wavemeter:. C) In the case of Table 1. (v-) 
いい 図 5 表 1 の 場合 の 周波 数 温度 特性 
Fig, 5—The temperature dependency 
of resonant frequency in the 
case of Table 1. * 


面 , 地方 が 4,000 本 ) コ ( 寺 度 3 
た 場合 ) に は , 端 板 間 圧 力 の 範囲 は 約 ユエ 


C で 表し たと き , 
| = メリ っ で 研磨 し た も の は 0.47, パフ 研 用 の 端 板 と 
月 4000 番 の ェ メ リコ で 石英 円 筒 の 接触 面 を 研 魔 し た と 
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表 1 試作 空 胴 共振 器 の 周波 数 温度 特性 


共振 器 端 | 商 板 間 圧力 | 周波 数 *| 最 大 周波 数 * 
本 半 石 英 管 村人 衝 炒 | 也 人 度 係数 


GG-1) | 図 2(a)| 不通 明 | a| 3.2 
(i-2) No. 3 1.8 
NY i [ 図 5 (A) 人 参照] 
G 届 -D) | 四 2 (Ga)| 不通 明 | ィ 4.5 |—1.80x10-—4x10* 
Gi-2) No. 3 3.2 |—1.25 i—2.3 
(i-3) 2.2 |—1.15 =k8 
Gi-4) に | — 
GGi-5) 0:85" |=1.0 —1.65 
(ii-6) か が け な い |=1.t |—1.6 

[ 了 図 5 (B) 人 参照] 
Gi-1) | 図 2 (a)| 不 遂 明 | イィ 4.5 |—1.3x10° {—3.5x10-s 
Giii-2) NE 12 = i—1.9 
(Giii-3) 2.2 |—0.95 : —— 
(iii-4) 1.05 |—0.9 i—1.29 
Gii-5) 0.35 |—0.95 :—1.67 
Gv-1) | 図 2 (a)| 不透明 | イ —1.3x10-$ |—2.3x10= 
(iy-2) 8 0 FL 
(iv-3) —0.5 ーー 
(GGv-4) —0.55 i —— 
(wD) | 大 2(b)| 不 透明 | へ ハ | 4.5 |-1.3x10 |-2.6x10 
(v-2) PA 8:2 eet i—2.1 
(v-3) 338 09 a 
(v4) か け な い | 一 0.95 —1.35 

[ 図 5 (C) 参 照 ] 


不 境 明 | イ 


| 導 四 


ー2x10 


i—3x10° 


" 周波 数 温度 係数 の 測定 結果 の 傾斜 か ら 求 め た 値 
ヒス テリ シス を 画 く も の に 対し て は 最大 周波 数 温度 係数 を 示 した. 


表 2 試料 記 号 


蘭 明 石英 , 石英 端面 は 400 番 の エメ リコ 研 摩 , 鍋 燕 着 
膜 , 膜 厚 2 表面 被 柚 な し , 内 径 :6.85 cm, 内 厚 : 
0.2 cm, 長 さ : 3.8 cm, 


不透明 石英 , 石英 山 面 は 鏡面 仕上 , 鍋 式 着 講 。 府 厚 約 
14, メラ ミン 被覆 , 内 径 : 6.85 cm, 肉 厚 : 0.5 cm, 
長き さ : 3.85 cm 


不 遂 明 石英 . 石英 妖 面 は 400 番 の エメ リ コ 研 麻 . 2 ” 
カ 下 倫 . 銅 燕 着 膜 , 嘆 厚 約 3 々 。 ラ ッ カ 皮膜 で 被 相 , 

寸法 は No. 2 に 同 
鉄製 , 銀 電 人 後 バフ 研 麻 ) 婦 2 (a) 用 、 


鉄 香 平坦 度 3 に 研 麻 , 後 銀 電 計 回 2 Ga) 用 , 
冥 灸 製 。 依 電 鐵 後 バフ 還 議 , 図 2 (Pb) 用 


吾 ・H 」 氷 


・ また , スプ リン グ を 用 いな いで 端 板 を 締め 


つけ た 表 1, (vy) で は 非常 に 大 きい 周波 数 温度 係数 が 
得 ら ちら れ て いる が , これ は 押 る を て いる 真人 鈴 様 の 伸び の 影 
響 と 考え られ , こと の 理論 的 検討 は 後 報 に 譲る . 

1 接触 面 の 粗 さ 接触 面 の 粗 さ を 摩擦 係数 :0 
端 板 巻 よび 円 筒 の 接触 面 を 4000 番 の 


き は 0.3, パフ 磨き 端 板 と 石英 円 筒 の 接触 面 を 鏡面 研 


(20 ) 


a 磨 し た と 
(ke) 0.19 
a き は 


と 実測 さ 


5 100 200 300 400 分 (時 和 間 ) 

図 6 気密 筒 温度 お ょ び 4 了 の 時 間 
的 経過 ( 図 5(B)(c) の 場合 ) 

Fig. 6—The change of temperature (f) and oe 
frequency deviation (4f) of the air- 脱肛 が 行 


tight cylinder. after the setting of 
thermobath. 


うに 不 規 
則 な 変動 
の 原因 と 
な る 


5 100 200 300 商 画 400 タ が GG① 
図 7 波長 計 の 長 時 間 安 定性 端 板 の 圧 
Fig. 7—The long-time frequency stability 
of the standard wavemeter. 藩 方 法 


円 筒 に 対し て 端 板 を 真 上 で 押え し な か っ た 場合 の 図 5 
(C) で , 3 kg/cm* 以上 の 非常 に 強い 圧力 で 押 を た 場合 
に は , 不要 な ひずみ ふみ を 発生 し て 不 規 則 な 周波 数 変化 を 
する が , これ は 上 記 の 限界 圧力 以上 で の と こと で あり , 
実用 上 は 真 上 で 押 % た 場合 と 大 差 な いか ら 図 2(b) の 
構造 で も 藩 支 えな いと 思わ れる . 

(iv) 石英 管 の 材質 に よる 違い 限界 の 圧力 内 で 
の 周波 数 温度 係数 を , 需 明 石英 管 と 不透明 石英 管 に つ 
いて 比較 する と , 前 者 で は 燈 融 石英 の 線 肝 服 係数 と し 
て 知ら れ て いる 値 に ほ さ 等 し い (0.6 寺 0.1) x10-* 
deg が 得 ら れ て いる が , 後者 で は 一 (0.9 土 0.15) x 
10-deg と な っ て いる . と れ は 一 般 に 不 般 明石 英 の 
場合 に 公称 値 の 2~3 倍 の 値 に な る と と は 知ら れ て お 
り , 材質 に ょ る 違い と 思わ れる . 

(v) 端 板 の ひずみ ひずみ 板 に 端 が あぁ る と 不 規 則 
な 変化 を する と と は 既に 報告 し た 通り で ある が , 以 
上 の 実 験 は 焼鈍 を 行なっ た 端 板 を 用 いて 約 1 年 間 に わ 
た っ て 実験 し た も の で あり , と の 範囲 で は 板 に ひずみ 
の 生じ た と と は 見 られ な か っ た . 

(wi) 端 板 お よび 石英 端面 の 平 担 き "限界 内 の 端 


* 
og 


EL 


困 和 35 年 2 朋 


半 半 折 問 正 力 で 旨 立 て る 笑 全 とれ は 本 者 剛 の 演 必 折 下 上 
\ を 決定 する 要素 と な る か ら , で きる だ け 平 担 に する 必 
放 要 が ある が , こと の 実 険 に お ける 平 担 さき は 土 304 の 以 
内 で ある . 

以上 考察 し た 所 に より , 接触 面 の 摩擦 係数 が 0.2~ 
0.3 程度 の 場合 に は , 端 板 間 圧力 が 約 ユ ~2.5 kg/cm? 
で あれ ば , 舌 明 石英 管 で 一 (.6 土 0.1) x10-%deg, 不 
矢 明 石英 管 で 一 (0.9 土 0.15) x10-deg と いう 燈 融 石 
英 の 線 膨 彩 係数 に ほ さ 等 し い 周 波数 温度 係数 が 得 ら れ 


放 る 結果 を 得 た . 温度 科 借 析 

3.4 温度 補 貸 ーー 

) 雷 た 安 療 度 癌 上 を は か し 
有 | る た め に は , 円 筑 の 周 須 

1 だ け で この 有 周波 数 温度 係 上 

] , 数 が 出 て いる と すれ ば , 図 8 温度 補償 板 


の EG ジ の 周 波 雪 eh of et 
放 変化 を 補償 する よう に 端 Rs 
夜 に 凸 起 を 出せ ば 良い の で あっ て , その 高 さ 7。 は 
} (4 )-0 の 条件 より , 
l= (ml [uo (Lym (xa) +1] 
[mule —1] て か 
較 ] こく ゝ で m=3.83, 7。: 石英 円 信長 , 2: 石英 円筒 半 
|| 径 , cu: 補償 板 の 線 膨 服 係数 と な る ・ 鉄 製 補償 板 で 上 
記 夷 験 結果 を 参照 し て 補償 長 , 円 筒 長 を 求め 温度 特性 
を 制定 し た 結果 , 定常 状態 で は 一 応 補償 され て 特性 が 
改善 され た . し か し 補償 板 の 形 状 に よっ て , と の 板 の 
温度 変化 に 時 間 的 遅れ を 伴い , これ を 避け る た め に は 
適当 な 形状 を 設計 する 必要 が ある ・ 


Rg 導電 膜 を 使用 し た 空 胴 共振 器 の @ 
ee _ー お よび 導電 膜 の 安定 度 
有 | 4-1 導電 談 の マイ クロ 波 導 電 特 性 
| ガラス 板 に 真空 蒸着 焼付 , 電 伝 等 に より 銅 あ る い は 


_ の 周 有 抵抗 2rk が バフ 研磨 し た 銀 の 固有 抵抗 2ag と 
A て 2 人 に 


品 図 9 測定 用 空 胴 共振 器 
ts Fig. 9—The cavity resonator 
er for Q measuring. 


電 気 通信 学会 雑誌 ・ 


銀 の 人 金 局 膜 を 付着 させ た 場合 マイ クロ 波 に お ける 芽 


選ん だ : 
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種々 の 厚 さ の 供 試 金属 鹿 に し た 場合 と 標準 信司 面 と し 4 
た 場合 の 9 の 比 Qz/Q4。 を 共 振 曲 線 面 積 法 で 測定 
する と と に よっ て , 明 通 の 深き ( 舞 の 場合 は 6,00Me 
で 0.84) 以上 の 厚 さ の 謀 の erm は 次 式 よ り 求 ある 7 
た と が で きる ペ 二 

(ee)- GC) [Qa, 1 0 
LAg pAg て } 詳 条 

人 E < RR 7 8 

0 RN PAg sbFp’ : 標準 銀 面 お よび 
膜 の 高周波 等 価 固有 抵抗 2: 円 筒 半径 ・ ま た , と の 測 」 
定 に 当り 負荷 時 の Q9 を 図 3 の 回 路 を 用 いて 平 値 潜 ; 
で 実測 し た 結果 は 36,000~33,000 と な り , Mae 
Q の 理論 計算 値 (37,000) と ほ で 一 致し て いる . し な 


が っ て 結合 回 路 に よる 9 の 低下 は ほとんど な く , と の 
a 


8 


3 ンー 


0 05 1.0 15 (dgF 
図 10 蘭 着 銅 膜 の 厚 さ に 対す る 
固有 抵抗 の 変化 


Fig. 10—The variation of p vs. thick- 
ness of evaporated cupper film., 


NE OR 
線 脱 服 係数 , 損失 , 組成 の 長期 安定 性 の 点 
な お 浸透 の 深 さ 以下 の 膜 厚 の 場 


* 金属 膜 に た お いて は 膜 の 粒子 構造 の た め 
に お ける 固有 抵抗 は 金属 に お ける 値 2 
を 生 和 が も 科す 桂林 

生 


一 般 に 高周波 で は , 表皮 効果 の た め 
様 で な く な り , で の 刺 価 向 才 投 六 人 
で 与 を られ て いる の で , _ 
Vzpsf pzm で 表わし た . 
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表 3 厚い 金属 膜 の マイ クロ ョ 波 お よび D.C に 
きけ る 固有 抵抗 の 測定 結果 


試 
料 
欠 | STD | に | 1 | 1 上宮 電 鏡 バ フ 研 雇 , 

B33 |s.6 |o.87|1.52 (村人 四 3 表面 可 成 平滑 
銀 B-4 ーー | 一 - | 1.82 | 半 付 5 回 , バフ 研磨, 
焼 B-5 ーー | 一 - | 3.0 |A 社 製 , 焼付 塗料 剛毛 浴 , 
付 B-6 ーー | 一 - |1.82 | 同上, 
a a 


BP-1 | 23.1 | 1.4 |2.89 | 寺 付 2 回 , 板 そ り 有 , 
RN deni 


や や 世 


鉛 EA 4 |4.7 |3.4 |1.44 | 鏡面 
EA,-5 "|6.7 |3.5 |2.16 上 也 F 処理 , 面 く もり 
革 EA,-2 3.90 | 1.77 | 1.00 | 鏡面 
EA:-4 |2.50 |1.82 | 1.06 | 同上 
着 EA477 | 2.25 | 2.83 | 1.45 | 同上 
EAg-2' | 5.50 | 1.1 |1.00| 同 上 
肛 RA 3 || 一 |1:6 [EF 強く 処理 
EP-2 | に | 1.0 | 
LD-EAP-1 |1.60 | 1.87 | 1.03 | ラッ カ 下 塗 , 銅 蒸着 分 0.4z 
塗 | エ -EAP-2 |5.00 | 1.38 | 1.03 | ラッ カ 下 塗 , 鍋 藻 着 分 0.94 
EA | 一 | 一 | 1.05 | ほとん と 人 錯 面 
に 理 
エ -EA1 エ | | 一 | 1.05 | ラッ ヵ 被 李 , 
_ 0 EE NE EN だ 
講 |EA-1-M | 一 | 一 | 1.38 4 ン 被 援 , 被 租 膜 の 性 能 
っ EA-2 ps| | |1.66 ば ポリ エス テル 被 租 。 被 短 膜 の 


。 試料 記 中 (B つ ) : 銀 焼付 , 

> (BP-) : 銀 焼 付 上 に 銀 電 鐵 , 

E (EP-) : 鍋 藻 着 上 に 銀 電 仁 , 
_ (EM-) : 鋼 燕 着 。 Mo ボート 使用 

Rh (EA-) : 鋼 蒲 着 AlO。 ル ツボ ポ 使用 , 添字 は 燕 着 

条件 が 異な る . 

ty (し L-EAP-) : ラッ カ 下 浴 ,. 銅 蒸着 後 銀 電 鍼 , 

0 (し -EA-) : ラッ カ 下 准 , 銅 燕 着 。 数 字 の 後 の L,M, 
P ん は モ れ ぞ れ ラッ カ 。、 メラミン, ポリ 
エス テル 樹脂 に よる 被覆 を 表わす . 


較 翌 0 C3 する が 由 六 科 休 回 有 抵 抗 の 比 を 列 定 し た 結 
|| 果 は 図 10 曲線 (1) の 通り で あっ て , と れ よ り 金 属 措 
の 固有 抵抗 は , 措 厚 が 浸 和 遂 の 深 さ 以上 の 場合 は 式 ⑧ 
放り 算出 され 曲線 (2) の よう に な る . た ゞ し 浸 迄 の 深 


Eo 


ささ 以 下 の 只 厚 に 対し て は 式 (8) は 適用 で き な い が , 


妥 還 27>0.14 で orm<4x107Qm の 場合 は 試料 


| その 夫 面 で 完全 反射 する と みな すこ と と が で き * 

‘ Pk: は 理論 的 に 

+ ek 

| cosh*(Kdz/vrrr)—sin*(K,dp/ Vorr) 

N | OO cosh(K,dr/\Vrrn)—cos°(K,dp/ VpEk) 

"0 Rr + EX 

TA runof PFp, 

な き \ で 玉 。,X。 は 膜 と 硝子 の 境界 面 で , ガラ ス 側 

| を みた イン ピー ダン ス の 抵抗 分 。 リア クタ ンス 分 
ee A 自由 空間 の 固有 ゥ インピーダンス: 120z と 
Ny. RT XY 一 例 と し て 等 し いと 見 な し て 求 % 


(i 


Fk 。 K, Pk 
sinh(K,dg/V prn)cosh(K,dp/ VV pre) 
cosh’(K,dp// ppu) —cos’(K,dg/ pFu) 
t+sin(K,dg/ VY peu)cos(K,dg/V 7 er) 
C93 

と まい で KK,=M\zpof, uo: 怖 磁 率 , と な る か らら, と れ 
か ら pru を 算出 し て 曲線 (2) に 示し た . また 直流 
測定 に よ ょ る 膜 厚 と zrpc/?ag の 関係 は 同 図 曲線 ③) 」 
で あり , マイ クコ ロ 波 に お ける 値 よ り 大 分 大 きい 値 を 示 
し て いる ・ と ょ で 測定 誤差 は マイ ク ェ ョ 波 測 定 で 二 4 必 , 
直流 測定 で 上 5~10 で あっ た -. 

以上 表 3 ぉ および 図 10 か ら 下 地 が 鏡面 の 蒸着 膜 たつ 
いて いえ ば , 直流 で は 蒸着 条件 に ょ り 著 し く 導 電 特 性 
に 差異 が ある が ,\ マ イク ェ ョ 波 で は 余り 差 は 無 ぐ , 妥 透 
の 深き 程度 の 厚 さ に すれ ば zrp/pag<1.5 と な り , は 
き 金 属 板 の 値 に 等 し いこ と と が 判る .。 この と と は 膜 の 粒 
子 構造 と マイ クロ 波 に お ける 個 路 作用 に よっ て 説明 す 
る と と も で きる . また 蒸着 膜 は 銀 焼 付 膜 た 比べ て マイ ィ 
クロ 波 で 特性 が 優れ て いる が , と これ は マイ クロ 波 で は 
直流 の 導電 特性 より も 表面 の 粗 さ , 平 担 さ の 影響 が 大 
きい こと と を 表わし て お おり, 蒸着 膜 を 用 いれ ば 実用 上 充 
分 な 導電 特性 が 得 ら れる 結果 を 得 た . また , ラッ カ 下 
塗り の (し L-EA-) 膜 は 鏡面 を 有する 蒸着 膜 面 と ほな き 等 
し い 電 気 的 特性 を 有 し , さら に 燕 着 膜 の 上 に 電 鎮 を 行 
な っ た (L-EAP-), (EP-) 膜 も 導電 特性 の よい こと が 
判っ た . また , 塗料 で 表面 被 春 し た いずれ の 膜 で も そ 
の た め の 変 化 は 生じ な か っ た . 

な # ぉ 蒸着 膜 の 導電 特性 の 長期 安定 度 は , 昭和 31 年 
12 月 に 作製 し ,、 デシ ケー タ た に 保存 し て お いた 0.15~ 
4z の 厚 さ の 銅 膜 (EA,-) に つい て Zpm および Pzrpc 
の 経年 変化 を 測定 し た が , 2 年 半 を 経過 し て も 測定 精 
度 の 範囲 で 両者 共 ほ と ん ど 変 化 は 無く また ラッ カ 下 
塗り 蒸着 膜 お よび その 上 を ラッ カ ヵ 被 杉 し た 膜 で も prk 
の 変化 は 認め られ な か っ た . 次 に 厚 さ 約 2x の 蒸着 
膜 (EA。-) で 強制 温度 試験 (140°C 昇降 ), 浸水 試験 
(1 時 間 ) を 行なっ て 安定 度 を 測定 し た 所 , 前 者 に 対 
し て は crxkm の 変化 は な く , 2zzpc が 10~15 履 減少 
し た 、 後者 に 対し て は 逆 た に pzrm が 約 20 必 増加 し 
2rpc に は なほ な と ん どど 変化 が な いと いう 結果 を 得 , また 
ラッ カ 奴 理 を し た (L-EA-L) 膜 で は 上 記 試 験 が 全然 
変化 は な か っ た . 

4.2 _ 空 胴 共振 器 の 最適 形状 

上 記 空 胴 共 振 器 の Q を 高く する に は , 壁面 の 導電 
特性 が よい ば か り で な さく, 共振 器 の 最適 形状 と し て 最 . 
大 の Q と な る よう な 円 筒 半径 を 選ぶ と と が 望ま し い ・ 
今 Ro 波 空 胴 共振 器 の 端面 お よび 人 筒 面 の 固有 抵抗 を 
それ ぞ れ zg,?¢& と すれ ば , 無 負荷 時 の Q:Qvy は , 


RT 0 
c: 光度 2: 波長 と な り , Quy 最大 と な る 円 筒 半径 

議 の は これ より 

、 a= (2 7 UV 1+ (pg/0g) (2 U9" (1) 

放 と 求め られ る 、 式 (10) の 関係 か ら (cg/pg) を パラ 
メー タ に し て (2 に 対す る Qyg ソ / 了 の 値 を 図示 す 


れ ば (zg は 銀 面 の 値 〕 図 11 の ょ うに な り , 
用 いて 使用 周波 数 帯域 で の 最適 半径 を 設計 する と と が 
で きる . 6,600 Mc 用 空 胴 共振 器 の 試作 に 当っ て は , 
(pglpg) と し て 余 補 を と っ て 1.5~2 と し , 半径 は 
cm っ と し た 。 

_4.3 試作 空 胴 共振 器 の Q@ 

表 2 に 示し た 試作 空 胴 共振 器用 石英 円 筒 を ,- 銀 メッ 
キ 後 バフ 研磨 し た 端 板 で 押 を て , @ お よび 共振 時 の 挿 
入 損失 : L を 矢 過 法 に より 測定 し た 結果 は 表 4 に 示 
前 が で に れ 必 より 


Q 
L = 20 log,;( 1 
ol 1 oS G2 
」 を 用 いて 無 負荷 時 の 9: @y を 求め る る と , 同 表 の よう 
| 了 に な る . また , と これ より 図 11 を 用 いて (zzg/pag) を 


表 4 試作 空 胴 共振 器 の Q (結合 孔 は 40x10mm 
の スス ロット) a 


計 8 a 
2 納 花 時 ( 舞 
いせ ト 26,500| 1.8 | 6,590| 6.85 
T2300 GB | 6,580| 12 
311000| 1.05 ボド 6,560"| 


31,500 | 1 6,640 | 6.75 


と これ を 


RE RV 


A 
FN 


‘4 EN 


= 


PFp 


2a(cm) 


F(Mc) 


sit 
"本 示し た : 6 gaoF 


. 08 ; 8 Cg oo 
a El a と NO / の 関係 
a 11—The relation between a/ メ 2 


and_ Sy 


電 気 : 通 信 学 会 殺 計 


援助 に よっ た . 
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導電 膜 の 機械 的 強度 は 膜 の 安定 性 か らい っ て る も , 0 | 
いと と が 望ま し い の で あり , 試作 し た も の で る 実用 E 7 
充分 な 機械 的 強度 は 得 ら れ た . すなわち 電気 的 特性 の 
優れ て いる 蒸着 膜 に お いて , ラッ ヵ 下 塗 蒸着 膜 お よび 
その 上 を ラッ カ ヵ 被 析 し た 蒸着 膜 で は 800 番 以 下 の ェ メリ 
リコ で 円 人 答 端 面 を 研 条 し て も , また 2 年 程度 経過 に 相 
当 す る ウッ ウェ ザ 試 験 を 行なっ て も , 仙 離 や 旬 裂 は 認め 5 
れず , 表面 被覆 の み 行 な っ た 蒸着 膜 お よび 蒸着 だ け の | 
(EA-) 膜 で も , 3,000 番 の ェ メ リコ で の 研 魔 に 耐 た 
の で あっ て , な お , と これ ら の 膜 を 用 いて 試作 し た 空 選 
共振 器 で は , 作製 後 2 年 近く 経過 し , また , その 間 約 
100 回 に わた っ て 40°C 程度 温度 を 変化 させ た の で あ 有 月 
る が , 電気 的 特 人 性 お よび 付着 力 に な ん ら 変 化 は 認め ら 
れ な か っ た . ve 
5 凌 言 

内 面 に 金 局 春 を 付着 さき せ た 石 大 円 位 と 。 と れ に 圧着 
させ た 上 下 金属 端 板 が 別々 に 熱 膨 服 する 構造 の a t 
形 空腸 共振 器 に つい て , 電気 的 特性 と 機械 的 構造 と の 7 
両面 に つい て 検討 を 行ない , 設計 基準 を 得 て こ れ を 試 
作 し , 実験 的 検討 を 行なっ た . その 結果 は 図 2 の よう 
に 共振 器 全 体 を 乾燥 空気 を 封入 し た 気密 箱 中 た 入れ た 
構造 に 作り , また 端 板 間 圧力 を 約 ユ ~2.5 kg/cm* の 
閉 に すれ ば , 接触 面 の 摩擦 係数 が 0.2~0.3 程度 
き に , 周波 数 温度 係数 が 透明 石英 管 で 一 (0.6 十 0. 
10-9/deg , 不透明 石英 管 で ー(0.9+0.15)x10-9/ 
共に 妊 融 石 英 の 線 胎 服 係数 に 大 略 等 し い 周波 数 温 
数 を 得 , 更に 温度 補償 を 行なえ ば 10"/deg の 周波 「 
数 安定 度 が 得 ら れる 可能 性 の あぁ る と と が 判明 し 
な お お, と これら の 設計 条件 の 理論 的 検討 は 別 の 機会 
告 す る 予定 で ある . また , と の 場合 石英 管内 面 
鏡面 仕上 を し , 浸 矢 の 深き 以上 の 銅 あ る い は 銀 
a dE 


ep 
= 
[| 


ラッ カ 肛 準 布 に 関し て 種々 御 世 語 に な っ た 白 
の 増山 , SE 
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2 進 符号 伝送 に お ける 伝送 ひい ずみ に よる 誤り 率 と 符号 ひずみ 特性 * 


正 員 星 子 議 田 


正 員 南 


答 状 3 打 次 


(電気 通信 研究 所 ) 


号 伝送 で 伝送 ひずみ に よる 答 号 特性 ひずみ と 誤り 率 は 符号 の 組合 せ に よっ て 異な っ て い 
i EEE rs 
は か な り 複 雑 と な る が 分 布 函数 を フー リ ェ 級数 展開 し その 係数 を 特性 函数 を 用 いて 求め た . つい で , 伝送 
特性 と の 関係 を 信号 反響 の 系 列 に 展開 する 方 法 で 求め , 誤り 率 宏 よび 特性 ひ ず ろ 分 布 と 伝送 特性 と の 関係 
を 導き , 最後 に 実際 例 と し て 余弦 振幅 特性 の と き と 定 氏 ろ 波 器 の 場合 に つい て 検討 し た . 


いい 言 


近年 高速 度 情報 伝送 ある い は パル ス 伝 送 方 式 の 進歩 
に 伴い , 2 進 符号 伝送 に お ける 伝送 特性 の 問題 は 宣 要 
な 問題 と な っ て いる . 2 進 符 号 の 場合 , 最終 の 伝送 測 
度 は 符号 構成 に し た が うぅ 誤字 率 で ある が , と れ は 人 符号 
の 誤り 率 か ら 計 算 す る と こと が で きる . し た が っ て , 2 
進 符号 伝送 特性 の 解明 は 誤り 率 と 伝送 量 と の 関係 を 解 
明 す る と と に 帰着 する . し か し 誤り 率 は 変調 方 式 の み 
な ら ず 同期 方 式 お よび 識別 装置 と より 異な る も の で あぁ 
る か ら , 伝送 系 の 伝送 ひずみ お よび 雑音 の 影 絡 を 考え 
る と き は 符号 ひずみ を 考え , 次 に 同期 方 式 お よび 識別 
方 式 に お ける ひずみ と 誤り 率 特性 を 求め ある と いっ た 2 
段 陀 に 分 けた 解析 を 必要 と する . 本 研究 は 特性 ひずみ 
と , 完全 同期 か つ 標 本 点 信号 識別 方 式 と いっ た 理想 的 
状態 に お ける 誤り 率 を 解析 し た も の で ある . し た が っ 
て で 本 研究 で は 同期 と 識別 の 問題 は 除外 し て ある . ま 


用 た だ た, 伝送 量 と じ て は 伝送 ひずみ (位相 ひずみ と 振幅 ひ 
るみ) と 雑音 を と り , 雑音 は 正規 分 布 の み を 対象 と し 


ro 


2. 伝送 ひずみ に よる 符号 の 誤り 率 
符号 の レベル を 簡単 化す る た め (0.1) に し て お く ・. 


し か る と き は 伝送 系 送信 部 に 図 1 (A) の よう な 符号 
系 列 が あり , 受信 部 で 伝送 系 の 振 己 特性 お よび 位相 特 
有 有 上 引 に よっ て 波形 ひずみ を 生じ 図 1 (B) の よう な 形 で 
受信 され る 送信 符号 と し て は , 単位 振幅 の 知 形 波 と 


| 軸 2 の 2 6 生 ち か ら 机上 成 さ れる また 符号 長 と 符号 


有 際 は 千 し いも の と する . も し 振幅 究 の 符号 の 代り に 
* Cm 
|  * Distortion Distribution and Error Probability 


| in Binary Transmission System. YUKI0 Ho- 
SHIKO, TosHl! MINAMI Members and TAKA- 
SHI OMORI, Non-member (Electrical Commu.- 
mication Laboratory, Tokyo). [論文 番号 3178] 


C24 ) 


任意 振幅 の も の を 送る と き は 各 符 号 に つい て 符 号 ひ ず 
み を 求め , 両者 を た ゝ み 込 め ば 総 合 特性 は 得 ら れる . 


2 と の 受信 符 
A Tg 号 系 列 を 符号 
re 間隔 7 で 標 
WN 本 化し その 
VE 
Fr ma 検出 を する 場 
た 合 , 着目 する 
1 送信 部 お ょ び 受 信 部 に お ける 符号 以外 の 符 
符号 系 列 例 
Fig.1—Examples of pulse train at trans- 号 の 伝送 ひ ず 
mitter and receiver. み に よ る 波形 


くず れ が 誤差 と な っ て 現われ る .。 と の 残留 応 動 * は 符 
号 組 合 こ に より 異な る 値 を も ちあ る 範囲 分布 する 。 と こと 
の 累積 分 布 を ユー ド (*) と し 送信 信号 が 1” か “0” 
か の 判定 を 受信 信号 の 標本 点 の レベ ル S$ で 行ない , 
信号 の 標本 点 レ ペル が S より 大 の と き “1, S まり 
小 の と き “0" と すれ ば , “0” を “1 C 誤 る 確率 は 
(S$S) で 与え られ る ・ ま た “1” の 標本 点 の 値 を C と す 
る と , “1”" を “0” に 誤る 確率 は 他 符 号 の 総合 残留 応 


動 が 一 (C-S) より 小 に な っ た と き の 確 率 ユーEZ(Sー 


C) で 与え られ る . 
いま 着目 する 符号 の 標本 点 を 時 間 の 原点 に と り , 時 


・ 間 t= よ の 間 の 他 の 符号 の 影響 を 考え る . 符号 数 


N は 極限 の 場合 可 付 番 無 限 と な り , 符号 系 列 す べ て の 


組合 数 2X は 連続 無限 の 濃度 を も つの や, いま 各 符 号 こ 


に 指標 を 与え , 時 間 の 正負 の 方 向 に それ ぞ れ 1, .2,… 
… お よび 一 1, 一 2 ペー た … を つけ る 。 いま 時 間 原 
各 に お ける 符号 残留 応 動 を 求め る た め , ぉ 時 間 の 符号 
が “1” で ある と き そ の 受信 波形 を (の ① と する と 時 
間 原 点 に お ける 値 す な わ ち 残留 応 動 は 符号 間隔 を と 
する と . 取 ). で 与 知 られ る 、 と れ を Cp で 示し その 
集合 を {ci} で 示す . 符号 系 列 に よる 残留 応 動 は “1 
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な る 符号 の 存在 する 時 点 じ つい て @』 の 和 を と っ た る 
の で これ を 4;』 で 示す . いま 各 符 丹 の 発生 する 確率 を 
1/2 に と る と 残留 応 動 分 布 の F(x*) は 
9 NY 
F(x)= lim ※) DA RA ET 


Ny oo 
で 与え られる. た ゞ し Et } は 」 な る 集合 の 要素 
の 数 を 示す . と この 函数 は * が 増加 する に つれ て 1 か ら 
0 まで 単調 に 減少 する 画 数 で 非負 な 画数 で ある.。 し た 
が っ て 有 界 変動 で フー リ ェ 積分 可能 で ある の . は 
前 に 述べ た よう に GT) で 示さ れる が , と れ は 単位 
振幅 の 知 形 波 を ある 伝送 回 路 を 通し た 場合 の 出力 で あ 
る か ら 系 の 安定 性 の 条件 か ら 任 意 の 4 に つい て 了 FGT) 
<M で あり lim os;=lim/f (iT) = im fC siT) =0 と な 
る 5 いま, cd; を 犬 さ な 順 か ら と っ て 指標 を 右 肩 に 
J 
ge? Ye? 
さら に , どの 時 点 か ら の 残留 応 動 も 正 。 すなわち 
>0 ある い は e& の >0 
司る その と き は lim z=0 で で の ご M7 と な る 
@;』 の 任意 の 組合 せ の 和 , 
ek ② 


t=-oo 
も 有限 と する 。 いま 人 di=zy と お いて F(x。- の 
を 求め る と 
1 \N 
F(x。—%) =lim き ) EA;; zy—A;<*} 
と な る .。 し か る に zy 一 4 は すべ て {4 注 に 属す る 
た が ぁ で 3 まな だ | 
EA;; zy—A;< + EA;; A;>x}=2N 
(3) 
で ある こと と は すぐ 分 る か らち a か ら 
F(X,—%) =1—F(%) (4) 
が 成立 つ , し た が っ て 前 の フー リエ 積分 可能 の 条件 を 
利用 し て (x) を フー リエ 級数 に 展開 し 0 交 xx*。 の 
間 で WY ; 
RD AcosR ーー (5) 


n=0 0 


{ 
Ed と Ae=s ER 0) 


n= (6) 
に お いて の み Az は 存在 する . し た が っ て 
RE 108 Wd 2) 
2 m=l1 X。 


隊 3 お ける 。 た くさ し 
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2 A=1/2 (8) 
m=l 


で ある . 5) ~(8) の 表示 の 代り に 
FD =1ー =+X Basin nz (9 
と お く と (④ を 用 いて , ; 


FE) = ユー=+ XD B,,sin2m i 10) 


0 mel 0 


応 軸 RS 一 方 


jo 


P42) は 4A>% 
な る 4;』 の 数 
2N で 割っ て NN 
を 無限 大 に し な た 
る も の で ある か ら 
4j ン ぇ な らち ば 1; 
A ょ ;< ィ * な ら ば 0 
で な る 
4; の 特性 画数 
ゃ を 考え それ を 4;』 の すべ て に 対し 和 を と り 2X で 製 
る と 下 x) が 与え られ る . と この よう な 特性 函数 は 
A= ei 
で 与え そら れる. た ゞ し 積分 路 は 図る 2 に 示す . いま 符 滞 
系 列 
{—N,——2, —L1, 1,2, NV} 
の うち 
(MMM MM Mg ey = 
の 符号 が 1 の レベ ル で 他 は すべ て 0 で 送出 され だ どす 
る . と の 組合 せ の 数 は 2 で ある が , それ と それ ぞ れ 
番 峡 を つけ て 1, 2,…,……2N と する と , それ それ 
fm の } が 対応 する ・4; は 
A A 
4 


で 与え られ る か ら 
RA 
F(x) = lim 訪 る ?(A;) 


A 
OV グ ァ 2 


図 2 積分 路 C 


Fig.—Integral contour C. 


=» @- Kr-3 Ami 

(8 夫 
と な る 。 と これ を 用 いて 式 (10) の を 求め て 整 思 
cae 


ー1 
Fx) =1=—+2 § 
(%) 0 2 
8 M Cjr || ; 2mMmrzrs 
likc 9) eos( る Jlsin 


EL 


(25 ) 


Mo A A 
A CGE a 
ey っ を 7 


‘rts hy 
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と 表示 され る (内 録 -D)。 te et 平均 値 と で 生 だ られ 本 上 を 時 の 
分 散 を あわ せ て 一 次 項 ま で と る と FE と する と - 


F(x)= Er 」 十 0 0 7 | ' 
12) | 4 の = て 
3 Fs = 3 fT Ff*O)| 


3 近似 され る (名 -D. と の 近似 に お ける 誤差 は f= - co 


3 1 
0 る で た な や る 3 
SC | 0 は 平均 を と 」 
| ts る の に > を 
“ER mM < み | (16) つっ つけ て . 4 
"a 


X, mM zs} 


= 
まう 


(24) 0 
DS 放 .b と な り ,。"* な る 放 加 
DR rs i 
, それ ぞ れ に つい て 上 記 と 同様 の 解析 で ! js 確率 を PC と 
FA), FC%) Fig. em Fs 3 と 1 
の tg} に 対す る 分 布 画数 (x) は その た _ 1 st 
\ P(n){1—P(n) }f* CnT) 5) 
FD- =F?(%)*F"(2) no” 7 t¥ 
‘ = fra- Rn) AF "(hn) (18) i roo: - \ - 
. と れ か ら 分 る よう に だ (x) は 
NN 導い an-3{3 f*CnT)- Ol ; 
"= か 5 2D CP =, (19) ace n= oo > 
Va : , 6) 
2 0 と な る 。 と れ を 伝送 特性 の 周波 数 成分 と 関係 づけ る た 
"i 。 め に 次 の よう に 展開 する .。 すなわち , 理想 ろ 波 器 と し 
3 っ て 原点 を を に _ 


Ka W= ぇ x (m>1) の し ゃ 断 周波 数 の 伝送 特 性 を 考え 


) の 近似 式 は その 
. し た が っ て 以下 、 図 3 送信 部 単位 ko T,(») で 表わす . 
圧 化 ( 式 で 行 な っ て ekg の a a: 2 が 
て と ふ で 師 潤 特 tmpulse at transmitter. Fe デー i ei NPR: QD 
し よう .・ いま 継続 時 間 が で 振幅 が oy 
っ て 和 社 押 と し とれ を 65h ipoatio は 複素 周波 数 で あ の 
る * % ' ™ a ' te 
NO Rr RY Ny 
CO a 
; “0 。 xz デ の i に 
らし た が て, と ゝ で は 後者 を 求 と お ける か ら Sh 


の 単 一 符号 を (31) の 伝送 系 に 入れ た と き yA “ 
f= BT So 

en i 5); we 
vagal iit ii 


"Tp)- ondp (22) 


A a C3) を 用 いて 行け ば よい . 


f 


寺 


Ca 


vs 


F 
F 


Pe 


Q 


; 


0 


大 る ENT 


S$;(%) =}- 


で ある . と れ は 近似 的 に 7/m お き に 0 と な り , 他 の 
標本 点 で 近似 的 に 0 に なり かつ 自 己 の 標本 点 で 充分 大 
に な る よう な 波形 に な る . いま ( ヵ ) を 。( ヵ ) で 展 


Sin % 


開 し て 
TC@) = IT Co)| ero 
x oT 
Nn (1 守 >» ds mo Hor, Fama ) 
n=l 2m 
(29) 


と お くぎ, さら に 指数 函数 を 展開 し て 


【) wT 
e’ Xo 3 Be 2m 


k= = oo 


(30) 

世 お べべ と 

B= DT ki Cb] Cb,)] (Cb,) 人 CT CR CE 
zt 3 Cr DR 0 oe (31) 


>( 寺 tzt)=k 
で Bg は 与え そら れる . た ゞ し 如 は 父 ( 土 i4 ぇ x りり) で 負 号 


の 現われ る 回 数 を 示す . と これ と (29) か ら 近 似 的 に 
To) = A B, \ + 


n=l 


+ | (32) 
る 


いま 標本 点 を 原点 に と れ ば 了 プ ひ ⑦, た の の 代り に 
と これから Cj 


pa 


@_: を 求め て 見 る . 
の は 了 プ *T) で ある か ら 
r= を 稚 =fo* GT) 


3 rm) 
0 


放 な 2 が が だ が ⑦ は 0 は t>7 の 標本 点 で は 
2m—1 2m—2 1 
充分 小さ いか ら i キテ デー の 0 mi 
a 2m—1 


テイ 4 De が て 


( 0 を 用 いる と 


2m-1 
Dami+i 


ci=FGT)+ Pp et 


お Bi (2) 
培い G9) 
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と な る 。 こ とれ か ら 
co 
X; 十 %。= PX IGT) 
t= -~o00 
GR ) 0 
< l の ” 
tO MS 
Dami-r+ Bomirs a (2 
ER D2 | 
2m - の 、 
z+ sl = > Dr sy i 


a 


お i ni 
Gm 


oo 2m-1 2 
> 和 (7) ME PY Cami-1 ™ Camiti 


a 


t= -o 


a ) すい に 
Cr 


も し GT)=0, で 54 が 充分 小 の と き は 


* rs 
2m 


3. 伝送 ひずみ に よる 符号 ひずみ 特性 
符号 ひずみ は 了 7 な る 長 さ の 和 手形 波 を 入れ , 受信 波 
形 を ある レベ ル S ne きき 3 符号 と 交 る 点 を t,, 
t。 と する と 標本 点 を 4 と し て 
t= (i— T/2) 


で な る 
2m-1 co 


了 Ny UTE OE 
l=1 t=1 


と 近似 され る . 


a ーー 


店 ある い は 0p) 
を も っ て 規定 する 。 と の 場 
合 S な る レベ ル を 時 間 微 
へ 分 が 正 で 切る 点 4 と 負 で 
切る 2 点 4 誠 は ん RC 


な っ て いる か ら 以 下 の 解 析 
は も っ ぱら 前 者 に つい て 行 
な うい まき の 変 投 点 品 
の 近傍 の 任意 の 時 点 せ に お いて 他 の 符号 の 与え る 残留 
応 動 分 布 を ユーF(* : り と する . と これ は 2 に お ける 


図 5 受信 部 単位 符号 波形 
Fig.5—Stand ard unit 
impulse response 
at receiver. 


1ーEF(x) が その まく ゝ 適用 され る . “1” の 符号 の 出力 
を ゃ を 了 ④⑦ と する と 
f+%>S (36) 


の 条件 を 満足 する と き S を 切る 時 点 は か な ら ず せよ 
り も 前 に ある . し た が っ て 

1=F(z>S—f@ : の 
は ょ より 前 の 時 点 で .S- を 切る 積 分 布 を 与え て いる .・. 
と これ を あら た め て 
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1-G® 
_ で あら わす と 
GG =FS—-f : わ 

。 で 与 た ちら れる. と の 場合 注意 すべ き と と は 着目 する 符 
| 和 の 1 っ つ 前 の 符号 は か な ら ず 0 に な っ て いる か ら {fei} 
5 は 除 か ね ば な ら な い . と れ を 考慮 に 入れ て 
} sg の 近似 式 を 用 いる と G カ ⑦ は 


1 Sy() 
者 る を z,( の - ぇ , ひ ⑦ 
) $f ® 
ゃ の - 0 
(37) 


= 3 fraT) 


n= -co 


AP nC 
oN |f(@+nT)| (38) 


ーー の | +| プ (びーT)|} 
x PD FG+nT) 


科 i 


(mai-n-i tamai-n+L 
2 


8 oo 
ael 


igh) Gh) 
。 $3 


き 多 Cr 
150 中 子 幸男 電 7 x 1 2 


dn nttaninst 内 8 
lal0 
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と な る 。 


4- 雑音 の ある 場合 を 入れ た 応用 例 。 


次 に 雑音 の ある 場合 を 考え て 見 よう . 雑音 は 正規 分 
布 し , その 平均 値 は 堆 。 標準 念 差 は gw で ある と すれ 


ば その 確率 密度 は 次 式 で 与え られ る . . 
1 に | 
re 
F(Ze-FX) ej 時 間 原 点 - ' | 
を 標本 点 に 
と り , 雑音 
と 伝送 ひ ず こ 

ぁみ に よる 残 
留 応 動 に よ 和民 
る 総合 振幅 
分 布 a i 

HG) は 1 
FF ot 

。 と G9 の 
Ss-c 0 rg 3 た ゝ る 込み 
6 総合 残留 応 動 分 布 説明 図 。 に よっ て 得 


Fig.6—Probability distribution of resultant 
intersymbol interference. らち れ a . 


HO = | Fa- PN» Gan 3 
と な る . Yr 2 に スペ ー ス se 4 
を ゃ 誤る 確率 は 互 (S) で , “1” を を “0" に 誤る 確率 は 1-., a 


K(S-C) で 与 誠 られ る “と 0" の 出る 礁 率 を を 
れ ぞ れ 1/2 Re Pk 


P= EU-AHS-C+AS)] Go : 
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で 与え られ る と れ ら の 関係 を 図示 する と 図 6 の よう 
に な る 。 と の 戸 ( ヵ に (4) を 入れ て 整頓 する と 
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とこ の 式 (43) の 誘導 は 付録 . 工 に 掲げ て ある . 近似 式 
を 用 いる と 式 (43) の 第 4 項 が 
0 全て 
2 270 C4 3 4 
f ls- C€-T2)- a ls- 2) 
. < a —eé 3 la 


に な る , 誤り 率 を 示す 式 (43) 中 の こと の 第 4 項 は 比較 
的 寄与 が 小さ い の で あぁ と の 近似 式 で 充分 精度 は とれ 
る . と の 項 は 数 値 積 分 を せ ね ば 求 ま ら 如 が 有限 フー リ 
エ 変 換 に お ける 積分 法 を Filon が 行なっ て いる の で , 


と れ に し た が っ て 迷 値 計算 する と 便利 で ある や . と の 
し ゃ 断 周 渋 政 
FE 


図 7 定形 ろ 波 器 


Fig.7—Constant K filter circuit. 
式 を 適用 し て 図 7 に 示す よう な 定 K 形 ろ 波 器 の 場合 
の 誤り 率 を 求め よう . と の 回 路 の イン デシ ャ ルレ スポ 
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N07 (45)— 
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の た OER 0 57 (45)’ 


| に ぉ く と と に する . 残留 応 動 と し て は 考え て いる 符号 
| の 1 っ 前 の 符号 に よる も の を @-」 とし, 
の を と する と 
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と し て 0.87 ィ , 1.0 ヶ , 1:2 ヶ 笠 の 値 を と どり 7 で れ か から 
& を 求め , DE I A En を 求め (43) に 
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Fig.8—Intersymbol interference with respect to 
transmission rate. 
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スイ ッ チ ング 用 npn Ge 合金 形 ト ラン ジス タ " 


正 員 岡 


田 隆 


(日 本 電気 株 式 会 社 ) 


要約 中 出力 , 中 速度 スイ ッ チ ング 素子 と し て の ヵ 々 か ヵ Ge 合金 形 ト ラン ジス タ に つい て , その 動作 域 を 


制限 する 電流 , 電圧 , 周波 数 特性 を 検討 し た . 


狭い ペー ス 幅 の 高周波 トラ ンジ スタ で は 小 電流 域 た に お ける 


電流 増幅 率 が 過大 に な り 上 易い の で , 対称 構造 の トラ ンジ スタ を 採り 上 げた . と の 形 は また 大 電流 で の 電流 
増幅 氷 の 減少 を 繧 和 する の に 役立つ の で , 大 電流 用 スイ ッ チ ング 素子 と し て 好適 で あっ た 。 この トラ ンジ 
スタ で は misorientation や コレ クタ 々 容量 の 影響 が 明瞭 に 認め られ , これら は 動作 域 を 著しく 制限 する . 
現に 試作 品 に っ つい て 60 A/cm* 前 後に だ お ける スイ ッ チ ング 特性 を 測定 し て , 小 電 流域 た お ける と れ ま で の 
取扱 い が , コレ クタ 電流 に ょ る 電流 増幅 率 の 変化 を 考慮 に 入れ る と , 定性 的 に 適用 で きる と と を 示し た . 


2 責 

ヌス イッ チン グ 素 子 と し て の 合金 形 ト ラン ジス タ の 研 
完 は と 数 年 間 に 行 な われ 急速 に 実用 の 段階 まで 進ん 
だ : その 理論 的 な 解析 は Ebers や Moll に より 始め 
られ や の ③, スイ ッ チ ング 用 合金 形 の 設計 基 江 が 同じ く 
Ebers に より 与え 々 られ た ふ っ ,. また Westberg や Ro- 
billard に より コア ァ アー 駅 動 用 の 品種 が 開発 され た ゆ . 
筆者 は や は り コ ァ アー 駅 動 を 主 目 的 と し た 最大 許容 コ 
レク タタ 電流 0.3 A, ¢d- し ゃ 断 周波 数 4Mc と いう 特性 
を もつ rr Ge 合金 形 ト ラン ジス タ を 試作 し た の ⑳. 
試作 ト ラン ジス タ の 一 例 を 写真 1 た 示す . これ は コ 
レク タタ 接合 面積 を 5~6x10-scm* に 選び , エミ ッ タ 接 
合 面 積もる ほ ヾ 同じ 大 き さ に 設計 し た 例 で ある . と の 素 
和子 を 熱 放 散 の 良い 形 に 組立 て ゝ 熱 抵抗 を 下げ , キャ ッ 
プ ・ シ ー ル に は 冷 間 圧 接 法 を 採用 し た . この トラ ンジ 
ズ タ の 特性 を 表 1 に 要約 し た . 


—- e 


写真 1 試作 トラ ンジ スタ の 一 例 
Photograph 1.—Photograph of the transistor. 
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表 1 試作 トラ ンジ スタ の 小 信号 動作 特性 
測定 例 ヵ カ ヵ #64 測定 温度 24°*C 


コレ クタ 接合 攻 用 電 圧 IBVcpo 45V 
エミ ッ タ 接合 降 服 電圧 IBVggo 
コレ クタ , エミ ッ タ 間 |[BVcgo 25 V 


降 服 電圧 


正常 接続 の 電流 増幅 率 Veo=6V, Ig=—lmA | 0.985 


逆 接続 の 電流 増幅 率 0.97 

正常 接続 の @- し ゃ 断 Vo=6V, Ig=—lmA 4.8 Mc 

周波 数 

逆 接 続 の @- し ゃ 断 同 4.1 Mc 

波数 

コレ クタ 接合 容量 Voe=6V, Ig=—l1mA 35 pF 

エミ ッ タ 接合 客 量 32 pF 

ペー ス 広 が り 抵 抗 120 nQ 

接 合 吐 電 流 Vo=15 V 10 kA 
Vg=15V 10 1A 


2. 許容 電 流 


トラ ンジ スタ の 許容 電流 値 を 決め ある も ゃ の と し て 電流 
に よる 接合 破壊 と 電流 増幅 率 の 電流 依存 性 と が 考え ら 
れる . 周波 数 特性 を 良く する た め に 接合 面積 は 小さ い 
程 良 い が , 接合 に 流す こと が で きる 電流 密度 に も 限度 
が ある . Ge ヵ - ヵ 接合 に パル ス 電 流 を 加え て 接合 破壊 
を 引 起 すま で 電流 を 増し て ゆく 方 法 に よれ ば , 接合 画 
積 が 1.8x10-'cm* で は , 120 A/cm* 付近 か ら , また 
5~6x10 つ cm* で は 90 A/cm* 付近 か ら 接合 破壊 を 起 
し 始め た . この 値 は 測定 方 法 や ァ ョ ロイ ング 方 法 に よっ 
て 少な か ら ず 変動 する . 

コレ クタ 々 電流 を 変 を て 測定 し た ェ ミ ッ タ 接地 電流 増 
幅 率 め , 同じ く 直 流 電流 増幅 率 F を 図 1 た に 示す.、 図 1 
に 見 られ る 電流 依存 性 は トラ ンジ スタ を 構成 する 物理 
量 が ベー ス 域 に 注入 され た 少数 キャ リア ァ の 濃度 に 応じ 
た 変化 を する た めで ある . が 最大 値 か ら 半 減 す る エ 
ミッ タ 電 流 密 度 を 調べ た と とろ, エミ ッ タ 接合 面積 に 
あま り 関 係 せ ず ぜ に 90 A/cm* 程度 に な っ た . 選 の 最大 
億 は トラ ンジ スタ の 表面 状態 に 多分 に 左右 され る . 一 


C32 ) 


に に 
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B が 12 Bo に 4 る エミ ッ タ 電流 密度 
A トラ ノン ジス 2 接合 回 爾 日 ト ラノ ジス 2 の 接合 面積 = リ 3 
1 対称 構造 を 持っ トラ ンジ スタ の 電流 増幅 率 
の 電流 依存 性 
Fig.1—Relations between current amplification factor 
of the symmetrical transistors and emitter 
= Current, 
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に 
NN Ce - 


ky 


方 90 A/cm* 付近 の は ほな ほとんど 影 絡 され な いか ら , 
こと の 相対 的 な 値 は 表面 処理 方 法 に より 変動 する . が 
半減 する 電流 値 を も っ て 許容 電流 と 規定 する と , 多く 
放 の 場合 に その 値 は 接合 破壊 電流 値 よ り る も 小さい. 今 得 
| た 結果 に よれ ば 両者 の 値 は 接近 し て いる . と れ は 供 試 
トラ ンジ スタ の 構造 や 表面 状態 な ど が Webster 等 の 
解析 の ⑪ で 明らか に され て いる 電流 増幅 率 増 減 効果 を 
計る る は 邊 われ や 


0 許容 電圧 


合 多 形 ト ラン ジス タ の 動作 城 を 制限 する 量 と し て , 
< 。 さらに コ レク タ ・ ベ ー ス 間 降 服 電 圧 BVcgo, コレ ク 
タク ・ エ ミッ タ 韻 降 販 電圧 BVego, 容 突き ぬけ 電圧 Vpr 


ーー 


Es 
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SE 供 試 敵 2 i が Ge と 


PN 


9 えら れる . と まで は misorientation と と れ ら 電 


Se 後述 する 
接合 面積 比 で 図 6 に 示す 変化 を 行なう の て 
は こと の 比 を 1: 1 に 固定 し た . 
"RAGE OE WW Wrote 
BVeno ke 人 の 放 


タン ス 2Cpr。 の 測定 値 か ら 式 ① を 使用 し で そ D』=90 | 
cm*/sec と 置い て 求め た 有効 ペー ス 幅 Ws を 使用 し 
た (0, a 


JRTD, 


W;’= 
‘ qls 


Ri Ce 


と れ ら の 泊 
定量 の な か で 


"BVeeo/8 Veeo 
2 Avalanche multiplication 


効果 図 中 〇 は ァ ロ ョ ロイ Ge 面 の . 量 

(111) 面 か らち の 傾き 角 が 圭 0. TR 

x は 土 1. を 表わす # 
Fig.2—Effect of avalanche multiplication. 久 
Oand Xare obtained on the specimens 
whose misorientation angles from the 約 

true (111) plane are 0.7° and 1.79j) 
respectively. 


た 同一 厚 さ の ペレ ッ ト た 村 0 


8 ※ 
LL— Wl BV)” tN 
と \ で は 低 電 圧 に お ける ペー ス 接 
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また ヵ =6 で ある . 同一 試料 で 求め た W,』 と ¢&。 と の 
関係 を 図 3 に 
示し た . と の 図 


と 式 ②② と か 

ら avalanche 

multiplication 

に まっ て C=1 

に な る 電圧 比 

ValBVcso と \ 

Ws と の 関係 を 、 有 カ 1- 2 な Wp i 

融 算 で 求め て 図 図 3 対称 構造 を も っ つっ ト ラン ジス タ 
| 2 に 点線 で 記入 の 電流 増幅 率 と 有効 ペース 幅 
& と の 関係 接合 面積 比 =1:1 
ti へ 1.15 a。 の 測定 条件 は Ve 
定 値 BVcgol 1V, Ig=ー0.01 mA 
生 BVecgo と 比較 Fig.3—Current amplification factor vs. 
i 。 effective base width for the sym- 
> 8 し じ し た と き に 広い metrical transistors. Ratio of 
~ 0 emitter to collector junction areas 
¥ ; ベー ス 幅 で は , is 1:1~1.15. 
放 る る 程度 一 致す る 傾向 に ちっ た が , W。20 4 で は 非 

放 導 に 相違 し た こと が 認め られ る . 


放 Ver と 甘 ce 表面 の (11D 醒 か ら の 侍 き 角 の と 
放 の 関係 を 図 4 に 示す . 横 軸 に Vez/BVcao を , 継 軸 に 
議 で を, また 9 を 変数 に 取っ た . 図 に 見 られ る よう に 


放 Vez72Veso は 広い ペー ス 幅 で ほ ヾ 1 に な っ た また 
Ny で 決定 され る ある ベー ス 幅 に な る と 電圧 比 の 分 布 は 
Py 


x 


有効 ペ ー ス 凡 Wp (cm) 


有 及 き 角 が 上 0.7, x は 17, へ は 土 4.! 
を それ ぞ れ 表わす 


Fig.4—Effect of misorientation on the punch 
through voltage. O, Xx and A are obtained 
on the specimens whose misorientation 
angles from the true (111) plans are 0.7°, 
1.7° and 4.1°, respectively. 


0 
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Vpzr は 直接 測定 され る . そし て , と の Vpzr は ' で 決 . 
め ら れる ある Ws の 所 で は ほとんど 横 軸 に 平行 と な る ほ 
ど 和 急激 に 0~BVecgo に わた っ て 分 布 し た と の 理由 
は 1) 接合 面 が misorientation に よる (111) 面 の 僕 
き 角 に 制約 され な が ら も 一 様 に 傾く と か , き ょ 歯 状 に 
な る と か 言っ た 色々 な 形 を 取り 得る と こと, ② しかも, 
と の 場合 My は あま り 0 に 影 さ れ な い が , Vpzr は 
大 幅 に 変り 得る 量 で ある と と に 原因 する と 解釈 され 
る . さら に 狭い Wp は アァ ョ イィ イ 時 た に すでに ベー ス が 突き 
ぬけ て し まう の で 観測 で き な か っ た : 

トラ ンジ スタ が 選 Vcgo 以下 で 穴 き ぬけ を 起 し た と 
き に コレ クタ 接合 に 加え られ て いた 電圧 VC(Vpzz に 等 
し い ) に より 広がっ た 空乏 層 ええ は 次 式 で 与え を られ 
る Mn, 

X=4.2x10°(V/N,) cm (3) 

と こ ょ に NN ょ , は 有効 ベー ス 不 純 物 濃度 で , 供 試 トラ ンジ 
スタ で は 1.2x10!scm-3 (ベー ス 比 抵抗 =3 Qcm) で 
あぁ ある. と うし て 求め た =x は 0=0 で また アァ ロイ の 深 
さ が あ まり 深く な い 場 合 に は W。 と 一 致す る . 図 4 
の 値 か ら 6@=0 の と き の Ws を 各 電 圧 に つき 外 挿 で 求 
め て 同 図 に 点線 で 記入 し た . と の Ws は Xs と 3~ 
4xz の 違い を 示し た が , 実験 方 法 か ら 推 察し て 良好 な 
一 致 と 其 和 ま な 

図 2 る と 4 を 比較 し た と き に 図 2 の Ws~BVcgok 
BVcgo の 分 布 が 狭い ベー ス 幅 の 所 で 計算 値 の 傾向 か 
ら 急 激 に 逸脱 し て 図 4 の 分 布 に 一 致す る こと が 認め ら 
れ た . と これ は 最大 許容 コレ クタ 電圧 を 制限 する 因子 
が , ベー ス 幅 の 狭い と き は misorientation に よる 突 
きぬ け 効 果 で あぁ あり, また ベー ス 幅 の 広い と き は | ava- 


.lanche multiplication 効果 で ある と と を 示し て いる . 


4. 周波 数 特性 

コレ クタ 接合 
積 が 約 5 x 10-*'cm*" 
で ある トラ ンジ ス 
タ を 選ん で ¢&- し 
ゃ 断 周波 数 fs を 
測定 し て 図 5 に 示 
す 結 果 を 得 た . 図 
の 横 軸 に 有効 ベー 
ス 幅 Ws を 取り 終 
軸 に 了 げ a 測定 器 か 
ら 下 接 に 測定 し た 
fa を 取っ た . ま 
た Ws, で 決ま る 純 


Qt- Uf 誠 央 大 相 (MC) 


図 5 有効 ペー ス 幅 と @- し ゃ 断 
周波 数 
Fig.5—Effective base width vs. @-cut- 
off frequency. 
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| て 図 6 に 示 
有 す 結 果 を 得 
た . 図 と 見 られ る よう に た 接合 面積 比 を 大 きく すれ ば 
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ゃ 了 断 周 波数 eg。 窟 実 線 で 記 大 し だ 。 fe。 の 計算 た に は 式 
(4) を 使用 し た . 
2.43 D, 
Ts (4 


図 に お いて Ws 交 10-scm 付近 で プ g。 か ら プ g が は ず 
れる 理由 は コレ クタ 回 路 に 含ま れる コレ クタ 容量 Ce 
と ベース 広 が り 抵 抗 55′ で 決ま る 式 (5) に 示す コレ 
クタ 回 路 し ゃ 断 周 波数 た に よる . 

i 
a 陸 (5) 

だ と ゃ ば 供 試 トラ ンジ スタ , 的 3 (fg=12Mc) た に つ 
いて 各 定 数 の 実測 値 か ら プ go, を 求め る る と それ ぞ 
れれ 注 ao=25 Mc, 了 。=16Mc と な り , と の トラ ンジ スス 
タ で は 了 。 が 支配 的 で ある と と が 判っ た . 純粋 な 合金 
形 ドラ ンジ ズ スタ で は Ce と 27 の 積 を 小さ くす る 方 
法 に 限度 が ある の で 了 。 は 周波 数 特性 の 設計 限界 の 1 
つ を 与 を る. 


5. 正常 接続 と 逆 接 続 の 特性 


トラ ンジ スタ を スイ ィ イッ チ 素 子 と し て 使用 する と き に 
は , その 逆 接 続 の 特性 が 正常 接続 の 特性 に 劣ら ず 宣 要 
な 役割 を 果 
て 
婦 と ど ゴ コジ ンク 
タタ の 接合 面 
積 が 相違 す 
る 非対称 構 
人造 を 持つ ト 
スス 


の 小 信 号 動 


正常 接続 の 特性 】 近 投 続 の 特性 


4 生 / エ ミダ 挫 名 還 太 
図 6, 接合 面積 比 を 変え だ 場合 の トラ ン 
ジス タ の 小 信号 特性 (実測 値 ) 
Fig.6—Small signal characteristics of the 
_ transistors as a function of the ratio. 
of emitter to collector junction areas. 


電流 増幅 率 ¢ の 比 は 増加 し , 有効 ベー ス 幅 Ws の 比 や 


| 入力 開放 出力 コン ダク タン シス 4。 の 比 は 減少 する . と 
有 | れ は ペー ス 域 を 通過 する 少数 キャ リア の 通路 分 散 に も 
| と づく コレ クタ 接合 部 周辺 で の 表面 再 結 合 効 果 に よる 
計る の と 思わ れる 09. 


そし て この 効果 は 非対称 形 ト 
ラン ジス タ を 逆 接続 し た 場合 に とこ と に 顕著 に な る . 
スィ イッチ テン グ ・ ド ラジ ジス タ で は 了 プ g を 増す た め に 


| <ー ス 岬 を た 分 訣 く 作る か ら 低地 放 の 〆 は 大 きい が 
NA RP 


i - ~ や = 


1/3 に 選ぶ と 々 «は さら に 大 きく な る . &g が 大 きす ぎ ろ 
と コレ クタ ・ エ ミッ タ 間 降 服 電圧 が 減少 する な どの 理 
由 か ら ェ ミッ タ 接 地動 作 が 不安 定 に な っ た り , また エ 
ミッ タタ 接 地 し ゃ 断 周波 数 が 減少 する な ど 種 々 な 不都合 
を 起す . 
6. スイ ッ チ ング 特性 

6.1 スイ ッ チ ング 時 間 ; 

写真 1 に 示し た ほ は くさ 対称 構造 を 持つ トラ ンジ スタ の 
大 電流 域 に お ける スイ ッ チ ング 時 間 を 測定 し た . 測定 
回 路 に は 図 7 に 示し た パル ス 増 幅 回 路 を 使用 し て コレ 
クタ 供給 電圧 Vcc=12V, 負荷 抵抗 Fr=402, コレ 
クタ 電流 7c; 全 Vcc/Rz =0.3 A, 入力 ベー ス 電 流 7p, 
=30 mA, 逆 方 向 ベ ペー ス 電 流 Zp。=0 で 立上り 時 間 が 
と 牙 積 時 間 4 を 測定 し た . 

スイ ッ チ ング 時 間 の 定量 的 な 表現 は まず Moll に よ ! 
っ て 与え られ , その 後 Easley が 忌 移 期間 を 通じ て 起 
る ユ レ クタ 電圧 変化 と ともなう Cc や 了 プ ag の 変化 を 考 
慮 に 入れ た 補正 式 を 提出 し た 3. 7。 に つい て は 

っ (fanRuCe) 


1—dn zrfan 
In ーー (©) 
ts,-0.9( * le, 
CN 

104s 設 上 式 か ら 求 
人 + まる 理論 値 
Vi 1kK%8 Vz Re 408e と 実測 値 と 

を Vee=12v を 比較 する 
た め に 各 定 、 

数 は コレ ク 

Vj-V2 


: 
4 星 Ne to 立上り リ 因 自 8 
=~Va a 
2 CR 


Vv-V3 A SR b Ts タタ 電流 = 3 \ 
mn 1mA た #1 
4 ッ チ ング 時 間 の 測定 回 路 ける 測定 値 
パル ス 波 形 の 検出 に は Tektronix 545 0 革 人 
Oscilloscope の Differential Amp. を 使 弄 2 
Plug:in Unit を 使用 し た だ Easley, 
Fig.7—Circuit used for measurement of の 実験 た ボ 
switching times. Pulse shapes are 
observed by using of Tektronix "2m fan 
545 oscilloscope differential amp. ¢ J 
plug-in unit. RiCc «1 


な ら ば 上 記 の 標準 バイ ァ ス に お ける 値 を 使用 し て 求め . 
た な の 理論 値 は 実害 値 と 小 電流 拓 で は な ぐ 完 会 に 
致す る . _ 

図 8 に 試作 トラ ンジ スタ の 4 の 


。 各 し た が 。 孝 線 で 記入 し た 理 答 仁 と 良く 一 致し た 図 
(353 
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\ 
20 
Tc:/re, =10 We 
lc =0.3A 
10 
— Vec = 12V 
3 5 
oo™ 
き 
8 . 
cc 
20 


: 15 
3 , 10 
5 
EE 4.0 G0 8.0 

咲い . し ゃ 断 周波 政 みん w(Mc) 

放  8 立 上 ゥ 5 時 間 と ¢d- し ゃ 断 周波 数 と の 関係 


| げ gy, Zy は 標準 パイ アス に お ける 値 図 10 


Fig.8—Rise time vs. @-cut-off frequency. 
; Faw and a yy are the values measured 
at the standard bias. 


Storage Time t1 (nS) 


300 400 
55 

y コレ クタ 電 典 Ic 
衣 選定 条件 Ic/Is.=25, Ip。=0 Vec=12V 
衣料 の 小 信 号 特 性 dw =0.98 few =8.9 Mc 


500 (ma) 
31 (Am?s 


aj=0.97 =7.2M 
i I Fay c 


Fig.9—Current dependency of switching 
| times. Measuring conditions ; Tolp: 

=25 I ja=0 and Voc=12V. The small 
| signal characteristics of the specimen 
\ areas follows : a@ y =0.98, fa y =8.9 Mc, 
~ 必 ar=0.97, Far=7.2 Mc., 
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有 | に 沼 や られ る 借 か な 相違 は コレ クタ 電流 の 増 江 に よっ 
0 wm や fey な ど が 大 きく 変化 する に も か まわ ら 


交信 存 する こと を 示し た が , コレ クタ 電流 が 増加 す 
| 2 に っ れ て 理論 値 と の 差 は 増す .・ 図 10 に 大 電流 城 に 
| 有 有 さけ る 0w-cwi-ax が し に よ ほす 形 絆 を 示し 
た. 図 10 の 終 線 部 分 は 図 8 の 平均 値 を 連ね た 曲線 よ 
も 下 側 に 位置 する トラ ンジ スタ を 表わす 。 5 が 大 き 
くさ なる に つれ て 同一 の /a を 持っ た トラ ンジ スタ の 
|| が 減少 する こと が 可 成 り 明 ら か に 認め られ る . 

有 図 11 に 共 策 時間 4 と /aw/bx と の 関係 を 示し た . 


ee © 


Fig.10—Distribution of common emi- 傾向 が 認め られ , 


が ( 36 ) 


岡田 隆 : スイ ッ チ ング 用 ヵ 々 2 々 Ge 合金 形 ト ラジ ジス タタ 


3 図 の 平均 値 を 連ね た 曲線 は 


0.95~0.99, faw=faez=3 


~8Mc と 置い た 結果 と 一 
致す る ・. 
20 40 60, 80 100 no 上 
a) b ad 
Fantfar 
zl—Cry Cn Fanfar 
Vee =*1V 
Ic=150mA mn 。 a | 
iy £ 
( CN ) a: 
役人 
20 4 60 80 100 
2 b 非対称 構造 の トラ ジス タ 
舌 計 トラ ンジ スタ の ミッ クタ で は 図 の 平均 値 か ら 外 れる 


接地 電流 増幅 率 ひ の 分 布 : 
と の 場合 


に cy が 増し て fsx/by を 
小さ くす る の で 4 は 一 般 
に 増加 し た . 

図 9 に お ける .,4 の 変化 
は コレ クタ 電流 の 増加 に 伴 
う ew の 減少 が bw ほど 


tter current amplification factor, 
b, for the transistors. 


un 定性 的 に は 説明 で き 
る . 立 下り 時 間 た に つい 
て は t。 と 同じ 扱い が で き 


る の で 省略 し た *. 
Fan/ br (Ke) 6.2 OFF 抵抗 
図 11 対称 構造 を も つっ トラ ンジ スタ の 競 7 に 示し た エミ ッ タ 接 
蓄積 時 間 と faexlbw ” 地 パル ス 増 幅 回 路 に お いて 
Fig.11—Storage time vs. fawlby for the 入力 電流 が ない 状態 を 考 
symmetrical transistors. れ ば コレ クタ 回 路 に 流れ る 


し ゃ 断 電流 は zw 人 >c ょ 』 の 範囲 で は トラ ンジ スタ に 対称 
構造 を 持た せ た と き に 最小 に な る の. 


lal-en 
CY ee (8§) 


た きき た か 。 は 図 6 に 示し た よう に 非対称 構造 に し た 方 
が 小さ くく な る の で AC イン ピー ダン ス が 軍 要 な 意味 
を 持つ 場合 に は 非対称 構造 が 有利 に な る . 


* 最近 Gdrtner は Moll-Easley が 電流 増幅 率 


に 関し て 使用 し た 仮定 を 検討 し て 大 信号 選 移 っ 


現象 を さら に 正確 に 表現 し た "ぷぷ , し か し 大 電 


激しく な いこ と を 考え れ ば 


流域 に お ける スイ ッ チ ング 時 間 の 定量 的 な 取 


扱い は 個々 の 定数 の 大 電流 域 に お ける 挙動 を こ 


数 式 化し て 取扱 えな いた め に 困 離 で ある . 


A ee トラ ンジ ジス タ を 他 上 品種 と 比較 し 
。 た と き 飽 和 電 圧 Veg は 小さ い :" ト ラン 
ジス タ ・ ス イッ チ が ON 状態 に な っ た と 
き の 電 圧 降 下 , すなわち Veg は 次 式 で 
与 そ を られる. 


+ Cr) 


(9) 


て こく で 十 は 2 に 一 は - ヵ 2 ヵ z に 対応 
」 する. 式 ⑨⑬ か ら Vez を 決定 する 因子 
EE, Zw»&z と コレ クタ 電流 (& が 
大 存 する ) と が 考え を られる. 図 12 と 13 
た Cc と つなが り の 深い 接合 面積 比 や 有効 
“ベース 幅 と Veg と の 関係 を 示す 図 12 
に 見 られ る よう に 対称 構造 を 持つ トラ ン 
」 ジス タ の Veg (曲線 1, 2) と 非対称 構 
) 人造 を 持つ トラ ンジ スタ の Vezg (曲線 3) 


0 


¥ 


交 載 加 し て V 


Saturation Voltage Vee (mV) 


コレ クタ 電流 ic (mA) 


図 12 飽和 電圧 の コレ クタ 々 電流 玉 
よび 接合 面積 比 依存 性 
(DD) (295(3)」 は を それぞれ ェ ミ 
ッ タ 接合 面積 / コレ クタ» 接合 
面積 が 1 有 1,3/3,1/3 の 場合 で 
ある 。 有 効 ベ ー ス 幅 =2x10-3 
cm の 場合 


Fig.12—Saturation voltage vs. colle- 


ctor current as a function of 


the ratios of the emitter to 
collector junction areas. The 
curves (1), (2) and (3) are ob- 
tained on specimens whose ratios 
are 1/1, 3/3 and 1/3, respectively. 


Saturation Voltage Vee (mv) 


有効 イー ス 2 引 Wp (cm)_ 


図 13 eg] を ゃ も つ t ラテ i 


と の 関 人 
測定 条件 


(23 Ic=10 mA, Ts=1 
(3) Ic=100 mA, Ip 
Fig.13—Saturation voltage 
tive base width for 
trical transistors. ~ 
Measuring conditio 
(1) Tc=1mA, Tp=0. 
2) Ic=10mA, Tp=1 
(3) Ig=100 mA, 


と を 比較 し て 前 者 が 小さ いこ と が 認め られ た . また 同 

し 対称 構造 を 持つ トラ ンジ スタ の Veg を 比較 し て 接合 
面積 の 相違 に よる 差 を 明 ら か に は 観測 で き な か っ た . 
っ 国 13 に 対称 構造 を 持つ トラ ンジ スタ の Veg と 有 
a 効 ペ ー ス 幅 と の 関係 を 示す ・ ベー ス 幅 が 狭く な る に つ 
。 れ て < が 増加 する の で Vez は 減少 し て いる . まま 
i : レタ タ 電 流 の 増加 に 伴っ て が 少 す る の で Veg は _ 
な る る し た 結果 は 式 ⑨ と 定性 的 に 一 致 


で あり ), Pe 
る 突き ぬけ 効果 で ある と と を 示し た 
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(東北 大 学 工 学部 ) 


要約 メデ カル エレ クト ロニ クス の 一 例 と し て 生理 学研 究 に 用 いら れる 微小 電極 用 前 置 増幅 器 (特殊 直 
流 増幅 器 ) を 試作 し た . 本 器 は 負 性 容量 を 用 いて 入力 回 路 の 時 定数 の 軽減 を は か る も の で あぁ ある. 一 般 的 な 
解析 に より 最良 の 補償 時 の 総合 時 定数 は 入力 回 路 の 時 定数 と 増幅 器 自体 の 時 定数 と の 幾何 平均 で 与え られ 
る と と を 明らか に し た . また 解析 に 基づき 試作 し た 増幅 器 を 用 い ぃ 入力 抵抗 が 100MQ の 場合 の rise time 
| を 30~40 gs に する こと と が 容易 で あっ た が , と これ は と れ ま で に な い 良 い 結 果 で ある . し か し 一 般 に は 100 
て M2 程度 の 抵抗 を 用 い 100 gs 程度 の rise time を 問題 に する と と は 抵抗 体 の 周波 数 特性 か ら 考 を て 注意 
。 し な けれ ば な ら な い . 

本 器 を 用 いる こと に より 従来 最も 困難 と され て いた 電極 抵抗 が 100MD2 を 越え る 単 一 有 稀 神 経 の 活動 電 
和 位 差 の 細胞 外 誘 導 が 著しく 容易 と な っ た . 


8 件 は , 
栓 A 1 は っ < し が ま (1) 誘導 電極 抵抗 が 非常 に 高い こと ・ 目的 に も よ 
| 近 叶 医学 方 面 に と 用 いら れる 電子 装置 の 数 は 計り 知れ 。 る が , と き に より 100MQ を 越え る 場合 も ある . 

ゐ に と 多く な り .: 既に メデ カル ェ エレ クト ロニ クス と し (2) 観察 すべ き 膜 電位 は 静止 電位 差 が 一 40mV~ 
放 で し ば し ば 証 居 と な っ て いる . と と に 報告 する 装置 も 。 一 100mV の 大 き さ で , 活動 電位 差 は 数 ms の パル ス 
語 その 一 例 で あり , 主として 電気 生理 学研 究 用 に 用 いら 状 の も の で ある と と , の 2 点 で ある . し た が っ て 増幅 
+ れ ゃ も の て で ぁ z. 器 は 高 入 力 抵抗 形 直流 増幅 器 で な けれ ば な ら ず , 更に 


生気 生 得 学 に っ いて は 微小 電 邦 法 を 用 いる 研 。 入力 仙 の わずか の 浮遊 容量 で も 誘導 波形 に 著しい ひ ず 


| 多 の 普及 が 目 ざ ま し い . と れ は 図 1 の ど と く 先 端 が 数 
及 14 以下 の 箇 い ペイ ィ プ 状 の 硝子 電極 に 3 Mol KCI 
放 を 敵 た し , これ を 細胞 腹 内 部 ある ぃ い は それ に 極 く 接近 
記し た 外郭 に 挿入 し , 妥 電 位 の 観察 を 行なう も の で あ 


® 了 ; 3 mor Kcl FCs 


| 

C0 fo EPC LCi 
, 
赤 


| 起用 リノ ケル 波 
| 邊 (Cell) (Ringers Fluid) 
aribrationVoltage) 
a , « 


equivalentcircuit of microelectrode. 


て A Practical Pre-amplifier for Microelectrodes 
: jf (An Application of Negative Impedance). By 
"‘¥ ~ TADAYUKI MaTsUO, Member, (Faculty of 
| Engineering, Tohoku University, Sendai) and 
Kojr Uciizono, Non-member, (Niigata Uni- 
jj versity School of Medicine, Niigata). [論文 
番号 3180]. 


図 1 微小 電極 に よる 誘導 法 お よび 誘導 電極 等 価 回 路 


| Fig.1—The cell-microelectrode arrangement and an electrical ' 


(38 ) 


み を も た ら す の で , 負 性 容量 を 用 いて 補償 する 必要 が 
あぁ る の . 先 に 五 極 管 の 電子 流 分 配 特性 を 用 いた 前 置 増 
幅 器 を 作り 好 結 果 を 得 た が , 今回 更に 補償 特性 を 一 
般 的 な 立場 か ら 解 析 し , これ に 基づき 簡単 か つ 安 定 な 
カソード ホ ロア 有形 前 置 増幅 咽 を 試作 し た 同時 に 簡単 
な 定 振幅 発振 器 を 用 いた 安定 化 ェ リ 
ミネ ー タ 電源 を 設計 し , 使用 の 便 を 
計っ た が , と の 前 置 増幅 器 を 実用 に 
供し た と ころ, 従来 最も 困難 と され 
て いた 誘導 電極 抵抗 が 100M2 を 
越え る 単 一 月 神経 の 活動 電位 差 の 
細胞 外 誘導 が 著しく 容易 で あっ た . 
以上 この 試作 結果 に つい て 御 報 告 
し 


2. 考 。 寮 
初め に 負 性 容量 に よる 補償 法 に っ いて 若干 考察 を 度 
みみ る. 一 般 に 補償 特性 を 良好 に する た め に は 補償 され 


る イン ピー ダン ス と 補償 する も の と が な る べく 簡単 な 」 
形 で 与え られ る と と が 望ま し いし た が っ て , と と で 


は , 入力 段 と し て 入 カ イン ピー ダン ス が が 比較 的 簡単 な 
で 与え られ る 三 極 管 の カソード ホロ ア を 用 いる と と 
と し た . 一 方 補償 する 負 性 容量 を 簡単 な 形 で 作る に 
は , で きる だ け 周 波数 特性 の よい 増 己 忠 を 用 いる 必要 
の ある こと と は 直観 的 に 判断 され る が , と の た め に 用 い 
られ る 増幅 器 の 特性 の よさ の 定量 化 た 関し まだ 明らか 
に され て いな いよ うに 思わ れる . 以下 カソード ホロ ア 
の 入力 イ ィ インピーダンス と 増 性 器 の 特性 の よさ が いか に 
補償 特性 た 影響 す 
る か の 2 点 に つい 


て それ ぞ れ 項 を 分 Cgk 
け て 検討 し a R FC £0p 

2.1 カソード (@) カリ - ド ロア 
ホロ ア 入 力 回 路 の a. 
吟味 

oo €in 

きき 4 ED en 
フー ド ホ ロア の 単 
位 画 数 の 入力 €in {b) 等 価 邊 


(a) Cathede follower 


=El1 (の に 対す る (b) Its equivalent circuit 
応答 eop を 等 価 回 図 2 カソード ホ ョ ロア と 
路 よ り 求 あれ ば 式 0 


Fig.2—Cathode follower and its 
equivalent circuit. 


MA の と どく る . 


EN 
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| 式 (1) に お いて 


| 


ES rs ha 


(EE ) 
+gn Cjgt+C+C;g) =0 


あぁ あるいは (+g CC+Co = gn Ck 
2 


(2) 
な る 条件 が 成立 すれ ば 
= Tm 半 Ck 
3) 8 E- TP Ra Rs 
ER 


(3) 
と どなり 過渡 項 は 消失 する . これ は 抵抗 性 分 割 と 容量 性 


分割 が 等 し く な っ た 場合 で あり , 高周波 減資 器 と 同じ 
MHC る. CAU mE) 
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故 , (C+Cpx) の 大 き さ に よっ て る も 異な る 恋 ;, 一 般 に 
Cgr を 付加 し な いと 式 (2) が 成立 せ ず , と れ は 同時 に 
入力 イ ィ イン ピー ダン ス の 低下 を 伴う の で 注意 し な けれ ば 
な ら な い . し か し パル ス 増 幅 に \ い て は 一 考 に 値する 
有効 な 手段 で ちあ ろう 

一 方 人 人 ガ ア ドミ タン シン ス し YY 。 は 次 式 で 三 0 ら が 02 で 


0 Cer 3 olC+C;g) + 
Y= * @o C+ i 


jo(C+ 
a WS SB 
rR i 4 ) 
= i 
CGR EC tC HC 
% Cg (C+Cpg) 
(Cg+C+C;g) 


1 
I oC,g+C+C;k) 計 6 


Ck(C+C;) 
0 k++Cpk 


し た が っ て 式 (4 より , カソード ホロ ア の 入力 回 路 : 


は 図 3 で 表わさ れる こと と が 分 る . 
Cgk Res 
B Cgp 
0 3 tA Ct+Cpk Cetf 
だ し まま 記 * た EN Ca(Cr+Cpr) 
Ref “ +Cpk Cgk+C+Cpk/ CgktC+CPK 
0 か 0 LR Ss NT 2 
Ce Refr 


図 3 カソード ホロ ア 入 力 等 価 回 路 


Fig.3—Input equivalent circuit of cathode follower,, 
式 (④ に お いて 式 ②) が 成立 すれ ば 
Rois=°, Cess=0 
i 
3 EE 


江 > = e(C + ーー 
し た が っ て , と の 場合 の カッ ー ド ホロ ア の 入力 ァ ド 
ミタ ンス は 純 容 量 性 と な り 極 め て 単純 と な る . 負 性 容 ™ 
量 を 用 いる 補償 に は , 若干 入力 イン ピー ダ ンス が 低下 
し て も と の よう な 状態 に 調整 すれ ば も っ と も 補償 が 行 


_ な い 易 いと こと に な る 訳 で ある . さら に 


率い 
ーー+ーー+ ト + の; 

OB Et ’ 

CC Ck +C+Cyk 


Ri CeO 


0 な ら ば (6) 
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すなわち 入力 アド ミタ ンス は 見 か け 上 の 負 性 コン ダ 
クタ ンス を 含み , 入力 回 路 を 適当 な 抵抗 で 短絡 する と 
不安 定 を ひき お こと こす の の. と これ は コル ピッ ツ 形 の 発振 回 
路 の 原理 と し て よく 知ら れ て いる こと で ある . 

2.2 負 性 容量 を 用 いた 補償 特性 の 吟味 

微小 電極 に よる 誘導 法 の 原理 図 は 図 1 た 示す . 電 李 
記 ン ピー ダン ス は 構造 上 その 先端 に 集中 し て お り , 第 
| 1 近似 と し て 図 に 示す 等 価 回 路 で 表わさ れる . 通常 C 
cd は 3~5 pf を 示す . また C; は 増幅 器 入 力 容量 並び に 
浮遊 容量 , C。 は 補償 容量 を 表わす . 所 望 の 信 同 が R。 
を 介し て ひずみ な し に 増幅 器 に 誘導 され る た め に は 


rp (C,+4C) — (CK£-1)C,=0 の 
及ぶ 成立 すれ ば ょ く , 適当 な 極性 を も っ た 増幅 度 KK な 
有る 増 避 を 用 い 負 件 容量 を 作れ ば よい . 実際 に 補 代 が 
罰 この 程度 行なわ れ て いる か の 目安 と し て , 図 1 の ど ご 
罰 カタ em を 全て 生 形 立 を mm し , その 出力 


の rise time を 計り , 適当 か 否 か を 判断 し て いる あ 
| るい は 微小 電極 の 代り に 等 価 な 抵抗 を 使用 する 場合 も 
ある . こと の 試験 方 法 に 関し て , 少し 詳し く 一 般 的 な 解 
較 析 を 試 久 よう . 
| まず 増 凡 器 は 充分 周波 数 特性 が よい も の を 用 いる と 
電 し 、 そ の 伝達 画数 が K/U+prx) で 表わさ れる と す 
i る . こと の 場 cs 
合 , 図 1 は 図 
隔 計 4 の と と く 書 
有 きか を られ る 
と た れ に ・ 
隊 き し つい て 導 え 
拉 eS る? た ゞ し 増 
有 福 入 カイ ィ ン ピ ー ダ ンス は 純 容量 性 の も の と 仮定 す 


Ci=C+Ci 


図 4" 微小 電極 た に た ょ る 誘導 法 等 価 回 路 
Fig.4—Equivalent circuit of cell-micro- 
electrode arrangement. 
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な る . 通常 ": 多 rx な る 故 , 


(40) 


た ゞ し , ro=C.Rs; 
ーーR。(C。+C ド +C)…… 入 力 側 時 定数 . 

C。 あぁ あるいは K を 調整 し て 補償 を 行 な を ば よい の で 
ある が , と の 補償 の 程度 いか ん に 応じ て 式 ⑧ 分 母 が 
ヵ に 関す る 一 次 式 な る 故 , 次 の 三 つ の 場合 が 生ずる ・ 
式 (8) 分 母 の ヵ に 関す る 判別 式 を D と すれ ば , 


1 REC; i 
UD et Ce i 
人 
4 Ty TE 
A 
TS C+C/ +C; tk 


YR 
RR EI 

な る 場合 , tm EIR CO 

=>0 (9) 


YE RC 
人 -)- TE 
と な る . 
ヵ に 関す る 根 を それ ぞ れ ¢, 々 とし, 入力 に 単位 画 
数 1①⑦ の を 印加 する も の と すれ ば , 


) 1 "0 i 
entD=KE に Rt Ps 5 leo 


CT, 
-( ! 1 (10) 
fr ) 
ea 
1 て 
な Fd eh TK 
Ey WR 


Ti TK 

し た が っ て 単位 画数 の 入力 に 対し , 出力 と に は それ ぞ 
れ , ¢, f な る 二 つ の 時 定数 を も っ た 過渡 項 が 表 わ れ 
て くる 特別 な 場合 と し て , K=0 (ある い は , Cs;=0) 
すなわち , 補償 を 行なわ な いと き は ¢= ニ , 4= こ と 
と の 場合 rise time は な 
“rs に よっ て の みみ 支配 され る と こと を 示し て いる . 

(2) D=0 な る 場合 


eT cer ry お sk) 


‘6- 3 
と の 場合 の 単位 画数 に 対す る 応答 は 
eout 2) ) 
kgli+ = — Vr t— 1 i 


(2) 
と の 状態 が 負 性 容量 に よる 補償 の 上 限 を 与え る も の 


有 有 で ある . と の と き の 時 定数 は Yrzzg で あり , と れ は 
| 増幅器 入力 側 の 時 定数 < ょ と 増幅 器 自体 の 時 定数 rg 
| の 幾何 平均 を 示し て いる . し た が っ て 定性 的 に は rk 
放 を で きる だ け 小 と すれ ば する 程 , すなわち , 周波 数 特 
| 性 の で きる だ け よ い 程 過渡 項 が 小 と な り 望 まし いと と 
衣 は 明らか で あろ う . 

式 (12) で 注意 を 要する と と は , rz。 の 大 き さ い か ん 
に より 過渡 項 の 係数 が 大 幅 に 左右 され る 点 で ある . す 
な わ ち rise time は ィ r。 と rzj,rg の 相対 関係 た より い 


eout (の 


か よう に で も た なる. r+。 が 大 と な る と over shoot さぁ 

’ 生ずる こと が これ か ら 予 想 さ れる が , 実験 的 に も と れ 
a は 確か め あめ る と と が で き る *. と の 点 は 微小 電極 自体 の 

| 電気 的 特性 に 直接 関係 する 問題 で ある る か ら , 将来, 詳 
放し く 検 対し な けれ ば な る まい . 

3 | 特別 な 場合 とし て ゃ 。ー zk』=0 と すれ ば rise time 
潮 は 2.2 rrg で 与 そ られ る は や, 

eout '&' 

0 


0 tz ' t 
To-Tk Zi >0 
Fs (20- FR) tz-1=0 


kW 
my 


a wTKE<O 


< 図 5 最適 補償 時 の 単位 函数 応答 

ww « Fig.5—Response for unit function when 
の compensation in optimum. 

| と の 結 果 を 定性 的 に 図示 すれ ば 図 5 の ご ど と く な る . 


(3) P<0 な る 場合 
0 

※ RC 
( 放 5 なり Ro 
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13) 


CN 10-2~ 1( 
2 6 (a) に 示す -. 


ES i 
電圧 で 動作 せしめ た . ! 


ーー dB. と ょ で 必要 な と と は 格子 電流 の 


1 図 7 に も 示す よう に , 入力 電圧 
NE 人 
使用 せ ず , 直接 ピン に ハ ンダ 付け し , 和 
. "MICHIE THR UR: 12 AU7 の ヵ 
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の 


と れ は 対数 減衰 率 ァ , 名 適度 の な る 漠 押 振動 を 表 わ 
す 式 で あり 補償 が 過剰 の 場合 で ある 。 な お ヶ 全 :0 Nd 
な る 特別 な 場合 は %= リ rrri な る 非 大 吾 動 が 発 
生 す る . 3Y 


ky | 
3. 回 路 構成 並び に その 特性 NN 


. hr 
設計 に あたり 次 の 諸点 を 特に 考慮 し た 。 
(a) 直流 増幅 器 と し て 安定 で 調整 の 容易 な と と 。 
(b) 高 入 力 拭 抗 な る と と (格子 電流 10-”A J 
(c) 補償 特性 の 良好 な と と (rise time 
(d 全 段 エリ ミネ ー タ 電源 に て 動作 する と と .! 


Ce) 小形 化 を 計る こと. CE 


3.1 増 和夫 科 
屯 も 定 間 し た 点 は 直 旅 増 司 な る 政 電 天 に 
続 を 用 いて 安定 性 を 増し , 前 節 の 解析 結果 を 
ひずみ に 注意 し た 増幅 器 を 用 いる と と に より " 
け 理 想 的 な 負 性 容量 を 作り , 補償 特性 の 向 
と と で ある . 一 方 初段 管 の 高 入 力 抵抗 管 と 
位 計 管 を と 用 いな く と る も, 12 AU7 等 比較 的 


Et i To 


cm の 小形 eae 


| 3.1.1 初段 回 路 . 12 AU 7(Ejx = 
i .5V, I;=30 4A, gu= (C80~90)4V 
ム 全 13~14) i の カソード ホロ ア を 使用 


と と で ある . 定数 が 若干 異 な る けれ ど 
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ジッ ショ プル に 
有 使用 し た 理由 は 単 
| に 電源 に 対し 平 術 
放 接 統 と な る ょ うに 
議 地 る た ぁゃ て で , 入力 
| を 入れ な い 他 の 格 
| 子 は 分 極 電圧 補 全 
並び に 受 点 調整 用 
詳し て 用 いた . 


ee 


0.054 


(da) 増幅 量 回 路 


Va : 今 株 電圧 調 堅 ( 秦 動 ) 


6AQx2 6H6-GT x Vrz : 季 電 島 百 監 
= Vas : エリ ミネ ヌス 出 力 電圧 咽 橋 
= ® Cv : 和 軒 性 容量 咽 奉 
S K 0 - 
S _ 二 | WE ; * Ts: 7zY2K 403,PD 85/20 
3 = 0 Rs YY Slas 
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OO 
67.5v 標 光電 圧 . 


図 6 
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(bp) 電電 回 路 
試作 前 置 増幅 器 全 図 回 路 


5Y3-GT 


Fig.6—Details of practical preamplifier circuits. 
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7 カソード ホロ アァ ア 形 12 AU7 
陽極 格子 電流 測定 例 
Fig.7—Experimental anode current 
and grid current charac- 
teristics of 12 AU7 cathode 

follower. 


】 示 四 いた %. ここ の 証 税 細 果 は 明らか に 投 各 され な か 
| っ た . し た が っ て 図 の ど と く 後 段 より 適当 な 負 性 容量 
を 付加 し (Cx»+C) を 一 応 極力 少な くす る 程度 で , 


それ 以上 の 調整 は 省略 し た . 

3・1.2 二 段 目 12AT7 の 陰極 結合 形 差 動 増幅 
を 用 い , 初段 の 不平 衡 入 力 を 平衡 出力 に か えて いる . 
な る べく 周波 数 特性 を よく する た め 陽 極 負 荷 抵抗 を 小 
さく した. 利得 約 20dB. な 洲 1.5 pf で Miller 効果 
は 中 和 し て いる . 

3.1.3 終 段 12AU7 の カソード ホロ ア を 用 い , 
きら に 主 増幅 器 と の 結合 を 容易 と する た め , 出力 は 折 ご 
地 電 位 に し て 取り 出し て いる . プロ ー ブ 形 に する は は 
カソード か ら の 出力 を 約 0.6m の シー ルド 線 で 
し た の で 増幅 器 周波 数 特性 の 上 限 は この 点 で 抑 を られ 
て いる . また 出力 分 割 抵抗 の .50 k2, 80 kQ は 高周波 
抵抗 を 用 い , 位相 ひずみ の 生じ な いよ うに 注意 し た . 

ーー 方 負 性 容量 は , この 出力 段 陰極 より 帰還 し て 作っ 
た . 入力 時 定数 の 点 で は を 調整 する の が 合理 的 で 
ある けれ ども , と は ひで は 簡単 な C。 を 調整 する 方 法 を 「 
採用 し た . 

C。 と し て 特に 絶 紀 の よ い ステ ァ タ イト 製 の 小形 可 
変 コ ン デ ン サ と 5pf の チタ ン 酸 パリ ウム コン デン ササ 
を 用 いた . 


(C42) 


人 最大 無 わ い 軸 洛 な さき 上 0.6 

EV 出力 端子 で 測定 し た 利得 約 12dB, 入力 に 微小 電 

標 の 代り に 適当 な 抵抗 R。 を 採 入 し , C。 を 適当 と 調 

: 癌 し , 短 形 波 入 力 に 対す る rise time を 測定 せる 値 は 

. 表 1 に 示す . た ゞ し rise time は 2.2 に お いて 吟味 せ 

る ご ど ご と く C。 に より 大 幅 に 左右 され る か ら , と の 表 は 

一 応 の 目安 を 与え る も の に すぎ な い . 実験 に よれ ば 

R=100M2 の と き は 100s 以内 の 調整 は な ず か し 

いい が , これ に 並列 た :C。 と し て (0.5~1)pf を 付加 する 
と rise time は 10 表 1 rise time 泊 定 値 

us 以内 と も ゃ なり R。 | 

得る し , また 初め 


er 


rise time 


s 


に ・ 0MQ9 (短絡 ) 2 ps 

{ : か ら " over shoot 10Mg , 12 gs 

和 き とせ ずる て と と Oop a 

も ぁ る . この 関係 5 大 電 に 区 人 る 
を 式 の に し た た < し ,.C<0.30.5 pf 折 休 は 14 Watt 
半 っ て 計算 し 比較 pa Ld) 
紀 て みみ よう: 30 へ ~40 gs に 調整 し 得る . 

(1) R=100 MAN, to— rrg=0 の 場合 

基 C。 寺 C+C。=2 pf (仮定 ) と すれ ば ri==200 x10-* 
計 sec. 一 方 実測 ( 表 1) に より 2.2rg=2x10-'sec.。 


二 総合 の rise time 2.2 rirg=27 メ X10-*sec 
」 と な る . この 場合 は C。=0. 134 pf を 与え を られる. 
C3 R。=100 MQ zo 一 rrg>0 の 場合 

次 節 図 8 の 光 定 例 の ご と く C。=0.25 pf と 仮定 す 
1 PE fis TK を 前 例 と 同じ と 考え れ ば ro=25 x10-* 
陸 sec な る [ 才 セッ ー Vzizg>0 と な る .。 と れ は 補償 が 
; i 適正 に 行なわ れ て も な お over shoot7 を 生ずる 場合 
で 計算 で は #27 gs で は で ヾ 10 の 行き 過ぎ を 生 

0 Cia と ろ 


電 


特性 Se 
es 
が 高 0 R と 


ない . i 


「 器 に は 試作 し た 前 置 増幅 器 を その ま ト 用 い , 


> と , 前 節 に の べた ど 
と が 困難 で あぁ る が , 


? に は 単に 負 性 容量 の みな ら ず , と の よう 


Watt. 100M® 


等 価 抵 抗 (M8) 


50 


2S 等 価 容 量 (pF) 
. a 


1 OE 8 1 +29,902.50 


図 8 高 抵抗 周波 数 特性 例 ts 


Fig. Et character of a high resistance. 


(kc) 


る し た だ が Ss て 100 MQ の 抵抗 な ら ば 10 kc ES 
と 相対 的 な 抵抗 値 が 50~60M2 と な る と に な 0 


と の 関係 を 実測 し た 例 を 図 8 た と, また , と の 測定 方 法 


cs 


Rl>R c 
図 9 高 抵抗 体 周 波数 特性 測定 回 路 る よ e 


Fig.9—Measuring circuit diagram for 
4 ご か ら 被 測 ; 


frequency character of high 
Rx の 両端 : 
地点 に 対す る それ ぞ れ の 浮遊 容量 は 除去 で きる 増 


resistance. 


RGMQ 以下 ) に 並列 に と 入る 容量 は 補償 し , 
に な ら ぬ よう に し て 測定 し た . 測定 の 精度 は 
望め な い が , 大 体 の 傾向 は 判断 で きよ う . 方 
結果 と 若干 傾向 が 異な っ て いる が , これ は 負 
よっ て 端子 と 接地 点 と gi 
えら れる . i 
と の 100 MQ AN rise time 

と く 1004s 以内 に 補 
図 6 (a) の C。 の と こと ろ 
1pf) の 補償 回 路 を 挿入 する と (30~40) 
1/2 に 改善 で きる . と の と と は 明らか に K 抵 
波 特 性 が 影響 し て いる も の と 解釈 し て 差 
2 高 抵抗 体 を 用 い 極 め て 高い rise tim 


せ の 補償 回 路 が 必要 と 本 0 ‘ と は 注意 し | 


結論 と し て 100MQ- | 看 度 の EM が を 用 い 
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性 か ら 考 えて か な り む むずかし いこ と で ある * .。 し た が 
っ て 微小 電極 の 抵抗 値 が 大 きく な っ た 場合 100s 以 
の rise time の 判定 法 と 
て 澄 価 抵抗 を 用 いる こと 
a し も 妥当 で は な か る ろ る 
う 。 さ し あたり 望ま し い 方 
法 は 微小 電極 を 介し て 直接 
rise time を 調整 する こと 
ど と 若き える が 計 選 か し , この 
方 法 が 厳密 に 目的 に か な うろ 
末法 で ある か 調 か は 検討 を 
要する . この 点 , 微小 電極 
自体 の 電気 的 性 質 を 調べ へ 解 
決 を は か ら ね ば な る まい . 
な お 100 MQ の 拭 抗 を 使 
用 し 総合 rise time を 改 Ro=100M9 
療 し た 例 を 図 10 (A),(B) 身 還 昌和 1me 
示す 。 合せ て 府 導 され た で 者 仙 特 盾 の 治 半 生生 療 の 詳 吾 
単 一 有 笑 神経 の 活動 電位 差 。 旬 。 
の 一 例 を 参考 の た め 同 図 移入 合 尼 びと 宮 


改善 例 並 びに 有 随 

O90RE 示 尼 た . 神 径 の 活動 電位 差 
誘導 例 

3.2 電 ¢ 源 部 Fig. 10—An improvement of 

属 の 部 合 上 電 白 は リー Vapct Sirewit une 

ミ < ネー タ と し た . 電子 管 を and an example of 

a single myelinated 

用 いた 直流 増幅 器 で 最 も 者 nerve fiver’s action 


potential. (Time mark 


心 す る 点 は ヒー タタ 電源 の 安 1ms) 

定 化 で ある . 低 電圧 大 電流 の 電圧 安定 器 と し て は トラ 
シン ジス クタ を 用 いる こと こと が 理想 的 で あら うけ れ ど る も, こと こ 
どら で は 一 応 電子 管 を 使用 し た 安定 器 を 考え る と こと と し 
た , 種々 の 方 式 を 比較 検討 し た 結果 整流 負 帰 司 を 用 い 
な だ 定 振幅 発振 間 や に よる も の が 望ま し いと の 結論 に 達 
し , その 発振 出力 を 整流 し , ヒー タ 並 びに 土 B を 帰 
電 す る と と に し た . 

電源 部 全 回 路 は 図 6 (b) に 示す . 小形 化 を 計る た 


| 2, で きる だ け 発 振 周 波数 を 高く し た い の で ある が , 
| 2 ル マ ニ = ウム 秒 流 器 の 動作 周波 数 か ら ほ は で 50 kc を 選 
庫 人 々 だ 発振 管 と し て 6 BE6 を 用 い , 6 AQ5x2 で 電 
有力 増 可 せ しめ た . 6 AQ5 の 出力 を 双 二 極 管 6H 6-GT 


で 整流 し 士 150V の 選 電 源 を 得 た が , 同時 た に -150 V 


| 2 1.5v owmueitur cpr6 om1 


放 枯 た と ぇ えば 20 MN, 1/4 Watt 5 個 を 用 いて 100 
衝 | MO と し た も の の 特性 は さら に 悦 雑 に な り , 
rise time は 数 百 us 以下 に する と と が で き な 

か っ た . 


格子 に 帰 選 し て , 発振 出力 の 安定 化 を 計っ て いる ・ ま 
た , 増幅 器 の ヒー タ は 直列 接続 し , 30V で 動作 せ し 
め て いる . 初段 8V, 2,. 3 段 目 それ ぞ れ 11V. 30V 
の 出力 は 電力 用 ゲル マニ ウム 整流 器 2 個 で 全 波 整 流し 
て 給電 し た . 発振 トラ ンス , 出力 トラ ンス は それ ぞ れ . 
フェ ライ ト フ ァ ー を 用 いて 小形 化し て いる . 
諸 特 性 は 次 の と お り で ある . 
発振 周波 数 ほな ゞ 55kc 
・ 直 流 出 力 30Vx 0.15 A, 上 +150Vx7mA, 
計 5.6 Watt 
・ 発 振 振幅 安定 度 AC 100V+10V に 対し 
+0.1 必 (以下) 
—0.3 必 
・ 使 用 電 力 約 90Watt 
な お 50c/s の 変調 ハム が 出力 する た あめ, 不 必 要 と 
思わ れる ろ 波 器 を 使用 し て いる が , この 点 は 将来 考 
える 必要 が あろ う . 
増幅 器 と 一 緒 に し た 総合 特性 は 次 の と お ポ おり で ある . 


・ 電 源 変動 に よる 電 点 変動 
AC 逆 相 出力 (入力 換算 ) 同相 出力 
90V 10gV 以下 +0.19 V 
100 V 0 (基準 ) 0 (基準 
110V 100 aV 以下 —0.05 V 
た ゞ し 逆 相 出力 出力 端子 1~2 間 
同相 出力 1~0 間 


・ ハ ム 30 gzVers (入力 換算 値 ) 

た ゞ くし, "RR。 の 値 よ り 若 干 変化 する ・ 

以上 これ ら の 特性 は 充分 実用 上 の 要求 を 満足 する も 
の で ある . 


4. 結 言 


従来 明確 記さ れ て いな か っ た 負 性 容量 た に よる 補償 方 
法 を 解析 し , その 上 限 が な ん に より 与え られ る か を 示 
し た . と これ に より 微小 電極 用 増幅 器 の 設計 が 容易 に な 
っ た も の と 考え る . 実験 に より 微小 電極 と 等 価 な 抵抗 
と し て 100 M2 を 用 い 簡 単 な 補償 回 路 を 用 いる さき と 
に より rise time を 30~40 us に する と と は 容易 で 
あっ た が , こ と の 値 は これ まで に な い 良 い 結 果 で ある . し 
か し 一 般 に は 100 M2 程度 の 抵抗 を 用 い 100 gs 程度 
の rise time を 問題 に する こと は 抵抗 体 の 周波 数 特性 . 
か ら 考 注意 し な けれ ば な ら ぬ と と で あぁ る. し た が っ 
て 数 百 MD を 越え る 役 小 電極 の 場合 は 等 価 抵抗 を 屈 
い 100 gs 以下 の rise time を 調べ る と こと は 必ず し も 
妥当 な 試験 法 で な いと 考え られ る . 今後 は さら に 微小 
電極 の 電気 的 特性 を 再 検討 すべ き で あろ うろ . 

な お , こと に 得 ら れ た 結果 は 単に 微小 電極 用 増幅 器 : 
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る の は : ‘ 人 性 イン ピー ダン ス の 一 応用 ), 軌 31, 連 大 予 橋 , 131 ある い は 計 
3 も ちろ ん で あり , 応用 の 面 は 広い も の で ある . 「「 桜井) 星 亀山, 松尾: “中 乳 動 物心 解 謀 電位 研究 用 電子 回 路 導 
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厚 さ 有 限 の 誘電 体 に 接し た 同心 円 板 円 環 電極 
の 哲夫 傘 革 EE - 
8 正 員 相川 考 作 。 大 木 芳 枝 0 
ee (由梨 大 学 工学 部 ) (日 本 アス ベス ト 株 式 会 社 ) 2 


要約 同心 円 板 円 枯 電 極 は 含水 率 測 定 器用 電極 と し て 広く 実用 され て いる . と の 電極 に より 木材 等 の 
水 率 を 測定 する と き , 試料 の 厚 さ が 電極 の 大 き さ に 比べ て 小さ い 場 合 。 また 厚い 木材 の 表面 と 深部 
水 率 が 異な る 場合 , 測定 値 が 何 を 示す か に つい て は 明らか で な い . と の 論文 は 厚 さ 有限 の 誘電 体 を 二 誠 誘 」 

て 人 結 と 本場 鐘 区 調和 衝 基本 電 ・ 党 代 析 和 作 力 導 符 な 天才 生 の 
解法 を 併 用 し て 近似 的 に 求め た も の で ある . 容量 , 誘電 率 等 が 電極 の 大 き さ , 試料 の 厚 さ , 誘電 率 比 等 
関数 と し て 与え られ た . 図式 積分 に ょ り 計 算 を 行ない 多く の 曲線 を 求め た 。 また 実験 も 行なっ た 
解 と か な り 一 致す る . 得 ら れ た 結果 は 含水 率 測 定 用 電極 の 選定 , 取扱 い の 基 礁 試料 と し て 重要 で あ | 
ek の 静 電 容量 , 等 価 誘電 率 等 を 安宅 氏 の 方 法 
a 似 的 に 求め , 実験 と 比較 し , さら に 測定 
同心 円 板 円 環 電 極 は 誘電 率 や 損失 角 を 測定 する と と ど , 水分 計 の 電極 の 選定 , 取扱 い の 基礎 次 
a an も の で ある . Ut 衣 0 % 
et いい 肖 計 
2. 有限 の 厚 さ の 誘電 体 に 接し た 0 0 


a 3 
と の 電極 で 誘電 率 を 測定 する 場合 , 計 
に お さえ る た は < 話 電 価 は 一 定 の 原 き が 
厚 さ は 電極 の 大 き さ や , 背部 の 誘電 体 の 
異な る . と これ を 一 般 化し て 二 層 誘電 体 と 
- < 図 2 (3) の ょ うに 電極 の 片側 に 誘電 
誘電 体 が お か れ た 場合 の 静 電 容 量 を 
め る . と れ は ご 次 元 で 得 ら れ た 関係 を 


ーー 
er | . 


th > 


“ 


0 


3 


SR 


es (3 


釧 1 向 心 円 板 円 株 電 極 
Fig.1—Aperture type の まわ ) に 回 転 し て 軸 対 称 三 次 元 問題 


OO electrodes. _ る . と の 方 法 は 佐藤 氏 の 指摘 する よう 

i Placed_ が 文献 1) の よう な 方 法 を 用 いて 。 

0 な 。 の よい 解 が 竹 ら れる . と 
3 写像 ・ 変っ 換 ey 

で “timito zac i His 
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t=R, snr CL 
に よっ て 写像 変換 する (R>oo と する ). 
t=p+jy, t=€+F 7 © 
と し k=R」/R。 を 母 数 と すれ ば 
R,sn¢ dn 
(rm ③ 


CNH'7 + RSH’E SN°7 
RcneédnEé SHCHn (4) 
CH + Rk SNE SH°7 
次 に 二 剛 誘 電 体 ググ NN 
の 場合 を 考え る . グ 5 
図 2 (a) を # せ 平面 
と し て (も b) の < 平 
面 に 写像 変換 する 
と (③②) の =。 の 部 分 
は (b) で は ほぼ ば 本 
円 の 部 分 に 写像 さ 
れる . 【 平面 に お 
ける 境界 線 y=d 
な る 直線 に 対応 す 
る 平面 の 曲線 は 
複素 数 (o+ の /R: 
の 第 1 種 枯 円 積分 
に な る か が, と これ は 
を ,7 の 有理 関数 と 
し て 表わす こと と は 
2 ととろ 
で これ か ら 行 な う 
時 算 は 近似 解析 で 
あっ て , いろ いろ 


=A(E,7) = 


K+3K 


図 2 二 層 誘電 体 の 写像 変換 
Fig.2—Double layer dielectrics 
mapped conformal,. 


|| の 仮定 を 導入 する の で , 境界 線 の み を 厳密 に 求め る と 


| と は 全体 と し て みれ ば あま り 意 味 が な い . そ と で >= 


放 ]】 2 に 対応 する 曲線 を 6, 7 の 簡単 な 式 で 近似 させ て み 


K+JjK 


K 
y ( 5 53 2 5 


“4 図 3 "=d (一 定 ) の 写像 変 像 
| Fig.3—y=d(const) mapped conformal, 


の 曲線 は いずれ も る 図 3 の よう に 椅 円 に た 近い 。 こ て の 西 円 
が 7? 軸 と 交わ る 点 を Km と し , 椅 円 の 頂点 の 座標 
を [6K'+71)/2] と する . と れ ら 3 点 を 通る 村 円 の 
ある さ に 対す る 7 は 次 式 で 与え られ る . 
a EVE + FV 
(5) 
さて d を 変え た と き &』」 を 1 つ 1 つ 図 か ら 求め る に 
は 種々 の k に つい て さ = 一 定 , 7= 一 定 に 対応 する 
平面 の 図 が 必要 で ある . し か し と れ を 求め る に は 非常 
に 労力 を 要する の で , 既存 の 図 , た と えば 池田 氏 の 著 
書 ウ ゅ を 利用 し , mm と &: と の 関係 を 調べ る と k 関 
係 な く ほ ば 図 4 (2) 曲線 で 関係 づけ られる. よっ て こと 
の 曲線 を 利用 し て 計算 を 行なう ・ 同 図 (b) 曲線 は &』/K 


ちり (K-71,) (た に 無 旬 叙 ) 


も IK (=0.5 の 場合 ) 


A 2 A EAA CS RS 
K 


る /kK" 


Fig.4—¢IK and ¢;/(K’*—m) versus mK , 


次 に mm と 9 と の 関係 は 式 (3) か ら 
(6) 


i 8 
<.e SR 1 エ + (7) 


以上 は 二 次 元 に お いて 成立 する 関係 で ある か ら , と 
れ を » 軸 の まわ り に 回 転 し て 三次 元 化 する と , さら に 
新た に 近似 を ゃ 導入 する と と に な る が , と の 方 法 を 進め 
て 静 電 容 量 を 求め る と と に する . 

3.2 静 電 容 量 の 近似 式 

誘電 体 中 に お か れ た 軸 対 称 三 次 元 電 極 に 関す る 
Laplace の 方 程 式 は 角度 ? に 無関係 で , 誘電 率 を e と 
すれ ば 次 式 で 与え られ る . 


8/ a8V\ 60/ ev 
0 


こと の 電極 間 の 一 部 に =: の 回 転 椅 円 体 が あり , 他 が se。 
に よっ て 満た され た コン デン サ と し て , その 容量 を 求 
0 と の 境界 面 で は 誘電 線 が 屈折 し , その 「 
通路 は 乏 回 する が , s/s。 の 小さ い 範囲 で は あま り 義 
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還 し な く , また sz。 に よっ て 電荷 分 布 が 乱 さ れ な いと 4 0 
考え る . R, 2JYo zl1+ksRE) A 

さて ある ょ に お ける 4d に つい て 9 V/8&=0 が 成立 2 (+) a) (F721) 
する も の と し て , し た が っ て 誘電 東 は ヵ ? 方 向 に の み 走 (16 
る ささ 仮定 すれ ば , 電位 関数 V は 6 555 ¢,k 

Rs 
es AfA+p (9) ( snede 

境界 条件 を ヶ =0, V=V。; 7ーK', V=0 と すれ は ば 図 2 。 4 + +(2- 1 Jee, 7a 75) 
(c) を 参照 

* 0 (pF/cm) Gn 


Ke (10) 
4d ndy pFd 
0 

dy /1 md 
隊 CNs 
し か る に 文献 (1) A (9) を 求め た よう に し て 
1 0o ¢ sin'($s7 7) 


—kcn’ EE tan™ sa) 
CH 7 


dn +k SE) 
g RY tkshE は 


ng ne 
a} PTT ーー a ar ésin コ (5s 7 


. = kcn’E tan(4 ts) wz” 
CN 7 


=GCE, 74; 75)/R,sn E 2) 
—e,R,V,sn & 
(+k SE 『 あ 8) 
UFR) +(=- 1 GG nes 
(13) 


次 に 電界 の 強 さ を 了 F, 電荷 密度 を o, 測 座 定数 を 刀 


と すれ ば , 内 側 の 円 板 面 で は g=Rjsnf に し て 


se Vy —&€, A ー4 


全 電 荷 を @ と すれ ば p=KRisn ド do=hdE か ら 


R: 
Q =/ 2 zpo dp 


K_ Ah,dE 
=-} hs 
| ON 
gs 14 
EE a4 
毅 電 容量 々 に と す れ 


(15) 


と =e。 と が 相当 異な る 場合 に は 電荷 分 布 が 異な り , 
また 誘電 線 が 辻 回 する が , e:/e。 が 相当 変っ て も C に 
は あま り 影 響 が な いと 考え られ る . よっ て 補正 係数 ” 
を ゃ 導入 し て 。:/e。 に か ける 必要 が ある . と これ に つい て 
は 後に 考察 する . e 

さて sz¢&, 分 母 第 1 項 は 比較 的 簡単 に 求め られ , 図 
5 曲線 (@,(@) は だ 放 =0.25 の 場合 で ある . G を 3 
を パラ メー タ と し て 画 く と 同 図 曲線 和 群 (ce) の よう に 
な る . 


T+ nS) 
20+%) 


0 a 14. 16K(15857* 


図 5 sn¢, zl+ksmE)/2(1+k) BE よ T GE,Ta,T) 
(#*=0.25) 
Fig.5—sn¢, x(1l+ksn°E)|2(1+&k) and GE,7g;7Tp) for #2=0.25, 
次 に "な =0.25 に 対し て 式 16) [の 被 積 分 項 (これ 
を る を 下 (@) と お く ) の 変化 を 示 そ う . <:/e2=1 の 場合 は 
6 て (g) の よう に な り , と の 面積 を 0.555ks」 倍 す れ 
ば 厚 さ 無限 の 場合 の C/R。 が 求め られ る . =:/e2>1 の 
例 と し て 3 の 場合 に つい て 8 を パラ メー タ と し て 図示 
する と ⑰⑭⑰ の よう に な り , (@② と の 面積 差 が , C の 減 
少 部 に 相当 する . s/sz+ の 例 と し て 1/3 に つい て 図 
示す る と (c) の よう に な り , (@) と の 差 が C の 増加 部 」 
に 相当 する . 他 の - を ,e:/s。 に つい て る 同様 な 曲線 を 求 
7 


I 


| 図 6 & と 下 (Ce) と の 関係 (*=0.25) 
Fig.6—F(¢) versus ¢ for 2=0.25. 


hi tri 
と の 相対 差 (CCen)/Ce1r と 9 と の 関係 を が の 


9 8 と (CCer)/Cer お よび ァ と の 関係 
(Ces/e2=1/3) 


Fig.9—(C—C;dIC:s and 7 versus. 8 for efez=1/3. _ 


4. 等 価 誘 電 率 と 等 価 誘 電 体 力 率 
式 16) を 空気 中 に お ける 容量 [文献 (1) の 式 16» 


C 


の 半分 ] | a Uy 
: C, _k(1+ め る | 
“ RA Rr 1+k sreE a8 ‘ 
+ で 制 れ は 等価 放電 来 &。 が 求め られ , eek: を 等 価 疾 電 
: 率 係数 と し て rz で 表わす と と に すれ ば _ | 

= ET "ON 
* snEdE < 
A 0o x(1+k sn た | ; 

2(1FA) eG 

2k(1+h 7 

" x 0o 1+ksrE ; に 
7 "ON 


ァ は &。 が ぁ に 対し て どの 程度 に 影響 する か を 示す 軍 。 
要 な 量 で あっ て , その 値 は 図 ? か ら 図 9 まで を その ま 


| ま 利 用 する と と が で き , 右側 の 目盛 を 用 いれ ば よい . 
次 に 誘電 体 が 損失 的 な 場合 に 力 率 tan8 を 求め る 

訪 地 素 は 次 式 の よう に 複素 晴 電 率 で 表わさ れる .。 

Se= 4—j etand,, 626= 6 —Jéstan 8, 21) 4 


ee 図 2 で 幅 4f に 相当 する 環状 コン デン サ を 考え ,。 その. vi 
mg ァ ドミ タン ス を Ys, 容量 を Csr, 力 率 ゃ を tan ds と すず i 
1 れ ば , Ye=joCel—jtande) で , Cea-jtande) 1 


st は 式 (16) xRR。 を で で 微分 し た も の に お いて , 
» DICes sk TM 。 の か わり に , 式 (31) を 代入 し た も の に 他 な ら な - i 
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1 と し て 実数 部 , 虚数 部 を 0 と お け ば Cr, tandt 
が 求め られ る . 

の zx(1-+k snE) 

Ca RRie:sA CL 2 C+ 


+(£-1)cem mn | (22) 


tan 0s =tand, 
Tl+ksn'E)  /e, tand, 
0 2 トト k) i tan 8, -1)ce, test | 
xz(1+ksn’ z(1+ksnE) : 
2(1+) 2-1 eG, Ta’ M5) 


(23) 
以上 は 幅 dQ を の 環状 コン デン サ に 関す る も の で ある 
か ら , 電極 間 全 体 で は に つい て 0 か ら だ まで 積分 
すれ ば ょ よい. 全容 量 を C, 等 価 誘電 体力 率 を tan8 と 
すれ ば 


K 
CQ-—jtand) = f CR tan 0d 
0 


KE 
c=| Pp 7 (24) 


K K 
tand= | Cstan ds dE/ | CrdE (25) 


式 2 め の は 当然 式 16) xR。 に 等 し く ,。 式 ②5)K 式 
(22), (23) を 代入 すれ ば 
tan6=tan 3, 
zl1+k sn’E) に 
0 2(1 ユ + €, 
0 fz(1l+k sn’E) 
し 2+ 


K 


| zl1+k sn’E) 


2( ユ 1+ 


5. 多層 誘電 体 


各層 が 誘電 率 ei,82,…,6x。 厚 さ が の 92 … 2 の 多 
詳 誘 電 体 の 場合 の 静 電 容 量 を 求め る に は 式 (16)- を 求 
め た 手順 を 順次 繰 述 せ ば よい . 図 3 の 文字 7a1> 7az; … 
等 を 用 いて 容量 を 示す と 
1 snEdE 

0o (zl1+k sr°E) 
2(1+ ん 


+(*- 1 JGCs, mas, m0) ss 


Nbi» Nb2>» 


Ee 
0 


1 。 
1 ーー Rn Natrn—1l >» DW ) 


(27) 


ns 1 ee, 0 
snEIE 


Ce emm 
1)GG, ne, 


+(2- 1)GCe,,na, 0 


土 価 誘電 率 , 同 係数 は 4 に 準じ て 求め られ る . 多 彫 
誘電 体 は 実際 問題 と し て は 木材 の 表面 と 内 部 と で 含水 


率 が 異な る 場合 これ を 階段 的 に 模 形 化し た も の に 相 記 


当 す る . 


6. 欧 電 容量 の 測定 


文献 (1) 3 章 と 同様 な 方 法 で 容量 を 測定 し た . 電 禁 
は 同 論文 図 11 に 似 た 構造 の も の で あぁ る が , 乾板 ガラ 


ac (pF) 


ヤー 層 : ペー ワラ イト 


0 1 2 、 
a ‘cm) 8 


図 10 d と 4C と の 関係 (=0.25) 
Fig.10—4C versus d for g?=0.25. 


ス に 鍋 鎖 を ワウ セリ ン で 貼付 けた る の 
で , 機械 的 精 麻 を よく する た め に 実 


に 選び , R。=2cm, 診 人 =011/ 0.25) 
0.6, Ra2.5, 910 3750 ARS 
cm の も の を 組合 せ た . 
テラス, ベ ミ クラ イド a エボ 8 
(26) 木材 お よび 空気 を 用 い , を 変え る 
に め に は 薄板 を 積 重 ね た 電極 と 誘電 体 間 , 板 相 互 間 
の 空 げ き の 影 絡 を 避け る た め に , 厚 さ に か か わら す j」 
荷重 が 一 定 に な る よう に 保っ た . 
実験 結果 の な か か ら 2 例 だ け 上 げ る と 図 10 お よび 
11 の よう に な る . 図 の 終 陸 は 4C=C-C。 を 示 
す , 図 10 は R=5cm, R,=2cm, 放 三 0.25 の 電 禁 
に お いて 第 1 層 を ベー クラ イト , 第 2 層 を 空気 , エボ 
イト 。 
関係 で ある . &k, 6s1/62 
と れ ら の 結果 と 近似 式 と を 比較 し た い が , 
験 で は 整数 値 を と れ な いか ら , 同一 の k に 対し て s/s。 


snéds 


の 他 の 値 に つい て も 実験 し た ・ 


を 横 軸 , 4C を 縦 軸 に と っ て 両者 を 比較 する 。 図 12 


は が =0.25 の 場合 で , si/es<3 の 範囲 で は 計算 値 と 


C49) 


際 用 いら れる も の より も 大 きい 寸法 


誘電 体 は が 7 


ガラ ス , 鍋 舌 と し た 場合 の 厚 さ d と 4C と の 


s/s。 は 実 3 


r 


ee GL 

: "= 

hs ‘et * * 3 

まり Fi "3 
A 


t 


Ri =1.55 en 
R2=50 42=0.6 Pe 
RR の 単位 cm ーー ニニ ーー ニニ 


< 3:5 30 


R, =1.0 
4°=0.25 fs=5.0 40,35 


カー 層 : エボ ナイ ト 
や ャ ニニ 必 : 空 気 
| 


1 2 3 
a (Cm) 


図 11 R,,R。 の 影響 (k&*= 0 


~ 
ek 


4 wg 1 
és 
le EA と の 関係 (が =0.25) 
ne SC versus és/e2 for ki=0.25. 
4 ) 一 致し , た と えば ees=2 に お い 
4 に お さ に ésa が 3 に 近づく と 
くく なり, es>3 の 範囲 で は 実験 値 
赴 に 近づく.。 他 の の 値 の 場合 に も ほ 


5 図 11 は エボ ナイ ト を 第 1 層 , 空気 
DD CE R, を 変 


ある か ら , > 回 11 の 曲線 に 式 a の C。 を 
0 0 99%, 95 に 達する 9 を 求め れ ば , 

隊 0, 1, 5 必 に お さえ る 厚 さ で ある 。 と れ ら 
4 ら 求 め た も の と 比較 する ・ s/se。 と 1,5 必 
と の 関係 を だ が =0.25 【 に お いて 比較 する 
"i 両者 は か な り Ee a 
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EiE2 


13 e」/e。 と d/k。 と の 関係 (k*=0.25) 
Fig.13—d|Rs, versus se;/s2 for k=0.25. 
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図 14 k と 一 定 誤 差 を 示す d/R。 と の 関係 
Fig.14—The relation between k and d|/R, which keeps a 
error within a certain value. Cn 
Ry i < Ce 
ee 0% 1 
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図 15 RIR, と 一 定 誤 差 を 示す 9d/R。 と の 関係 Ne 
(k°=0.25) 0 
Fig.15—The relation between RIR, and d/R, which ; 


keeps error within a certain pri) for RR > 3 
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14 の よう に な り , エボ ナイ ト (=」/e2 倒 3) で は 近似 式 
まめ 小さ で な らら て いる い 他 の Ee に らい て 
も ほぼ ば 同様 で ある . 

次 に 一 定 の k に 対し て RJR。 と d/R。 と の 関係 を 
図 11 か ら 求 め る と 図 15 の よう に な り , 太 /R。 の 大 
きい 方 が わずか な が ら dg 記 。 が 大 きく な る が , その 変 
化 は k の 場合 , 著しく な い . 


8. 考察 お よび 結 言 


理論 式 は な ん 回 も か な りあ らい 近似 を 用 い , 
づつ 技巧 的 な 方 法 で 解い た る の で ある が , 実験 と は か な 
り 一 致す る . これ は &, 7 空間 に お ける 電位 関数 が 実 
際 の も の と 多少 異 っ て も , 電極 面 に お ける 電荷 分 布 が 
実際 の る の に 近似 し た る の を 表わし て いる た め と 推量 
RN 

以上 , 近似 解析 と 実験 に より 電極 の 大 き さ と 誘電 体 
の 厚 さ と 誘電 率 間 の 関係 を 明らか に する と と が で きた 
が , 電気 水分 計 の 電極 と し て 和 用 され る 主 な 結果 を 述 
べべ る. 第 一 に 等 価 誘電 率 , 同 力 率 が 求め られ , 薄い 試 
料 に つい て 測定 する 場合 , 8, k, ei/e』 に よっ て 測定 値 
が どう ぅ 変る か 量 的 関係 が 明らか に な っ た . 第 二 に 電極 


図 的 か 


気 通信 
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が 得 ら れ , これ も k. 太 /R。, ec:/e』 で どの よう に 変る 
か が 例示 され た . 第 一 の 結果 は 薄い 試料 を 測定 する 場 
合 の 背後 物質 の 影響 , また 木材 の 表面 と 内 部 と で 含水 
率 が 異な る と き の 指 示 値 の 目安 (簡単 に は 二 層 誘電 何 
で 横形 化す れ ば よく , 厳密 に は 多層 誘電 体 と し 扱え ば 
よい ) を 与 る 。 また 第 一 , 策 二 か ら <:/e>3 の 場 倫 
に は 。, e/s2=3 の 場合 と 大 差 が な い , すなわち ts が 
に 比べ て か な り 大 きく な っ て も , C は それ ほど 変ら 
な いと と が わか っ た 。 こ と れ に よっ て , 従来 明らか で な 
か っ た 含水 率 測定 用 電極 の 選定 と 取扱 いた 関す る 量 的 
な 基礎 資料 が 得 ら れ た 次 第 で ある . と の 研究 は 含 湿 量 
測定 員 会 の 仕事 と し て 始め られ た も の で , 委員 長 星 
合 正 治 博士 , 委員 山梨 大 押 山 保 常 教授 等 の 御 指 導 に 深 
甚 の 謝意 を 表す る . 
次 献 
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の 大 き さ 太 。 と 誤差 を 一 定 に お さえ る 厚 さ 9d と の 関係 
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要約 
た . すなわち , 回 路 中 の パラ メー タ の 電圧 安定 度 , 


トラ ンジ スタ を 用 いた 直列 制御 形 の 室 電 圧 回 路 に つい て 解析 し , その 性 能 を 実験 に た よっ て 確かめ 
内 部 抵抗 た 対す る 影響 を 明らか に し , 


設計 基準 を 与 % 


る と と る も に , 性 能 改善 の 際 の 問題 点 を 指 適し , その 対策 を 示し た . 電圧 宏 定 度 は 電圧 基準 と 誤差 増幅 器 入 
力 換 算 ド リフ ト I に よっ て 制約 され , ' 差 動 接続 に よる 温度 補償 に よっ て 10 程度 まで 実現 で きる ・ 周波 数 特 
性 と 出力 容量 は 直列 制御 用 パワ ー・ ト ラン ジス タ に よっ て 制約 され る . 


2 序 言 


最近 , 大 容量 トラ ンジ スタ と 定 電 圧 ダ イィ オード が 実 
用 化 さ れ て , 低圧 大 電流 の トラ ンジ スタ に よる 定 電 圧 
回 路 が 竹 々 発表 きれ て いる の ~⑪①, 『 し か し , と これ ら は 


es いずれ る も 部 分 的 な 検討 で , 一 般 任 の ある 解析 の も と に 


* Series-Regulated Transistorized Power Supply. 
By MINORU NAGATA, ZEN-EMON ABE and 
TOosHIO KINOSHITA, Members (Hitachi 
Central Research Laboratory, Tokyo). [論文 

攻 号 3182] 


その 性 能 限 界 を 追及 し た も の は 見 当ら な い . 筆者 は ト 
ラン ジス タ 直 流 増幅 器 の 重要 な 問題 点 と し て この 問 古 
ゃ と りあ げ , 直列 制御 形 安定 化 回 路 に つい て 一 般 隆 の 
ある 解析 を 行ない , 簡明 な 理論 式 を えた . また , 電圧 
基準 と 誤差 増幅 器 入 力 換 算 ドリ フト を 詳細 に 検討 し , 
現在 の 限界 を 明らか に し た の で と こと に 発表 し て 御 批判 
を や を を た い . 


2. 理論 的 解析 
2.1 直列 制御 形 定 電圧 回 路 の 一 般 形 


C51) 


。 誤差 増幅 器 を 帰 選 ルー プ に 含む 直列 制御 形 定 電圧 回 
。 外 は 図 図 1 の 基本 回 路 に よっ て 考察 する の が 便利 で あ 
< a G; は 誤差 の 検出 と 増幅 部 , G。 は 直列 制御 部 , E,, 
3 E。 お よび R,, Rs。, 系 法 れ を ぞ れ 基 閥 電 源 , 増 
apts 入力 電源 の 電圧 と それ ぞ れ の 内 部 抵抗 で あ 
3 oN トラ ンジ スタ は ヵ n? 形 と し , 次 の 仮定 に よ 
に 


i | 


n Es,Ea,Er<0 
: 名 真 の 電圧 は す イ て ア - ス を 基準 と し で い る, 


図 1 一 般 的 な 基本 回 路 


1—Basic form of stabilizer circuit. 


ピー— tr 

CE,; RAD =R] E00) 
流 の 1/dee 倍 が , を 流れ る . 
ON ⑫) 
器 RR。 の イン ピー ダン ス は 端子 の 
ー ダ ンス に 比 し て 充分 小さ い . 

EC(R,/(R, +R,))=kE, (3) 
御 回 路 G。 に つい て は 
喘 子 の で < 電流 は -B 間 電圧 の Gm 倍 と , 
その 呈 作 拠 R で 割っ た も の の 和 に 


LG, 
ws, 
「 論 科 


(BCE+ Cn HRL]) + CE,— EIR 


(] 
» 

ee , 
a 


CT 


ey (4) 
BD 流出 する 電流 は 端子 E より 流入 
les 倍 で 極め て 小さ い . 


) 


(6) 


あお 3 A 


( 


A 1 


E;+R;l, の 関 作 tm OS 


kg CR; +R,) i wp ; We 4 a 6 
0 お TT 


EE (rE RR Nd 


ES 


な お , と こと で は 2 ヵ p 形 ト ラン ジス タ を 用 いた 回 路 を 
考え て 電圧 , 電流 の 向き を 図 1 の ど ご ど とくと っ て いる た 
め , Bo, Ea, EB,<0 で ある . - 
普通 よく 行なわ れ て いる ど と く , 特に Ea を 用 いな 
いで EE= 選 と し た 場合 に は 式 ⑦ は , 
kg unR ; 
2 i は 4 
nk 4 n 
2 er Ra 3 
7 4 a a Rt ‘a 8) ; 
な お , 正確 に は * Sw 
GR= RA/(R; + Ra Rj: ’ 0 
式 ⑰⑦, (⑧ が 電源 安定 度 , 内 部 抵抗 を 与え る 基本 
式 で , と れ よ り 次 の と と が 分 る . 
(i) 選 より の 変動 分 は G,,G。 の 利得 だ け 改 善き 
れる . . ( | ‘’» 
G① EE より の 変動 分 は G, の 利得 だ け 改 善き れる 。 
Gi) 電源 の 抵抗 R。 i ®, GD と 同様 a 
で ある 。 OR 
(iv) 内 部 抵抗 の 原因 は 太 。 の 他 に (a) G。, の E 半 \ 
子 よ りみ た イィ インピーダンス, (b) 選 端 子 の 大 カイ ン ピ リ Ym 
ー ダ ンス が 有限 な と と に よる Rr, Ra の 影響 が ある 補 に 
(v) 基 江 電圧 E, a G,, G, で 丈 計 Kl ‘ 
が 1 “ 
こと の よう 従来 の 真空 管 式 安定 化 回 路 と 同種 の 帰結 4 
が えら れる が , (iv) (b) は トラ ンジ スタ を 用 いた た め 
の 本 質 的 な 差異 で ,①⑪ と (iv) (a) は トラ ンジ スタ の 


f 


場合 特に 強調 され ね ば な ら な い 点 で ある . 式 ⑰⑦,G⑧ 4 


は G。 の 効果 , 特に RR, R。 の 影響 を 明確 に し た 点 で 


従来 の 解析 や に に 比 し て 一 般 性 が あり , また , ペラ メ ーーー 


ー タ が カタ ログ に 記載 され て いる 前 特性 か ら , 広い 動 。 PA 
作 範 囲 に わた っ て 容易 に 求め られ る と いう 点 で 便利 で A i 


" 
* GG, を 付図 の ご TT rT Nt 
-k た よる Ce 
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2.4 パラ メー タ の 数 値 例 と 近似 式 


具体 的 実例 と し て 図 
2 の 回 路 構 成 を 考え る 
Od つの トラ ン 
は Dar- 
lington 接続 の 等 価 ト 
6 で あり を 
の 各 パ ラメ ー タ は エミ 
ッ タ 接地 静 特 性 図 より 
与え られ る . た と えば 
09m は て 。 の .ve5-f。 特 
性 の 傾き (?c。= 一 定 ) 
と し て 与え られ る 。 た た 
ゞ し は 普通 の 静 特 性 
カ か ら は 直接 求め あら れ な 
い (付録 1) 参照 ). 
各 パ ラメ ー タ の 実測 例 
を 図 3~5 に 示す . と 
れ ら より 図 2 の 回 路 で 
予想 し うる パラ メー タ 
の 範 囲 と し て 表 1 を う 
る . で と の よう に 通常 は 


T,* 2N301 
T2: HJ34 
Ts: HITD 


2 具体 的 回 路 例 


Fig.2—Practical circuit. 


ic の 


3 HJ17D の ?。-9m 曲線 


Fig.—3i9-gm Ccharacteristics of 


HJA7 DD. 


—— 2N30 +H34 


i 2N301 
Vec=- 


4 Gm Acp-7。 曲線 
Fig. 4—G; Agp-I¢ characteristics., 


Gm(®) 


表 1 普通 予想 され や る 
パラ メー タ の 範囲 


範囲 
1~0.2 

0.015~0.1 (0) 
0.5~2.5 (0) 

«2N301 + HJ34 4000~7000 
| o-—- 2N301 80~800 (2) 
Vec=-2V 0.5~5 (k2) 
a 8~40 (9) 
に に 0.5~5 (k0) 
1~10 (9) 

5 Rs-7。 曲線 0.95~0.995 


kgmR, また だ は RomCRz+R;) シ >1 
GR ま パ は R/CR;+R;TR;)S1 
gmlR,/a,) <1 
が 成立 する か ら 式 (7 , (8) は 次 の ど と く 近 似 さ れる :・ 
Boat COG TE; 
kg RrtR) fk 


(9) 


E,= 


R,+R, 
RL TR Od 2 | 
(10) 
お よび 
a 4 
OR + て で 
(11) 


と れ ら は 実用 的 な 関係 式 で ある . 


3. 実験 に よる 基本 式 の 検討 


図 6 の モデ ル 還 店 で Es Eg Er RR ER を 
独立 に 変え , その 影響 を 実測 し 基本 式 と 比較 する . 


Ea ©— 
~-12V Ry 3K5 


6 モデ ル 実 験 回 路 


Fig.6—Experimental circuit. 
3.1 電源 (万 。, 互 。, 五 ,)) の 変動 に よる 影響 
実験 結果 を 図 7 に 示し た . 理論 値 は 


ME B= 2 XO! A EE 
AE,lAE,=1N1.2; AE;lACE,+E;)=1A30 7 
(12) 
で ,- い ずれ る も 低 周 波 で の 実験 値 と 一 致し て いる . 以上 
より , ⑪① 正 , の 安定 度 以 上 の 安定 度 は えら ちら れ な い . 
G③ 4E。 より 4E。 の 影響 が 支配 的 で 一 桁 以上 の 差 
が ある .: 故 に 下 。 を 安定 化す れ ば 電圧 安定 度 を 一 桁 以 
上 改善 し うる . ) し か し 4ZE。/4 EE。 の 周波 数 特性 は 
著しく 悪く 。 総合 周波 数 特性 は これ で 制約 され る . と 
れ は 直列 制御 用 大 容量 トラ ンジ スタ の エミ ッ タ 接地 周 
波数 特性 が 悪い と こと に 起因 する . な お , 4E。/4(E。+ 
互 :) の 特性 に ピーク が ある の は 4E。/4EE。 の 成分 の 位 
相 遅 れ の た め 4 選 /4 Eg の 成分 を 一 部 分 ベク トル 的 た 
打 消 すか ら で あ る . 
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ーー 
-80 上 (EE* 


4 Eo/4 sw 


で \ 4Eo 
i aAlEat+Es) 


-60 


安定 化 率 (dB) 


周波 政 チ (cjs) 
図 7 安定 化 率 と その 周波 数 特性 
Fig.7—Frequency dependencefof stabilization factor. . 
3.2 内 部 抵抗 (R。, Ra, RR,) に よる 影響 
10 c/s < お ける 実験 結果 を 理論 値 と 比較 し て 図 8 に 
半生 導 持 示 すこ こと で は gm, Gm が fc, 7。 に よっ て 変る と と 
放 を 老 庶 さ ね ば な ら な い . R。 は 0 へ ~3000 の 範囲 で , 
っ R。 を 図 6 の 下 。 側 の み に 入 れ た 場合 に は 0~402 の 
0 範囲 で ほとん ど 内 部 抵抗 =4。/4 7。 に 関係 し な か 
放 」 っ た - こと これ よ り ① RE。 は 直列 制御 用 トラ ンジ スタ の 
放 」 天 作 点 が その 線形 範囲 内 と あれ ば 相当 大 きく (1009 
語 以上 ) て る 問題 と な ら な い . 電源 Eg, 。 に 共通 に 
計る 場合 に は 式 UD) より , 
員 2 FR 
‘0 CLA 
| に と 2 ん 表 が るる の lm 全 式 3 の 左辺 は 約 2a 
で ある . ( 和 ⑪) RR。 は RRz 多 RR。 な の で ほとん ど 問 題 に な 
紀 な だ ない. Gij) RR, は 式 (⑰⑦), (8⑧ より 


(13) 


0 RC,/gm (14) 
15 
; ーー 呈 給 値 
拓 | g(t) 
イオ | Pe . 
i 0.5 


| 


40 Rs(8) 


0 
D 10 30 
, 0 100 0 300 Rr(%) 
| 図 8 電極 を 共通 に し た 場合 の R。 の 影響 と 
所 , の 影響 ( ナ =10 c/s) 


"Fig.8—Effect of R, and Ry to output"impedance., 


を 満た すこ と と が 望ま し い , 図る また は 図 6 の 回 路 で は 
dee=1; gm=0.05 (O) な の で (1 め "の 右辺 は 209 
程度 と な り 国 産 の 定 電圧 ダイ オー ド の で は や や 不 充 分 
で ある ろ る . 


4. 高 性 能 化 の 問題 点 


高 性 能 の 電源 と し て は , 出力 電圧 だ 。 の ドリ フト の 
少な いと と , 電圧 安定 化 率 s, 内 部 抵抗 7。 の 小さ い 
と と が 必要 で , それ ぞ れ 部 品 の 温度 係数 , 回 路 構 成 に 
関係 する . 以下 , 基本 式 (⑦, (⑧ を 中 心 と し て 検討 
する 。 . 

4.1 電圧 安定 化 率 ゞ の 改善 策 

(⑤⑪ 正 。 を 正 。 より 分 離し , 定 電 圧 ダ イィ オー ド 等 で 
安定 化す る 。 リッ プル を 除く に は フィ ル タ を 用 いて も 
らら よい) 現 9 
の ど と くさく 差 動 回 
路 を 用 い , Cee 
を 大 と し 1Kgm 
(R,/&ee) と す 
る . GiD kgmRr, 


を 大 と する すず 
9 義 動 回 路 な わ ち , 誤差 増 
Fig.9—Differential circuit. 幅 器 を 多段 と し 


9m を 増す か , 動作 抵抗 の 大 きい 素子 を に 用 いる . 
注意 すべ さき は た は 互 。 と 下 , で 与え ん られ, 図 2 の 回 
路 で は gm 一 ic・g/kT と な る た め 太 ょ の 選択 で gmuRr 
を 大 と する と と は な ず か し い , また を 大 と し て も 
ァ r。 は あま り 減 少 せ ず , gm を 増す の が 一 番 有 利 で あぁ る. 

4.2 内 部 抵抗 + ヶ 。 の 改善 策 

4.1 G⑪⑧⑪①⑪, 欺 抽 ) と 共に , (lv) 1/G を 小 た する . 
4 の ど と く Gm は 7。 の 小さ いと と ろ で 著 し ぐ 小さ ぐい 
か ら , 分 圧 器 R,, R, の 電流 を ある 程度 大 き く "at 
と れ は 他 の 意味 で も 望ま し い . (v) 4c5 を 大 に する .・ 
Darlington 接続 が 有効 で 必要 に 応じ て 三 段 以 上 た すず 
る と と も よい 

4.3 ドリ フト お よび 温度 係数 の 改善 策 

出力 電圧 F。 の ドリ フト は 誤差 増幅 器 の 入力 換算 ド 
リフ ト に よっ て 制約 され , 式 (10), 11) の E,/k の 
安定 度 を 高め る 必要 が ある .。 と の 項 の 変動 の 原因 は , 
⑧ 分 圧 比 を の 変動 , ) 基準 電源 電圧 の 変動 , GD 
誤差 増 幅 器 の ドリ フト の 三 つ に 分 けら れ , 現在 の 国産 
部 品 で は ( 抽 ) の 温度 係数 で 支配 され る と と が 多い (次 
章 参 照 ). (① で は 太 ,, RR。 に 精密 券 線 抵 抗 を 用 いる 
と と も に 増幅 器 の 入力 イン ピー ダン ス の 変化 に よる 分 - 
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圧 比 の 変動 に 注 
意 せ ね ば ぱ ば なら な 
いい 3 すなわち , 
エミ ッ タ 接地 増 
幅 回 路 の 入力 ィ 
ン ピ ー ダ ンス は 
図 10 の 等 価 回 


Ex<~i]}T 
lalse;; A 


R= Rio(l+a,D 
z=R20(1+A2t) 
か y= か 1+ 1 


電 気運 信 


£0 
Ri 


店 より 大 略 1/ 
TCK) に 比例 す 図 10 分 圧 回 路 の 等 価 回 路 
Fig.10—Equivalent circuit of voltage 
る か ら , 同 図 divider. 
より ょ & の 温度 係数 は , 
kk (1+Eeat) 人 kW 
A 
tk て Rt 
ECE EE R,,+R,, 
(16) 
Cag + CR Rr C7 
eq は 7 シシ RoR。o/(Rj。 寺 R20) と すれ ば 軽減 され る 
放 が が , Ge トラ ンジ スタ で は 。 が 小さ く , 10-7*C 以 


下 に する と と は 困難 で ある : 
スタ の 4c。 と ves の 変動 が あ 
詳 る.。 これら は 図 9 の 差 動 結 
| 結 で 一 桁 以 上 改善 で きる . 

衣 に の と き : と 7。 を 熱 的 に 
密着 させ る よう な 策 を 積 李 的 
に 施す と と が 重要 で , ケー ス 
を 半田 付 し た り 図 11 の ど と 
くく 低 融点 合金 等 で 包む と 著 し 
いい 効果 が ある . 図 12 は 実験 
| 結果 の 一 例 で , 2.9 mVPC の 


出力 電圧 Eo の 変化 (mV) 


G0) に は 初段 トラ ンジ 
アル ルミ ケス 


パラ フィ メ 


図 11 筆者 の 実験 し た 
熱 補償 法 


Fig.11—Thermally ba- 
lanced “Twin- 
Transitor”. 
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変動 が 0.05~0.15 mVF/C まで 改善 され て いる 
9u 計 基き 準 電源 


基準 の 電圧 と し て は Si の ツェ ナ 電 圧 が 多く の 点 で 
極め て 優れ て いる 。 しかし, 高安 定 度 を 望む 場合 に は 


ie eit ま , 次 の ど と く 改 良 す べき 点 が 多 

・ 基準 電源 と し て は 内 部 抵抗 , と 温度 係数 が 問題 
0 前 者 は 図 9 の 回 路 で 解決 さ 
RA 


され る の で 問題 は 


図 13 RD-6 を ダブ ル ア ノ ー ド 有形 に し て 温度 補償 を 行 
な っ た 場合 の 電圧 電流 特性 


Fig.13—Characteristics of temperature compensated 
“RD-6 pair”. 


市 上 販 の 国産 ツェ ナ ・ ダ イオ ー ド の で は 5~6YV 以下 
の も の は 温度 係数 が 負 , それ 以上 の る の で は 正 で あり , 
5~6V の も の は ある 温度 範囲 で 温度 係数 の 零 と な る 
動作 電流 が ある "や , また , 順 方 向 の 温度 係数 は は すさ 
て 負 で 大 略 一}.7mV/C の 一 定 値 を と る や 寺 故 で 
5~6V の も の を 適当 
な 動作 電流 で 用 いる 
か , 6V 以上 の も る の に 
順 方 向 の ダイ オー ド を 
適当 数 だ け 接 続 し 温度 
係数 を 補償 し て や る の 
が よい . 後者 の 場合 に 
は 内 部 抵抗 4 の 小さ 
いと こと ろ で 広い 温度 範 
囲 に わた っ て 補償 する 
と と が で きる . 図 13 
は RD-6 を 用 いた 場 


図 14 1N340A の 電圧 電流 合 の 例 で , 0~50°C の 
特性 : : 

Fig. 14—Characteristics of 温度 範 閉 と 必 付 
1N 430A. 。・ 近 +1mA の 電流 変化 
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に 対し て , 温 度 係 数 0.002 必 /C 以下 の も の を うる こと と 
が で きた . 電圧 基準 用 と し て 米国 で 市 販 され て いる 
1N429, 1N430 A 等 は と この 方 法 で 低い 温度 係数 を え 
て いろ る で と 思わ れる 、.、 図 14 は 1N430 A に つい て 笠 者 
ら が 測定 し た 結果 で , 50 っ >+100°C の 変化 た 対し 動 
作 電 流 5.4mA で は +8mV, 10mA で は +1mV で 
を それ ぞ れ 7 お よび 1x10-sPC で あっ た . と れ は カド 
き ウム ぇ 標準 電池 の 温度 係数 一 4x10-*P ア C より 一 桁 小 
きい 値 で ある . 

第 2 の 問題 点 は ツェ ナ ・ ダ イオ ー ド の 熱 的 時 定数 で 


の た め 短 時 間 の ドリ フト が 非常 に 大 きく , また 窓 や ド 
ァ の 開閉 じ による 空気 の 移動 に よっ て 数 十 mV に お よ 
ぶ 変 動 を 生 し る と と が 多い . 図 15, 16 は RD-6 に 
っ いて の 実測 例 で ある 。 とれ は ダイ オー ド の 熱 時 定数 」 
が 大 きく な る よう な 構造 に する か , 簡単 な 熱 フ イル タ 
樹 を 用 いる と と に よっ て 著しく 改善 され る . 筆者 ちら は 
水晶 振動 子 用 小形 恒温 槽 を 改造 し て 図 17 の 結果 を え 
た . 室温 放置 の 場合 RD-5 を 用 いて 10-/10 分 の 安 
定 度 が えら れ 一 桁 以 上 改善 され た . 1N430 A は 図 18 
に 示す ど と く 熱 時 定数 の 大 きい 構造 を も っ て お り , 筆 


ある 国産 品 で は 熱 的 時 定数 が 小さ く , ケー ス 周 辺 の 者 5 の 測定 で は 約 20 分 で あっ た . 
{ , 温度 変化 
i ご の 
巡 極め て 館 感 6. 補償 電圧 に よる 特性 の 改善 
RE 電子 管 式 の 場合 と 同様 に 一 次 電圧 また は 出力 電流 の 


変動 に 比例 し た 電圧 を 誤差 増 
幅 回 路 に 導入 し て s また は ヵ 。 
を 改善 する と こと が で きる : 
詳 論 は 別に まとめ て 報告 する 
が 。, 普通 線形 動作 が 仮定 で き 
る 場合 て に は s=0 と *。=0 の 
条件 が 求め られ る . また , こと 
の 補償 条件 の くず れ は , ①⑪ 
部 品 の パラ ツキ , ⑪ 温度 変 
化 , Gii) 入力 電源 変動 , Gv2 
出力 負荷 変動 に 起因 し て 生じ 
る が , (G 旨 ) に よる も の は 小さ 
く , 普通 は GiD に 制約 され 
1/10 以上 の 改善 は 実用 的 で 
図 17 熱 フ イィ ル タ 槽 の 効果 な い 。 し か し , ①⑪①~(iv) を 
RC the 考慮 し て も s お よび r。 を 数 
分 の 一 程度 まで 改善 する と と 
は 比較 的 容易 で 実 用 性 が あ . 
る 以上 の 結果 は 基本 式 よ り 
理論 的 に 導 か れ , また , いく 


図 15 RD-6 に 扇風機 に て 風 を 吹き つ 
けた 場合 の 出力 電圧 ドリ フト 
Fig.15—Output voltage variation caused by 
the cooling of single RD-6. 


ここ より 吉 フ ン ァ ル タ 覆 に 
T3,74D& 改 績 する 


£i = 100V (AC) 
lg=0.5A 


つか の 実験 に よっ て も 確認 さ 
_ れ て いる . 
3 っ いて 
ham 7 
と . 5 
及 】 天 吹 用 々 定 電 束 員 カ 10volt 9 ドリ フト 直流 的 な 動作 点 の 設計 は 実 


coss maxzc G3a2F 
{us rnc emsneurgso 
放 ドリ フッ フト (室温 放置 ) 
'ig.16—Output voltage variations when the 
thermal time-constant is small. 


用 上 宣 要 で ある が , 通常 トラ 
ンジ スタ の コレ クタ 損失 と コ 
レク タ 。 エ ミッ タ 間 電圧 が 許 _ 


図 18 1N430A 
Fig.18—1N430 A., 


容 値 内 に あり , ベー ス 回 路 の 
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図 19 直列 制御 用 トラ ンジ スタ の 動作 点 
Fig.19—The relation between theé collector charac- 
teristics of a series transistor and the 
range of operation of a stabilizer. 


が あめ あまり 大 きく な ら 各 よう 注意 し つつ , 
ペ ベース ・ エ ミッ タ 間 の 電圧 を 無視 し て 近似 計算 すれ ば 
売 分 で ある . 

回 路 中 最も 広い 動作 範囲 を 要 基 され る の は 直列 制御 
用 トラ ンジ スタ で , その 動作 点 と 入力 , 出力 電圧 と の 
関係 は 図形 的 に 図 19 の ご と く 示 され る ,。 動作 点 

表 2 筆者 の 試作 し た 電源 の 範囲 


項 目 箇 囲 | 備 考 


出力 電圧 CEo) 0.2~120 (V) 高圧 の も の は と し て 
定 電圧 放電 管 を 用 いた . 
出力 電流 7o) 0~10 (A) 大 電流 の も の は 2N457 
(日 立 ) 並列 し た . 
安定 化 率 CS)* へ ~6x105 まで } 補償 を 併用 すれ ば 負 に も 
内 部 抵抗 (GO の * | へ ~0.1(m0) まで | な る ・ 
' 温度 係 数 へ ~1.5Xx10/°C ま で 
, リツ プル 含有 率 " | ~5x10 さ (pp) まで 
1 長 時 間 安 定 度 へ ~5 メ X10 リ 時 まで 
( 誕 ) これ ら の 特性 は 必ず し も お 互い に 両立 し な い . 1N430A を 使 
" 用 し た も の を 含む 。 
«ALBA Et 
) Es Ei; 
- dl ro=4 EoldIs 
; 2% 2N301 
" ; 


全 重 量 :7.8Kg ) 
(多き ) 2V60an 谷間 香 池 重量 64Kg 
図 20 高安 定 電 圧電 源 


Fig.20—Extremely stable transistorized power supply. 
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(b) 電 誠 女 定 記 


(da) 内 部 抵抗 
図 21 図 20 の 電源 安定 度 と 内 部 抵抗 


Fig.21—Stabilization and output characteristics for circuit 
of Fig.20. 


& 


温 上 (°C) 


図 22 図 20 の 温度 特性 


Fig.22—Temperature characteristics for the circuit 
of Fig.20. 


P ア は (E。-E。) と 整流 回 路 の 出力 特性 M-N お よび 出 
力 電 流 7 に よっ て きま り , 内 線 内 の 線形 動作 範囲 に 
な けれ ば な ら な い . と の 線形 動作 範囲 は ① Ig=0, 
GD Veemas, Gi Pomax, (Vv) Vse>0, (vV) Temas 
の 5 条件 に よっ て きま り , と の 面積 の 広い も の ほど 直 
列 制 御用 トラ ンジ スタ と し て 優れ 
て いる .。 な お , と これ ら は 温度 に よ 
っ て 変る と と に 注意 を 要する . 次 
に 同 図 点線 は 出力 電流 に よっ て 整 
流 回 路 の リッ プル 電圧 の 増す と と 
を 示し , と れ よ り Fomax を 大 きく 
する に は , 整流 回 路 の ① 電圧 変 
動 率 すなわち 記 。 を 小さ くし , 
G) リッ プル 電圧 を 小さ くす る こ 


と が 重要 な で と が 分 る ・ 
本 呈 倫 株 慈 抗 表 2 に 筆者 5 ら の 扱っ た 定圧 電源 
ーー の 範囲 示す . : 


参考 の た め に 筆者 の 試作 , 使 肝 


い 回 路 に つい て 解析 し , 
| 基本 式 や ゃ えて その 設計 
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し て いる 電源 の うち で 
最良 の 性 能 を ち も つ も の 
と ん つい て の 回 路 , 特 
挫 を 図 20~23 に ま と 
め て 示し た . 温度 係数 
は 標準 電池 より 小さ 
くく | 内 部 抵抗 は 大 形 の . 一 一 
疹 間 電 池 よ りり 小さく, 

と の 種 の 実用 電源 の 最 。 |10 タ 
高級 の 性 能 を も っ て い 
Oe 
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8. 結 言 Ds 


134— 111VCAC) 


トラ ンジ スタ を 用 い 周回 温度 電 震 理 左 


た 直列 制御 形 の 定 電 圧 


Ac だ 圧 地 了 
toov | ‘M030 
12V 甘 千 


0 図 23 図 20 の ドリ フト 特性 
4 Rr 


上 度 に つい て 問題 点 を 指 Fig.23—Output voltage drift 
a coate yO moe vi Toutess 
た だ だ ただ た: すなわち , 誤差 the circuit of Fig.20. 
増幅 器 の 電源 を 入力 電源 より 分 離し 安定 化し , 多段 増 
幅 に より 等 価 gw お よび G,x を 増し ケー ス を 密着 せ 
し め た 差 動 接続 に よっ て 誤差 増幅 器 の 入力 換算 ドリフ 
ド を 低減 し , また , 定 電圧 ダイ ィ イオ ー ド に つい て る も 温度 
補償 の 効果 が 著しい と と を 示し た . 現在 の 製品 の み で 
も 温度 係数 は 標準 電池 より も, 内 部 抵抗 は 大 形 の 鉛 鞭 


| 電池 より も 小さ いも の が 容易 に 実用 で きる . 


周波 数 特性 , 高温 に お ける 動作 , 過 人 負荷 に 対す る 保 


EE EE ER 
葵 等 に つい て は 本 稿 で は 詳 論 し な か っ た が , 重要 な 問 
題 で ある . 


交 雷 


(1) J.W. Keller : Electronics, 29, p 168, (Nov. 1956). 

(2) T.H. Brown, W.L. Stephenson : Elec. Eng.; 29, 
p 425, (1957). 

(3) D. Aspinal: Elec. Eng., 29, p 450, (1957). 

(4) R.D. Middlebrook : I.R.E. 45, p 1502, (1957). 

(5) 立 村 , 鈴木 : 昭 32 本 会 全 大 . 

(6) 大 内 , 高木 , 細田 : トラ ンジ スタ 研究 専 委 資 料 (1959-11). 

(73 林 , 関戸 * オォ ー ム , 45, Pp 140, (1958). 

(8) L.J. Giacoletto : RCA Rev. 15, p 506, (1954). 

(9) D.W. Slanghter : Electronics, 28, p 174, (1955-05). 

(10) G.L. Pearson, B. Sawyer : I.R.E. 40, p 1348, (1952). 

(1) D. H. Smith : A.I.E.E. trans. 73, p 645, (1955). 

(12) 永田 : 昭 34 電気 四 学 会 連 大 , 1012. 

(13) 永田 , 阿部 , 木下 : 昭 33 電 学会 東京 支部 大 会 , 67. 


付 録 


(1) Rs と 太 の 関係 

普通 カタ ログ に 記載 され 
て いる ベー スス 電流 を 一 定 と 
し た コレ クタ ネタ 特 人 性 の 動作 抵 
抗 を R と すれ ば , 本 稿 の 
動作 抵抗 F は 付図 の 等 価 
回 路 の 表示 を 用 いて 次 式 で 
与え られ る ・ 


RR 1 + Rs 


と と に , ¢=Rn/R。。 電流 レベ ル が 高く な る と 第 2 項 

は 減少 する の で RR 一 Rs と 考え て よく カタ ログ より 求 

め た Rs に よっ て 大 略 の 選 を 知る と こと が で きる . 
(昭和 34 年 7 月 8 日 受付 , 11 月 4 日 再 受付 ) 


付図 G。 の 等 価 回 路 
Appendix—Equivalent 
Circuit of Gs». 
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伝送 損失 の 最適 配分 法 * 


正 員 横 井 満 
(日 本 電信 電話 公社 ) 


| 要約 公 上 通 信 網 に お ぉ いて 加入 者 相互 間 に 許 容 さ れる 伝送 損失 は , 全体 の 所 要 経 費 が 最小 に な る よう に , 
各区 間 に 配 分 され ね ば な ら な い . 本 論文 は 各区 間 の 伝送 損失 の 配分 値 と 経費 と の 関係 が 変数 分 離 形 また は 
| 半分 離 形 の 関数 の と き で , 通信 網 の 形 が 半 星 形 , 星 形 お よび 一 般 形 の と き の 解 法 を 検討 し た も の で あぁ ある. 

と の 解法 は 各区 間 で と りう る 伝送 損失 が 離散 的 変数 の と き に る も 適用 で きる も の で あり , 最適 値 を 求め る 
た め の 機 械 的 な 計算 方 法 が 種々 の 場合 に 適し た 形 で 指示 され て いる . 本 研究 の 成果 は 加入 者 線路 網 , 市 内 
申 継 線路 網 , 近郊 即時 網 等 の 設計 の 際 に 利用 され る と と に よっ て 実際 的 意味 を も つ . 


Laboratory, Tokyo). [論文 番号 3183] 
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1 序 


通信 網 の 構成 方 法 を 検討 する に は , サー ビス 基準 に 
3 関連 する 伝送 損失 , 呼損率 等 を 全体 の 施設 が 最も 経済 
丘 的 に な る よ う 各 区 間 に 配 分 する 問題 と , 線路 ルー ト , 

有 接 枕 第 中 を 合理 的 に 定め る いわ ゆる 通信 網 の 形 を 定め 
| sm ammase 本 文 で は 主 K 伝 
| 送 損失 を 対象 と し て 前 者 の 問題 を 検討 する .・ 

公衆 通信 網 で は すべ て の 電話 器 相 互 (また は 交換 局 
相互 ) の 組合 せ に 対し , 各区 間 の 伝送 損失 の 配分 値 の 
和 が 常に 一 定 値 (以下 で 示す ) 以下 の 値 に な る よう 
CN も れ 愉 な なら な と ゝ で 各区 間 と 言う 

の は 通信 綱 内 の あ ひ 隣 れる 交換 局 あ る い は 線路 ルー ト 

の SO, 区 間 内 で は 分 岐 す る 線路 ま 
| た は 回 線 は も た な い . さて , 上 述 の 条件 を 満足 し , 全 
有休 の 総 持 冥 を 最少 じす る よう な 名 区 間 の 伝送 損失 の 本 
有 | 久仁 を 求め る に は 次 の 語 事 頂 が あら か じ め 明 5 ら か に さき 

医 れ ね ば な ら な い . 

| ます 通信 綱 の 形 ( 星 形 と か 網 形 と か ), 各区 間 の 回 
a 距離 , 各 電 話 器 を 接続 する 径 路 (通話 路 が 構成 
きれ る ルー が mI の mm や ら 定め られ て いる も の と 友 
陸 ず る 、 

次 に 各区 間 ど と に 使用 し うる 伝送 方 式 (その 中 か ら 
有 so も の が 宮 ば れる ) が あら か じ め わ か っ て お り 、, 
| これ ら 伝送 方 式 と つい て 価格 と 伝送 損失 (ある い は 残 
有 習 損失 ) と が すべ て 調べ られ て いる 必要 が ある . が な 
| わ ち “伝送 損失 適用 領域 表 ” が 与え られ , 各区 間 ど と 
送 損失 の 値 と 価格 と の 関係 (以下 価格 関数 と 言う ) 
中 で あ る と と が 必要 で ある 。 た と えば , 加入 者 線 
は 主 に 無 装 荷 ケ ー ブ ル が 使わ れる か ら 各 区 間 ど 
柏 准 江 休 人 Us ey 0. 4 計 0s Se mm な ど を 使っ 


PN EE 


i 


A 


3 ‘nN F 
電気 通信 "学会 雑誌 


= KK [9] は 全体 の 経費 を 示し , 6 は 


の 性 質 を し ら べ よう .。 まず 』 は 離 表 変 数 


第 3 次 2 号 


の 近似 的 な 伝送 損失 の 配分 法 を 提案 し た が ②, と れ は 
か な り 実 際 的 で は あっ た が , 価格 関数 , 線路 網 の 形 が 「 
制限 され て いた た め 一 般 的 で は な か っ た. た と えば は ば 有 既 「 
設 々 備 を 考慮 する と か , 中 継 器 付 回 線 を も ふく を とき 
と か , 網 形 で も 星 形 で も な い 線 路 網 の 場合 に と は 望ま し 軍 
い 解 や うる 5 と と が で きず , し た が っ て 加入 者 線路 幼生 
近郊 市 外線 路 綱 な ど に 拡張 する の に 難 が あっ た . 本 文 ! : 可 
は と れ ら の 点 を 解決 する た め に 行なっ た 研究 結果 で あ 
り , 各区 間 で は 伝送 損失 (変数 ) が 離散 的 な 値 し か と 
ら ず , 価格 関数 が 変数 分 離 形 ま た は 半分 離 形 (後述 ) 
の と き の 一 般 的 な 形 の 線路 網 に 対す る 解法 が 示さ れ て 
いる 。 し た が っ て 従来 の 方 法 の 最 点 ば 大 林 角 区 で S300 
わけ で ある が , 計算 労力 は か な り 多 く な り 実 際 問 題 に 
は 大 形 電子 計算 を 使用 し て 解く と と を 想定 し て いる 。、 


2. 半 星 形 線 路 納 


2.1 問題 の 形式 と 定義 0 
線路 網 が 星 形 で , ある 特定 の 納 点 < 人 0 の 
点 間 の 組合 せ と つ いて の ぁみ 伝送 損失 の 和 の 制限 条件 が っ 
存在 する と き , 半 星 形 線路 網 と 名 づけ る 。 たとえ ば, 
加入 者 線路 綱 は 半 早 形 線路 柚 で あり , ほか の 直流 拭 抗 
の 制限 条件 を る つ 。 とく ゝ で 端点 言う の は 加入 者 線路 ーー 
細 で は 電話 器 あ る い は 堪 子 男 で あり , 市 外線 路 幼 で は 
電話 局 に 相当 する 点 で ある . 問題 の 形式 は 次 の 通り 。 

BEB, 3 bjEB eT 


obushushs OZ EE i Ry 「 
求め る . ot @,6,… は 各 端 点 を , j,k 


… を 撲 続 す る ルー ト 上 に ある 名 区 間 ai, が ; 
Si D2 0 … に つい て 加 を る で A ; \ 
また 5 bi; は それ ぞ れ 区 間 婦 の 伝送 損失 の ドド 


… 等 各区 間 の 伝送 損失 の 値 ( 変 数 うす べ て を 代表 す 2 
さら に 制限 条件 は すべ て の 端点 の 5 … と ある 
端点 0 と の 間 に 存 在 し , すべ て 許容 値 『 以 

次 に , われ われ が 対象 と する 線路 綱 で の 


個 (高々 5, 6 個 〉 の 値 し か 普通 と りえ 7 
5j』 の と りう る 値 を 実 値 と いう . た と えば 7 
a 


EK KO は i bw RE OMDMRTD 2. 
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減少 関数 に なら な い 実 値 が あれ ば あらかじめ 除 か れる 
か ら 当 然 で ある 。、 さ ら に K [5]=2 Ki;(bi)) で 示さ 
れる と き 価 格 関数 は 分 離 形 で ある と いう , た ざし ざ は 
考え て いる 線路 網 の すべ て の 区 間 に つ いて 加え 合わ せ 
る こと と を 示す 。 多く の 区 間 は , この よう な 分 離 形 に な 
る が , た と えば 加入 者 線路 で 同じ 道路 に ある 2 つ 以 上 
の 区 間 は , 同一 導体 径 の ケー ブル で あれ ば 1 条 の ケー 
ブル に する こと と が で きる 場合 , ある い は 市 外線 路 で 1 
部 の 回 線 束 を 装荷 し た り , 中 継 喘 を 入れ た りす る 場合 
に は , 2 つの 変数 の 間 に 交 互 作用 が あり 必ず し る も る 分離 
形 と は な ら な い . と これら 交 互 作 用 を も っ つ 区間 は 地理 的 
に 近接 し て いる か ら 高 々 2, 3 個 の 区 間 に 限 られ る . 
と の よう に ある 特定 の 変数 の 間 に 交 互 作 用 が あり , か 
つ , それ が ある 特定 の 実 値 の 組 の と きい くら か の 経費 
が 節約 で き ミ たり, また は 余分 に 必要 で ある 形式 で 示さ 
れる と き , 価格 関数 は 半分 離 形 と 定義 する . 半分 離 形 
の と き , 分 離 形 で 示さ れ な い 部 分 の 費用 一 上 述 の 節約 
| でき たり , また は 余分 に 必要 で ある 経費 一 を 集束 費用 
『』 と 名 づけ る . われ われ の 対象 と する 問題 で は , 分 離 形 
また は 簡単 な 半分 離 形 の 価格 関数 の み を 考え る . 
以下 問題 の 解法 を 考え る の に , 5j が 離散 的 で あぁ る 
と 不便 で ある か ら , jj は その 上 下限 の 間 で 連続 と 
じ , ある j』 に 対す る 価格 は それ より 小さ い 実 値 の 
中 の 最大 値 と 同じ も の を と る よう に 価格 関数 を 変更 す 
る . この よう な 変更 に より 価格 関数 は 段階 関数 と な る 


「 が 問題 の 本 質 は 少し も 変更 され な い . 


2.2 直 , 並列 合成 法 
半 是 形 線 路 網 の a 
語 衣 類 と じじ て, 2 つ 
の 含 成 法 を 示す . 
(a) 並列 合成 
計 図 1 の よう な 半 
星 形 線路 網 を 考え 
る ・.2 つ の 端点 &,。 5 の み に 注 目 す る と 制限 条件 は , 
Dai + b+ “EB, bp +b + EB 


図 1 並列 合成 


Fig.1—Parallel synthesis. 


有 | と な る . 今 slack variable や や と し て xa, wp を 使う と 


。 b= Db, +Ua= bp, + U5 U20, us>0 

と ど な る .。 の Da, 0p」 の 最適 値 は 価格 関数 が 段階 関数 で あ 
る た め 一 般 に ある 穫 囲 と 存在 する 。 したがって, と ゝ 
で 最適 値 と 言う と き に は , その 範囲 の 最大 値 を と る も 
| の と 約束 する . ai, bs。 の 上 , 下限 を Barbai; bp 
| bi と する と 価格 関数 は 各 変 数 の 減少 関数 で , ta; ts 
を ふく ぐま ぬか ら , 次 の よう に 言う こと が で きる . 


有 を 理 1 ぁ る 1 っ の 分 収 点 で 身 点 を ふく む 2 つ の 区 
C60) 


間 に 分 れ て いる と き , それ ら 2 つの 区 間 以 外 の 区 間 の 
伝送 損失 の 最適 値 は , 上 記 の 端点 を ふく む 2 つの 区 間 
の 変数 を 次 の よう に ,』 ム め , に 変え た と き と 同 じ で ある . 

56>6.>max[b。, bb] で は , 06. 一 0 = の 5 

ba >> で は , 56.=Da = Ds, + 

が > で は , 0,=b。, +4a = Dj + 

た ゞ ざし, 5a 記 で, 6a,651,6」 の 最適 値 は 常に そ 
の 最大 値 を と る も の と する . 

と の 定理 は 自明 で は ある が , 価格 関数 が 分 離 形 あ る 
い は 簡単 な 半分 離 形 の と き は , 問題 を 単純 化す る の に 
役立つ . 具体 的 な 合成 法 は 両 区 間 の 伝送 損失 の 実 値 を 
大 き さ の 順に な ら べ , 対応 する 分 離 費用 (分離 形 で 示 
され る 部 分 の 費用 ) を 加え , 集束 費用 を 新しい 変数 に 
合致 する よう 整理 すれ ば 良い . も ちろ ん 上 述 の 定理 は 
2 っ つ 以上 の 区 間 の 合成 に も 直ちに 拡張 され る . 

(b) 直列 合成 図 2 の よう な 場合 , gd0, 00,… の 
間 に 和 制限 条件 が ある . 今 slack variable xw。 を 用 うる 
と 端点 @, 0 の 間 の 制限 条件 は , 

ba + +…+Ua=B 


0 と な る る > で 
\/ ba 6。 は 他 の 
MO 

a l 2 3 G 
図 2 直列 合成 いずれ の 条件 式 
Fig.2—Series synthesis. に も 含ま れ な い 


変数 で ある 。 し た が っ て , まず bu 寺 。+%a=ba。 と 
し , ある 固定 され た bas』 の も と に , [65] の 最小 値 
を 求め , 
min K(ba,,0,,, Y= Kb bs 
{ba,, b,;, Ua} 
と する と , 価格 関数 の 減少 性 と baz, :。 が た ゞ 1 つ 
の 条件 式 に と のみ 含 まれ る と こと か ら 次 の 定理 を うる . 
定理 2 半 星 形 線路 網 の 各区 間 の 伝送 損失 の 最適 人 
Dp;*, 0b。*… は , 
ba +b, + <5B 
ba +b +……… ミ EB 


の 条件 下 で , KK(®aa, 6。……) の 最小 値 を 与え る よう 
な Dpat, Dot ee と 等 し い . 。 

と の よう に 部 分 的 最小 を 求め る こと に より , 変数 を 
へ ら す と と が で き 計 算 が 簡単 化 さ れる . 並列 合成 の と 
き と 同 様 , 価格 関数 が 分 離 形 ま た は 簡単 な 半分 離 形 で 
各 変 数 の 実数 の 数 が 少な いと き は , 合成 され た 価格 関 
数 も 比較 的 容易 に 求め あら れる. すなわち も し , 価格 関 


<) 
“ " ° 0 ' 
と ty 
1 


] 敷 が 分 離 形 な ら , 合成 すべ き 2 っ の 区 間 の 実 値 の すべ る 満足 され る も の は 明らか に あ ら か し じ め 際 さこ re 

. て の 組合 せ を 求め , その 各々 の 価格 の 和 を 求め て , そ きる . 現在 の 伝送 損失 , 直流 抵抗 の 規格 , 最小 導体 径 「 
の 中 , 伝送 損失 の 実 値 の 和 の 減少 関数 と な ら な い 組 合 。 で は , 90 程度 * の 端点 は あら か じ め 制 限 条件 か 5 除 

放さ を 除け ば ょ よい. 半分 離 形 の と き は 集束 費用 も る ふくめ かれる. 次 に 伝送 損失 と muito 
< 合成 価格 関数 の 減少 性 に よっ て 除 か れる 実 値 の 組合 。 条件 そ を あら か じ め 除 く 方 法 を 考え る 。 まず 端点 < 電 
ry 


困ら れる . 局 と の 間 で , 伝送 損失 が 規格 を 満足 する (5 以下 ) 

' 2.3 加入 者 線路 網 の 解法 件 で , 異種 導体 径 の 縦 続 接続 を 行なう と と に より ( 端 7 

る 上 記 直 , 並列 合成 法 の 応用 例 と し て , 加入 者 線路 綱 。 点 と 電話 局 と の 間 の 距離 記 は 一 定 と し て ). i 

3 の 伝送 損失 の 配分 法 (ケー ブル 導体 経 の 決定 法 ) を 検 の 和 の 最大 値 を 求め , それ が 太 より 小 で あれ ば 4 
隊 詩 し ょ よう. « 抵抗 の 制限 条件 は あら か じ め 除 か れる .。 また 逆 に 直流 
婦 (a) 問題 の 形式 化 抵抗 の 制限 条件 下 で 伝送 損失 の 和 の 最大 値 を 求め , 


れ が 選 よ り 小 で あぁ れ ば 伝送 損失 の 制 限 条件 は 


条件 式 加入 者 線路 i 
の の 以上 の 2 つの 最大 値 を 求め る と , 


|| 窟 で は 伝送 損失 と 直流 抵 


| 抗 と の 2 つの 制限 条件 が d た と に 対し 科 単 な 計算 ねら, 36 知 

ある 4 人 区 間 純 の 伝送 ) 図 3、 四 入 者 線路 max[?] = 3 (+2)- £1 SQ 

5 損失 を bj, 直流 抵抗 を network. v a ] 
』 と し 伝送 損失 , 直流 抵抗 の 規格 を 5,RR と すれ ば max[b] = ーー VRL a 


_ 図 3 で 例示 する 次 よら 9 な る ゞ し , 各区 間 で 使用 され る ケー ブル 心 線 第 の 衣 0 


3 2 De B | 人 
8 V- に 有 Tea TasR 0 5 と で ある 。 し た が で a 
"0 ブイ Pa る tr RE HERER に 等 し いと し て 来 め た Pm 0 宮 


E 2 る と , 次 の よう に 制限 条件 の 適用 範囲 が 定め 


es 直入 を 和 攻 に は 無休 ケ ー ブル が 使わ れる rh Re a 4 
| から, 4 Di= 4; li = lj B ) 
6 Earp -P A a br.( 
7 tS ;- b = : 
筆 な 0 Vl 1) の 範囲 は , あらかじめ , B, 選 の 一 方 の 
有 の 関係 を も つの , た ゞ し 如 は 各区 聞 の 距離 , め ァ 。 け な い . し か し , L> た ′ で は のみ, Ll 
¥ | 「 は 定数 で ある . また (EA 心 線 径 で あり , 太 の み の 和 制限 条 件 を 考え れ ば よい . た CS 、 


0.32, 0.4, 0.5, 0.65 mm 等 を 実 値 と する . ー な る た め に は ; , 
箇 格 関数 ー a た ゞ 1 条 の ケー ブル し か 合 - ; ーー 


で な けれ ば な ら な い . ' 
A が 5 | a 


LR A 
7 OmiWRTA. ¢ qc 0 — テテ ある い は テ 導 ティ * が 太 六 


いと と ろ が ーー の と き は RR ol 
Or 4 ^ こ 油 足 きれ , の と き は 5 の 制限 
は 同一 
ブル kK 収容 で きる SG 


BR 
る ) RN き bkT i の 


紅 不在 の 最も 細い 導体 和 0. 4mm で は 
dB, 0.29kQ で あり, B=5dB, R= 
。 約 3km 選 相 当る. FN 
ーー SR SE B TE 2 
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れ LL mL =L" = エー= と な る か 


ら , LL な ら 太 の 条件 は 不用 で あり , ZL と な ら 
太 の 条件 は 常に 満足 され な い . 

以上 の 結果 を まとめ る と , 各 制 限 条 件 の 適用 範囲 は 
図 え の よう に 例示 する と こと が で きる . 各 領 域 で B, R 
と あぁ ある の は , それ ぞ れ B, RR の み の 制 限 条件 の 領域 で 
あり Bor RR と 示さ れ た の は その いずれ と も あら か 
じ め 定 め る と こと の で きぬ 領域 で ある . また を は 常に 
最小 導体 径 の ケー ブル (と の 図 は 将来 の 姿 を 考え て 
0.32 mm) で 規格 に 入る 領域 で あり , 和 斜 線 の 領域 は 規 
格 を 満足 する 導体 径 の 存在 し な い 領 域 で ある . 


55 R 0 B.A 
d8 —-~8 DR て 


図 4 条件 式 適用 範囲 


Fig.4—Range for application of constraints. 


表 1 


人 
た ゞ し , 各 損 失 , 抵抗 価格 は 順序 に し た が っ て 対応 する . 


価 格 関 数 の 表 


(c) 解法 例 以上 の 考察 に よっ て 制限 条件 が 整 
理 さ れ , 考え て いる 線路 納 が また は 太 の み の 和 制限 
条件 に な れ ば , 直 , 並列 合成 法 を 単に 適用 する だ け で 
最適 値 を ち う る と こと が で きる . も % し 2 つの 制限 条件 が 混 
在 し て いる と き は , 後述 の 並列 分 割 法 を 利用 すれ ば 解 
く と と が で きる . また , ある 端点 が Bor 志 の 領域 に 
ある と き は 仮り に どちら か の 条件 が 除け る と し て 最適 
値 を 求め , 順次 修正 する くり か え し 計算 を 行なえ ば 良 
い . 以下 考え て いる 線路 綱 で 一 方 の 条件 の み が 決 定 的 
な 場合 の 解 を 例示 する . 

例 図 5 の 線路 網 で , 各区 間 は 0.32, 0.4, 0.5, 
0.65 mm の 導体 
径 の 無 装 荷 ケ ー 
ブル の み を 使っ 
て 設計 する と 
& B=5, 7dB, 
R=1.0 kQ2 に 対 
する 最適 値 を 
求め よ . 価格 関 
数 , 伝送 損失 , 
直流 抵抗 は 表 1 の 通り で , 集束 費用 4:: は 同じ 心 線 径 
の と きのみ 0 で な い 。 た だ し 各 端 点 , 分 岐 点 の 値 は 電 
話 局 0 より の 距離 を 示す . 

[ 解 ] (i) 制限 条件 の 整理 

図 4 よ り , 
B=5 に 対し , 


30 f 


5 加入 者 有線 路 綱 の 一 例 
Fig.5—An example of subscribers 
line network. 


<2.3 km な ら x= ょ =0.32mm 
エー2.3 km な ら * は 万 の 制約 の み 
ゃ を うける. 

L=2.5km な ら x= ょ =0.32 mm 
4.1 km え >2.5km な ら , 々 は R 
の 制約 の み を うけ る . 

し た が っ て , B=5 で は 0-a, 0-g は 制限 条件 は , 


B=7 に 対し, 


oc ビビ eoe に BS る Sl 共 
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不用 , B=7 で は 0-g, 0-g, 0-3-2-e の 制限 条件 は 不 
誘 と な る . 

G⑪ 直 , 並列 合成 

B=5 に 対し て は 伝送 損失 に 注目 し て 合成 や すれ ば 
過 く , 並列 合成 を +, 直列 合成 を x の 記号 で 示し , 
計算 順序 を 普通 の 算術 の 習慣 に し た が う も の と する 
と , 次 の よう KK 書け る 。 た ゞ し て ( ) 内 の 数 字 は 区 間 
を 示す . 

民 ( ユ ーー の (ロー の )}x (3=1) +ー め 
X31)+{(2- の の +2-f)} 
x(3—2)]x(4-3)x(0-4) 

B=7 に 対し て は 直流 抵抗 で 合成 すれ ば 良く , その 
形式 は 士 記 の 表示 より (2-6) が あら か し じ め , の ぞ か れ 
る だ け で あ 
る . 具体 的 計 
人 算 過 程 を 示す 
と 冗長 に な る 
の で 省略 し , 
結果 を まとめ 

と , 図 6 を 
oS 
« ) 内 の 数 字 は B=7, R=1.0 の と き の 値 で ある 


3. 星 形 線路 納 


3.1 問題 の 形式 と 定義 
星 形 線 路 網 は , 線路 網 の 形 は 星 形 で あり 半 & 星 形 線路 
納 と 同じ で あぁ る が , 制限 条件 が あら ちゆ る 端点 間 の 組合 
せ に 対し て 存在 する 点 が 異な る . 簡単 な 市 内 中 継 線路 
| 綱 , 市 外 基幹 線路 綱 は と これ に 属す る . また 各区 間 紀 
の 伝送 損失 』 の 実 値 , 価格 関数 は 2.1 で 半 星 形 線 
| 路 網 に つい て 述べ た と 同様 の 特長 を も つ . と ゝ で は 以 
| 下 の 考 察 に 便利 に する た め , 価格 関数 を あい 隣 れ る 実 
| 値 間 で は わずか に 負 の 傾斜 を も つ 段 階 関数 に 変更 し , 
| 0:』 を 下限 の み を も つ 非 負 の 連続 変数 と する . と の 傾 
衣 斜 で c で 示す ) さえ 充分 小さ く と れ ば , と の よう に 変 
| 更 し て 求め た 各 如 ;』 の 最適 値 よ り 小 さい 実 値 の 中 の 最 
大 値 と , % と の 問題 の 解 と は 一 致す る か ら 問 題 の 本 質 
| は 変わ ら な い . 以下 如 』 の 最適 値 に 対し , 全体 の 価格 
| を < の 程度 だ どけ 変え て 変化 させ うる (制限 条件 を 満足 
有する 2 旬 軒 で ) 2i』 の 可変 男 陸 を, =-order の 最適 軒 
と 言う . 
]】 次 に 一 部 の 制限 条件 の み で 求め た 最適 値 が 他 の すべ 
| て の 和 制限 条件 も 満足 し , し か も 最適 値 を 求め る と き に 
: 用 EN by 全体 の 制限 条件 を 


図 6 例題 の 解 


Fig.6—Solution of the example. 


電 気 通信 学 会 雑誌 第 43 着 2 号 185 


満足 する 最適 値 が えら れ な いと き , 最適 値 を 求め る の 
に 使っ た 制限 条件 は Active と 言い ?, それ ら 和 制限 条 
件 を Active な 条件 の 組 と 言う .: さ ら に , ある Active 
な 条件 に ふく まれ る 区 間 で , その 両端 か らら その 区 間 を 
通っ て その 条件 に ふく まれ る 両端 点 ま で の 間 の 最適 伝 
送 損失 の 和 が と も に 之 テ B で あれ ば , その 区 間 を 滅 
衰 中 点 ウ の の 存在 する 区 間 一 M.A.S. と 記す 一 と 定義 す 
る . ある 分 岐 点 の み が 上 述 の 条件 を 満足 する と き , そ 
の 点 を M.A.P. と 名 づけ る . 

3.2- 解法 

以上 の 定義 お よび 問題 の 形式 か ら , M.A.S.( ま た は 
M.A.P.) と Active な 条件 の 組 と の 間 に 次 の 関係 が 
存在 する と こと が わか る 

定理 3 星 形 線路 綱 で は , ある Active な 条件 の 組 
に 対し , =e-order の 最適 範囲 の M.A.S. (その 両端 が 
M.AP: に な る と と も ふく め て ) は だ た S 1 つ 容 存 2 
それ は すべ て の Active な 条件 に ふく まれ る 区 間 ( ま 
た は 分 岐 点 ) で ある . 

と の 定理 は Active な 条件 は 不 等 号 が 不用 で あり 
両端 点 間 の 伝送 損失 の 和 は に 等 し いと と , 価格 関数 
が 減少 関数 で 』 の 上 限 が な いか ら , 各区 間 の 伝送 損 7 
失 (変数 ) は 少な く と も 1 回 Active な 条件 に ふく ま 
れる こと, 星 形 線路 綱 は 各 端 点 間 の ルー ト は 1+ つ し か 
と れ な いこ と と を 順次 利用 すれ ば 容易 に 証明 され る . し 
か し 冗長 に な る の で こと ゝ で は 省略 する . 実 値 の 組合 せ 
数 は 有限 で ある か ら 最 適 値 は 必ず 存在 し , それ に 対し 
て Active な 条件 の 組 は 存在 する か ら , と の 定理 を 利 
用 し て 次 の 解法 を うる . 

(1) M,A.S. ( 苗 - は M.A.P) を 想定 し , それ に 
対す る Active な 条件 の 組 を 仮定 する . 

( 員 ) M.A.S. (また は M.A.P.) に よっ て 分 離さ れ 
た 2 つの 線路 網 は , 半 星 形 線路 網 に な る か ら , 直 , 並 
列 合成 を 行なっ て 全体 と し て の 最適 値 を 求め る . 

GG① その 最適 値 が 他 の 制限 条件 (Active と 仮定 
し な か っ た ) を 満足 する か どう か を し ら べ , も し 満足 
し て いれ ば め る 解 で ある . | 

(iv) も し 満足 し な けれ ば , 別 の M.A.S. (また は 
MAP.) とり 1 同 選 計算 を 々 ぐり か る えす 

(v) う すべ て の 区 間 (また は 分 岐 点 ) に 対し 。 満足 
する 解 が 存在 し な いと き は , 条件 式 を 満足 する 解 の 存 
在 し な いと き で ある . { 

以上 の よう に 星 形 線路 綱 で は , 価格 関数 が 変数 分 離 
形 あ る い は 簡単 な 半分 離 形 の と き は , 2. で 述べ た 直 , 
並列 合成 法 に よっ て 解く と と が で きる . 各 繰 返し 計算 
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過程 で M.A.S. (また は M.A.P.) は , その と さき さ の 最 
適 伝 送 損失 の 配分 値 の より 大 きい 半 星 形 線路 綱 に ふく 
まれ る 区 間 へ 動か せ ば 良い . 


4. 一 般 の 形 の 線路 綱 


星 形 , 半 星 形 線 路 網 以外 で は 価格 関数 に と かなり 強 い 
条件 一 た と えば , 凸 で 変数 分 離 形 一 を 課さ な いと 正確 
に は 解く と と は で き な い . し か し 以下 に 述べ る 並列 分 

7 割 法 は 繰返し 計算 の 収 傾 性 に 関す る 保証 は な い が , 
最適 値 に か な り 早 く 接近 し うる と 予想 され る . 複雑 な 
市 内 中 継 線路 網 , 近郊 即時 納 な ど で は 星 形 線路 網 と み 
な せな い 場 合 が 多い が , 価格 関数 は 2.1 に 示し た 半 星 

形 線 路 網 の 場合 と 同様 に 考え られ る の で , とこ の 方 法 が 


利用 で きよ う . 
4.1 並列 分 割 法 
と の 方 法 は 各区 間 を 適当 に 並列 に 分 割 し , いく つか 


の 半 星 形 線 路 細 を 作り , その 各々 の 最適 値 が 全体 の 最 
| 道 値 の 条件 を 満足 する ょ よう 

有 有 並列 分 割 の 比率 を 変化 させ 
放 2 方 法 で ぁ る . 図 7 で 例示 


詳 計 氷 。 しょう. 
"8 有 | 念 区 間 z, 5 の み に 注 目 
有 | し 絆 倫 を 進 の る が , 鉛 点 を 
= ふく ま ら 区 間 で も 以下 の 検 図 7 並列 分 解 
有 詩 は 成立 っ . 問題 は 次 の よ Fig.7 一 Parallel division 
EE 導 に 表 示さ れる . 

bt, <5B 

bss + の 二 ……… <5 

ba + の 二 …ー… <5B 


Dizi0, 20, 


有 の 条件 下 で , 
te K= Kis(bas) + Kbs,, by, ee) 
を 最小 に せよ . 

7 た ヾ し , Kasl(bap), Kbp,, bya, ) は いずれ も 各 


用 入 の 雇 み 四 私 で あり, 変 改 bep は , Kn, 60…) 
有 に は ふく まれ な い . また , 各 変 数 は 非負 の 領域 の 離散 
上 座 交 で あぁ る. する と 上 述 の 問題 は 次 の 問題 と 同じ に 
な る. 


bos トキ, 二 …… <B 
人 の 二 ……… <5B 
OL + の, <5B 


«ss enn ees 


ba = Das ', Das bz0, ba biz, 


C64 ) 


の 条件 下 で , 

K=e Ks(bas ) + KO RO Dp) 
c+h パ =1 

を 最小 に せよ .。 た ゞ ざし 545”; 625'' は 5625 と 同じ 実 値 

ゃ と る 離散 的 変数 で ある . また <&, 々 は 非負 の 任意 の : 

実数 で あぁ り , 以下 価格 係数 と 言う . 

問題 あこ の よう に 変更 する と と を 区 間 zg6 を 並列 に 
分 割 す る と 言う . と の よう に 変更 され た 問題 で ; 225" 
=625'' の 条件 (等 号 の 条件 と 言う ) が な い 状 態 で , 
¢, 6 を 適当 に 選ん で 最適 解 ⑦25'。 bas'*) を 求め た 
と き , それ が 等 号 の 条件 を 満足 し て お れ ば , その 解 は 
最適 解 で ある は ず で ある 。、 こ と の よう に 適当 な ¢, 8 を 
えら び , 等 号 の 条件 を 満足 する 解 を 求め る 方 法 を 並列 
分 割 法 と 言う 。 も ちろ ん 一 つの 区 間 を 同時 に 3 つ 以 上 
に 分 割 す る の も 同様 に 考え られ る も の で ある . と の 場 
合 の 価格 係数 と , 分 割 さ れ た 区 間 の 伝送 損失 の 最適 値 
と の 関係 は , 次 の 定理 で 示さ れる . (2 つ に 分 割 す る . 

合 で 例示 する )・ 

定理 4 並列 分 割 さ れ た 形式 で 等 号 の 条件 を と り , 
ある <@, AC&+ タ =1) に 対し て 最適 値 a5'*, bap'"* が 
求め られ , か つ 6525s*>02s'* と する も し 適当 に "> 
が (ce'+ が "=1) を えら び , 再び 最適 値 0a5'**,0。y "や * ポ な 
求め , それ が Das'**=bag''** に な る た め に は , 〆e ご = 
¢ (し た が っ て ゲ が >8) で あぁ る 場合 に 限る . 

[証明 ] @>¢ の と き 常 に bap** ン 6b25''** で ある 
と と を 言え ば 良い . @, 8: @', が に 対し 最適 値 が 求め 
られ て いる か ら , 次 の 2 つの 不等式 が 成立 つ . 
Kas(bas'*) + Kas(bas'*) + KO bus *, Da *) 

2 Kes tt) + BK a (bas **) 
ECON Do DT) 
お よび が 
RO) HAR ST RO DS 0 
に RK) 8 RC) 
0 
た SL し , KO Dap'*,bap''t), KO Da Tt, 025 tt) よ 
bav', bap'” ゃ それぞれ の 値 に 固定 yr 1 bs, 05。,… や を 
変化 し て 求め た の 最小 値 で ある . と これら 2 っ つの 不 
等 式 か ら , 
' [Kas(bas'**) — Kas(bas'*)] 
+A CKasCbag"tt) — KasCbay'"t)] 
elKssCbas **) — の る 
tr 8 て TF | 
i 


阿 和 35 年 2 月 


か が えら れる . と と ころ が の ーー¢=8ー ゲ が >0 だ か ら , 
RO RD ) 
Kop **) — RT CN) 
さら に , 
AO RD 
GE I ER 0 
Dy 
し じ た だ た が ぁ ぅ で て で, 
Rt) 
さら に K25(625) は 減少 図 数 だ か ら , 
[証明 終り ]. 

し た が っ て , 価格 係数 を 順次 変化 させ 最適 値 を 求め 
る と , や が て 2 つの 並列 分 割 さ れ た 区 間 の 伝送 損失 の 
大 小関 係 が 反対 に な る .。 な ん と な れ ば , 上 例 で ¢=0, 
“=1 と すれ ば , 652s や =bap (625 の 下限 ) が 最適 値 
と どなり, そ と で は 常に 22 の 之 52 0? 三 bp だ か ら で 
ある . し た が っ て 価格 係数 の 変化 に 対し , 並列 分 割 き 
れ た 区 間 の 最適 値 が その 実 値 の 大 き さ の 順に 変化 すれ 
ば 等 号 の 条件 の 成立 する 最適 解 が を えら れる . 

4.2 並列 分 割 の た め の 一 計算 法 

一 般 の 線路 網 を いく つか の 半 星 形 線 路 網 に 並列 分 割 
する 方 法 は , 価格 係数 さえ 定理 4 を 満足 する よう に と 
れれ ば, くり か を え し 計算 に よっ て 最適 ある い は 最適 に 近 
い 解 に 到達 する と と が 予想 され る . 以下 機械 的 計算 方 
率 を 示す た め 1 つの 価格 係数 の と り 方 を 記す . も ちろ 
ん 収 伯 性 や ゃ 収 表 速 度 は 具体 的 問題 に つい て , 経験 的 に 
調べ る 必要 が ある が , 筆者 の 試み た 例 で は 筆算 で あっ 
2 TC 

[I] 半 星 形 線路 綱 へ の 並列 分 割 

(a) 端点 を 一 方 に も つ 区 間 に 注 目 し , その 中 で 変 
| 敷 (伝送 損 失 の 配分 値 ) が 最も 多く の 制限 条件 に ふく 
まれ る 区 間 を 見 出し , それ ら 和 制限 条件 に ふく まれ る 区 
間 の み で で き て いる 半 星 形 線路 網 を 作る ・. 
| (hb) 最初 に 注目 し た 以外 の 端点 を 一 方 に も つ 区 間 
で , 最も 多く の 制限 条件 に ふく まれ る 区 間 を 見 出し , 
| それ ら 和 制限 条件 (最初 の 端点 を 一 方 に も つ 区 間 を も 含 
| と 制限 条件 は の ぞ ざき ) に ふく まれ る 区 間 で 半 星 形 線路 
網 を 作る . 

て cec) 以下 同様 と し て 各 端 点 を 一 方 に も つ 区 間 に 注 
】 目 し , すべ て の 制限 条件 (あら か じ め 除 か れる も の 以 
外 の ) を つく し た と き 止 め る . 結果 と し て 高々 端点 の 
|| 数 よ り 1 っ 少な い 数 の 半 星 形 線路 綱 に 分 解 され る . 
[TL] 価格 係数 の 決定 ‘a 
A SMIC RD 2 OBL LN 


ター 
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くま れる 区 間 は , まず 価格 係数 を 等 し く と り ( 和 は 了 
に な る ), 価格 関数 を 等 分 し て 等 号 の 条件 を を のぞく" 
(e) 宮 半 星 形 線路 網 で 各区 間 の 伝送 損失 の 最適 條 

を 求め る . 

GfD 0 委 

適 値 を 025*, D2p*。 62 … と し , それ に 対応 字 


る 価格 係数 を d&', co"。 ie 
己 い りす 2 る 3 
ot Te io 
DE EIR Ch 
お よび a 
i CDR 
を 求め る . た ゞ し , 7 は 任意 の 正 の 整数 
(g) 各 並 列 分 割 さ れ た 区 間 の 価格 係数 と し て , 
RN 
OI A TG 
CR ーー 3 
i A 


を 用 い , 再び 各 半 星 形 線路 綱 で 最適 値 を 求め る . 

Ch) Dap* き = * 三 bap *= … の 等 号 の 条件 が 成 
立つ まで (f), (g) の 計算 を 繰 返 す . 

(i) : 各 くり か え し 計算 で 収 人 速 度 の お そい と さき は 
ァ を 大 きく し て 収 鍛 速度 を 早め る . 

(DD sc Na, DL I, 0D 
7 が ある 値 の と き みみ の が 充分 0 に 近い と き は の の 
=0 と し て 解 を 求め る 。 し た が っ て , そ の と き の 56a? 
の 最適 値 は どの 実 値 を と っ て も よい と と に な うろ . 

注意 事項 

実 値 の 上 , 下限 等 か ちら, あらかじめ Active で な い ] 
制限 条件 が わか っ て いる と き は 問題 を 簡単 と で き 』 し 7 
た が っ て , 並列 分 割 さ れ た 半 星 形 線路 綱 の 数 は 小 く な 
る . 並列 分 割 す る 区 間 が 分 離 形 の 価格 関数 を も っ て い 
な いと き は , 近似 的 に 分 離 形 に する か , その 区 間 を 「 
並列 分 割 し な いよ うに , 分 割 法 を 考え ね ば な ら な い 。」| 
まな た, 加入 者 線路 網 で 1 つの 
線路 網 が , 直流 抵抗 , 伝送 損 
失 の 制限 を うけ る 端点 を と る 」 
に ふく むと き は , 直流 抵抗 , 
伝送 損失 だ け に より 制限 され 
る 2 つの 半 星 形 線 路 網 に 並列 
分 割 し , 上 記 方 法 を 利用 すれ 
図 8 一般 線路 網 の 例 ば 長い 


Fig.8—An example- of 4.3 計算 例 : 
‘general Jine . 3 
ェ ー 7 図 8 に 示し た 全般 の 線路 細 7 


network? 


188 許 柳 功 芳 : 高 速 推移 回 路 て 
表 2 価格 関 数 ら , 1-2, 1-5, 2-3, 4-5 を ふく む 和 制限 条件 に あら か 
: じ め 除 か れる . 
と りう る 伝送 損失 
ME (2) 半 星 形 線路 綱 へ の 並列 分 割 
1-2 ES i i ie Rades 4, 3, 2 か ら 出 て いる 端点 を 順次 中 心 と し て , 13 ご: 
1-5 | i 1-5-4, 1-5 
2-3 3 5 J 5 2-3, 1-2-3, 3-2-5 の 半 星 形 線 路 綱 に 分 解 さ れる. 
2-4 7, 10 5 2-4 (3) 価格 係数 の 決定 
oe 4.2 の 方 法 に よっ て 計算 し 結果 を まとめ る と 図 9 を 
4-5 2 3 5 4-5, 1-5-4 うる 2 る. 
| 9 20, 15 
2 0 79 40, 20, 10 5. お す で び 
3 る 50, 30, 20 
4 yO 0 伝送 損失 の 配分 法 は と こと の ほか , 現在 まで に 開発 され 
5 計 25, 30;, 10 


た 線形 計画 法 を 利用 する と と が 考え られ る 。 た と え を 

ば Charnes-Lemke の 方 法 ツ も 近似 解 や うる に は 
— 呈 

株 の 二天 用 で あら う . 本 文 の 方 法 と の 優作 は 対象 と する 線 牙 


紀信 本 ルー が の 上 本 i 全 す ルー | 人 の 上 TM 綱 , 価格 関数 に 依 容 する の で 一 般 的 に は 結論 づけ られ 


1-2 | 1-2 16 24 24 | 2-4 21 27 el むし ろ 上 具体 的 問題 に つい て の 適用 経験 に よっ で 
1-3 |1-2-3 18 28 2-5 2-5 20 27 、 : 
| - 19 27 3-4 |.3-4 19 25 判断 され る べき で あら う 3. 
od ee os 本 研究 は 筆者 が 電気 通信 研究 所 に 在勤 中 た 行なっ た 
2-3 | 2-3 16 22 4-5 4-5 13 4 
も の で あぁ あり, 通 信綱 課 の 諸氏 の 御 協力 に 感謝 する . 
の 解決 例 を 示す ・. ss nt a 
: “Erlung の 公式 の 解析 表示 と その 呼損率 配分 隊 

例 各区 間 の 価格 関数 は 題 へ の 応用 ", 本 会 誌 , 41, 1, p 16, RD 

分 離 形 で 表 2 に 示さ れる 値 (2) 横井 , 加 久間 : “市 内 区 域 に お な ける 択 失 配 分 "。 通 研 月 報 。 9, 


6, (1956). 

(3) A.Charnes, etc :*‘An introduction to lihear program-~ 
ming'', John Wiley, (1956). 

(4) R.M. Thrall : “Some results in nonlinear program- 
ming"', Proc, of the 2nd Symp in L.P. 1, (1955). 

(5) G.B. Dantzig : “Upper bounds, secondary constraints. 


4 を と る ろ る とき の 各 区 間 の 伝送 
放 損失 の 最適 値 を 求め る . た 
罰 < し , 名 商 点 間 の ルー ト は 
表 3 に 示さ れ , 全体 の 許容 


' 9 例題 の 解 and block triangularity in L.P,” Econometrica, 23, 
は 24dB で あろ: Fig.9—Solution of the 0 Ce CR i 
. Charnes -E. Lemke : “Minimization 
[ 解 ] (1) 制限 条件 の ri nonlinear separable Convex functionals”, Navay 
” 整理 Research Logistic Quart. 1, 4, (1954). 
各 端 点 間 の 組合 せ の 中 , 伝送 損失 の 和 の 上 , 下限 か (昭和 34 年 9 月 8 日 受付 , 11 月 30 日 再 受付 ) 
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高 速 推 移 回 路 * 
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4 要約 ディ ジタル 形 電子 計算 機 に お いて 数 値 情報 を 左 , 右 に 推移 を しめる こと と は , 主要 な 演算 機能 で あ 
及 る 従来 の シフ トレ ジス タ は 青 値 の 普 積 , お よび 蓄積 され た 数 値 を 一 本 も て 推移 せしめ る ぁ る 機能 を 有する . 

jf ここ と に 述べ る 推移 回 路 は 必要 な 桁 数 を 一 度 に 推移 せしめ る 機能 を も もち , 敬 積 作用 を も た な い 回 路 に 関す る 
及 も の で ぁ ある . 比較 的 小数 の 素子 を 用 いて 構成 され た 簡単 な 回 路 で と の よ うな 桁 移動 を 遂行 せな しゃ る と と が 
で きる 。 


| * High Speed Shifting Circuit. By NoriyosHI KUROYANAGI, Member (Electrical Communicationm 
Laboratory, Tokyo). [論文 番号 3184] 
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土 
ml 


近 来 電子 計算 機 の 異常 な 発達 と 共に 次 第 に 大 容 
量 , 高速 度 の 科学 用 電子 計算 機 が , 要請 され る よ 
うに な っ て 来 た . 演算 速度 を 高 あ る に は 繰返し 周 
波数 を 高め , 並列 形 演算 方 式 アド バン ス 制 御方 
式 を と る こと に より 達成 され る が , こと で 述 べ る 


推移 回 路 は 回 路 方 式 的 に 演算 の 高速 度 化 を 企図 し A er 
た も の で ある . Cm mm 0), na nen Gn, UN Gn’ 
従来 の 演算 回 路 の 主要 部 分 を 占め る シフ トレ ジ Go 0 (Rn) 0 A a 
スタ は 数値 の 普 積 と 蓄積 され た 数 値 の 桁 移 動 の | ーー 上 ーーーーー コ ーー HT 
機能 を も つが , その 迷 値 を 一 般 に 々 桁 , 推移 すし | 
Um) UMM) Ur ws Us LI 


あめ る に は 1 杵 あ て 桁 移動 する こと を ょ 回 繰 返 す とこ 
でき に より 達成 し て いる . じじ たがっ て 少な く と も Fig.1—Block diagram of shifting circuit. 
ステ ッ プ か か る こと に な り 所 要 時 間 は 1 桁 推移 の 場合 た 桁 移動 数 々 に 対応 し て 端子 uw に パル スス 入力 が 加わ 
の と 倍 に な る . 本 論文 の 推移 回 路 は 桁 数 に と か か わら ず れ ば VCQyg) の 各 端 子 間 に , パル ス 電 圧 を 誘起 する . 
一 度 に 推移 せしめ うる 機能 を 有する . し た が っ て , 浮 し た が っ て , いま z ャ 。 と gx に パル ス 入 力 を 同時 に 
動 小数 点 方 式 の 演算 の 場合 ひん ば ん に 行なわ れる 桁 加え れ ば GCzv) と VCyg) を 結合 し て 導出 され る 中 
移動 を 極め て 高速 度 に 遂行 せしめ る と と が で きる . 乗 間 端 子 x・x) に パル ス 出 力 を 生ずる . の ”» 番目 の 
算 の 場合 に も 乗数 の 0 の 部 分 を 飛び こし て 1 が 表 わ れ ヒッ ト を , 々 桁 推移 せしめ あれ ば ⑰+ 々 ) 番目 の ビッ ト 
る 桁 ま で 部 分 和 を 1 度 に 推移 せしめ る こと と が 可能 で あ に な る は ず で ある . 故に 中 間 端 子 ツ , の の パル ス 出 
放 る か ら 演 算 時 間 を 半減 せしめ うる . その 他 推 移 を 必要 力 は 出力 端子 , +g) に 結合 され る . 一 般 に 2= ッ + 
; と する 各種 の 演算 速度 を 飛躍 的 に 向上 せしめ 得る こと と z ム と すれ ば メメ の 等 し い 中 間 端 子 群 は , 出力 端子 を 


が で きる . OR ゲー ト を 経て 結合 され る . か くし て 所 定 の 推移 機 
a フラ フリップフロッ プ を 論理 回 路 で 結合 し て 構成 され る 能 を 遂行 し うる の で ある . 

: シフ トレ ジス タ で 1 度 に z 桁 を 推移 せしめ る に は 氏 大 G(xy) と Vog) は 互 た 論理 積 回 路 を 構成 し , 端子 
放 な ゲー ト 群 を 必要 と し 実際 上 , 構成 不可 能 で ある . ィ 。 と タッ pg に ペル ス 入力 が 加え られ た と き に の みみ 中 間 
. 端子 (x) に パル ス 出 力 を 得る . この よう な 機能 は 
3 2. 回 路 構成 図 2 の ど と き 回 路 で 実現 され る すなわち 6G(*y) に 
3 一 進 法 ヵ 桁 の 数 値 , メー タメ ズ ッ ・2"-1 が 与え られ X トラ ンジ スタ (zy) を , KCy タ gx) に 2 個 の トラ ンジ スス 
ca v=l1 PE 

を Z 桁 (u=0;1,2, “か m) 推移 し て 


Ri 


Cm+m) 桁 の 数 値 , = ダー の ti 


2X-1 を 得る 場合 を 考え る, ダ ぶ ッ > 
びび» は 二 値 論理 値 で あり , 1.0 を パ 
ルス の 有無 に 対応 せしめ ある. 桁 移動 
の 数 々 が 二 進 法 の 数 値 で 与え られ る 
|「 な ら ば , あら か じ め デ コー ダ に より 


解 続 し て 置き 々 に 対応 し て 々 番目 の [ 

端子 に パル ス を 加え る .- -E1 (tm) Gm CL RM E10 20) 0) (M0) 
図 1 に 推移 回 路 の ブロ ッ ク 上 図 を 示 (RM) (AAM (UM An G0 0 

すす. G は ゲー ト 素 子 , V は 給電 素 ポ ER 4 


| 子 で あぁ る. 二 値 論理 値 メ 』 に 対応 し : 

| て 端子 ** に パル ス 入 力 が 加わ れ ば ee 
G(xy) が 導通 状態 に 転移 する . ま EF 

; k. ; i p< a * a 


i 
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EE 


タタ (C2) (5 タ g) と パル スト ラン ス Lz を 用 いる 
(zy) の 入力 端子 々 > に パル ス 入 力 を 加え て , エミ 
ッ タ 電流 を 流せ ば (xy) は , 導通 状態 に 転移 する 
が , その コレ クタ に 電圧 が 加え られ て いな けれ ば , コ 
レク タ 電流 は は な と ん ど 流れ 得 な い . パル スト ラン ス 
ムル 記 の 世 動 券 線 (ww) に パル ス 入 力 を 加え , ヵ 個 の , 
給電 巻 線 (42…7 …74) に パル ス 電 圧 を 誘起 せしめ れ 
ば を 介し て T(x*y) の コレ クタ 側 に 電圧 が 加わ る 
か が か ら , (zy) な る 分 岐路 に コレ クタ 電流 が 流 
れ , 中 間 端 子 (x) に パル ス 出 力 を 得る . 

給電 券 線 と 結合 する ダイ オー ド は 他 の 分 岐路 に 逆 方 
向 電 流 を 流さ な いた め に 必要 で ある が , 中 間 端 子 群 
*g)) を 出力 端子 々 x へ 結合 する 際 の OR ゲー ト に 
も な っ て いる . 

2.2 回路 設計 の 詳細 

推移 の 目的 か ら X,» は すべ て 1 に な る こと こと も すべ 
て 0 に な る こと も あり うる. 一 般 と に, の aga 個 が 1 に 
な る 場合 を 万 ,(g=0,1, 2,…… ヵ ) と する . 推移 し 
ある め な いと き は , z=0 で あり , 々 は 0~m の 中 の 値 を 
必ず と る か ら , 端子 x の いずれ か 1 つ に 必ず パル ス 
有力 が 加わ る . 刀 , の 場合 で yx に パル ス が 加わ れ ば 
放 有 Vx) の 給電 巻 線 7/, ッ =1, 2,… ヵ ) の すべ て に 出力 
電流 が 学 れ る か ら , この と き 破 動 湊線 w に 充分 大 き 
| な 臣 動 電流 を 加え ね ば な ら ぬ . また 玉 , の と き の 出 力 
| 電流 刀 と 刀 , の と き の 出 力 電流 序 と の 間 の 変動 , 
⑥⑱=(7,-)/1,) が 大 に な る こと は 論理 機能 と し て は 
好ま 尼 く な い . し た が っ て G(*y) に 定 電 流 特 性 , 
Vyg) に 定 電 圧 特 性 を も た せる 必要 が あり , GCzv) 
に 用 いた トラ ンジ スタ を ベー ス 接 地 に し , パル スト ラ 
有 > スズ Lz の 巻数 比 [p=N(w)/NCO, N(w) : ww の 巻 
炎 , NX の: の 巻数 ] を 大 に する . トラ ンジ スタ の 
有 有 許容 電流 か ら も , 適当 な 巻数 比 ? を 与え る と と が 望 
| まし い : メッ ャ =1 な る と き *, に 加わ る 電流 上 果 時 値 を 
間 竹 と し た と き 万 動 巻 線 w に 必要 な 電流 の 最大 値 

7 方 max は 及 , の 場合 を 考慮 し て , 
; Tmax=%.04;/p @: (*,) の 電流 増幅 率 
有 | 好ま し く な い 電 流 が 出力 端子 に 流れ る の を 防ぐ た め 
有 有 に 図 2 に 示す いく つか の 補助 回 路 を 設け る . 各 母 線 
有 】 “を 訓 拓 抗 た を 経て 負 電 源 (-E) に 結合 し 
を 0 の と き M, を 常に 低 電位 に 保 た し め る と と に 
は より, M, か ら 推 移入 力 が 加え られ て 電圧 の 誘起 し て 
: 癌 VCy4) の 給電 券 線 > を 経て 漏えい する 電流 を 


電 券 線 に 電圧 が 誘起 され る 低 抵抗 R。 を 図 の ご と くさ 
挿入 する と と に より , た と え メッ ャ ー=1 で も MM, の 電位 
を 接地 電位 より も , か な り 低 くし て ; VCyg) 以外 の 
給電 素子 の 給電 巻 線 を 経て 漏えい する 電流 を 防ぐ . とこ 
の よう な 作用 に は ダイ オー ド の 整流 特性 も 寄与 し て い 
る パルス トラ ンス Lz は 駆動 され た 後 、 復旧 す る 必 
要 が あり , と この と き ダ イオ ー ド の 逆 電 流 に より 出力 端 
子 に 負 の 直流 電圧 が 生ずる . 素子 が 多く 繰 返 え し じ 周 波 
数 が 高い と き に は 無視 し 得 な い 値 と な り , M。 か ら 出 
力 端 子 へ 向かっ て 漏 を い 電 流 が 流れ 易い 状態 を 作る . 

と れ を 避け る た め に 出力 端子 に イン ダク タン ス L。 
を 結合 し , また は , 負荷 抵抗 FR を パル スト ラン ス を 
介し て 出力 端子 に 結合 する ・ 

次 に 刀 , と 妃 , の 場合 で は , て (xy) の ベー ス を 経 
て 偏 億 電圧 源 Es に 流入 する 電流 値 が 著しく 異な る . 
し た が っ て gq の 値 に より (x*y) の ベー ス 電位 が 変 
動 す る な ら ば , 入力 電流 zz: が 変動 し 出力 が 変動 す 
る . し た が っ て 7T( ぇ vy) の ベー ス を 結ぶ 線 と 電圧 源 Ej 
に 注意 し な けれ ば な ら ぬ . 

パル スト ラン ス の も つ 線 間 浮 遊 容 量 は 出力 電流 波形 
の 立ち 上 り を 劣化 せしめ 漏えい 電流 を 増大 せしめ る か 
ら , とこ の 回 路 の 繰返し 周波 数 の 上 限 を 規定 する 一 因 に 
な る . し か し 端子 xm に 加え る 推移 入力 の パル ス 幅 を 
zy。 に 加え る 入力 の パル ス 幅 より や ゝ 大 にし て 後者 を 
時 間 的 に も わずか 遅らせ る こと に より 出力 波形 を 改善 
セ う ろう る 


3. 実 験 結果 


図 2 の 回 路 で 次 の よう な 素子 の 条件 の 下 で 実験 し た . 
素子 

(xz,) 2N 218/ レ しゃ断 周波 数 プ e=6 Mc 

(コレ クタ 損失 P。=35 mW 
TGQ) TQu) 
HJ 76(fa =35 Mc, P=225 mW) 

ダイ オー ド 1N34A 
パル スト ラン ス Lg は 高 導 磁率 フェ ライ ト (TDK 
製 HH, 材 ) の トロ イダ ル 磁 心 ( 外 径 25 mm, 内 径 
21 mm, 高き 10 mm) | に 1 本 の 駅 動 巻 線 w (0.15 
mm エナ メル 縛 巻 線 ) を 100 回 着き 40 本 を 1 東 
に し た 給電 券 線 7。…7。。(w と 同じ 線 ) を 20 回 巻い 
た も の (7y の イン ダク タン ス は 1Mc で 100 gHH) 
イィ ンダ クタ ンス 有 。 は 同様 な フェ ライ ト 磁 心 に と 巻 
線 を 施し た も の で イン ダク タン ス の 値 は 1Mc で 
5mH 


( 68 ) 


n=39. m=9 
繰返し 周波 数 アー1Mc 

| て (xv) の ェ エミッタ 電流 瞬時 値 (論理 値 1 に 対応 し 
| て) z=4mA, (zy) の エミ ッ タ 電流 パルス 幅 
| (論理 値 1 に 対応 し て ) rx=0.2 gs 

17(*yv) の エミ ッ タ 電流 立上り 時 間 (論理 値 1 に 対 
| 応 し て ) r=0.08 gs 
1(zy) の エミ ッ タ 電流 立 
EDT) =0:08 hs 

| 了 (xv) の エミ ッ タ 電流 騰 時 値 (論理 値 0 に 対応 し 
て ) z=0 

@ 巻 線 に 印加 され る 電圧 上 剛 時 値 w=14 Volt 

@ 巻 線 た 印加 され る 電圧 パル ス 幅 rw=0.3 gs 

0 巻 線 に 流れ る 最大 の 電流 瞬時 値 w=30mA ( 拭 
抗 を 負荷 し て 測定 ) 
」 出 力 端 子 負荷 抵抗 
その 他 の 抵抗 値 


下り 時 間 (論理 値 1 こと 対 


Ri=l1k0 
R,=20kQ 
R,=500 9 
ーーE,=—18V 
ーーE,=—6V 
4 Ee 0.3Y 
層 入力 パル ス 電 流 を スナ 

衝 ッ プ スイ ッ チ で 切換 を 
Es 端子 *v, タ p に 加 を 
GG) と VC) の 開閉 
| を 制御 し た . 

, SN 比 が 最も 悪く な る 
| 場合 を 含む 4 個 の 場合 に 
| | っ つい て 測定 し た 出力 端子 
| み ぇ x の パル ス 波 形 を 図 3 
選 示 し 与え を た 入力 の 条件 
と 測定 し た 出力 端子 と の _ 
有 弦 係 を 表 1 に 示す . 

」 表 1 エ に お いて 枠 中 に 示 
| し た 上 方 の 線 は 与え られ 
| た 入力 の 条件 た お いて , 
その 出力 端子 xx た パル te 
ス 出 力 が 送出 され る べき - 
0 
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パル ス が 送ら れ て , 論理 値 1 と な り , 下方 の 線 の 出力 リ 
端子 に は 全然 パル ス が な いか 又は 充分 小さ な パル ス し 
か 送出 され ず 論 理 値 0 と な る . 論理 値 1 の 最低 ペル ヌス 
出力 と 論理 値 0 の 最高 ペル ス 出 力 が , と の 回 路 の SN 


比 ヶ を 与え る. また 表 1 に は 前 委 た 述べ た 入力 条件 の 
区 別 戸 。 が 各 場 合 に 付記 され て お り , (B) と ①) の 場 1 
合 の 出力 電流 か ら 9 が 計算 され る . 図 3 の 測定 値 状 i 


よび これから 計算 さき れる 値 は 次 に 示す ご ど と く で ある 
論理 値 1 の 出力 電流 明 時 値 (最低 値 ) 1) =1mA 


” 々 パル ス 幅 y=0.2s 
論理 値 0 の 出力 電流 剛 時 値 (最高 値 ) 3 


(0)=0.05mA 
入出 力 パ ルス 波形 の 忌 延 時 間 ra=0.084s 
出力 波形 立上り 時 間 が 二 

々 立 下 9 り 時間 


SN 比 


出力 電圧 変動 率 
選 動 電流 の 最大 値 (z=1 と お さく) 


Tmax= 


© 


(D3; 


図 3 出 力 波形 


Fig. OR waveforms,. 
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表 1 図 3 の 波形 の 出力 端子 と 入力 と の 関係 


U2 


NX X= Xr Xo=1 
Xp=0 uu=5: Hss 
ベーX ベ X=0 Xn~ X=0 
Xo=1l Le=5: H; 
ズーX ベ n=0 Xn ュー ベ Xs=0 
Xi Xo=l n=7: Hs 
XX X=1 


=7: Hs 


実験 し た 程度 の 容量 と 繰返し 周波 数 で 良好 な SN 比 
を 得る に は , R。, L。 等 の 補助 回 路 を 必要 と する が , 
イィ インピーダンス の 高い 部 分 に は 電磁 的 誘導 結合 が あ 
り , その 影響 を 避け る に は 配線 を 短く する こと が 必要 
で ある .・ また , 部 分 的 し ゃ へ いも 効果 が ある . z を 変 
化し た 場合 の 出力 の 変動 は , トラ ンジ スタ TC(yk), 
TT' 〇 x) を 選ぶ こと に より な と ん ど 除 か れる .・ 給 電 巻 線 
7 に は 漏えい 磁束 等 の た め 巻 数 比 9 で 与え られ る 程 , 
大 な る 電圧 (ew/p=2.8 V) は 得 ら れ な い が , 7y に 誘起 
放 還 し た 電圧 の 一 部 は RR。 お よび ダイ オー ド の 電圧 降下 に 
衣 消費 され る . この 実験 で は (zy) の し ゃ 断 周 波数 プ e 
放 が ちあ まり 高く な いこ と と , 端子 z, に 加え た 入力 波形 
の 立上り , 立 下 り 時 間 ry が 比較 的 大 で ある か ら , 
出力 波形 の 立上り , 立 下 り 時 間 ry に 与え そる パル 
| スト ラン ス の 浮遊 容量 や ダイ オー ド の 甘 積 時 間 の 影 衝 
に . は 無視 し 得る 程度 で ある . パル スト ラン ス の イン ダク 
i タン ス の 値 は 出力 電流 に 影 を 与え を な い 範 囲 で , 減少 
させ し る と 得る 余裕 が か ある. また ヵ =39 の 場合 の 券 数 比 
間 】 に っ いて は . 実 論 的 に ゥ =3.5~4 が 適当 で ある 、 な 
有 お , ヵ , が の 値 が 小さ い 場 合 に は , 補助 回 路 の 一 部 を 
有 有 除い て も 良好 な 助 作 特性 を 示し , 大 き な 出 力 電流 を 得 
か る こと が で きる . fg を 測定 値 7wmax より 減少 せしめ 
有 れ ば , は < さ 比 例 し て 出力 電流 も 減少 する 、 


0 A 較 

| 1 ピッ っ ト の 情報 章 積 に フリ ッ プ フッ ロップ 回 路 2 個 あ 
1 有 で を 使い , 隣接 する フリ ッ プ フロ ッ プ 回 路 を トラ ンジ 
府 和み と ダイ オー ド の 論理 回 路 で 結合 し て 構成 され る 高 
放 有 速度 シフ トレ ジス タ を S* と する . また 1 ビッ ト に フ 
有 有 > ブフ ッッ プロ M1 人 あて を 使う レッ スタ と 本 前 文 
有 の 回 路 と を , トラ ンジ スタ と ダイ オー ド の 論理 回 路 で 
| 有 本 合 し て 本 成 され ゃ シフ っ トレ ッ ス タ を ァ と する . 両者 


0 0 # き イリ フイ 大 学 の 超 高 速 計 算 機 の 回 路 . 


(0) 


A A A 


B, B, Bs 


と も ヵ =40 と し ,S は 左右 た 1 ピット あて 推移 し うる 


回 路 で , 7 は 最大 50 桁 一 挙 に 推移 可能 な 回 路 と する ・ 
両者 に 必要 な 素子 の 概数 と 価格 (相対 値 ) を 比較 し て 
表 2 に 示す . な お 表 2 で は フリ ッ プ フロ ッ プ 回 路 1 便 
に 必要 な 素子 数 を 表 3 の ご ど ごとく 考え て 計算 し て ある . 


表 2 S と ァ z の 比較 


表 3 フラ フリップフロッ 7 の 材料 費 は S の 約 一 害 

プ 回 路 構 成 素 子 数 高 で ある が 推移 機能 は 飛躍 的 
に 高速 化 さ れる . し た が っ て 
高速 度 演算 を 必要 と する 計算 
機 の 演算 装置 に 適し て お り , 
特に 推移 , 乗算 や ゃ 浮動 小数 点 方 式 の 加減 算 等 , 推移 機 
能 を 頻 箇 に 使う 場合 に は 効果 的 で ある .。 な お 7 ィ に 用 い 
る パル スト ラン スズ ス は 簡単 な 設計 で 作ら れ 安 価 で ある . 


5. 結 言 


数 値 情報 を 一 挙 に 推移 せしめ る 機能 は いわ ゆる ダイ 
オォ ー ド の 論理 回 路 を 用 いて も 確か た に 可能 で は ある が , 

た さき 所 要素 子 数 が 基 大 と な りあ まり に も 非 実際 的 で あ 
る . 本 論文 は , その よう な 困難 を 克服 する た め に 極 必 
て 素朴 な 積 回 路 を 用 いて 推移 機能 を 実現 し た も の で あ ! 
る 情報 量 々 や 推移 早 加 を 増し た 場合 の 設計 に は な 
お 研究 すべ き 点 も 多い 繰返し 周波 数 を 高め る に 際 し 
パル スト ラン ス は その 限界 を 定め る こと に な る で あら 
う . し た が っ て 給電 素子 VCyu) を 半導体 素子 で 置換 


、 し た いも の と 考え て いる . と の 単純 な 論理 機能 の 原理 


が 他 の 目的 に も 利用 され る こと と を 期待 し た い . 識者 の 
御 批判 を 御 誠 い する と 共に 本 研究 の 推進 に 御 尽 力 され 
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2 周波 記憶 に お ける 番地 選択 方 式 : 


正 員 山 田 」 荒 者 


民生 貞光 列 和 所 冊 凌 補 


(電気 通信 研究 所 ) 


要約 記憶 装置 に お なけ る 番地 選択 方 式 は , 記憶 磁 心 の 特性 と 共に , 記憶 方 式 の 経済 性 お よび 動作 速度 に 


対し て 決定 的 な 要因 と な る . 


2 周波 記憶 の 大 容量 化 と , 


経済 化 お よび 高速 度 化 に 対し て 最も 大 き な 難 点 は 


番地 選択 方 式 に あっ た . と の 論文 は 2 周波 記憶 に お ける 経済 的 か つ 高速 度 動作 の 番地 選択 方 式 を 提供 考 る 
$$ の で , error correcting code と , ダイ オー ド に よ る 振幅 ろ 波 器 と を 用 いた 方 式 の 基 磁 的 回 路 特 性 と , 


5 


LY ER 


交流 2 周波 記憶 方 式 に お ける 番地 選択 方 式 は , 記憶 
回 路 に お ける 重要 な 役割 を 演ずる た め , 安定 性 , 経済 
性 , 高速 度 性 等 の 種々 の 点 か ら 検 討 さ れ な けれ ば な ら 
な い . 著者 は 先 た マト リク ス 構 成 に よる パラ メト ロン 
の 非 定常 発展 を 利用 し て 番地 選択 を 行なっ た の で ある 
が の の, パラ メト ロン の 非 定常 発振 を 利用 する 方 式 は パ 
ラメ トロ ン の 電力 消費 が 大 きい こと と, お よび 発振 の 立 
上 5 り 時間 が 遅れ る こと の た め に , 経済 性 と 高速 度 性 と 
に お いて 不満 足 な も の で ある と 考え られ る . これら の 
点 に か ん が みみ , 高 能 率 で 経済 的 な 選択 方 式 の 検討 を 行 
な っ た 結果 , ほな ヾ 理想 的 と 思わ れる 方 式 が 得 ら れ た の 
で こと に 報告 し て 関係 方 面 の 御 参 考 と 御 批判 に 供し た 
い . 番地 選択 回 路 に 要求 され る 機能 は , 1 つ は de- 
coding で あり 他 の 1 つ は , ある 一 定 の 選択 比 を も っ て 
負荷 に 所 定 の 電流 を 供給 する こと で ある . decording 
回 路 と し て は , マト リク ス 回 路 , 多 巻 線 磁 心 を 用 いる 
方 法 等 が ある . 後者 の 方 法 に error correcting code 
を 用 いる 提案 が 後藤 た よっ て な され た . また 喜安 に 
よっ て 論 ぜ られ た の ①. と の 方 法 は か な り 有 有利 な 方 法 


「 で あぁ る. し か し , 線形 選択 だ け に よっ て 選択 比 を 大 き 


くす る こと と は 困難 で あり , し た が っ て 上 述 の 第 2 の 機 
能 た 対し て 選択 比 を 所 定 の 要求 値 に する た め に は 更に 


* Adress-Selection System for Two-Alternating- 
Current Memory System. By SHIGEHARU 
YAMADA and TERUHIKO BEssSHO, Members 

(Electrical Communication Laboratory, Tokyo). 


その 設計 と を 与え 実験 デー タ を 付 し た . と の 方 式 に ょ り 大 容量 。 高速 度 記 憶 の 見 通し が 得 ら れ た と 言え よ 


他 の 手段 を 用 いな けれ ば ば ならない. 他 の 手段 と いう の 
は 選択 比 を 改善 する た め の 非線形 手段 で ある *.」 非 線 
形 素子 と し て は , ダイ オー ド , スイ ッ チ 磁 心 プペ ラメ 
ト ョ ン 等 が あげ られ る が , スイ ッ チ 磁 心 パラ メト ロ 
ン は 交流 に 対す る 電力 消費 , 動作 速度 の 点 で 難点 が あ 
り , また スイ ッ チ 特性 の 面 か ら も ダイ オー ド が よい と 
思わ れる . と の 論文 は 線形 選択 と ダイ オー ド の み を 用 
いて 外部 制御 な し に 十分 高い 選択 比 で 番地 選択 を 行 な 
うと と が 可能 で ある 回 路 方 式 に つい て 基礎 的 な 特性 と 
構造 法 を 示す こと を 目的 と する も の で , 種々 の 実用 正 
の 資料 に つい て は 別に 報告 し た いと 考 を る .・ 


2. 回 路 構成 お よび 動作 


まず , error correcting code に よる 線形 選択 を 前 
提 と し , とこ と れ と 振幅 ろ 波 器 と を 組み 合わ せ て 動作 させ 
る こと こと を 考え よう . 振幅 ろ 波 器 は 従来 音声 周波 で 利 且 
され た が , ダイ オー ド 
の 進歩 に より 高速 度 動 
作 で 利用 し うる . ご の 
場合 要求 され る 振幅 ろ 
波 器 と し て は , 交流 入 
力 が ある 値 以 下 の と 
き , 負荷 電流 が し しゃ断 
され , その 値 以上 の 入 


ろ 波 回 路 力 は 全部 負 荷 に 供給 さ 
Fig.1—Constructions of し る も BMGT けれ ば 族 
Ci ら な い . と の よう な 動 


* と どの よう た な 者 は, すでに 後藤 氏 も 採用 し じ て な 
り , PC-1> で は パラ メト ロン を 用 いた . 
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作 を 行なう ダイ オー ド 回 路 と し て は 』 図 10), ( 呈 が 考 
えら れる が , (4) の 回 路 は , 負荷 が 短 路 回 路 に 極め て 近 
い 場 合 以外 は , 外部 制御 な し に , た と えば 入力 交流 振 
幅 が 1 と 1/3 の 2 つの 状態 た に 変化 し た と き 1 を 通過 さ 
せ , 1/3 を 阻止 する よう に する こと は 不可 能 で ある . 
また ダイ オー ド は 大 電流 で 高速 度 動 作 の も の が 必要 と 
な り この 2 つの 要求 は ボホール スト レー ジ の た め に 満 
足 さ れ が た い . 

これ に 反し () の 回 路 は 低 域 通過 ろ 波 器 で あり 適当 な 
直流 パイ アス を 加え る こと に より 通過 域 特 性 を 自由 に 
与 そ る と と が で き , 負荷 と 並列 に 接続 され て いる か 
ら , し ゃ 断 域 に おい て は , 入力 交流 は ダイ オー ド を 通 
ら ず に 負 共 に 供給 され る 利点 が ある. 本 文 は この 回 路 


有 た っ いて の べ る . 回 路 の 動作 を くわ し く の べ る 前 に , 
| 選択 方 式 を 説明 し よう . 図 2 は 選択 方 式 の 系 統 図 を 示 


| を 供給 する . 振幅 ろ 波 器 お よび 多 巻 線 変成 器 は 番地 数 


だ け 必 要 で ある . と れ は 図 3 に 示す ど と く 構 成す る ・ 


| 同 図 で 抵抗 を 挿入 する 理由 に つい て は 更に 後述 する ・ 
| 同 図 に お いて , 多 巻 線 変成 器 , ダイ オー ド , 負荷 に ょ 


っ て 村 成 され る 振幅 ろ 波 器 に 要求 され る 特性 は , 記憶 


有 肛 任 の 特性 < 契 応 畠 され る . し た が っ て 回 路 の 具体 
有 2 数 値 は 番地 数 の 大 き さ , 記憶 磁 心 の 性 質 よ び 個数 
| た にょ っ て き ぁ られ る . 
と に し , 振幅 ろ 波 器 の 基 碗 的 特 件 を こと まで 述べ よう . 


と これ ら の 関係 は - ド で の べ る と a 


2 定本 決 直 府 


図 2 選択 方 式 の 系 統 図 
に Fig. 2-Schematic diagram of the selection system. 


LE 

; 巡 

' 膨 
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洗 バイ アス 電 負 
3 ダイ オー ド を 用 いた 
番地 選択 回 路 


| 
隊 


Fig.3—Address-selection cir- 


cuit with diodes. 


< 入力 介 左 (規格 化 ) 


4 ダイ オー ド の 振幅 ろ 波 
Fig.4—Example of the input-output 
characteristics. 


et 


: (D) 
図 5 ダイ オー ド る ろ 波 器 の 

等 価 回 路 
Fig.5—Equivalent circuits 
for diode filter, 


(72 ) 


図 1 ロ の 回 路 は 入力 振幅 
に よる っ て ダイ オー ポカ が X 
イィ イッ チ さ れる た め , この 
回 路 の 完全 な 非 定常 解 は 
も っ と も 困難 な も の の 1 
つ で ある ./ こく で な は 設 詩 
の 指針 と な る 程度 の 考察 
を 近似 的 に 考え る こと に 
する . まず 定常 的 な 立場 
か ら 説 明 す る と , 図 1 
の 回 路 に ょ っ て 負荷 電流 
の 選択 比 を 入力 に お ける 
選択 比 よ り 改 善 す る た め 
に は , 世 動 電源 すなわち 
入力 変成 器 の 一 次 側 に 接 


直流 バイ アァ ス の 大 き 
さ に よっ で ろ 波 器 の 
語 et 

同 図 は 一 定 負 荷 で 
1Mc の 入力 に お け 
る SD-16 ダイ オー ド 
w ゅ を 用 いた 場合 の 実測 
例 で ある .、 ま た 負 荷 
に よっ て し ゃ 断 特 性 
の 急 帳 さ が 変わ っ て 
くる 入力 交流 振幅 
と ダイ オー ド の 直流 
バイ アス と の 関係 で 
ダイ オー ド が on,off 
2 つの 状態 に な る か 
ら , 図 5 の 等 価 回 路 
か ら , 定 電 流 I, 
を 印加 し た と き の 負 
荷 R の 電流 占 と 和 
と か っ きま る 選択 比 
E27 は , Z。 お よ 
び 変 成 器 の 自己 イン 


頑 し た も の で ある . まず 番地 符号 を error correcting は 定 電 

coae (た と ぇ は 現 離 3) に 変換 し , これ の 位相 情報 を | 沿 < ri 

1 に の 司 流 数 の 位相 情報 に 変換 し て 多 巻 線 変成 器 の 入  。 まだら な いる の 

有力 に 電流 を 供給 する . 周波 数 を 172 に する の に は 心 場合 に 。 入力 電圧 と 

と 変調 器 を 用 いて 簡単 に 行なう とこ と が で きる . ( 図 2 ) * 負荷 の 端子 電圧 と の 

用 名 安 応 器 の ニ 交 人 C 振 己 ろ 波野 を 図 1 の ょ うに 4 関係 は 、 た と えば 、, 
用人 し 、 外語 と の 間 に 出 力 変成 器 を 用 いて 負荷 に 電流 図 4 の ご と く な り 。 

| 


昭和 35 年 2 月 


ht 


電気 通信 


第 43 巻 2 号 195 


タグ タン ジス が 十分 高けれ ば RZ./ 村 と な る . し 
た が っ て 選択 比 に 対す る 要求 と ダイ オー ド の 正方 向 
抵抗 と か ら 負 荷 F が きめ られ る . 

次 に 過渡 波形 に つい て 考え て みる : 前 述 の 定常 状態 
の 考察 だ け で は , 波形 に 対す る 評価 が で き な い . 実際 
に 振幅 ろ 波 器 を 動作 させ て みる と , 入力 の 周波 数 と 変 
成 器 の 共振 周波 数 と の 関係 で , 出力 波形 は か な り 異 な 
っ た も の と な る . そこ と で, と ょ で は 入力 の 周波 数 が 変 
成 器 の 共振 周波 数 付近 た に ある 場合 に 対し て 波形 を 求め 
て みみ よう . 図 5 の 回 路 を , 図 69), 加 の 回 路 で 近似 し 
て 考え る . すなわち , 入力 周波 数 が 変成 器 の 一 次 共振 
に 近い 場合 と 二 次 共 振 た に 近い 場合 と た 分 け て 考え る の 
で あぁ ある. こと これら の 共振 点 の 差 が 大 き の い 場合 た, その 
申 間 の 周 数 数 で 駆動 する こと は , 変成 器 の イン ピー ダ 
ンス が 低い と こと の た め に 定 電圧 で 駅 動 し た 負荷 波形 に 
近く な り 好 まし く な い . 図 6W),( 司 ) で は , パイ アス 回 
路 の 交流 イン ピー ダン ス は , 十分 高い と し て 省略 し て 
あぁ ある. 


(1) 0D) 
図 6 変圧 器 を 含め た 等 価 回 路 


Fig.6—Equivalent circuits for transformer and diode-filter. 


まず の ) の 回 路 で は , 交流 入力 が 直流 パイ ァ アス 以下 
で は スイ ッ チ S が 閉じ て お ポ おり, したがって, と の 状態 
に お いて は , 印加 され た 正弦 波 電 流 に より , 負荷 の 
端子 電圧 は 増大 し て いく . 図 7 は 図 衝 に これ を 示し 
た . 次 に 入力 が バイ アテ アス 値 を 越え る 瞬間 に , スイ ッ チ 
S は 開か れ , S を 通し て 流れ て いた 電流 は , L。, Cp, 
の 並列 回 路 に 流れ る の で ある . t=4(S が 開く 上 剛 間 


(ロロ ) は (4) の 94 に 対す る 応 管 波形 
OR EMURRR REN 
場合 。 


lu =1.5 に と っ た . 


図 7 出力 波形 の 作図 


4 Fig.7—Graphical consideration of the output waveform,. 


計り の : (723) 


で これ は 入力 と パイ アス と に よっ て 異な る 2 うに だ お ば 2 
電流 7(4) と , カー0 に お ける スイ ッ チ 8S を 通ら な い 
電流 (ねー0) と の 差 4 (ほとん ど に た 近い) が 単 
位 関 数 的 に 増加 され , 以後 は 入力 の 正弦 波 的 変化 に とじ 
た が っ て 増加 する . し た が っ て , 太 の 端子 電圧 は 
=} bL, I 
LC ot 1 


VE A 
RR 
4> ち >t, 

で あぁ ある. た は S が 再び 閉じ る 時 刻 で ある . 
es 1 
rc, + + 1 Ch 


半 1 1 
‘ Va 2) 
が 純 虚 数 の と き は 


t 
e CpRsinh gt 


E e WpRsin pt 
Dar tg 
(1) 式 の 波形 に し た が っ て 玉 の 端子 電圧 が 増加 し * 
再び 減少 し て バイ アァ ス 値 下 に な る と S が 閉じ 波形 は 
急速 た 零 に と 近づく. >eow の と き は 図 7 の よう な 狭い 
波形 と な る . 々 と 駅 動 周 数 波 と の 関係 で 負荷 の 波形 は 
異な っ て くる . 2 周波 メモ リ の 場合 に は 負 殴 波 形 の ピ 
ー ク が 駅 動 波形 の ピー ク に 近い 方 が よく , と の た め に 
は ム 々 は co の 1.5 倍 程 度 が よい . 々 <o の と き に は ピー 
ク は 右 た ずれ る : 


印加 周波 数 が 二 次 共 振 点 に 近い 場合 の 動作 は 図 6 ロ TT 


の 回 路 で 近似 され る . すなわち スイ ッ チ S が 時 刻 な 
に お いて 開か れ た 瞬間 に イィ イン ピー ダン ス 変 化 に よる 犬 
力 電圧 の 変化 を 生ずる . こと の 波形 か ら 負 荷 F の 端 字 
波形 が えら れる の で ある が , 今 か り に 入力 が 4 な る 電 
圧 だ け 単 位 関 数 的 変化 を し た と すれ ば , 負荷 の 電圧 は 

の 志 0 か ら 
LICp+ pn +1 


-{ ' 
E — a Fsinh kt +cosh i 4 35908 


Rr te 2 
DCL RC 
>? の と き は , k= の , @ の =? か ら 


= 
[1-e 20pR Lsinotrcosot)| (4) 
z k 4 \ 


a= 


で 示さ れる . 2 が 十分 小さ いと き , すなわち 負荷 R 
が 十分 大 きく , a// が 0.1 より 小さ けれ ば , 式 
(4) の 波形 は 対称 的 な 振動 波形 に な る か ら , 負荷 に お 
ける 波形 は 4) の 波形 を 求め た と き と 同 様 に し て 求め 
る こと が で き , 4 に お いて な め ら か に 立ち 上 る 波形 と 
な り , この 点 が 式 (②2) の 波形 と 異な る . 過渡 波形 の 外 
た 入力 正弦 波 が 重ね 合わ さる 等 は 前 の 場合 と 同じ で あ 
る 上 印 加 交 流 が 1Mc 以上 の 場合 に は , 三次 共 振 を 利 
放す る の が 楽 で て ある. し か し 一 次 共振 を 用 いる 場合 に 
は リー ケー ジイ ンダ クタ ンス に よる エネ ル ギ の 損失 
は 避け られ な い . 一 次 共振 点 # お よび 二 次 共振 点 は 駅 動 
周波 数 の 1:5 倍 程度 に 選ぶ の が よい こと と は 過 工 波形 か 
らい る. 写真 は 二 次 共 振 点 が 2.6Mc で あぁ る 変成 器 
を 用 いて , 100 kc で 断続 され た 1Mc 波形 で 駆動 し 
た と き の 負 荷 3 kA2) 端子 に と 生ずる 電圧 波形 で ある . 
(測定 回 路 は 図 4 と 同じ ) 500 kc 程度 の 販 動 周波 数 で 
は 一 次 共振 を 利用 し た 方 が よい . 

放 実 険 用 に 試作 し た 16 チャ ネル の 装置 で は , M-EI 
30 に より 変 成 器 を 構成 し , 一 次 共振 点 は 約 1.4Mc に 
放 】 宜 ん だ . また 現 離 3 の 選択 符号 を 用 い , ダイ オー ド は 
記 SD16 を 使用 し た . 負荷 電流 の 選択 比 は 40dB 程度 
で あっ た . 

放 次 に 選 択 比 , 二 次 ひ ずみ 許容 量 等 記憶 方 式 の 上 か ら 
放 要求 され る 諸 量 と の 関係 を の べ る . 


3. 記憶 方 区 上 か ら の 要求 


| 3.1 選択 比 の 選定 

衣 有 | 0 述 の ょ うな 選択 方 式 に 要求 され る 選択 比 は , 記憶 
誠心 の 特性 と 密接 な 関係 に ある . 記憶 磁 心 は 種々 の 
有紀 た と えば 最適 原 動 電流 , 読み 出し 出力 。 スイッチ 
ング 時 間 等 に よっ て 磁 心 の 良さ を 表わす こと が で きる 
及 な ここ で, 更に 番地 選択 に # け る 選択 比 に 関係 する 
有朋 を 夏 心 の 特 人 性 を 評価 する 1 つの 因子 と し て あげ る こと 
及 と が で きる . スイ ィ イッチ 素子 の 非線形 特性 を 利用 する 番 
| 地 選 択 で は , 無限 大 の 選択 比 を うる こと は で き な い 
し また 必要 で も な いと 考え られ る ・ ど の 程度 の 選択 比 
| 有 な あれ ば 充分 で も ある か と いう こと は , 記憶 平面 の 大 き 
さこ と 磁 心 の 特性 と に 関係 する . 記憶 磁 心 か ら の 読み 出 


| 協 付 近 に お ぉ ける B- 了 ルー プ の 形 に よっ て きま る 憲次 の 
| 作 数 が 読み 出し 電流 に 対し て 一 定 な ら ば , ひずみ 出力 
| と 計 出し 電流 と の 関係 は 、 オクターブ 12dB の 関係 


有 】 を 示す も の と な る . この 図 係 は 普通 の 非線形 特性 の 磁 
訪 に 記憶 し た 場合 に みろ られ る 特性 で ある . この よう な 
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、 磁 心 で は , 最適 読み 出し 電流 より 4dB だ け 低 い 非 選 


択 番地 電流 に よる 読み 出し 出力 レベ ル は , 選択 され た 
番地 か ら の 出力 より 24dB だ け 低 いわ け で ある . し 
た が っ て , 番地 数 が NM の 場合 に は , (一 2 4+20 log 
(N-1))dB が 雑音 に と なる. と の よう な 磁 心 た 対し 非 
選択 番地 電流 に よる 出力 が , 選択 され た 番地 か ら の 出 
力 を 0dB と し て , (24-D,)dB で ある よう な も の 
で は , 雑音 レベ ル は DdB だ け 改 善 さ れる . ある い 
は , 雑音 レベ ル を 一 定 と すれ ば , 選択 比 の 許容 値 が 改 
善 さ れる . D, を 改善 度 と . 呼 芯 こ と に する . 改善 度 は 
読み 出し 電流 の 関数 で あり, 次 の よう に 定義 され る . 
すなわち , 最適 読み 出し 電流 に 対す る 磁 心 の 二 次 ひ ず 
み 係 数 と , 任意 の 読み 出し 電流 に 対す る 二 次 ひ ずみ 係 
数 と の 比 を dB で 表わし た も の で ある . 改善 度 は , 読 
出し 電流 の 値 が 最適 読出 し 電流 値 よ り 小 さく な る に つ 
れ て 大 きく な り , ある 値 以下 で は ほぼ 一 定 と な る . 改 
善 度 の 大 きい 磁 心 ほ ど 選 択 比 の 規格 は 楽に と なる. 角形 
特性 の 磁 心 で は 一 般 に 改善 度 が 大 きく , 普通 の 非線形 
磁 心 で は 極め て 小さ い . 選択 比 と の 関係 は 次 の ょ うに 
な る . 

今 選択 比 を 々 と し , 番地 数 NM, 選択 され た 磁 心 か ら 


—- €f (dBm 


図 8 種々 の 磁気 コア に 対す る 読出 し 特性 
Fig.8—Read-out level characteristics of memory cores. 
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の 読み 出し 信号 レベ ル <¢dB, 磁 心 固有 の 改善 度 D,dB 
と か ら , (S/N) を RdB と 与え る と , S/N の 最悪 状 
態 を 考 上 直 し て 次 の 関係 が 成立 する . 
R=¢—[¢-(201log,,k) 
x2 才 201log,。(N-1)-D,] (5 

二 , 三 の 磁 心 に つい て 改善 度 D, を 示す と 図 8 の ど ご 
と く な る . の , の 大 きい 磁 心 ほな ど よ い の で ある : た と 
えば , R=15dB と し て , 磁 心 "4 を 用 いる と すれ ば , 
N=256 に 対し て , D, を 平均 20dB と みて k= テ 12, 
R=20dB と し て k= テ 16 と な る . 

3.2 第 2 高調 波 の 許容 量 

選択 電流 に 要求 され る 第 2 高調 波 ひずみ に つい て 
も , その 許容 量 を 算定 する 必要 が ある . まず 選択 され 
た 番地 に 加え られ る 最適 読み 出し 駄 動 電流 波 ひ ずみ 減 
松 量 が MdB で ある と する . こと の 高調 波 が , 読み 出し 
巻 線 と の 線形 結合 こと よっ て 読み 出し 情報 信号 に 重ね 合 
わせ 妨害 を 与 そ る の で ある が , 読み 出し 電流 に 含ま れ 
る 高調 波 は , 読み 出し 双 動 電流 (基本 波 ) た よる 平均 的 
の 大 きき さ で きま る 結合 係数 に 左右 され て 読み 出し 巻 
線 に あらわ され る . 図 9 は 磁 心 4( 姜 形 特性 ?) に つっ 
いて この 模様 を 示し た も の で , 500 kc の 電流 に 800 kc 
の 電流 を 重ね 合わ せ て 読み 出し 巻 線 に あら われ る 800 
まま c の 電圧 を 測定 し た も の で ある . 500kc の 電流 が 大 
きい 場合 に は 重ね 合わ さっ た 800 kc の 入力 電流 と 出 


電圧 (dBm) 


0dB 
490 mA 


-20d8B 
ーー 800kc 電流 
図 9 コア の kg の 非線形 特性 


Fig.9—Non-linear kg-characteristics for cores. 
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力 電圧 と の 関係 は オク ター ブ 6dB の 直線 的 関係 と な 
る が , 500 kc の 電流 が 小さ い 場 合 に は 入 , 出力 関係 が 
直線 か ら 著 し く は ずれ , - 重 ね 合わ さっ た 電流 の 選べ 
ル が 低く な る と 読み 出し 巻 線 に 生ずる 出力 は 急速 た 小 
さく な り , ある レベ ル 以 下 で は 差 は な と ん ど 一 定 ど な 
る . この 特性 は 非 選 択 番地 の 読み 出し 駆動 電流 の 高調 
波 ひ ずみ 減衰 量 が , 読み 出し 巻 線 側 に お ける 電圧 で ば 
著しく 改善 され る と と を 示す も の で ある . 図 9 の 直線 
的 特性 か ら の ずれ を 改善 度 .D。dB で 表わす と と に す 
る と , 非 選択 の 全 番 地 か ら の 高調 波 減 衰 量 は 
M+2K+D,-201log,;(N—1) 
で 示さ れる . M は 最適 駆動 電流 の 高調 波 ひずみ 減衰 
量 , は 選択 比 を dB で 示し た も の で あぁ ある. M は , 
選択 され た 磁 心 か ら の 二 次 ひ ずみ 減衰 量 に 比べ て 十分 
余裕 の ある 大 き さ に な ら な けれ ば な ら な いか ら , D」 
と の D。 が なく 同じ 程度 で あれ ば (実測 と に と よれ ば , の お 
よび の 。 は 一 定 値 と な っ た と と ころ で みれ ば ほ で 同じ 値 
に な る よう で ある . これ は 両者 が 共通 の 原因 か ら 生 ず 
る か ら で ぁ ある.) 上 述 の 量 は , 前 項 の 雑音 ビジ ベル より 
M と 読み 出し レベ ル の 減衰 量 と の 差 だ け 小さ く な る . 
表 1 


| 27G@B) 
] 31.2 ] 


3 F(dB) 


ー28.2 
=~-"70 


入力 電流 の ひずみ 減衰 量 


出力 電流 の ひずみ 減衰 量 —40.0 


鹸 2 
し た が っ て , と の 差 が 充分 余裕 の ある よう に 選ば れ て 
いれ ば , 非 選択 番地 か ら の 高調 波 は 考慮 し な く て も よ 
い . 選択 され た 番地 の 磁 心 に た ついては, 最適 読み 出し 
電流 に お ける 改善 度 D。 は 小さ いか ら , 読み 出し 駆動 
電流 の ひずみ 減衰 量 は 読取 り 券 線 側 に ほな くそ の まり いあ 
ら わ れる た め , あま り 改善 され な い . ( 図 9 の 磁 心 で 
は 最適 電流 が 250 mA 程度 だ か ら 約 3dB) 原理 的 に 
は 駆動 電流 の 高調 波 ひ ずみ 減衰 量 か ら 改 善 度 を 引い た 
値 は , 読み 出し 情報 の 減衰 量 に ある 余裕 度 を 持つ よう 「 
に きめ られ る . と の 余裕 度 は , 雑音 と の 分 配 に よっ て 
きめ られ る が , か り に 等 分 に 配分 する と すれ ば , 情報 
読出 し レベ ル よ り S/N 比 だ け 低 い 高 調 波 ひずみ を 選 
べ ば よい : た と えき えば, 磁 心 4 で は , 情報 読み 出し レ 
ベル は 減衰 量 で 約 18 dB で ある か ら , S/N を 20dB 
と すれ ば , 高調 波 ひ ずみ 減衰 量 は 改善 度 を 考慮 し な け 
れ ば 38dB, 改善 度 を 5dB と すれ ば , 33dB と いう と 
と に な る . ダイ オー ド に よる 選択 回 路 に お ける 実測 例 
で は , 表 1 ユ の よう に 2 つの ダイ オー ド を 選ば な く て も 
第 2 高調 波 よ ずみ 減衰 量 は 40 dB は えら れる . 

3.3 チャ ネル 間 の 漏 話 に よる 影響 
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大 容量 選択 回 路 を 構成 する 場合 に お ける 問題 点 は , 
構成 回 路 全 体 を 簡素 化す る こと で ある . 図 3 に お いて 
問題 に た な る の は 直流 バイ アァ ス の 供給 方 式 で あり , チャ 
ネル ど ご と に 個々 の バイ アァ アス 電源 を ポ お く こ と は , チャ ネ 
ル 数 が 大 きい と き は 特に 不利 で ある か ら こ れ を ある 程 
度 共 通 に する と と が 必要 で ある . 図 3 の 回 路 は , ダイ 
オー ド が 導通 し て 回 路 が 平 術 し て いれ ば 漏 話 は 全く な 
いし , また 多少 不平 衡 が あっ て も 直流 バイ アス 以下 の 
漏 話 は 振幅 ろ 波 特性 に よっ て 取り 除 か れる 利点 が あ 
る . 一 方 いずれ か 1 つの チャ ネル が 選ば れ て いる と き 
は ば, この チャ ネル の ダイ オー ド は 不平 衡 状態 に な っ て 
いる た る め , 直流 バイ アス 回 路 に 選択 され た ダイ オー ド 
を 通る 電流 に よる 電圧 を 生じ , この た め 非 選択 チャ ネ 
ルル の 振幅 ろ 波 器 の 動作 状態 に 変化 を 与 を , この 結果 , 
非 選択 チャ ネル の 入力 変成 器 に お ける 入力 電圧 が その 
チャ ネル の 負荷 に 電圧 を 生 ぜ し め る の で ある . 非 選択 
チャ ネル の 人 入力 は 選択 され た 入力 の 1/3 (距離 3 の 
符号 の 場合 ) で ある か ら , ダイ オー ド が 開放 に な れ ば 
と れ が その ま ト ょ 非 選 択 チ ャ ネル の 負荷 に と あら われ る の 
で あぁ る. ダイ オー ド が 開放 に な る の は 非 選択 チャ ネル 
の 人 入力 電圧 と 漏 話 電圧 と た に よっ て きま る も の で ある 
が , この 回 路 の 正確 な 解析 は 極め て 困難 で ある . こと こ ト 
で は 図 3 の よう に 各 チ ャ ネル に (すなわち 直流 電源 
を 共用 する 各 チ ャ ネル ) 抵抗 を 挿入 する 効果 に つい て 
の のべる. 図 10 に お いて , V。 が 非 選択 状態 の 入力 電 
圧 を 越え な い 場 合 に は 選 。 を 挿入 し な く て も , ダイ オ 
ー ド 2, 2 は 導通 状態 を 保ち 振幅 ろ 波 器 の 特性 は 劣化 
し な いか ら 負 荷 F の 両端 に お ける 自己 回 線 の 電圧 は 
選択 比 以 下 で ある . ダイ オー ド 1 の 負荷 は 帰還 イン ピ 
= ジス と し て 作用 する か ら V。 は @ より か な 
り 小さ い が , 上 述 の 限界 を 越え る こと も あり うる 
わけ で , (ej と e。 の 極性 は チャ ネル に よっ て 軸 な 
る か ら で あ る ) この 場合 に は RR。 を 挿入 し て , 


図 10 図 3 の 等 価 回 路 
Fig.10—Equivalent circuit of Fig.3. 


選択 され た 出力 波形 

700 変調 短 形 波 様 返し 周波 数 100 kc/s 

Carrier の 周波 数 1 Mcls 

(時 間 軸 拡大 ) 
2.6 Mc 


変成 問 の 二 次 共振 点 


2, 2′ の 導通 を 破壊 し な いよ うに する の で ある . 披 抗 


RR。 の 効果 は , Vo の build up に 対し て Z。( ヵ ) は 容量 
と し て 働く か ら (分 布 容量 Cp) 
fp | 1 ly 
! a 1 
"Cp 


ks. ba 
gp CpRoV, 

し た が っ て erg。 一 Vo 一 ig。・R。 は 時 定数 CpR。 で build 
up し て V。 の build up を 制圧 する . また V。 の ゆ 
る や か な 変化 た 対し て , すなわち V。 の 頭 部 に 対し て 
は ZC( ヵ ) イン ダク タン ス と し て 作用 し , 
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fgo は 
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で ある か ら eg。 一 Rig。 の 変化 も 遅 い の で ある - 
要する に RR。 の 効果 に より , eg。 の 変化 速度 は 遅く な 
り , し か も RR。 に よる 電圧 降下 だ け eg。 は 低く な る の 
る . われ われ の 実験 で は RR。 を 100 オ ー ム と し た _ 
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図 11 負荷 抵抗 と 選択 比 と の 関係 


Fig.11—Selection ratio to load resistance characteristics. 


選択 され な い 出 力 波 形 
変調 条 形 波 繰 返し 周波 数 100 kc/s 
Carrier 周波 数 1Mcl/s 


12 出力 波形 の オシ ログ ラム 


Fig.12—Oscillograms of of output waveforms. 
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3.4 最大 負荷 電流 
最大 負荷 電流 は 整流 器 の 逆 電 圧 と 負荷 イン ピー ダン 
| > と で きま る . 負荷 イン ピー ダン ス (出力 変成 器 の 一 
| 次 人 負 に ぉ ける) は , 記憶 磁 心 と 選択 比 と で きめ られ , 
出力 変成 器 一 次 側 の 電圧 は ダイ オー ド の 逆 電 圧 で 制限 

され る か ら , 選択 比 が 許さ れる 範囲 で 低い 方 が よい . 
いい か えれ ば 出力 変成 器 の 巻 線 比 は 小さ い 方 が 得 で あ 
"CE 11 は 負荷 イン ピー ダン ス と 選択 比 と の 関係 の 
実測 例 で ある . また 出力 変成 器 の 一 次 側 の 最大 電圧 
| は , 図 3 の 回 路 に お いて は , 使用 する ダイ オー ド の 逆 
面 電圧 特性 に と よっ て きま り , SD-16 で は 2 個 の ダイ ィ イオ 
ー ド の 両端 に 交流 失 頭 値 と し て 60 ボル ト 位 まで と ら 
| そる. し た が ら て , 59 の 負荷 (記憶 磁 心 ) に は ピー 
ク ピ ー ク 900mA 程度 まで と りう る . と これ 以上 必要 な 
| 場合 に は , 逆 耐 電圧 の も っ と 高い ダイ オー ド を 用 いな 
けれ ば な ら な い . た と えば トラ ンジ トロ ョ ロン 社 の 製品 で 
正方 向 +1 ボル ト で 電流 200 mA, 逆 硬 電圧 最大 75 ボ 
ルト の も の も ある .・ 
十分 大 き な 記 憶 平面 も 世 動 で きよ う ・ 
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正弦 的 な 非 直 線 人 性 に よる 超 多 重 電話 の 漏 話 量 の 計算 " 


正 " 嘆い 湯 提 之 正 " 員 ささ 表 。 大 
(日 本 電信 電話 公社 
超 多 重 電話 を FM 伝送 する 場合 に , 変調 器 お よび 復 棋 域 幅 を と する と 
= 2 EC. A ーー ド z 漏 ョ 2 \ 1/2 
再 器 の 不 完全 性 に よっ て 生ずる 準 漏 話 雑音 の 解析 に は wis constant - (22-) (3) 
通常 非 直線 ひずみ の 理論 が その まま 適用 され る . 本 次 B 
で は 主として 変 復調 装置 に た つい て 述べ て いる が , も ち で ある . 


ろ ん 通 常 の 増幅 器 等 の 非 直線 人 性 た につい て も 全く 同様 の 
こと が 言え る . 

さて 変 復調 器 の 非 直線 性 は 実際 上 それ を 入力 で 微分 
し た 形 , すなわち 微分 特性 に より 表現 きれ る が , 従来 
ある 範囲 内 で 同一 微分 偏差 を 与 を た 場合 に は , 完全 な 
一 次 傾斜 (すなわち 一 次 ひずみ が 発生 する ) の と き に 
準 漏 話 雑 音 は 最悪 と な る と され , 漏 話 量 を 解析 する 際 
た る 微分 特性 の 形状 が 一 次 傾斜 ある い は ご 次 曲線 形 の 
場合 に つい て の み 考 慮 され て 来 た . し か し 実際 の 微分 
特性 は と の よう な 単純 な 形状 と な ら な い 場 合 が 多く , 
し じ た が っ て それ に よる 漏 話 量 を 解析 する 場合 に も 当然 
高 次 の 微 係数 まで 考慮 する 必要 が あり , か な り 複 雑 に 


が > て くる . 


し か る に , と の よう な 一 次 傾斜 や 二 次 曲線 で は 近似 
が 困難 な 微分 特 人 性 は , 多く の 場合 正弦 変化 と より か な 
9 良く 近似 する と こと が で き , し か も 正弦 的 な 非 直 線 性 
に よる 頑 漏 話 雑音 は , ベ キ 級数 に 展開 する こと な く 次 


の よう に 簡単 に 計算 し 得る ・ 


すなわち , 非 直 線 回 路 の 入力 対 出力 特性 が 
'U=glu)=au+bsinChu+0) (1) 


有 | で 衣 わ され る も の と する 但し 0 は 正弦 変化 の 動作 点 
| を 決定 する 位相 角 で ある . 一 方 超 多 陣 電話 信綱 は ラン 


| ダム 雑音 と 置き 換え て 考え る と こと が で きる か ら , 入力 


信号 は 一 般 的 に 


w= Zuisin(bt + 6,) ②) 


但し , 4 は ラン ダム 位相 角 で あり , 双 ss は 各 周 波数 
有 残 分 の 振幅 で, フラ ッ ト 術 音 の 場合 その 実効 値 を o, 


A | *Interchannel Interference in Multi-Channel Sig- 
i 


jf nal by Sinusoidal Nonlinearity. By HiroOYUKI ” 


| Dor'and MORIJ! KUWABARA, Members (Nip- 
pon Telegraph and Telephone Public Corpo- 


' ” jration, Tokyo). [論文 番号 3186] 
(78 ) 


式 (2 を 式 . (DE 代入 2 
sin(msin x)=],,(m)sin nx (4) 


の 関係 を 用 いる と , 
U=a = usin(h t+¢;) 
+6 2 CMT «Chu)] sint2 a;(bit +85) +0} 
i 


(5) 
と と CIE dc は ーー~e の 整数 で お あり 叉 る は の 
Lc 


すべ て の 組み 合せ に 対し summation する も の と す 


る ・ 言う まで も な く 式 ⑤) の 第 1 項 は 信 丹 出力 を 表 わ 
し , 第 2 項 が ひ ず ろ ふ 出 力 を 表わし て いる が , その 中 か 
ら ゃ 個 の 変調 周波 数 の 積 こ にょ より 生ずる ひずみ の み を と 
り 出し て d ヶ で 表わす と , と これ ら は 式 (5 で 


C=C,= =C= 土 1 c;(>n+1) =0 
6) 
と 置い て 求め られ , 
a= 20CT Chuo Yn CJ Cg) ym. (2 0 COR 
(か. 二 め 。… 二 の の 二 の 。 寺 … の} 
⑦ 
が 得 ら れる : 但し (で 。 で は ゃ が 個数 の 場合 上 記 


号 , ヵ が 庁 数 の 場合 下記 峡 を と る も の と する . 双 こ と 
で 注意 すべ き と と は , この よう に し て 求め た # 次 の 結 


合 波 は 非 直線 性 を べ キ 級数 に 展開 し て 得 ら れる ゃ 次 の 


徹 係 数 に よっ て 生ずる も の ば か り で な く , 一 般 に ヵ + 
2m(m: 正 整 数 ) 次 の 徹 係 数 に よっ て 生ずる ゃ 次 の 結 
合 波 を も 含ん で いる の で あっ て , と の よう に 低 次 の 結 


を 有 し て いな い . 


、 合 波 に は 高 次 の 徹 係 数 か ら 生 ずる も の が 合成 され る 結 
果 , 各 結 合 波 は 必ず し も 入力 レベ ル と linear な 関係 


: 
E 


さて , ラン ダム 雑音 の 各 周 波数 成分 の 振幅 は 非常 に 
し た だ が さて hd)<1. で あら みか らち , 
| 3 
0 hu, = ユー 一 (A Ok 
Cd! A 
TChus) = Chus) / 


と 近似 し 得る . し た が ご っ て 式 (3) を 代入 し , 更 記 
lim ュー そ ) =et 
TD-p oc "3 
の 関係 を 用 いれ ば , 式 7) は ヵ 々 る B の 第 囲 で 
RS a ( _ 3 a Ct 
#1 2 テー ‘お 


cos dg sin 
の の の の る キナ の} (9) 
准 漏 話 雑音 は これ ら の 結合 波 を 伝送 周波 数 の すべ て の 
組み 合わ せ に 対し summation する と こと に より 求め ら 
放 れる . すなわち , ヵ 々 次 の 結合 波 に も と づく 準 漏 話 雑 音 
議 諾 の 電力 スペ クト ラム を の D,(/) で 表わす と , 


pb Bho? 

DC - a OO gl >% 
; 

" + 2 

8d = | | ef udu 


UF TL, TL dA 
(10) 
但し (x) は 一 < ィ x<5B の 帯域 内 で 単位 の 振幅 を 持 
ち , 帯域 外 で は 振幅 0 の 電力 ス え ペ クト ラム を 表わす -. 
この 4(f) は ゃ 次 の 結合 波 に よる 準 漏 話 雑音 の 周波 


| 数 分 布 を 決定 する も ゃ ので, 実際 に 計算 する と , 


RN 8 32 
RD EO oh 3 (4 
0 + 15 * ; 


Nas 23 176 * joe が 


( 


> 


字 会 "雑誌 第 43 巻 2 号 201 
b 27 
= h=-— 

(12) 


信号 出力 の 電力 スペ クト ラム S(/) が ego?/B で ある 
と と を 考 畜 す れ ば , 信号 対 準 漏 話 雑音 比 は 
9 
CR 
た) SD) 


2x0 \N2 © 2(#—1) 
bs be 0 1 7 
n=2 \COS INI f, 


(13) 
な る 


式 13) の 級数 は (2 zo 人 ») の 値 が 小さ い 時 は 収 敏 


が 速 か で あり , と くに (27zo//』)<1 の と き は 最初 の 
1 項 だ け で 実際 上 十分 正確 な 億 を 知る と こと が で きる . 

(2 zo 放 ») が 大 きく な る に し た が い , 収 英 は 遅く な り 
解 を 求め る の は 困難 と な る が , ある 程度 以上 大 きく な 


る と , 今度 は 次 の よう に し て 容易 た 結合 波 の スベ ペク ケド 


ラ な を 求め ある と と が で きる 
すなわち 式 (5) の 策 2 項 は ラン ダム 雑音 で 周波 数 変 


調 さ れ た , 搬送 周波 数 0 の FM 波 と 考え る と と が で ぎー 


る が , か か る FM 波 の 側帯 波 分 布 は 実効 変調 度 が 1 に 
比 し て 十分 大 きい 場合 ,, そ の 実効 周波 数 偏 移 を 標準 師 
差 と する 正規 分 布 を する と こと は 周知 の ご と く で ある 
実効 周波 数 偏 移 = は 


2 2 2 2 
kf ufrdf, 


くう 3 PF (4 
し た が っ て 結合 波 の 電 カ スペ クト ラム DC) は 
CD re a 
a “ EC (153 
(Fp 
と な り , 信号 対 準 漏 話 雑音 比 と し て 
0 半 


VC RR 0 


が 得 ら れる . 


式 G1) か ら , 電 下 株 ひずみ に よる 夫 調 座間 は いい 
か な る 場合 に も 最低 通話 路 で 最悪 と な る と 言う と と が 


で きる が , 0 全 0 ぉ よび z/2 の 場合 (すなわち 微分 特 
性 に 現われ る 正弦 変化 が を それぞれ cosine 状 , お よび 


Sine 状 の 場合 ) つい て , 最低 通話 路 の PD/S の 値 を 
3 め 計 算 し た 結果 が 図 1e 


お よび 図る 2 に 示さ 


3 292 


Ll 

RY 0 
; て 03 04 06 08 10 15 20 30 40 
ey (a 
> Fp 
図 1 9=0 の と き の 最 低 通 話 路 の D/S 
る Fig. 1—D/S at the bottom channel when 89=0. 


較 。 れ て いる -. 但 し X の 値 は 省略 し て ある . 双 図 に は 式 
議 G6) ょ り 求 る た 導 近 線 が 示さ れ て いる が , これ より 
明らか な ょ よう に (2zo/ げ 2) が 3 以上 で は 式 (13) の 級 
数 は 非常 に 良く 顔 近 線 に 一 致す る ・ 

双 9 が 上 記 2 者 以外 の 値 の 場合 に は , D/S の 変化 を 
表わす 曲線 は 両 図 の 中 間 に 来 る が , その すべ て の D/S 
| の 中 で , 9= テ , 2 zo// の =1 の と き の DIS が も っ と 
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図 2 0= て の と き の 最 低 通 話 路 の D/S 


Fig. 2—DIS at the bottom channel when = 


も 悪く , し か も その 値 は o の 絶対 値 と は 無関係 で ある 
と と は 興味 深い ・ 
最後 に 本 計算 た に お いて 上 足 重 な 御 意見 を いた だ いた , 
電気 通信 研究 所 電波 伝 ば ん 研究 室 , 内 野 俊治 氏 に 感 護 
する . 
(昭和 34 年 5 月 4 日 受付 ) 


UDC 621.317.761 : 621.382.3 


き 夫 逢 トラ ンジ スタ 周波 数 詩 ' 


の ( よ 注 が ぞ を 


rT 
て る ・ 符 者 娠 は な スイッチ ング 素子 と し て トラ ンジ 


4 pe ーー キーー ジ ーー ニー ニニ ーー 
| * Transistor Frequency Meter. By SyUnsuke 
| Torisakt and Hiroo YaMaurA, Members 


[論文 番号 


' 放 。 


Wb A pence Academy, Yokosuka). 


正 員 鳥 崎 俊 助 


C80 ) 


正 員 山浦 弘 夫 
(防衛 大 学校 ) 


幅 一 定 の 短 形 パ ルス を 単位 時 間 で その 面積 を 平均 す 
る と パル ス の 線 返 し が 大 きい 程 , 平均 値 は 大 きく な 

る . そし て パル ス の スペ ー ス が な く な っ た と き に 平均 
値 は 最大 に な り , 繰返し 周波 数 も 限界 に 達する . その 
間 , パル ス 幅 は 回 路 素 子 の 定数 を 固定 すれ ば , 常に 一 
定 で ある か ら 平均 値 は 周波 数 の 限界 まで は 正 比例 す 
る . し た が っ て , この 測定 器 は 周波 数 に 対し て 等 分 目 
選 で , 測定 範囲 よ は パル ス 幅 に よっ て 切替 える と と が で 
きる . 

図 1 は トラ ンジ スタ 単 宏 定 マル チ の 基本 回 路 図 で あ 
る また 図 2 は 各部 の 電圧 波形 で ある . 初め 定常 状態 ] 
で は , 7, は OFF, 7。 は ON で ぁ る が , の ペー 
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ス に トリ が ガ パル 
ス が 加わ る と 
ET CNET 
は OFF に 転位 
し て 準 安 定 状態 
た 入る. この あ 
と CR で 定 ま 
る 一 定 持続 時 間 
だ け 経 過 し て , 
再び 安定 状態 た 
戻る .。 この と き 
RL 
タ 電 流 は ON の 
際 に の み 流 れる 
の で , や は り 短 
形 波 た な る . とこ 


の 単 安定 マル チ I 才 
連続 的 に トリ を <- Ev \ i 
ガ パ ル ス が 加わ キ | 0 


ろ っ た 場合 , コレ トリ ガ : 
クタ 電流 の 平均 へ カ 生 ュー* ェ ー 
値 は , 側 で は 


図 1 単 宏 定 マ ル チ の 基本 回 路 
Fig. 1—Basic circuit of the monostable 
multi. 


図 2 各部 の 電圧 波形 


・ 入力 周波 数 に 正 Fig. 2—Waveforms taken at various 
7 [| point in the circuit of the 
比例 し , s 旨 monostable multi. 
"で は 逆 に 直線 的 
忌 減 少 す る . 


2. 平均 電流 の 計算 式 


a 


前 述 の ょ うに 持続 時 間 が 一 定 な ら ば , トリ ガ 周 波数 
と コレ クタ 平均 電流 と は 完全 に 直線 的 関係 に た な る が , 
誠 只 に は え ペ ー ス が ある 程度 丘 く な っ て くる と 持続 時 
j 半 も る 短縮 する の で , 平均 電流 は 曲線 を 画 く よう に な 
詳 拉 た も 回 伯 時間 が 十分 向 ら れ な く な る た めで あ 
|| る . この 回 復 時 間 を 考慮 に 入れ た 持続 時 間 ん の 計算 
衣 式 は 次 式 の ょ うに な る ・ 
BaiR loR, Bam EA) 
* \ BR RE = Eo J 
) 


0) 

exhiee ta 計 
r=CR, rt,=CR, 
ここ と で: 上 E。 は 供給 電圧 622 7c は それ ぞ れ 2, 
| 本, の 逆 飽 和 電 流 , 。 は 7。 の 錠 和 時 に 3s ぉ ける ベー ス 
有 電圧 , E。, は の 飽和 コレ クタ 電圧 , Es2′ は 7。 の 


| た だ し 


カッ ト オ フ 電圧 , 7 は トリ ガ が 周期 で ある . て ( 図 2 参照 ) 
と の 式 は トラ ンジ スタ の 飽和 内 部 抵抗 を 無視 し て い 
る が , 多く の 場合 は 更に 次 の よう に 近似 する と こと が で 
きる 
t=In{2—exp[— (7T'—t)/k]} (2) 
但し Bi Rs a Ep, E。 


1? Es だ Ex 
k=R;/Rarik;, lit Th= TE 
式 (2) を みる と な は 右辺 た る 含ま れる の で , 


と 7′ の 関係 は 単純 で は な い が , これ を 図示 する と 図 
3 の よう に な る . これ に よる と は 小さ い 程 回 復 時 間 


wT 
6 
NT 
“ 世 計 還 員 玩 め 
千 04 ee 
2 
: 半 き と 人 加 
A 
02 r, 
イト 
人 
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周期 T* 
図 3 持続 時 間 と トリ ガ が ガ 周 期 と の 関係 


Fig. ‘3—Culculated curves of the relation between holding 
time and trigger period. 


も 小さ く な っ て , 理想 的 な k=0 に な る と 7T'>0169 
の 範囲 で は カカ は 一 定 に な り , 了 '<0.69 の 範囲 で は 同 


期 状態 た な る . その 反面 , が 大 きく な る と の デ 


定 な 範 囲 が 7′ の 大 きい 方 に 移行 し , 直線 範囲 が 旅 め 
られ る .- し た が っ て k は 小さ い 程 望ま し く , その な た 
め あめ に は 玉 , を 小さ く , を 大 きく 選べ ば よい . 太 の 可 
能 な 大 き さ は 7。 が 錠 和 する た め に 必要 な ベー ス 電 流 
で 決ま り , また 太 , の 最小 値 は 1, の コレ クタ 最 夫 許 
容 損 失 で 決ま る . パル ス の 平均 電流 は コレ クタ また は 
エミ ッ タ 回 路 に 電流 計 を 挿入 する こと に よっ て 得 ら れ 
る が , 電流 計 の 指針 の スチ フネ ス も し く は 電気 的 な 平 
滑 容 量 に よっ て 平均 化 さ れる . いま 電流 計 の 挿 入 個所 
を 入力 トリ ガ の 影響 の 小さ いと こと ころ を 選ん で 太 。 に 直 
列 に すれ ば , と の 点 の 電流 は 動作 期間 (4) だ け 電 流 
が 停止 する の で , トリ ガ が 周波 数 0 に お いて 最大 電流 が 
流れ , 周波 数 増加 と 共に 電流 は 直線 的 に 減少 する ・ 
スペ ー ス 時 の 最大 電流 を 7max, パル ス 時 の 最小 電 
流 を miam と すれ ば , コレ クタ 平均 電流 は 


T= J RE ty D4 : 3) 
と な る . Zmin は 主 と じ て 本 の ベー ス 回 路 の 電流 で 
ある か ら , と れ を 無視 する と , 


C81°) 


kr 。 ue CE 
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r=1—tf: (4) 
ee RT t/a rf 
4。 は 図 3 た 示す よう に 7′ の 関数 で ある か ら 式 (4) 
に この 関係 を 適用 し て 入力 周波 数 と 平均 電流 の 特性 を 
求め る と 図 4 の よう に な る . 


i 図 4 周波 数 一 平均 電流 の 関係 

N Fig. 4—Culculated curves which show the relation 
between normalized frequency and normalized 
average current period. 


3. 実験 お よび 結果 


| 池 定 回 路 の 一 例 を 図 5 と 示す. と の 図 に お いて C。, 
還 は トリ ガ の 役 分 回 路 , D は 正 の トリ が ガ を 除去 する 
員 蘭 だ あの 次 イオ ー ド で 
た 22 の ベ 
2 に 接続 され て い 
る 7: に は 後述 する 温 


克 3) で 名 略 し た 
較 (は 主として Rk。, 


図 5 実際 の 周波 数 測定 回 路 
Fig. 5—Complete cireuit of the 
frequency meter. 


大 きい トラ ンジ シュ タ 


を 用 いて x を 大 き 
| すれ ば , この 仮定 は 十分 成立 する 。 な お , 実 険 に は 
0C-71 形 ト ラン シス クタ を 供し 。 特に 低い 周波 数 に つ 


‘ 
Lk 


で IB リガ 周波 数 に 対す る 平均 電流 の 関係 を 図 6 に 示 


; | 区 目 層 を 税 め れ ば 全て 同一 線上 に 恵 な る と と で は 同 
| 一 倍数 の 目盛 を 3 種 (x1, x10, x100) に 分 け て 画 い 
た と えば , C=0.2gF と C=0.02 xF の 曲線 は 後 


[ 投 短 ] 島崎 俊 助 , 山浦 弘 夫 : トラ ンジ スタ 周波 数 計 
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図 6 平均 電流 の 周 渋 数 特性 

Fig. 6—Frequency characteristics of the average current. 
者 の 周波 数 目盛 を 110 に 縮め あれ ば , ほとん ど 同 一 に 
重なる . これ ら 曲 線 を 理論 曲線 ⑤,⑥⑤,② に 対し て 実 
測 曲 線 ①~⑤ は 直線 部 分 で 実に よく 一 致し , 曲線 ⑥ 
か ら 周 波数 範囲 が 広く な る に し た が っ て 克 曲 部 が 上 昇 
する 傾向 が ある . この 現象 は 周波 数 が 高い と と ころ で は : 
ON 一 OFF また は OFF っ >ON の 転位 時 間 が 持続 時 間 ご 
対し て 無視 し 得 な く な っ て , 実質 上 が 増加 する た 
め と 考え られ る . し か し 原因 は 波形 の ひずみ に 付随 す 
る の で , 結局 実用 周波 数 範囲 を 高く する に は げ プ a の 高 
い ト ラン ジス タ を 用 いる こと は も ちろ ん , 回 路 的 に も 
ベー スス 電流 を 必要 最小 限 に し て 鞭 積 効果 を 小さ くす る 
と と , 過 濾 状態 を 速く する た ふ め 小 容量 C, を 付加 する 
な どの 必要 が ある な お , 図 6 の デー タ は パル ス 化 し 
た トリ ガ が ガ 入力 に よっ て 測定 を 行なっ だ も の で ある . 
3.2 電流 較正 

式 (1) に よる と 持続 時 間 は 供給 電圧 E。 に 関係 す 
る が , 正 。 以外 の 部 分 電圧 の 総和 は 飛 通 ア ロイ 形 ト ラ 
ンジ スタ で は , 極め て 低い の で EE。 を ある 程度 の 大 き 
さ ( 約 10V 以上 ) に すれ ば 無視 する こと が で き , 搭 
数 項 4 を 除け ば 持続 時 間 は 0.69+: と な る . 

一 方 パル ス 電 流 の 最大 値 7max は 

Taare CE E,)/R,= aR, (C5) 

の ど と く 正 。 に 比例 する の で , と れ を コレ クタ 負 座 抵 
抗 R。 を 調節 する こと に よっ て , max を 規定 値 に 合 
せる こと こと に すれ ば , Imax を 容易 較正 する と こと が で 
きる . 

こと の 方 法 は トリ ガ が ガ 入力 の 無い 状態 で 較正 する と と が が 
で き , し か も k に 無関係 で ある と こと る も 利点 で ある ! 
コレ クタ 抵抗 で 較正 で きる 正 。 の 許容 変化 範囲 は トラ 
ンジ スタ 7T。 の 飽和 状態 の 深 さ に よる が , 図 5 の 回 路 


( 82 ) 


= = 


EN¥ 
‘ 


NV EY 
Fj kee 1 tT = < 
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で は EE。 が +10, 30% まで 可能 で あっ た . 一 般 ba 昌 度 (て ) 1,000 c/s に 固 
= - -20 - 1 2 
に 錠 和 電流 に 余裕 が ある 程 , 較正 範囲 も 広く な る が , * Ns = ユエ 定 し i 詞 度 条 
その 反面 ) 敬 積 効果 が 大 きく な っ て 周波 数 特性 が 悪く 0 =25°00 2S 
な る ・ _ 四 メーx 2 な き > +50°C 8 
3.3 温度 補償 * 変化 し て その 
トラ ンジ スタ 々 回路 で 常に 問題 に た な る の は 7。。 の 温 \ と きま の 電 流 の 
度 変 化 で あぁ る. Zc。 は 一 般 に 温度 の 指数 関数 で 表わさ 変化 分 を 周波 


れ , ぞ の 大 き さ は 常温 以上 で 著しく 増大 する . 単 安定 
マル チ の 場合 は 7。 が OFF 状態 た な っ た と き , E。 か 
ら を 通し て C に 充電 する 電流 の 一 部 分 が 7。 の 
ベー ス に も わずか リー ク す る . と の 影 拉 は 式 (3 う で 
6ogRR お よび 7c。 所 と し て 表現 きれ , 持続 時 間 を 短 
縮 す る 結果 と な る . と この うち る RR, cog= ブ co で あ 
る か ら ZR に よる 影 級 が 最も 大 きい . 

また 温度 が 低下 し た 場合 電流 増幅 率 が 低下 し , 
30°C で 不 魚 和 状態 た 至っ て Eci, Ec。, Ej5。 等 の 大 き さ 
が 増大 する 異常 現象 も 起 っ た が , 普通 は 一 20°C 以下 
を 除い た 常温 以上 た お ける 7ec2。 の . 温 度 補償 の み 和 考慮 
すれ ば 十分 で ある . 図 5 に は 温度 補償 回 路 を 示し て あ 
る 補償 素子 と し て は , TT,, T。 等 と 同種 の トラ ンジ 
スタ 7。 を ダイ オー ド と し て ベー ス 回 路 に 用 いて TT; 
の ベー ス ェ エミッタ 間 に 常 に 逆 電圧 が 加わ る よう に 電圧 


Es を ベー ス に に 与 を て 吉 く es T; の Tes は 補償 用 ト _ 
| ラン ジス タ の 逆 飽和 電流 7c。。 に よっ て ほとん ど 打 消 き 


ね る 

と の 補 代 方 法 は 7。。 特性 が 揃 わな けれ ば 意味 が な 
い の で , 同種 の トラ ンジ スタ を 用 いた の で ある が 完全 
な 補償 は 困難 で ある . 

図 ? の 温度 特性 は 図 6 の ⑮ の 曲線 に お いて 周波 数 を 
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本 書 は 電波 伝 ぽ ん に 関す る 諸 問 題 を 広く 全般 的 に 取扱 っ て いる が , 特に 超短波 お よび マイ ク 

ロ ョ ウエーブ プ の 見 通し 内 伝 ぽ ん と 見 通し 外伝 ぽん に 重点 を お き , 無線 回 線 設計 に 関連 する 伝 ぱ ん 

諾 特性 に つい て , 豊富 な 資料 に 基づい て 解説 し て いる . また 各種 伝 ば ぽん 特性 , 時 間 的 空間 的 な 
変動 現象 , 特性 改善 に 対す る 技術 的 対策 等 に つい て も 詳細 に 説明 し て ある ・ 


図 7 温度 特性 
Fig. 7—Temperature characteristics with 
and without compensation. 


数 に 換算 し て 
表わし た も の 
で ある . 図 の 補 代 程度 は 不足 補償 で ある が , 也 。 の 特 
性 次 第 で も っ と 改善 する と と る 可能 で ちあ る! 


A 


以上 トラ ンジ スタ パル ス 回 路 を 用 いた 周波 数 の 測定 
法 に つい て 述べ た が , 従来 の 低 周 波数 測定 器 は 周波 数 
の 低い とこ と に 帰 因 し て 測定 器 が 大 きく な る きら い が あ お 
っ た . し か し こと の 測定 器 は 回 路 構 成 が 極め て 簡単 で あ 
る た め , 小形 軽便 た 作る と と が で きる . 

一 方 , トリ が 波形 叉 は を そ を の レベ ル に よっ て 誤動作 し 
易い 欠点 は ある が , 前 段 に 波形 整形 回 路 を 通し て パル 
ス 化 すれ ば か な り 確 実 性 を も た せる と と が で きる . 

と の 実験 に は 低 周 波 用 トラ ンジ スタ を 用 いた の で 
測定 範囲 は 2kc 程度 な っ た が , カッ ト オ フ 周波 数 
20Mc の トラ ンジ スタ を 用 いた 場合 に は 15kc まで 
十分 実用 惨 っ た : 

終り に 常に 御 指導 御 べ ん た つ を いた だ いた 安宅 教授 
に 深謝 の 意 を 表す る ・. 

(昭和 33 年 10 月 31 日 受付 , 34 年 6 月 30 日 再 受付 ) 


潔 (電電 公社 施設 局 ) 


〒 50 円 
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電気 通信 技術 委員 会 調査 , 研究 専門 委員 会 


昭和 34 年 第 2・ 


マイ クロ 波 電 力 標準 調査 専門 委員 会 


衝 員 長 古賀 凶 策 幹 事 岡村 総 吾 

委 マイ クロ 流 電 力 標準 調査 専門 委員 会 は 本 年 3 月 まで 
に こ に 一度 の 成果 を 挙げ , 米 英 両国 に 国内 で 相互 比較 湾 の 
放 で ョ ンー タ ・ マ ッ ゥ ント を 送付 し た の で , 解散 し た が , 
及 その 後 、 国 ぉ ょ び 英 国 ょ り 相 互 比 較 実 験 の 結果 報告 
|| ぶ ぁ り , 種々 検討 すべ き 問 題 の ある と と が 判明 し た の 
調 で 世 時 に 委員 会 を 開催 し た . 

k : 1) 最初 米国 に 送付 し た ボロ メー タ ・ マ ウン ト 
9-6 の ボロ ョ ッ ー タ が 断線 し て いた と の 報告 が あっ た 
で その 代わ り に J9-8 を 製作 し て 送付 し た . な お 。, 
還 J9-7 が 返送 され て きた の で , ボロ メー タ の 断線 状況 
半 基調 査 す る と こと に し た . 
語 (2) 英国 に 送付 し た J9-7 の マッ ウゥ ント の 能率 を 英 
| 国 で 測定 し た 結果 は 96.6 寺 1.5 (わが国 に お ける 測 
穴 値 は 電気 試験 所 : 98.65 1 0・65 み 、 通 研 : 97.38 エ 2 
放 東大 :96.92 上 2 で ぁ っ た ) と の 報告 が あっ た . 
(3) 米国 に 送付 し た J9-8 は カロ リ メ ー タ 法 で 測 
i 


村人 < 夫 る も 人 失 
人 造 を 知ら せ て ほし いと の 通知 が ちっ た の で , その 生 手 
本 する と と に し た . 

i 今後 な お 2 個 の ボロ メー タ ・ マ ウント を 製作 
隊 庄 必 で , 国際 比 江 を 行なう こと に し た. 
罰 5 以上 上 の 仕事 を 行なう た め , 新た に 委員 会 を 設 
| 立 す る こと と が 記 ま し いい ので 「 マ イク ロ 波 電力 標準 国際 
有 比 移調 査 門 科 員 会 」 を 新設 する よう 学会 に 要請 する 
た. 


電子 計算 機 研究 専門 委員 会 


委員 長 後藤 以 記 。 幅 事 元 岡 遅 


er 

第 85 回 : 8 月 は パリ で 開か れ た 情報 処理 に 関す る 

| 還 族 会 議 に 出席 され , 帰国 早々 の 氏 か ら 国 際 会 議 を 

中 心 に 欧米 の 計算 機 学 界 の 最近 の 情勢 に つい て 話 を う 

か が っ た まず 東大 山下 英男 氏 か ら 今 回 の 国際 会 議 全 
【 門 料 番号 4516] 


四半 期 業 績 報告 


般 に つい て その 開催 企画 か ら 会 議 の 今後 の 運営 に 博 る 
まで の 話 が あっ た . . 後 藤 委 員 長 か ら 同 氏 が 議長 と な っ 
て 進め られ た 論理 代数 の シン ポジ ウム に つい て 三 値 論 
理 を 中 心して 紹介 が あっ た . 電気 試験 所 の 和田 弘 兵 
か ら は 翻訳 機 お よび 文字 読取 器 と に つい て 会 議 を 中 心 E 
各国 の 現状 に つい て 話 が あぁ あり, 次 いで 東大 後藤 英 一 氏 
が ら 今 後 の 高速 計算 技術 に つい て の 世界 の 動向 を 中 心 

と し た 話 が あり , 最後 に 電子 振興 協会 の 高崎 勲 氏 ょ より 
会 議 と 並行 し て 開か れ た AUTO-MATH 59 と 言う 計 
算 機 の 新 技 術 に 関す る 展示 会 の 模様 お よ ょ び 宮 国 の 計算 
機 の 運営 情況 に つい て 報告 が あぁっ た . 

第 55 回 : 9 月 は 国産 の 小形 事務 用 計算 欄 の 代 雪 的 
な も ゃ の で ある 日 電 の NEAC-2202 と 東芝 の .TOSBAC 
2100 シリ ー ズ に つい て 紹介 が あっ た . まず 日 電 の 石井 
善 照 氏 か ら NEAC 2202 に つい て その 特色 を 中 心 記 話 
が あっ た . 本 機 は 株 式 売買 等 の 比較 的 簡単 な 事務 計算 
を , 多数 の 入力 装置 か ら の デー タ に つい て 行 な を る よ は 
うに な っ て お だ おり, 10 進 8 桁 の 数 の 加減 乗除 を 行ない , 
記憶 容量 は 入出 力 装 置 1 台 当り 3 語 , 共通 選 6 語 あ る 
外 , 10 進 3 桁 の 常 数 発生 器 が 100 語 分 ある , 制御 は パ 
ッ チ 般 で 行なう . 次 に 東芝 の 天羽 浩平 氏 ょ より TOSBAC 
シリ ー ズ に つい て 説明 が あっ た . 本 機 も ペッ チ 盤 式 小 
形 電子 計算 機 で PCS の 一 環 と し て 使え る よう に カー 
ド の 入出 力 を そなえ て いる 点 に 最大 の 特徴 人 ホ あぁ り 記 憶 
装置 は 102 桁 で 高速 度 ラ イン 印字 機 が つい て いる . 


トラ ンジ スタ 研究 専門 委員 会 


衝 員 長 岡部 豊 比 古 幹事 柳井 久義 

第 562 回 : 北大 の 松本 秋 男 , 羽鳥 孝三 氏 お ょ び 電 電信 
社 の 田中 久 也 氏 よ り 常 温か ら -50°C まで 温度 を 下げ た 
場合 合金 接合 トラ ンジ スタ の 人 各 パラ メー タ が いか に 
変化 する か , また それ を 用 いた 増幅 器 の 利得 が いか に 
変化 する か に 関す る 実験 と それ に 対す る 理論 的 検討 の 
報告 が め ゅ めった. 次 に 松下 電器 の 渡辺 昭典 , 安岡 真 衛 氏 
より トラ ンジ スタ 引 張 発振 器 の 解析 に 関す る 報告 が あ 
り , これ は Ebers-Moll の 解析 を 一歩 進 め た も の で 季 | 
張 発 振 器 の 発振 条件 , 始 端 電圧 , 過渡 電流 , 導通 時 間 , 

し ゃ 断 時 間 等 に つい て 詳細 な 解析 を 行ない 実験 と 比較 
検討 し て ある . 最後 に 日 大 の 三宅 康友 , 須山 正 仔 , 中 
羽 康 平 お よび ツ パ メ 無 線 の 宮坂 昌利 氏 よ り 無 調整 オー 
パ ・ ト ー ン 水 卓 発振 器 に っ つい て 発振 条件 に 関す る 理論 
的 解析 と 実験 例 に つい て 報告 ぶ が あっ た. . 
第 63 回 : 日 本 電気 の 武田 行 松 氏 が 急 に 病気 欠席 の 、 
た め ロ ンド ン に お ける 国際 会 議 に つい て は 資料 の 配布 


(84 ) 


昭和 35 年 2 月 電 気 通信 学会 雑 誌 第 43 巻 2 号 207 
の みみ あり, 東北 大 の 西沢 潤一 氏 よ り “欧米 た に お ける 半 第 37 回 会 合 7 月 21 日 早 大 理工 学部 会 議 室 
議 体 研究 と 新しい 半導体 装置 に つい て "” 帰 朝 談 が あぁ っ (1) ] 動 電 型 マイ クロ ホン の ダイ ナミ ッ ク イン ピー 


た . 高周波 装置 と し て は 可変 容量 ダイ オー ド で 固体 > 
ーー パ が 研究 され , Bell 研究 所 で は 7,000 Mc で 発振 す 
る トラ ンジ スタ が で き て お り , また 新しい スイ ッ チ 素 
子 が 開発 され て いる と と が 報告 され た . 


オー トマ トン と 自動 制御 研究 専門 委員 会 


委員 長 高橋 秀俊 小 事 室 賀 三郎 

第 10 回 (7 月 17 日 ) 東大 工学 部 磯部 孝 氏 か ら “人 簡 

: 単 な 線形 予測 器 ”" と 題する 発表 が あっ た . 現在 最も 進 

. ん だ 自動 制御 の 方式 と 考え られ て いる 最適 化 制御 

(optimalizing control) の 基本 を な す 機能 は , 外 か ら 

の 信号 を 分 析 し て それ に 基づい て 予測 する と こと つま り 

学習 機能 で ある .. と これ を 実現 する に は 極め て 複雑 な 装 

講 を 必要 と する と 一 般 に 考え られ て いる が , と れ を で 

きる だ け 簡 単 化 し て , 最も 少な い 部 品 で と に か くさ く 学習 

機能 を 実現 し よ ょ うと いう の が こと の 研究 の 眼目 で あぁ る 装 

置 は 信号 の 相関 函数 を 求め る た め の デ ィ ジ タル 装置 , 

子 制 函数 を 定め ある 方 程 式 を 解く アナ ログ 計算 機 , 予測 

値 を 計算 する アナ ログ 総和 回 路 の 3 部 分 か らち ら 成り 立 

つ , 相関 画数 は 信号 の 正負 の 別 だ は け を 用 いる も の で , そ 

の 他 も アナ ログ , ディ ジタル 両方 式 を 混用 し て 最小 限 

放つ 部 品 で 組み 立て られ て いる が , 周期 的 入力 を 加え る 

放 と 硫 初 は ラン ダム な な 出力 を 出し て いた も の が 明 販 

た 予測 値 を 出す よう に な り , 一 種 の 学習 機能 を 示す . 

講演 の 後 , 奈 興 と し て 一 定 範囲 の 間隔 を も っ た 二 っ 

請 の パル ス (ドア の フッ ク ) を 弁別 し て 応答 する 小さ な 
オー トマ トン が 展示 され た . 

第 11 回 (9 月 10 日 ) 東大 工学 部 井口 共 一 氏 か ら 

| Human dynamics と 題する 発表 が あっ た . と これ は 人 

間 が 一 環 を な す 制御 ルー プ に 関す る 量 的 研究 で あぁ る, 

実験 は 手動 の ハン ドル か ら , ある 周波 数 応答 を も つ 回 

罰 鷺 を 通し て メー タ の 指針 を 振ら ちせ, と これ に 外乱 を 加え を 

及 て 被験 者 に 常に た メー タタ の 指示 を 0 に 合わ せる よう に 命 


計る こと と に ょ っ て 行なわ れる . 結果 と し て 通常 の 人 間 
| な 比例 積分 微分 の 動作 は で きる が , 二 次 以上 の 微 
| 分 積分 は で き な い と いう と と で あっ た . と の よう な 研 
有 究 か ら , 自動 車 の 操縦 装置 を どう 設計 すれ ば , 人 が 楽 
底 操 疑 で きる か と いう よう な 問題 が 解け る で あぁ ろう. 

次 に 東大 理学 部 和田 英 一 か ら Overlapping Com- 
| putation (副題 , PC-1 の わり と ふみ 機能 ) と いう 発表 - 
が あぁっ た : と これ は 自動 計算 機 の 制御 を 完全 に sequen- 
tial で は な く , いく つか の 動作 を 並行 し て 進め 得る 
) ょ うに する た め に どう すれ ば よい か と いう 問題 で あ 
りり, 手 諾 と し て プロ グラ ム へ の 割込み の 問題 が 論 ぜ ら 
| 九 た . こと の 種 の 方 法 は ディ ジタル 計算 機 を 実 時 間 で 使 
及 っ て いく っ つか の 外部 装置 を 監視 し っ 制御 させ る と 
7 き に 問題 と た なる. 


電気 音 挿 研究 専門 委員 会 
= 科 員 長 富田 義男 幹事 盆 藤 堆 
” , 。 ’ J v 


ダン ス に つい て 西村 良平 君 (NHK 技研 ) 

放送 に 現用 され て いる 動 電 形 マ イク ロホ ン の 電気 敵 
子 か ら 見 て 自由 イン ピー ダン ス の 実測 値 に っ つい て 報 等 
じ し た 。 

(2) 無 的 室 と 残 級 室 を 用 いた 音響 透過 損失 測定 値 
に っ つい て の 考察 , 伊藤 毅 君 服部 守 君 ( 早 玖 ) 

し ゃ 音 材料 の 音 航 透過 損失 測定 に あぁ あたり, 残 室 二 
残響 室 法 と 無 級 室 一 残 的 室 法 を 理論 的 に 検討 し , 測 穴 
値 に お ょ ぼぼ す 誤 差 を 検討 し た 結果 を 報告 し た . 

(3) 全国 大 会 の スピ ー カ ・ シ ン ポ ジウ ム に 関す る 


時 信 光 守 衝 っ 
第 38 回 会 9 月 19 日 東北 大 通 研 会 議 室 


C1 東北 産 礁 を 原料 と し た 人 工 水 唱 の 育成 
大 原 儀 作 君 , 大 友 君 , 永山 盛 義 君 ( 東 北大 通 研 ) 
東北 産 の 雪 o 石 を 用 いて 人工 水上 を 育成 し た 成果 に っ つい 
kA 
(2) 母音 認識 の 方 法 に つい て 鈴木 久喜 君 (東北 大 ) 
高橋 徹 君 (電電 公社 ) 大 泉 充 郎 君 ( 東 北大) 
Vocoder の 10 channel 出力 を 10 次 元 ベ クト ル と 
考え , 10 次 元 の 平面 で 空間 を 仕切 っ て 妨 音 を 識別 する 
方 法 に つい て 検討 し た 結果 を 報告 し た . 
(3) 音声 信号 処理 の た め の 和 電子 計算 機 入出 力 装置 
了 つ 均 i 出 忌 赤 寺 ( 運 研 3 
表題 関し 調査 し た 結果 を 報告 し た . 
(4) 立体 音 の 高級 品質 を 支配 する 因子 の 分 析 
永井 健三 君 岩崎 俊一 君 , 吉田 登志 男 君 生 背 
大 通 研 ) 寺西 昇 君 (電電 公社 ) 
心理 尺度 を 用 いて , 立体 音 の 良さ を 代表 する 量 を 抽 
出し , それ を 因子 分 析 法 に よっ て 2 個 の 本 質 的 な 因子 
に 要約 で きる こと ど を 示し た . 
(5) Constant Sam 法 に ょ る 高級 品質 の 心理 測定 
に つい て 。 井 健三 君 , 二村 忠 元 君 岩崎 機 
一 君 , 吉田 登美 男 君 , 曽根 敏夫 君 (東北 大通 研 リ 
前 間 芯 関連 し た 因子 分 析 法 の 一 つ を 調合 し 』 実際 剛 
音質 の 良否 判定 た 応用 し た 例 を 示し た . 5 
(6) 建築 音 略 に 利用 する 磁気 録音 方 式 残 略 付 加 装 
置 た 関す る 三 - 三 の 考察 , 城戸 健一 君 三 料 喉 
元 君 (東北 大 通 研 ) 
人 工 残 響 付 加 装 置 の 具備 すべ き 条件 に つい て 検討 し 
た 結果 を 報告 し た . 結果 に つい て 報告 し た 5 
C7 ) 文京 公会 堂 の 音 略 特性 伊藤 毅 君 -( 早 犬 ) 
文京 公会 常 の 音響 特性 を 工事 の 途中 か ら 完 成 後に か 
け て 測定 し た 結果 に っ つい て 報告 し た . F : 
(8) 動 電 型 受話 器 , "永田 邦 一 , 竹 田 穫 二 て (日電) 
新しい 動 電 形 受話 器 を 設計 試作 し た 結果 に つい で 報 
告 層 だ : 
(9) 電磁 受話 器 駆 動 率 に 関す る 実験 な ら び に その 
結果 を 利用 し た 受話 器 設 計 の 検 対 
島村 情 男 ( 通 研 ) : - 
新 形 の 電話 用 受話 器 を 設計 する た め の 基礎 資料 と し 
a 感度 。 音質 。 経済 性 な た ど を 向上 させ る た め に 種々 
0 林 
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, 新 木 京 


R205 報 


回 路 網 理論 研究 専門 委員 会 


委員 長 川上 正光 幹事 矢崎 銀 作 

今期 は 7 月 と 9 月 と に 各 1 回 あて 会 合 を 開き , 8 月 

は 休会 と し た . 
第 40 回 (7 月 14 日 ) 平山 博 丘 か ら 線 形 活性 回 路 綱 
の 圧 護 理論 に つい て 報告 が 行なわ ゎ われ た . 本 研究 は 線形 
な 活性 回 路 網 の 解析 に 関す る 一 般 的 理論 を 展開 し た も 
の で あり 』」 受動 相反 回 路 素子 の 外 に 電圧 伝達 器 , 電流 
伝達 器 , 伝達 コン ダク タ , 伝達 レジ マジ スタ を 含む 回 路 綱 
つい て 節点 方 程 式 と 網 路 方 程 式 に ょ る 解析 方 法 が 論 

| じ ら れ て いる 
第 41 回 (9 月 8 日 ) 電気 機械 ろ 波 器 に 関す る 報告 
% と Switching circuit に 関す る 報告 と が 各 1 件 あて 行 

半 な わ れ た : 
ON * 1) 近野 正 , 山科 頁 両氏 か ら 電気 機械 ろ 波 器 に 関 
有 ) 了 ゃ ニ . = の 容 険 に 関す る 報告 行なわ れ た . 本 研究 
電 は 主として 電 ひ ずみ 駆動 の 電気 機械 ろ 波 器 に つい て 行 
| な われ た 実験 成果 を 述べ た も の で , 終 振動 よび 屈曲 
振動 姿態 の も の に つい て 論じ , 変換 器 の 制動 容量 の 設 
詳 計上 る の 取り 扱い 等 に も 工夫 が 払わ れ て いる . な お ぉ , 本 
放 事 告 に は 円 板 の 対 称 伸び 振動 を 利用 する と と の 可能 性 
放 に つい て も 才 察 が 加え られ て いる : 
| 2) 江口 新太郎 氏 か ら Switching circuit に お け 
, ぞ ブ ー ル 方 程 式 応用 の 基礎 理論 に つい て 報告 が 行なわ 
| れれ た :, 本 研究 は ブー ル 方 程 式 の 一 般 解 の 実用 的 意義 に 
つい て 検討 し た も の で , 一 般 解 中 に 含ま れる 任意 定数 
沿 を 寄 用 的 見 地 か ら 特 殊 化 する 具体 的 な 一 方 法 が 示さ れ 
計る . 


直線 理論 研究 専門 委員 会 


交 員 長 高木 純一 幹事 南雲 一 
第 42 回 会 合 は 電気 学会 非線形 磁気 応用 研究 専門 
RN | 研 員 会 と 共 他 で 行なわ れ た . (1) ロジ スト ロー ル に つ 
請 いて, 利光 正文 , 族 沢 道雄 周 (東芝 ) : 無 接点 継電器 
放 ( と し て は 和 電子管, トラ ンジ スタ , 磁気 増幅 器 等 を 用 い 
主 だ せ の が ぁ り , 将来 は コン トロ ー ル レク チ フ ァ イ ャ も 
有用 いら れる で あぁ ろう が , こと ここ で は 磁気 増幅 器 式 の セン 
有 タップ 自 己 帰 四 形 に 外部 正 帰 選 を 併用 し た “ロジ ピス 
» 4 度 に つい て 報告 され た 、“ ロ ジス トロ ー ル ” (ロロ 
/ マス タッ ト , 継 電 増 幅 器 を 組合 わせ た 無 接点 制御 装 
放 記 ) を 使用 する と き 問題 に な る 次 の 詳 点 : (1) 出力 電 
| 圧 変 動 率 , (2) 最大 出力 電圧 と 最小 出力 の 比 , (3) ON 
制御 領域 に お ける 出力 電圧 の 一 定性 , (4) OFF 制御 領 
有 域 (cs ける 出力 電圧 , (5) 慌 曜 点 の 安定 性 , (6) 応答 
| 時 間 , (⑰ 特異 現象 , (8) 直流 継 電 増 幅 器 の 問題 点 , 
9 次 流 継 電 増 幅 器 の 問題 点 ) (10) 電源 電圧 周波 数 , 
dQ1) 手動 機器 ょ より の 初期 信号 回 路 の 信号 電圧 の 安定 性 
| 有 | に っ いて 説明 が あぁ っ た 人 後 , 無 接点 制御 方 式 は 諸 工 業 の 
航 ジ ー ケ ンス 回 路 の 外 , 電力 回 路 , 制御 回 路 等 の 保 
計 置 と し て も 今後 大 い Ic 用 いら る べき で ある こと と が 


(86 ) 


主張 ぐれ た . 

(2) ヒス テリ シス 特性 の シミュレー を , 大 照 完 君 
( 早 大 ): 磁気 の 示す ヒス テリ シス 特性 は 履歴 特性 の 
ぁ ちち で る も 特異 な 性 質 を も っ て いる が , と これ は 不可 逆 ズ 
ィ イッ チ を 含む 電気 回 路 で シミ ュ レ ー ト で きる と と が が 先 
に 報告 され て いる . と と で は その 最も 簡単 な ー っ の 場 
合 (スイ ッ チ が 対称 特性 の 場合 ) の シミュレー タ を 試 
作 し た 結果 に つい て 報告 され た . 不可 逆 ス イッ チ と し 
て 真空 管 ト リボ ガ 回 路 と 結合 し た リレー を 作り , これ を 
50 個 用 いて 磁気 特性 を シミ ュ レ ー ト させ た 所 』 は ほ は き 理 
論 と 一 致す る 結果 が 得 ら れ た . ちな み に ス イッ チ 1 個 


約 1,500 円 , 全体 で (電源 共 ) 約 13 万 円 約 5 サ イク 
' ル まで は 確実 に 動作 する . 以上 に よ ょ り 磁 性 材料 お よび - 


と れ を 利用 する 磁気 回 路 の 研究 用 と し て , また アナ タ 々 
コン の 要素 と し て る も 填 分 使用 可能 な 程度 の シミ ュ レ ー 
が 突 価 た 作ら れる と と が わか っ た 。 ヒス テリ シス 特性 
が 直接 大 きい 影響 を 与 を て お り , いま だ 解決 され て 
いな い 問 題 , た と えば 磁性 材料 の うず 電流 異常 効果 , 
磁気 増幅 器 の 跳躍 現象 な どの 解析 に 有効 な 手段 を 提供 
する と 結論 され た . 一 つの 興味 ぁ る 研究 の 方 向 と 思わ 
れる 

(3) パラ メー タ 励 振 系 の 周波 数 域 解析 の 基 磁 ( 線 
形 周期 的 可変 回 路 理 論 ) 高 忠 雄 , 尾崎 弘 ( 阪 大 ) : 回 路 
定数 が 周期 的 に 変化 する 線形 系 の 解析 は 必ず し も 容易 
で な い . 実用 的 な 方 法 と し て 周波 数 域 の 近似 法 が し ば 
し ば 用 いら れ て いる が , と と で は 不変 線形 回 路 論 を 周 
期 的 な パラ メー タ 々 を 含む 線形 回 路 に 拡張 する 試 タ が 報 - 
告 さ れ た . 扱う 回 路 は 等 し い 周 期 (2z/ei) で 変化 し か 
つ 常 に 正 で ある 有限 個 の 線形 抵抗 誘導, 容量 素子 か 
ら 成 る 回 路 で , 相互 誘導 が 審 結 合 で な い 系 を 主として 
論ずる .。 以下 この よう な 系 を 有 ア 系 と 呼ぶ 。 和 入力 が な 
いと き 系 の 各部 分 の 電流 , 電圧 は eTit8;j() (⑭:( せ ) は 
周期 2 xz/w。 を も っ つ ) の 形 の 成分 を も つ , そこ と で 系 が 不 
安定 と は RP _r;>0 な る 電流 , 電圧 が 存在 する とこ と と 
する .、 さ て 有 ア 系 NN 端子 対 に おい て は , 入力 “9。(⑦ 


=et SF Qemes(a=l~N) (Rritin oC 対 


ーー 
LT bmt)=e! us PON emet (m=1~N) の 形 の 
出力 が 一 意 的 応 定まる とく gi= et ar =0UR) 
Des pn = et! TF wl Gemew LIhE wk 
(G3) は sー7i+jmoy C3 いて の み 悦 を も も うる 所 の 有 
選 形 画数 で も る 重ね の 理 か ら PP = タ RY wn- ky 


(+k a QD Qi) = La Dd}, PE = Dp} 


ehE PP 5 3 wll Gjk od. QCs-jk 
の の)・ 線 形 作 用 素 Cs [た だ し (w(s)6 や QS) Ry 
Q(s+jnoo), 9"=0-*] を 導入 し て War(s) = > 


の 0S 一 mop)6-" と 定義 し , と れ を (m,) 要素 と す 


る NxN 行列 を W(s) と する . P=colCP;($)), 
QM=col(Q;CsS)) (GG=1~N) と すれ ば Po)=W 


(VQ,W = WE.Lo Wi) kits t 


有松 特性 に つい て 理 輸 独 折 を 行ない ・ 
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端 隆 行列 と 呼ぶ . PP, 〇 と し て 電流 , 電圧 の 組 を 揃 を て 
と れ ば ば;』 届 は 拡張 され た イミ ッ タ ンス 行列 と な る . 


ME Y= YY P= col(PIV (=eN) と し 
RN 
0 っ)P' を 定め の 0 緒 の (sRoo) を (m,) 要 


素 と する N メ XN 行列 を Wxr と 書き , 無限 行列 


を 定め る と アー=WQ. と の MW を 拡張 され た 多 端 子 行 列 
必 に 応ずる 変換 行列 と 呼ぶ . と と で アア から Q@ を 解 
さく 間 題 を 考え る .。 0 を 中 心 を する 対称 第 民 近似 式 は 
PD =W DQD. nL 成分 が 第 L 近似 解 で |r>L 
成分 が 0 の ペク トル を (WDzP と すれ ば liml|(W-Dz 


アー-WーP||=0. そ と こと で, と の 近似 解法 は 意味 を も つこ と 
と が わか る . 以下 系 の 安定 判別 , 電力 関係 式 , 保存 則 
税法 計 当 2 委 0 台 き れれ っ 久作 坪数 形 回 崎 に 
関す る 一 般 論 と し て 注目 すべ き 研 究 で あり , 今後 の 発 
展 が 期待 され る . 
アン テ ナ 研 究 専門 委員 会 
委員 長 加藤 安 太 郎 幹事 達 藤 敬二 

第 45 回 (7 月 8 日 ) 喜連 川 隆 氏 (三菱 電機 ) は 電 
電 公 社 6Gc 帯 超 多重 中 継 回 路 に 使用 する 偏 波 共 用 パ 
ラボ ラ ア ン テ ナ の 研究 経過 と その 実用 化す る うえ の 諸 
問題 に つい て 詳細 な 報告 を 行なっ た . 

第 46 回 (8 月 12 日 ) は 会 場 を 関西 に 移し , 国際 電 
電 株 式 会 社 大 阪 支社 会 議 室 で 熱心 な 講演 と 討論 が 行 な 
5 た 

肉 田 英 成 民 ( 東 北大 ) は スー パ ・ タ ー ン スタ イア ン テ 
ナチ の 直交 素子 間 の 結合 に つい て 実際 例 に し た が い 詳 細 
な 報告 を 行ない . 7 も し 結合 量 が "-40dB 以下 の 瘍 合 は 
給電 線上 の V.S.W.R 特性 を 悪く し , その た め あめ 受 像 画 
の 画質 に た 影響 する と と を 指 適し た . また , と これ に 付随 
し て 今後 の アン テ ナ 研 究 の 諸 問 題 を 述べ られ た . 

中 原信 雄 (住友 電工 ) は 半 波 長 ダ イ ポ ー ル を 直角 
に 折り 曲げ た V 形 アン テ ナ の 諸 電 気 的 特性 と について. 
理論 解析 な ら び に 実験 結果 を 示し , 充分 FM 放送 アン 
テ ナ と し て 使用 で きる 特性 で ある と と を 報告 し た . 

遠藤 克 二 兵 .(NHK) は 東京 タワ ー に 施設 し た NHK 
の 放送 アン テ ナ 系 の 概要 お よび 2 チャ ネル 共用 可能 の 
6 眉 ス ー パ ・ タ ー ン シン スタ イル アン テ ナ の 諸 電 気 的 特性 
に つい て 報告 し , また , 島崎 静夫 氏 (電気 興業 ) は 同 
し じ く ) 東京 タプ ワー に 施設 し た 各 民 放 の テレ ビ 放 送 ア ン 
テ ナ 系 の 概要 と 諸 電 気 的 特性 を 報告 し た . 

加藤 安 太 郎 氏 (電気 興業 ) は 長 さ が 4 分 の 1 波長 の 
直 列 整合 回 路 を 多 諾 縦 続 し た 場合 の イン ピー ダン ス 変 
広帯域 整合 条件 天 
「 よび 各 段 の 波動 抵抗 の 選定 に つい て 詳細 な 報告 を 行 な 
た 
河津 橋元 民 ( 通 研 ) は 第 45 回 の 委員 会 で 豆 連 川 隆 氏 


「 ょ り 報 告 し た 6Gc 超 多重 送信 用 アン テ ナ 系 に つい て 


| きち に 深く , 検討 を 加 を 従来 の ホー シン リフ レク タ ,・ ア 
a 


松尾 優 氏 ( 近 盤 大 学 ) は 反射 板 法 に と る 放射 回 の 利 
得 中 定 に つい て その 測定 原理 な ら び に 泊 定 値 に おま ぼ 
すす 放射 器 か ら の 散乱 波 の 影響 お よび 放射 量 と 給電 線 選 
の 不 整 合 に よる 定 在 波 の 影響 に つい て 詳細 な 理論 解析 
を 行ない , また 実測 例 を 報告 し た . 

佐藤 源 頁 氏 (八木 アシ ン テ ナ 〕) は バッ トド トウ タン ケタ アン 
テ ナ に よる 放射 電磁 界 の 振幅 特性 お ょ び 位 相 特 性 の 実 
測 結 果 を 報告 し , スー パ ・ タ ー ン スタ イル テア シン テ ナ の 
水平 指向 特性 を 正確 に 求め る た に は , 振幅 特性 の みな 
ず 位 相 特 性 を も 考慮 する 必要 の あぁ ぞ と と を 指 適し た ! 


電波 伝 ば ん 研究 専門 委員 会 


姿 員 長 上 田 広 之 幹事 岡 登 博美 

(1) 宮 憲 一 氏 よ り 本 年 4 月 ロス アァ アン ゼル ス で 開 槍 
され た CCIR 系 9 回 総会 に 出席 され た と き , 電波 伝 層 
ん に 関す る 諸 間 題 を 取扱 う 第 4・5・6 研究 委員 会 の 内 容 
の 報告 が あぁ っ た . 本 来 の 目的 で あぁ る 周波 数 割当 の 合理 
化 と いう 点 に 貢献 し うる よう な 電波 の 電界 曲線 が ほし 
い の で ある が 問題 の 複雑 性 の た あめ あ に 今 回 も まだ 最終 的 
結論 に まで 到達 し な いも の が 多かっ た .: 今回 の 会 議 記 
おけ る 特記 すべ きも の と し て , 新た に 流星 通信 前 ホイ 
ッ ス ラ 伝 ば ん , 異常 電離 層 伝 ば ん , 近 時 人 工 術 量 な どの 
Space Vehicle "の 急速 な 発達 に 即応 し , Space Comー 


, munication (宇宙 通信 ) に 関す る 研究 が 取り ぁ ば げ ら 


れ , 新しい 研究 委員 会 の 誕生 を みた . また 特殊 目的 の 
た め の 周 波数 の 保護 と し て , 電波 天 交 学 の た あめ ゐ の 周 江 
数 の 確保 , 宇宙 通信 の た め の 周 波数 の 選定 , 宇 宙 通信 
用 周波 数 決定 の 技術 的 根拠 に つい て の 説明 が あっ た た: 

(2)・ 田尾 一 彦氏 より 字 宙 通信 の 考 を 方 た っ つい で 
IRE に 発表 され た 論文 に つい て 説明 が あり, 火口 衛星 
に よる 遠 距離 通信 を 行なう た め , 人 工 衛 星 の 軌 道 見 運 
範囲 大 よび その 時 間 , 人 口 衛星 の 数 , 通路 損失 の 計算 導 7 
人 口 衛星 通信 に 関す る その 他 の 事柄 と し て , 人 口 衛星 
の 大 き さ を る も 含め た 構造 , 地球 の 大 気 の 影 響 , 電離 層 7 
の 影響 , 地上 アン テ ナ の 構造 等 の 問題 に つい て 説明 が 7 
あぁ あっ た . 


マイ クロ 波 伝送 研究 専門 委員 会 
委員 長 岩 片 男 雄 。 幹事 香西 寛 


今期 は 7 月 を 休会 と し 8,9 月 の 2 回 会 合 を 行なっ た * 


第 41 回 : (1) う 「 分 散 性 媒質 に お ける 電磁 エネ ル ギ 
に っ いて 」 細 野人 敏夫 氏 (日 大 ), (②「 ィ イン ピー タダ ンス 
直視 装置 に つい て 」 小 原 落 義 氏 ( 早 大 ) の 2 件 の 発表 が 
行なわ あれ た ・ (1) に 対し て 「 式 (2.8) は 単 一 周波 数 で 1 
っ いて の 場合 か 」 「 と と で は ,4 は 単 一 周波 数 だ 対し 
て だ け 定 義 し で いる . また , 戸 ぉ よび 哲 が 大 きく 次 
動 す る と き 巨 の 変化 で = も 変り 得る が , と の よう な 場 


谷 に つい て は 考え な い 」「 媒 質 に 損失 が あぁ る どき は い 


が ん 」「 損 失 が あぁ る と き は 意味 が な く な る .。 電気 的 エ 

ネル ギ と 磁気 的 エネ ルル ギ と が は っ きり 分 けら ちら れ な い .17 
し か し 損失 が わずか で ある と き は 充分 と の 解析 が 使 を 
る と 思う 」 その 他 ポ イ ン テ ィ ン グ ベ クト ル の 向き 等 の 
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質問 が 行なわ れ た . 
(2) に 対し て は 主として 誤差 の 問題 に つい て 質問 が 
あっ た 本 論文 中 いろ いろ 誤差 た つい て の 検討 が な さ 
れれ て いる が スポ ッ ト の 大 き さ が 誤差 に どれ 程 み びく か 
ある い は 被 測定 イン ピー ダン ス の 変化 に よ っ て 久 石 へ 
の 入力 が 変化 する た め 誤 差 も 変っ て くる の で は な いか 
等 々 . 本 装置 に ょ る 測定 結果 と 精度 の 高い 定 在 波 法 等 
で まる 測定 結果 と の 比較 は な され て いな い 由 . また ; 
反射 係数 が 移 相 器 の それ と 同 程度 に な る と 測定 は で き 
な ない 

第 42 回 : 今回 な (1)「 円 環 導 波 管 の 伝播 定数 計算 
(その 2)」 細 野 敏 夫 氏 (日 大 ) 河野 士 修 氏 (古河 ) 他 
2 氏 (2)「 ャ ッ ト 了 予備 方 式 の 受信 共用 回 路 に つい て 』」 
時 田 隆二 氏 (日 電 ) の 2 件 の 発表 が 行なわ れる 予定 で 
放 ちっ た が , 黒田 氏 が 突然 社 用 出張 の た め 出 席 で きず 御 
放出 席 の 方 々 に 御 迷 惑 を お 掛け し た と と を お ぉ 旋 びす る . 
放 村田 氏 の 資料 だ け は 当日 配付 し まし た が , 発表 は 折 を 
, 『 貞 で 近 で 内 に 本 委員 会 で 行なう 予定 . 
2 (1) に つい て は 「 最 適 の Z」 を 与え る 実際 の 形 い か 
i 2 「 実 了 了 の 形 は や っ て な い 」 こ れ に 対し 具体 的 な 形 
衣 に っ いて は Morgan 等 に よる も の も あぁ る と の 発言 が あ 
だ その他 「 同 の Z」 に 対し て 無限 個 の 減衰 常 数 
放 】 な 存在 する こと こと に な る が , それ を 一 ラー つ 分 離 で きる 
| で) mode と 考え て ょ いか どう か 」 更に 位相 常 数 へ の 
有形 。 凌 選 と の 関係 等 に つい て 質問 が 行なわ れ た が , 


商 邊 条 人 じ つづい て は お まり 考え て いな い を の と と 、 その 
届 活発 な 質疑 応答 が な され た 。. 


航空 電子 機器 研究 専門 委員 会 
和 胡 小林 正 次 幹事 ior 


an, Decca, VOR, DME, ILS, GCA な ど 竹 々 の 航法 

tk 

放 | 2 に にゃ ぉ ける 設 軒 計 画 の 説明 な ど が 行なわ れ た . 

有 第 34 回 (8 月 27 日 ) 「 パ リ に ける 国際 航法 会 議 
計る 届 て 丈 六 大 者 清二 東京 時 聞 著 


0 入 計 M 文 困 法 。 電 決 可 法 の W 親 し い 壮 。 
irk 


は 7 月 お ょ び 9 月 に それ ぞ れ 第 43 回 お よび 押 
: 000 全会 


( 88 ) 
) 


その 他 の 施設 を スラ イド を 用 いて 説明 を 行ない , * そ の 
後 約 1 時 間 半 に わた っ て 実地 に 見 学 し た . 

当日 特に 見 学者 の 注目 を ひい た の は 線 の 影像 増強 
装置 (オラ ンダ 製 ) で あっ て , 最近 放射 能 の 被爆 量 が 
増加 し て いる の で , わずか な XKX 線 量 で 診断 を 行なう と 
と が 要望 され て いる . 日 本 の 現状 で は , この 種 の 装置 
の 開発 が 後 れ て お り , まだ 実用 装置 が 出現 し て いな い 
状態 で ある の で 今後 の 発展 を 期待 する 声 が 強かっ た 

第 44 回 (9 月 22 日 ): 高木 末 夫 氏 (東大 工 ) が テー 
プ 幅 1/4 イン チ , テープ 速 度 15 イン チ / 秒 2 トラ ッ 
ク の ステ レオ テー プ デ ッ キ を 用 い . 全 ト ラン ジス タタ 化 
を 行なっ た 12 チャ ネル の 有 剛 波 用 磁気 記録 装置 の 試作 
結果 お よび その 実験 成績 に つい て 報告 し た . 

と の 装置 は 市 販 の 1/4 イン チ 幅 の 磁気 テー プ を 2 ト 
ラッ ク と し て 用 い 各 々 の トラ ッ ク に 6 チャ ネル ずつ の 
脳波 を FM の 多重 化 方 式 で 記録 する も の で , 脳波 計 と 
の 併用 を 前 提 と し , その 性 能 は 大体 JIST 1203_,。。。 
に 人 准 拠 し た も の で ある . 

討議 に お いて は 各 チ ャ ネル の S/N 差 の テー プ 自 体 
ぉ ょ よび head の 問題 , 他 の 医学 現象 の 磁気 記録 へ の 応 
用 等 の 問題 が 取上げ られ た . 磁気 テー プ へ の 記録 の 対 
象 と し て 手 じ か に 引合 に 出さ れ た も の は 。, (1) 筋 電 図 , 
(2) 心電図 , (3) 心音 図 で ちっ た が , (1) お ょ どぶ (②) 
は 比較 的 容易 た に た その 要求 を 充 し 得る が , (3) に つい て 
は 別 の 課題 と し て 研究 し て みな けれ ば なら な いよ ょ よう で 
あぁ ある. 


マイ クロ 波 真 空 管 研究 専門 委員 会 


委員 長 小池 田 二 郎 幹 . 事 中 村 幸 確 

今期 は 会 合 を 2 回 に 止 % 8 月 は 休会 し た . 

7 月 は 関西 支部 の 要請 に 基づき 神戸 で 開い た 。 地元 
の 神戸 大 学 工学 部 の 方 々 の お 骨 析 で , 摩 牙 山頂 で 開く 
と と が で き , 生憎 天気 に は 恵まれ た か っ た が , 62 名 の 
参加 が あり , 地元 5 割 , 他 地 方 4 割 の 比率 で あっ た * 
講演 に 7 件 中 関西 側 5 件 , 他 地 方 2 件 で あり 地 方 開催 
が , その 地方 の 会 員 に 積極 的 参加 の 機会 と な る と と を 
如 実 た 示し た . 

発表 は 各種 マイ クロ 波 管 の 製作 に 関す る も の 5 件 で 
球 の 種類 も 変化 に 富み, 電子 管 の 製造 面 で は 依 伏 各 種 
の も の が 平行 し て 問題 を 提供 し て いる と と を 示し て い 
る 、 残り 2 件 の うち 1 件 は 電子 ビー ム の 形成 に 関す る 
各 衝 電 子 管 に 共通 な 間 題 で , 従来 と も 同じ 方 面 の 発表 
が 少し ずつ 現われ て いる 他 の 1 件 は 従来 の 電子 管 と 
全く 違う ミリ 流用 電子 装置 で , 以前 似 た 内 容 に っ いて 
紹介 が あっ た が , 初期 段階 の も の と は いえ , 日 本 に お 
ける 実験 の 報告 と し て は 最初 で あろ う . 

9 月 に は 電子 ビー ム 雑 音 に 関す る 基本 的 で , 従来 も 
現われ た 問題 を 新しい 観点 か ら 見 直し た も の と , 同じ 
く 以 前 か ら 論 じ ら れ て いる マイ クロ ョ ロ 波 三 極 管 の 電子 アァ 
ドミ タン ス の 者 察 の 難点 を 見 方 を 違え を て 解決 に 近づけ 
よう と する も の の 2 件 の 発表 が あっ た . 参加 者 は 多く 


は な か っ た が 討論 は 盛ん で あっ た . 
以上 の 2 回 の 発表 の 内 容 を みる と マイ クロ 波 に お け 
ミリ 波 へ の 努力 が 


る 実用 化 と 改良 は 依然 続い て お り , 


1 


i i or GT pi 
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実 を 結び つつ ぁ り , 基本 的 問題 た 努力 を 続け る 人 も あ 
り , 新しい 電子 装置 の 実現 も 始ま りつ つ あ る な ど , 誠 に 
ょ くわ が 国 の 現 捧 を 表わし て いる と いう 感じ が する . 


イン ホメ ーション 理論 研究 専門 委員 会 


委員 長大 泉 友 郎 幹 事 榎本 牙 

第 55 回 (7 月 17 日 ) 電気 試験 所 猪股 修二 氏 ょ り 自 
然 音 声 を 記憶 させ て お き , それ を 書か れ た 文字 に 対応 
し て 探し だ す 動 作 を 連続 的 に 行なわ せ , 音声 を 発生 す 
る 音声 合成 方 式 た に つい て 提案 が 行なわ れ た . 

電波 研究 所 の 中 田 和 男 , 鈴木 誠 史 の 両氏 か ら タ ー ミ 
ナル ・ ア ナ ロ グ 形 の 音声 合成 装置 に た より 制御 パラ メー 
タ を 種々 変化 し て 音声 を 合成 し , その 結果 か ら 見 た 音 
声 の 識別 の 問題 た つい て 説明 が が あっ た . 

第 56 回 (9 月 18 日 ) 国際 電信 電話 中 込 雪男 氏 よ ょ り 
CCITT の 国際 電信 交換 の 研究 委員 会 に 参加 し た 結果 
と ョ ー ロ ッ パ 諸国 に お ける 電信 交換 の 信号 形式 , 交換 
方 式 た に つい て 報告 が あっ た . 

防衛 大 三根 久 氏 より 6 月 た ロス アン ゼル ス で 開催 さ 
れ た 国際 回 路 情 報 理論 討論 会 に 参加 し た 大 要 と ソ連 の 
Povgatchev 信号 検出 の 最適 系 に 関す る 論文 の 紹介 が 
行なわ れ た . 

電気 試験 所 猪股 修二 氏 が 口 道 の 伝達 函 数 変換 率 に つ 

て 音声 を 規準 化す る 方 法 と し て , 対数 時 間 軸 を 用 い 
る 方 法 に つい て 提案 を 行ない , 種々 討論 を され た . 


磁性 材料 研究 専門 委員 会 


委員 長 朝田 五 太 幹 事 佐藤 斉 

7 月 23 日 に 重要 と 思わ れる パラ メト ロン 用 記憶 装置 
に つい て の 材料 的 検討 を 主眼 と する 会 合 を 開い た . 内 
容 は 2 周波 メモ リ に 関す る も の で あっ て 資料 は 2 件 で 
あっ た . 

山田 茂 春 氏 は 記憶 方 式 か らち の 必要 条件 に ついて. 
S$ 時間, 出力 ,- 消費 電力 等 た つい て 考察 し た 結果 亡 
つい て 述べ , 高周波 ヒス テリ シス ルー プ と の 関連 性 の 
ほな か 市 販 材 料 の 測定 結果 か ら 通 研 製 新 材 料 が すぐ れ た 
特性 を も つと と を 示し た . 

富永 氏 は 新しい 材料 判定 直 示 装置 を 用 いて , 主 と 
し で 特性 の ばらつき と いう こと の 種 の も の に お ける 重要 
縮 融 Go で 刷 夫 本 果 発 表し た ほか 上 ステ リ シ ス 
ルー プ と の 関連 性 た に つい て も 述べ た . 

9 月 15 日 に は 高周波 ヒス テリ シス ルー プ 直 示 法 に 関 
する 事項 を 主眼 と し た 会 合 を 開い た . 
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佐藤 氏 は 拡散 磁気 余 効 と に よ ょ る 透 磁 率 清 減 現象 と 電流 
変化 時 の 抵抗 イン ダク タン ス 変化 と が 比例 関係 に E あ る 
と と に つい て 検討 し 数式 お ょ び 実 験 か ら 成立 っ と 迷 
べた 。 

山田 茂 春 , 小柴 典 居 氏 等 は Mc 程度 の 高周波 に S 
ける 新しい ヒス テリ シス 直 示 方 法 の 原理 (周波 数 の 本 
ず か 異な る ゲー ト に よる sampling に よる 帯域 圧 締 作 
用 ) に よる 装置 に た つい て 述べ , 各部 分 の 許容 特性 の 
味 を 行ない . 実際 に も 良好 で あぁ る と と に つい て で て 実測 人 硬 
を な 


超 音 波 研 究 専門 委員 会 


委員 長 能 本 乙彦 幹事 奥島 基 良 
第 105 回 (7 月 13 日 ) (1) 和田 八 三 久 氏 か ら ;, ADP' 
結 品 を 円 筒 形 に 仕上 げ て 拓 り 振動 を させ , 複合 振動 子 
法 で プラ スチ ッ ク な どの 複素 弾性 定数 を 測定 じ た 結 果 
の 報告 , お ょ よび ADP 送受 波 器 を 用 いて 空気 中 で 種々 
の 紙 ・ 布 ・ ポ リ ェ チレ ン 膜 な どの 超 音 波 に 対す る 透 務 
損失 を 測定 し , 測定 値 か ら 膜 の 面 客 度 ・ 吸 水量 ・ 透 舞 
性 が 求め られ る と と が 分 っ た と の 報告 が ぁ あっ な ・ ② 池 7 
田 拓郎 氏 か ら , (Ba-Pb-Sr-Ca)・(Ti-Zr-Sn)0』 氷 の 7 
磁器 の うち 二 , 三 の は 4 成分 系 に つい て し ら べ だ だ 結 7 
果 , いずれ の 系 で も Fe 相 と Fs 相 の 境界 付近 で 圧 ! 
電 性 が 3 く ’ (Ba;o。-Pb,,) ・ CTiirZt O08 の も の は : 
kr が . 40 に 達し , 震度 誠 座 を 50 

と の 報告 が あぁ っ た . 

第 1065 回 : (9 月 14 日 ) (1) 今泉 常 正 ・ 井上 外 志 0 
本 区 は , 起 音 泊 を 送 鉄 ・ 通 庶 に 応用 ゼ だ た 本 放 玉 溢 間 本 科 
濁 粒 子 間 相互 の 吸引 力 は van der Waals 力 た よ ょ っ 
て , 反発 力 は 粒子 の 帯電 に 基づく 静 電 力 に よっ て 生 ず 7 
る と 考え , 粒子 の 振動 振幅 と 媒体 の 振動 振幅 が 異な る 7 
と し て 平均 粒度 と 最適 導 集 周波 数 と の 関係 を 求め , 実 I 
験 結果 と 比較 し た が か な り 周波 数 範囲 が 異な っ て で てい 
た . また , その 他 の 凝集 要因 に つい て も 検 対馬 た だ どの 
報告 を 行なっ た . (2) - 森 栄司 氏 か ら , 超 音 波 加 華 選 cs 
いて , = ニッ ケル 振動 子 の 磁気 ・ 磁 わい の 非 直線 性 きよ 
び 振 動 に よる 疲労 を 考え た 場合 の 無 疲労 限 変 位 」 それ 7 
を 駆動 する に 要する 高周波 磁界 の 大 き さ , 振動 子 の 加 
工 時 機械 出力 パワ ー お よ ょ び 電 気 入 力 パ ワー など k に 関す | 
る 計算 式 を 誘導 する と と る も に , 大 振幅 振動 時 の 諸 測 定 p 
値 を 代入 し て 数 値 計算 を 行なっ て 使用 に 便利 な 図表 を 
さら に 工具 端 加工 条件 お よび ホー ジン の 設計 法 と 


ー 坊 え , 
あぁ わせ て で て, 介 的 に 折 表 未納 


示し た 報告 が あっ た . の 


中 


(a 2 ; 


之 調査 ・ 研 究 専 門 委員 会 の 活動 状況 


(2) 欧米 の 半導体 研究 と 新しい 半導体 装置 に つい て 二 西沢 潤一 (東北 大 ) 


(34 年 度 第 2・4 半 期 ) 
調 査 ・ 研究 の 題目 発 胡 者 | 大 加 者 
P (1) 米国 お ょ び 英 国 に お ける 比較 測定 の 結果 
A (2) パレ ッ タ ・ マ ウン ト (J 9-6) パレ ッ タ 切断 に 対 
な する 対策 
| 山下 英男 ( 東 大 ) 
*: (2) | 拉 硬 半 大 ) 
電 | 65 | 8:20 | 情報 処理 に 関す る 国際 会 議 報告 後藤 以 紀 ( 電 試 ) | 50 
子 E 田 居 ( 電 試 ) 
計 高崎 勲 ( 電 子 振 協 ) 
( 田 母 上 起 代 士 , 出川 維 二 郎 
の (1) NEAC 2202 電子 計算 機 じ つい て (石井 善 昭 , 吉沢 聖 一 
研 | 66 | 9.17 し (E 電 ) 25 
ek ; 了 守田 贅 太郎 天 羽 浩 平 
人 (2) TOSBAC 2100 シリ ー ズ に つい て 人 md 
(3) , [松本 秋 男 ( 北 。 大 ) 
1 (1) 低温 に お ける トラ ンジ スタ の 動 特 性 た つい て 1 羽 鳥 , 地 三 - db 大 ) 
62 | 7.7 (田中 久 也 (電電 公社 ) 54 
ッ (2) トラ ンジ スタ 季 張 発振 器 の 解析 渡辺 昭典 (松下 電器 ) _ 
* ' “Eg / 三 宅 康 友 ( 還 , 大 
ec ョ ンド ン に お ける 国際 トラ ンジ スタ 会 議 に っ つい 
。 若 トト 武田 行 松 ( 日 電 ) | 2 
0 寺 


| [菅田 栄 浴 。 寺田 正親 
(1) 高周波 電磁 界 と よる 電子 ビー ム 集 東 宴 克己, 池 油 康彦 


( 阪 大 ) 

] a) _ 「 小 由 次 郎 ( 通 研 ) 

(2) 24 Ge/s 一 了 た し ど 天 増 志 宮内 富士 夫 ( 通 。 研 ) 
(3) High-Gain Velocity-Jump Amplifier for 24 | / 三輪 高明 。 池 内 沙 一 郎 
放す が 岡 正明 ( 通 研 ) 

井 昭 (大阪 市 大 ) 


(関西 どす 午 負 壮 狗 栖 を 光る シコ ロフ ま き 半 の 沙 電 


直進 形 ク ライ スト ロン の 出力 特性 
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「 な わ ち 完全 な 系 の 符号 化 が その 符号 の 長 さ の 最大 公約 


昭和 235 年 2 月 


電 気 通 
海 外 
新しい 誤り 訂正 符号 


D.W. Hagelbarger : “Recurrent Codes, Easily 
Mechanized, Burst Correcting, Binary Codes”, 
B.S.T.J. 38, 4, p 969, (July 1959). 河野 善 洲 訳 
[資料 番号 4517] 
伝送 路 に より デー タ を 伝送 する と き 誤 り は “burst’ 
と し て 連続 し て 現われ る . と の よう な “burst” に よ 
る 誤り を 訂正 で ぎる 二 進 符号 につい て 述べ て いる . 

最も 簡単 な 冗長 度 1/2 で , 6 ビッ ト ま で の ““burst” 
に 耐 を る 符号 は 図 1 の よう な 符号 器 で 作ら ちら れ る. 情報 
娠 より の 二 進 符号 は シラ トレ ジス タ に 入り , 位置 .1.4 
に あぁ ある デー タ と 和 が 偶 な チェ ッ ク デ ィ ジ ッ ト を デー ネタ 
ガイ ジッ ト と 交互 に 送出 する .。 図 2 の ょ うな 復号 器 で 
され ら を 再び デー タ だ よび チェ ッ ク の 二 つ の シフ トレ 
ジス タ に 入れ , 太 ,S2 組 の ペリ ティ チェ ッ ク を 行なう . 
太 ,S が 共に 誤る と き は , 位置 4 ら デ ー タ を 位置 5 に 移 
すす と き で 1 っ >0. 0 っ 1 た 変 を , 密 また は S$S の 一 方 の 
次 が 誤る と き は 放置 する . 連続 する 誤り は 6 桁 以 下 で 
あぁ ある か ら , 一 和 群 に つい て 一 つ 以 上 の 誤り は あり を な い 
の で , 以 ,S 共に 誤る の は 位置 4 た 誤り の あぁ る と き に 限 
な れる の で , と れ で 訂正 が 可能 で ある . 

0 よ 5 に) “burst'? より 大 きだ な 間隔 を る も つ ?* リ テ 
ィ グ ルー プ を 作り , め 個 の 桁 も りな る 群 に ヒー つっ ずつ グダグダ 
2 パー プ の パリ ティ を 一 定 と する よ ヶ な テ チェッ ク デ ィ ジ 
ッ ト を 加 を る と と に より , 一 般 に 冗長 度 1 で K5 を 


CT 
EDI 


不 等 長 二 進 符号 の 符号 化 法 

E.N. Gilbert and E.F. Moore : “Variable- 
Len-gth Binary Encoding”, B.S.T.J. 38, 4, 
ミ p 933,(July 1959). 岩 垂 好 裕 訳 [資料 番号 4518] 

あぁ る 確率 を 与 を られ た 情報 源 の 文字 の 符号 化 た に つい 
で は , すでに ハフ マン に より 最小 冗長 度 を 持つ 符号 化 
の 理論 が 発表 され て いる . 本 論文 に お いて は , まず 情報 
源 の 文字 の アル ファ ベッ ト 順 が , 二 進 符号 記 お いて も 
その ま ょ ゝ 数値 の 大 き さ の 順に 保 た を たれ, か つ ラー つの 符号 
が た esー つ の 文字 に 復号 され る 性 質 ; unique deciphe- 
rability を 持つ 符号 化 の 方 法 が 与え を られ て いる . まず 
と の uniqgue decipherable の アル ファ ベッ ト 順 の 答 
号 化 が 存在 し 得る と と を シャ ノン の 情報 理論 定理 9 の 
証明 を 改作 し て 証明 し , 次 に 種々 の 操作 を 施し て 冗長 
隊 を で き 得 る だ け 小 さく し し, - 表 に 示す よう な アル ファ 
ペッ ト 順 符号 化 を 作成 し て いる . と いで 注意 すべ きこ と 
E22 NI ド の 符号 化 人 らい て, バス ママ 
ン だ た まる 符号 化 の コス ト が 4 は .1195 で ぁ る の に 対し , 
アル ファ ベット 順 符 号 化 の コス ト は 4.1978 で あぁ あり, 
一般 に 使わ れ て いる 等 長 符 号 の コス ト 5 に 比較 すれ ば 
両者 の 値 は き さ きわめ て 接近 し て お り , 符号 の 排列 だ に アル 
ファ ベッ ト 順 を 保つ と いう 制限 は 驚く 程 少 な い expen- 
se で な され て いる わけ で ある . と の 論文 は さら に 完全 
な 系 の 符号 化 お よび 接頭 辞 性 質 (Prefix Property) の 
な い 笹 号 化 法 に つい て 少し ぶれ た 後 , 不 等 長 符号 は 等 
長 符 号 と 異な り , 復号 回 路 が 符号 化 回 路 に 自己 同期 す 
る 可能 性 の あぁ る 符号 化 法 で ある と と を 示し て いる . す 
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図 2 
で の ““burst” に 耐え を る 符号 を 作る と と が で きる . 


と の 符号 は “burst'” ょ り 大 き な 間 隔 を も っ つ ディジ 
ッ ト の 群 に つき パリ ティ チェ ッ ク を 行なっ て ,*““burst※ 
に よる 誤り を 訂正 する も の で , 冗長 度 を 減ら そう どす 
る と 多数 の シフ トレ ジス タ を 要する が 符号 の 構成 が 李 
あめ て 規則 正しく , 符号 器 , 復号 器 の 論理 構成 が 容易 で 
あぁ る 利点 を も っ て いる . 著者 は 一 般 の 場合 必要 な レジ 


スタ の 数 , 訂正 の た め に 必要 な 誤り の な い 和 桁 数 まだ 同 
期 の 問題 に つい て も 考察 し て いる . (猪瀬 委員 ) 
符 号 化 表 
変 " 洗 和 | 確 - 率 ペペ マン 社 二 . アル ファ ベッ ツ ト 符 号 
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数 と し て 1 を 持つ な ら ば , その 符号 化 法 は , (1) 完全 
同期 形 , (2) 部 分 同期 形 , (3) 非 自己 同期 形 で あぁ り , ' 実 


Optimal Codes in a Gaussian Channel”', B.ST.J. 
= 38, 3, p 611, (May 1959). 岩 垂 好 裕 訳 [資料 番号 
1 


: ガウ ス 性 通信 路 に お ける 最適 符号 の 
ミ 誤り の 確率 
: C.E. Shannon : “Probability of Error for 


me 


論文 は ガウ ス 性 雑音 と , 伝送 器 の 平均 電力 制限 

kee ra 復号 化 法 に つい て 

研究 され た も の で あぁ ある. すなわち 最適 符号 お よび 復号 

系 で の 復号 の 誤り の 確率 が 計算 され , 特に 通信 容量 に 

近い 符号 化 速 度 と ゼロ に 近い 符号 化 速 度 に お いて は , 

各々 の 上 限 , 下限 は 極め て 接近 し て 存在 し , 確率 の 正 

確 な 計算 に 役立つ こと が 見 出さ れる . 計算 は すべ て の 

符号 語 が 全く 等 し い ぃ い 電 力 P を 持つ も の と し て 幾何 学 的 

に 行なわ れ , 後に この 結果 を 他 の 仮定 の 場合 に 拡張 し 

で いる . すなわち Peopt( 太 , ヵ %) を 速度 , 長く さ ヵ 々 の 符 

| 号 の optimal な 誤り の 確率 と すれ ば , この 確率 は ヵ 次 

0 売 空間 に お いて 原点 か ら 4/z(4 は S/N 比 ) に あぁ 

る 点 ダ が , 頂点 を 原点 0 に 持ち , 0X を 軸 と する 二分 

Lg の 一 円 氏 角 9 の 円 氏 の 外部 に 球状 が ガウス 雑音 に ょ っ て 

語 押出 され る 確率 QC0⑳) に ょ っ て 計算 され , 次 式 が 与え 
られる: 

QLPeopt | A D 
還 を で で OD(0) は この 円 氏 の 立体 角 , 0。 は 速度 太 選対 
較 菩 衣 応 考 る 円 舞 角 で あぁ ある. と の 限界 に つい て 種々 の 場合 に 


る 夜 … 症 
H.A. Heln : “The Z Transformation'"', B.S. 
= 穫 :J. 138, 1, p177, (Jan. 1959). 副島 末 好 訳 
。 ミ [次 料 番号 4520] 
Rt 普通 変換 は “sampled” 函数 で 単位 イン ペル ス を 


"0 | 振幅 変調 し た 形 で 定義 され て いる が , 単位 イン ペル ス 
放 有 は 高 さ 無限 大 , 幅 究 で も る の で , と の ょ うな 変調 は 直 
有 有 | 名 抱 c 不 明 丘 で ぁ る ・ 


どれ で , と この よう な 定義 の 代り に Stieltjes 積分 を 


| fe dat) = EinT)e ns- Fe 
Eo と まい て で Z=eST と お おく と 
Ls [ft]= 2 f(t) 2-1Td a(t) = Sf(nT)Z-" 


痢 | が 得 ら ちら れる. これ は Z 変 換 の 幅 級数 展開 で あぁ ある. こと の 
有 有 うな 定義 を 用 いる と lim 7@( の = な る 極限 で は 普 


| ロンド > ン 大学 に お ける 音声 識別 機 の 

| P.Denes:‘“The Design and Operation of the 
; | Mechanical _ Sheech Recognizer at University 3 
College London", Brit.I. R. E. 19,4,p 219,(April 
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際 上 は (1), (2) の 特性 を 持つ ! 符 号 の 作成 は な, 特に 考慮 
を 払わ な けれ ば 困難 で ぁ る と 述べ て いる . (猪瀬 委員 ) 


分 け て 計算 が 行なわ ゎ われ て いる が , 一 例 と むし て 0 ご 0 
9。 な る 範 暑 で っ oc の と き の 少 近 解 と し て , 
Og Ca ee 
92(0) 
QA;) — NR Tt 
.(1- cos 9,—AG sin*0, ) 
2cos0,—AG sin*°d, 
が 与え られ る . と ょ で ご (06:), z(0.) は @ の 陣 数 で 
あり, E ょ (90) は 信頼 度 と ょ ば れ , G は 9 の 函数 で あ 
る . 特記 生じ C の 場合 に は , 上 式 に より 与え を られ た 上 
限 , 下限 は ほな は き 等しく, 
Pp = TE V2 RO) | 
éopt vyP(P+2N) 2N) 1 y 
で 与え られ る と と が 示さ れる . : と こと パ ふ で の ⑦ は が ガウス 分 
布 , C は 通信 容量 で ある . とこ の 場合 の 信頼 度 は , 


(P44N)* : 
E(R)= PP12N) 2N) (C—R) 
と な り ,。 と れ は Rice に よ ょ っ て 計算 され た ERYOT 


限 値 , 


ーー——e-E RL 


«(0,) 
i 


P+N 
BR eR) 


よ ょ り 優 れ て いる 。 す な わ ち Rice の 計算 に ょ る より も も! 
同じ 誤り の 確率 を 得る の に ょ り 短 い ブ ロッ ク 長 で 十分 
で あぁ る と いう こと と を 示し て いる 。 な お 巻末 に は 4 を 
パラ メタ と し て 信頼 度 丘 , の 曲線 が 示さ れ , 計算 の 便 
宜 記 役立て る こと が で きる . (猪瀬 委員 ) 


通 の Laplace 変換 と 一 致 さ せる と と が で きる .。 こ と の 諭 
文 は さら に 詳し く .Laplace 変換 と Laplace-Stieltjes 
変換 の 関係 を 述べ , 次 いで その 逆 変 換 を 誘導 し , 階 差 
方 程 式 へ の 応用 を 説明 し て いる . (一 鳥 ( 末 ) 委 員 ) 


D.B. Fry の 論文 に 記さ れ た 原則 に し た が っ て 試作 」 
し た 音声 識別 機 に つい て 述べ て いる . 装置 の 概略 は 図 
に し めす ょ よう で 音声 入力 は あらかじめ プレ ェ エン ファ ャ シ 
ス と 振幅 圧縮 し た 後 , 160~8000 c/s の 18 個 の B.P.F. 
に 送ら れる . と の 任意 の 2ch の 出力 の 組合 わせ に よっ _ 
て 母音 や |m|, ls| な どの 音韻 の 音 略 的 識別 を 行なう . 


(C94 ) 


昭和 35 年 2 月 電気 通 1 


mul 
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卓上 誠 | 12| な ど は 音韻 の 継続 時 間 た にょ り ま た 上 は 
上 同 と を の レジ ベ ル 差 に ょ っ て 識別 され る , と の 識別 結果 に 
音韻 の ダイ グラ ム に 関す る 言語 情報 を 組合 せ て , と の 
出力 を 最大 値 検出 器 と にかけて 音韻 の 識別 を 完了 する . 
こと の 出力 を 印字 メモ リ に 逐 を た 後 , タイ プラ イタ で 一 
壮 速 度 で 印字 する . と の 装置 で 識別 で きる 音韻 は 母音 
4, 子音 9 で 種々 の 試験 単語 で 識別 機能 を し ら べ た と 
と ろ 音 略 的 識別 の み で 単音 明暗 度 60 祖 の も の が 言語 
情報 を 付け 加え る と 72 に 上 昇 し た . 

と の よう な 人 間 の 識別 機能 を 加 % て ゆけ ば 機械 的 識 
別 機 の 確度 を も っ と 上 昇 さ せ 得 る が , この た め に は 装 
置 の 記憶 容量 は 膨大 と な る の で , どの よう な 機能 を 加 
える べき か を 万 能 形 電子 計算 機 で 検討 し た 方 が 有利 で 
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現在 と の 方 向 で 研究 を 行なっ て いる . ( 新 木 元 委員 


エメ ラル ド 中 の Crt イオ オン の 
常 磁性 共鳴 スペ マク トル 

J.E. Geusic, M. Peter and E.O. Schulz-du 
Bois : “Paramagnetic Resonance Spectrum fs 
Criihiin Emerald”", B.S.T.J. 38, 1, 1p 291, 
(Jan. 1959). 米 満 博夫 訳 [資料 番号 4522] 
Cr+++ イオ ン を ruby に 入れ た も の は 既に メー ザ 材 
料 と し て 好適 で あぁ る と こと が 知れ て いる . 

本 論 談 で は 母体 の ruby の 代り に ェ メ ラル ド を 用 い 
た 場合 の 基本 的 な 常 磁性 共鳴 スペ マク トル 線 の 解析 か ら 
と れ が 将来 高い マイ ク ェ ョ 波 周 波数 帯 で の メー ザ と し て 
有望 な 材料 と な る と と を 予言 し て いる . 


seenenseteseet 


TT 


実験 は 8.2~12.4kMc の X 帯 , 18~26.5 kMc の 
だ 帯 お よび 50~75kMc の M 帯 で 常 磁性 共鳴 吸収 が 
測定 され , その 結果 次 の 値 が 得 ら れ た . 

Gr ti A EG LE Cr++ ナ 入り ルビ 全 
2D=-—53.6 エ 0.1kMc 2D=-—11.493- 上 £0.006 kMc 
ga, =1.973 +0.002 gq, =1.9840+0.0006 

gr =1.97-+0.01 gq, =1.9867--0.0006 

零 磁 界 分 裂 常 数 の 2D 値 が ruby に Crt++h を 入れ 
た も の に 比較 し て 約 5 倍 も 大 きい と と は ,- を の 材料 が 
より 高い マイ クロ 波 周 波数 芝 で の メー ザ と し て 使 る 


可能 性 を 示し て いる . スピ ン 格 子 緩和 時 間 は 目下 測定 
計画 中 で ある . ( 米 満 委 員 ) 


薄膜 の 磁化 の 解析 

K. Chu and J.R. Singer : “Thin Film Mag- 
nettzation Analysts”, TR.E. 4], 7, p 1237,; 
(July 1959). 井 早 和彦 訳 [資料 番号 4523] 

強 磁 性 薄膜 の 磁化 の 方 向 と 磁気 ェ エネルギ と の 人 関係 を 
求 あ る る の に 図式 法 に ょ る と 便利 で ある . また . と れ か 
らら ヒステリシス ルー プ の 形 を 予想 する と と が で き , そ 
の 結果 は 実験 と ほぼ 完全 に 一 致し た . 本 文 で は 磁化 容 


CTITERTITITTIILEIT) 
ti 


衣 易 方 向 と 1) 180° の 磁界 を 加え た と き , (②) 90° の 


磁界 を 加え % た と き ,(3) 90" と 180° の 磁界 を 加え た と 


きた に っ いて 考察 する . これ ら の 状態 は 計算 機関 係 に 重 


FF 


性 を 持っ て いる . 


要 な 意味 を 持つ も の で ある . 
磁界 中 で 葬 着 し た 強 磁性 薄 鹿 の ほな と ん ど は 一 四 異 方 
と \ で 述べ る 図式 法 で は 重ね 合せ の 


原理 を 使う . 
すなわち 全 自 由 ェ ネル ギ は E,=E;+Esc+Ego (1) 
万 x は 異 方 性 エネ ル ギ で Ez 一 k。 十 ksin?*9 (2) 


ke: 異 方 性 常 数 ' 9: 磁化 ベク トル と 容易 方 向 と 
の 角 , E。 に は 磁 わ や い エ ネル ギ で : 。 

Es =(3/2)A2sgsin’0 (3) 

9: 張力 4。: 消 磁 状 態 と 飽和 状態 と の 間 の 磁 わ い に よ 


| る の び 9: 磁化 と 張力 と の な す 角 

万 所 9 は 磁化 エネ ル ギ で 
Ens=—HI;[cos(9— の 1] (C9) 
|: 磁界 の 強 き 了 7。: 飽 和 磁 化 の 0: 磁化 容易 方 向 と 磁 


界 と 


の な す 角 


90: 磁化 ベク トル と 磁化 容易 方 向 と の 角 


と れ ら の 式 を 見 る と 下 , と 互 。 は 試料 応 よ っ で 決ま っ 
て いる も の で , 下 所 9 の み が 外 部 磁界 応 よ り 変 化す る 
と と が わか る . 箇 単 の た め 戸 。 を 無視 する と と に すず 
る .( と れ は た と を ば パー マロ ョ ロイ 薄膜 の 場合 正 も いう 9Zj 
/8@=0 の と と ろ に ェ ネ ル ギ 極 小 の 点 が 存在 し , で の 宮 
が 安定 状態 に な る . Ex と 所 を 重ね 合せ れ ば 任 療 
の 状態 に お ける , と 0 の 関係 が 得 ら ゅ られ 9E;/90= 
0min の 曲線 と の 交点 が 安 定 状 態 に な る . 。 

た と を ば 図 1 は 180° の 方 向 に 刀 _e の 磁界 を 加 を 
た 場合 , 図 2 は 90° の 方 向 に » の 磁界 を 加 を た 場 
合 , 図 3 は な 90° の 方 向 に 娘 s の 直流 パイ アス 磁界 ) 
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i 180° 方 向 に 万 -s の 磁界 を 加え た と き の も の で ある . 
, さて ピッ クア ッ プ ・ コ イル を その 軸 を 0° 軸 に 平行 
に 置い た 場合 を 考え る と コイ ル を 切る 磁化 ベク トル の 
成分 は B=7。cos0 で ぁ ら わ さ れ , 上 の 図 か ら 容 易 に 


ミ マイ クロ 波 管 の 能率 の 改善 
D. Walsh : “Tmproving Microwave Tube Eff- 

ciency"”, electronics 32,29, p 70, (July 17,1959). 
小山 次 郎 訳 [資料 番号 4524] 

マイ クロ 液 管 の ちる 種 の も の は , Karp 回 踏 の ょ う 
な 坊 平 な 橋 造 の 遅 波 回 路 と 電子 ビー ム と を 相互 た 作用 
させ ね ば な ら た ない. この 場合 に 円 筒 電子 ピー ム を 用 い 
る で で と は 設計 は 容易 で ある が , 非常 な 損失 で , や は 
り 偏 潤 ピ ー ム を 使う こと と が 望ま し い . と の 論文 に は , 
碗 レンズ 系 に よっ て 偏平 ピー ム を 得 て , マイ クロ 流 
筐 の 能率 を 改善 する 方 法 に つい て 提案 し て いる . 
図 1 ユ A) の ょ うた な 磁力線 と と これ と 大 き さ が 同じ で 曲 
議 | 哲 の 形 と 向き が 反対 の (B) の よう な 磁力 線 と か ら な る 
放 】 一 宜 の 磁気 レン ズ 称 ( 帆 方 向 に こっ に わずか に 分 離し 
* た だ 遼 気 四 電 極 を 者 えれ ば ょ よい) を (A),(B) の 順に 電子 
が 通り ぬけ る と , y=0 か ら は ずれ た 電子 は B( 地 0) 
の 影響 で y=0 に 集束 され , 方向 に は 交番 する 5B, 


反射 形 ク ライ スト ロン に よる 

マイ クロ 波 の 振幅 変調 
R. Metivier and P. Audoin : “Modulation en 
| = Amplitude a L'aide d'un Klystron-Reflex de 
8 L'énergie Hyperfréquence Transmise sur un 
0 5 Guide ad'Onde'', L'onde élect, 39, 384, p 250, 
= (Mars 1959). 小 山 次 郎 訳 [資料 番号 4525] 


BB と 万 の 関係 , すなわち ヒス テリ シス ・ カ ヵ カー ブ が が 画 
ける . 図 4 に それ を 示す . 

と の よう に 図式 法 に ょ よる と さら に 多く の 磁界 が 加わ 
っ た と き な ど の 解析 も 簡単 化 さ れ , 強 磁性 薄膜 を 使っ 
た 装置 の 解析 , 設計 な ど に 非常 に 役立つ で あぁ ろ 5. 

(猪瀬 委員 ) 


に よっ て 波 を うち な が ら 発 前 する . それ ゆえ ぇ 円 形 の ピ 
ー ム か ら 偏 平 な ビー ム が 得 
1 られ る . と の 方 法 で は レン 
A ズ 系 を 通過 し た 後 の 電 子 ビ 
“ ー ム は 軸 に に 平行 な 運動 を し 
な い の で 十分 で は な い . 図 
1 (A) と (C) の よう な 磁 
Bx 力 線 の 組合 せ か ら な る 磁気 
レン ズ 系 を 用 いる と , 円 形 
の 入射 電子 ビー ム を 偏平 な 
増 円 断面 の どー ム に する こと 
Ny と が で き , さら に (A) と 
較 1 (C) の 間隔 を 適当 に する 
と , 理想 的 に は 長径 は 入射 円 形 ピ ビーム 径 の 2 倍 に , 短 
径 は 雰 に な り し か も 帆 に 平行 に 運動 する ビー ム が 得 ら 
れる . 実際 に は , ビー ム の 厚み は , レン ズ 系 の 収差 と 
電荷 の 反 集 東 作 用 で 制限 され る で あぁ る ろう (小山 委員 ) 


避 波 管 の 途中 で マイ クロ 波 に 振幅 変調 を 与え る の に 
反射 形 ク ライ スト ロン の 入力 アド ミタ ンス の 変化 を 利 
用 する 方 法 を 考え % 出 した. 反射 形 ク ライ スト ロン の 入 
カカ ァ ド ミタ ンス は リ ペ ラ の 電圧 を 変え る と ,」 発振 し な 
い 範 囲 で 容易 に 変化 する . そし て 特に 発振 出力 が 最大 
と な る 状態 より も 導 波 管 と の 結合 を 密 に する と , その 
アド ミタ ンス は スミ ス 線 図 上 の は ほとんど 中 心 を 通る 直 


(C96 ) 


な い , 図 2 の 議 


Cristal られ , 図 1 の よう な 構成 で 振幅 変調 を 行 MR 
直 罰 に 対 委 0 


よう な 変 調 特性 が 得 ら れ た . 入射 電 


Puissance Transmise は こと の 結果 最 i の 
» Puissance Incidente 小数 必 . 最 湊 Mk 
a 1.5 A 
te 0 Dephaseur On 150 必 で ぉ ちる. 
i 
" そし て と の 曽 線 語 
4 Klystron の 傾向 な 入射 電 8 
放 Modulateur 力 2~26 mW Sn 
: 清 図 1 相田 誠 下関 
株 で 表わさ れる よう に な る . それ ゆえ と の アァ アドミ 々 ン 出力 が 1507 
N ズ と 移 相 器 を 組合 せる と こと に よっ て , リ ペ ラ の 電圧 を と 0 
Ee 、p < 共 i . 
1 お が 打 eo に 到 失 補 た 変化 する テア ドミ 50 240 260 280 300- 320 いる の は ; 0 
3 タン ス が 得 ら れる . Tension Reflecteur イス トロ ン が 負 
放 実験 に 使用 し た クラ イス トロ ン は TH-2203 で , 細 図 2 性 抵抗 も と な 史 
3 げき を 通し て 導 波 管 応 結合 する よう に な っ て お り , 周 増幅 作用 が と の 点 で 行なわ れ て 
波数 は 9050 MHz で ある. リ ペ ラ 電圧 一 225~305 Ch 山 委員 ) 
ボル ト に 対し て , 0 か ら oe まで の アド ミタ ンス が 得 


| : 磁気 収束 ビー ム 中 に お ける 波 の 伝 ば ん 
- F. Paschke : “The Propagation of Pertur- 
bations Along Magnetically Focused Electron 
= Béams”’, RCA Rev. 20, 2, p254, (June 1959), 電子 流 と , 径 方 向 の 広がり に 起因 する 表面 電子 夫人 
安倍 利 訳 [資料 番号 4526] と の 割合 が 収束 磁界 の 強 さ に 関係 し , Brillowin 「 押 i 
Brillouin 界 以 上 の 収束 磁界 に お ける ビー ム の 掌 動 は 前 者 は 1/3 後者 は 273 を 占め , 無限 大 の 収束 磁 男 
を Zitlli の 模 形 を 用 い , 微小 振幅 , スカ ラ ・ ポ テン シ は も ちろ ん 前 者 の み と な る こと も 示し た . まだ 3 
" が 波 管 に お ける ビー ム と 遅 波 回 路 と の 結合 係数 を 求 
a ャ ル の 仮定 で 解析 し , ま た , と の 解 が Fz る 1 で は 有 有 稀 薄 な ビー ム で は 利得 は 収束 磁界 に は 無関係 
a が , 宰 間 電 電荷 の 多い 場合 は 収束 磁界 の 増加 選 伴 
eitbieee passive モー ド が 人 了 励 振 さ れ 利 得 が 減少 する 。 ま な だ, さ 『 
| 半 点 を 指 適し た - と の 解 を れ ら の 空間 電荷 波 の 特別 な 場合 と し て 定 状 態 の ビ 
a 絆 の 変動 が 含ま れ て お る は ず で , 定 状態 の 変動 の 
ブラ ズ マ 軽減 係数 P I imal sh 


に の な 


誤り を 指 問 し て お る . な お , 理想 変調 間 げ き で 大 振 き a 
ty foto Na の 諸 量 を 求め た ,。 また , これ か ; 
変調 全 電 子 流 を 構成 する , 軸 方 向 の 密度 変調 た 起 


ー ぇ ム の 変動 は ei 


Brillouin 界 で は 変動 の 角 周 波数 は 2 ペ 0 


は , 従来 発表 され て る 測定 値 と 非常 に 良く 一 
上 の 理論 の 妥当 性 を も 示す . な お , paraxially e 
与え そら れ て る o@。/2 は 20 前 後 の 過 少 評価 
も 判っ た 。 な 3 お, 収束 磁界 に お $ け る Ry ジラ ト ? 


m1 FF ER tn め ら れ な い 。 また ハ Vo 
eae a の 解 は 過少 評価 で ある と と る も 指 適し た . 


pt 2 


ボア ツン の 方 程 式 を アナ ョ ログ 式 に 解 と う 
は , か な り 行 な われ て いる . た と えば = 
た も の な ど が ある < こと こ ぷ で は 選 C 回 路 を F 
を 行なっ た . 特に と と と で は 半導体 2 接 
| 良い 結果 を 傘 
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図 1(a3) で 0 点 に て P,P。 を テイ ラ 展 開 す る . そ 
の 両者 を プラ ス し 9 P92? を 求め 式 (1) に 代入 し て 
ach, ーP,) hiCP—P,) ko d’ (PP,— hh | 
EE RL 
kod* cP Ph, 0 | (2) 
KD 3t 
が 出る また, 一 方 図 1(b) の V。 付近 
と 次 の 式 が 出る . 
VV; 一 V。 Vsー V, Vzー V。 (Vs F VY 
ーー 
式 (②) と 式 (3) は 完全 に 対応 し て いる .。 よっ て た と を 
ば 比 直流 電流 密度 7/(PーP,) を 求め る に は , eDsRe'| 
dy を , すなわち アナ ログ 回 路 の アド ミタ ンス を 測定 
oO すれ ば 良い . 
回 転 対 称 の 場合 は 原理 的 に は 全く 同様 な アナ ロジ で 
三次 元 的 な アナ ログ 回 路 網 が 合成 され る . と こと ょ で は 特 
: に 表面 再 結 合 速 度 CS) の 影響 た つい て 研究 し , S が 
v 25m/s に な る と , ホー ル の 密度 分 布 に か な り の 影響 を 
与 そ る と と や , 回 転 対称 の 場合 の 電流 密度 と 一 次 元 の 


[に に 注目 する 


=0 (3) 


EDTour 13; 4, p310, (Oct.. 1957.- NE 
= 清 一 訳 [資料 番号 4528] 


と の 論 交 は 接合 トラ ンジ スタ に 関し て , ベー ス 領 域 
中 の 電荷 量 と それ に 関係 する 新しい 時 定数 を 基本 的 パ 
ラメ ヌー タ と し て 動作 理論 の 展開 を こころ みて いる . 

た と ふぁ を ば 大 振 号 動作 を 順 方 向 活 性 領域 に つい て 述べ 
る . エミ ッ タ 効率 =ー1( ァ 二 1 の 場合 は Appendix 中 
選 述 べ て いる ), ベー ス 幅 WW る (ホー ル 拡 散 長 ) で , 
| 了 W が ェ エミッタ 電流 7g に 無関係 に 一 定 と 仮定 すれ ば , 
ベー スス 中 の ホー ル 電 荷 (ベー ス 制 御 電荷 ) は ホー ル 拡 
 。 政 定 数 の D, と 順 方 向 電 流 増幅 率 角 し ゃ 断 周波 数 @wy== 

2.:43Dj/W* を も もちい て Qp= WIg/(2D)) =1.22 TE 
6 となり, Jg を 維持 する に 必要 な ベー ス 電 流 は ホ 
ー ル 寿命 時 間 rp と 順 方 向 電流 増幅 率 Zw=4dIcld Ig 
= W/L)] を 用 いて Ts=Qpkp= (1-an)lE 
と な る . し じ た が っ て 3 つの 微分 時 定数 


ミッ タク 陸 定数 7 ョ ーー テー 


: 5 電荷 に よっ て 制御 され る 部 品 と し て = 
有 】 有 】 の 接合 トラ ンジ スタ E 
a ミ R. Beaufoy and J.J. Sparkes : “The Junction = 

= 5 Transistor as a Charge-controlled Device”", : 


+, 2 の ON 

0 4Qgp 1.22 
UM 記 が 定 数 Fy (ddy)on 
二 調 4 1.22 _ 
較 蘭 還 ロ レク タタ 時 定数 Tc= As rir 


文 を ※\ く こと が で て きる. これ ら と ペー ス 制御 電荷 Qg を 
マ \ oe base store Sg (無限 大 容量 ), コレ クタ し ゃ 断 
電流 low ペー ス 抵 抗 ag′ お よび 接合 客 量 (transition 


図 1 の よう な カ n カ トラ ンジ スタ の 順 方 向 活 性 領域 に 対 
有する 大 振 号 等 価 回 路 を 得る . 


vcz=0) fe Re Re fe A etz 
御幣 事 整 操 
Vz ー q --- 
(b) 


それ と の 比 k を パラ メー タ に し て # 形 母体 (その 厚 さ 
7) に 付着 し た ヵ ? 形 の 直径 か と, 7 の 関係 ゲラ フ が チー 
0, 30kc, s=0 25 m/s に つい て 求め , また S を パラ メ 
ー タ と し て たと 』Z の 関係 , 最後 記 S を パラ メー タ と し 
て 2n》 の と 7 と の 関係 を 求め あて いる . 

(菊池 委員 ) 


図 1 


また , 微小 信号 動作 に つい て も 述べ て いて , ェ エミ ッ 
タ 接地 の アド ミタ ンス パラ メー タ (?gg'=0) は キャ 
リア 走行 時 間 が 無視 で きる 程度 の 周波 数 に お いて , 

geT の 
PN (tCa+ Cu)( を + o) 
十 』 @(Cer+Cer) 


Cc 
i= T。 jalC.s+Cer) 


mc Qe 補 
TT +Ce(+ + 
ーj ed 
ya=Ces (た + + テ 2 wo(Ces+Cer) $ 


と な る "Cec eel KAT) で Tb Cs, Cer, tC 
お よび Cer は エミ ッ タ と コレ クタ 々 の storage cap. と 
transition region cap. (Appendix 中 で 述べ て いる ) 
cr 
さら に 活性 領域 の 時 定数 i RR To; エミ ッ タ 接 
地 の 飽 和 領 域 の 時 定数 Ts お ょ よび Cc と ァ ヶ gg′ の ブリ 
ッ ジ に よる 測定 法 を 述べ て いる . 最後 ヒ に トラ ンジ スタ 
の 出力 電流 は 根本 的 に ベー ス 傾 域 中 の 電荷 分 布 に よっ 
て 制御 され る と いう こと を 結論 し , その 特徴 を 述べ て で | 
いる . ( 門 水 元 委員 ) 
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= 高周波 用 GaAs 検波 器 B 0 
ミ W.M. Sharpless : “High-Frequency Galluim 
= Arsenide Point-Contact Rectifiers”, B.S.T.J. B RESISTIVITY 2 < 
538, 1, p259, (Jan. 1959). 菊池 誠 訳 [資料 RN Os 
= 番号 4529] = 

実用 上 価値 を 認め られ て いる 孔 -V 化合 物 半 導体 の 
ー つ で ぁ る GaAs で , 60 kMc 以上 の 周波 数 で 非常 に 
良い 検波 特性 を も つ ダ イオ ォ オード, お よび 10-!sec 位 の ーー 
スイ ッ チ 時 間 を 示す 良好 な スイ ネッ チ 素子 を 作っ た 報告 oN 
で , 本 格 的 実用 の 対象 と し て 化合 物 半 導体 が 扱わ れ た -ー 
は と ん ど 最 初 の 論文 で ある . 1 

と で は 意識 的 に 比 抵抗 を 調整 し た Ga As 単 結 品 GaAs の ェ ネ ル ギ ・ ギ ャ ッ プ は 1.34eV で シリ コン 
に , 背面 の オー ム 接 触 を つけ る と いう よう な 具体 的 な の それ より も さら に 大 きい の で , 当然 ) 高温 で る ょ よく 
問題 か ら 取 りあ ぁ げ られ て いる . 結 品 は 引 上 法 で な く , 動作 する と と が 考え られ る . 実際 , 一 320F~ 二 237°F 
フロ ー テ ィング ・ ゾ ー ン で 作る .- と の よう に k 比 抵抗 を の 間 の 測定 で は ほとん ど 変 化 を 認め な か っ た .600E で 
調節 し て 作っ た ダイ オー ド の 整流 特性 を 図 1 に 示す . さえ を , 結 品 内 部 の ホー ル 係 数 , 比 抵抗 , 移動 度 に ほん 

ミリ 波 用 , セン チ 波 用 と し て の 検波 器 が な , それ ぞ れ の わずか の 変化 し か 起 ら な いと と も 判っ て いる . 
設計 され て 製 ら れ , それ ら の 写真 も 示さ れ て いる . セ 今日 まで 数 か 月 間 研 究 室 内 に 保存 し て ぁ る が , 劣化 
ンチ 波 用 と ほ き 同様 に た し て スイ ッ チ 用 ダイ オー ド る 作 の 片鱗 も 認め られ な いと いう : (菊池 委員 ) 
ら オ が 
ミ : トラ ンジ スタ の 高周波 限界 を 決め る 方 法 を 工夫 し た きれ 
i J.Lindmayer and R. Zuleeg : “Determining 2 に ko tk 
5 Transistor High-Fregquency Limits”, electro- 3 で せい ぞ ぜ い 100 
i nics 32, 34, p 31, (Aug. 21, 1959). 菊池 誠 訳 : 750 Mc 位 ま で し 
= ミ [資料 番号 4530] = か と れ て いな か っ 

と どれ まで の トラ ンジ スタ が , その は た らき を 主 と し TT 990zgr た 最大 発振 周波 数 
て キャ リア の “拡散” と いう 動作 た に お っ て いた の に 対 LA ON が 一 躍 , 1,000 Mc 
し て 最近 で は , ベー ス 領 域 中 の 不純 物 濃 度 に 勾配 を つ 図 1 まで 計 補 る 9 
ける と と に よっ て 電場 の 作用 を 加え , 高周波 特性 が 著 CR な っ た . 

ら ペ < 良き れる よう 6 座っ た : THROUGH ーー と の 回 路 に は 共 
そう な る と , 実際 に その トラ ンジ スタ が , どの 位 高 “i60644F wocAL 。 軸 系 が 使わ れる . 
い 周 波数 まで 有効 に 動作 する の か と いう と と を し ら べ で ES ク の 

自体 "の 導 仲 え に ず か が し くべ な っ で さる 4 今日 まで NN . 下 . 

は 大 体 電流 増幅 率 が 低 周波 の 値 か ら 3dB 下る と とろ ne と の 方 法 で も な 

を 目安 と し て , &-cut-off と よん で き て いる . し か し , i Na i お 残る 問題 は , コ 

本 当 は も っ と 直接 的 な 方 法 で と れ を 決め る に は 。, 発振 MECHANICALLY COUPLED レク タ 々 の 出力 容量 、 

周波 数 の 最大 値 を 求め る 方 が ぶよ ょ いと いう の が と の 報告 a と マウ ゥ ント の 誘導 

の 眼目 で , 実際 に それ を や る た だ た め に 図 1 エ の よう な 回 路 で ある (菊池 委員 ) 
半導体 の 固体 回 路 る と ょ に 報告 され た の は , プリ ンド 配線 と は 反対 Ve 

抵抗 容量, ダイ オー ド , トラ ンジ スタ 等 』 ぞ れ 自 


J.S. Kilby : “Semiconductor Solid Circuits™”, 
electronics 32, 32, p110, (Aug. 7, 1959). 

; [資料 番号 4531] 
た と えば 計算 0 記 和 8 
器 を 考 を て も . 
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まとめ て 組み こと 
むと と に 対す る 


まず は ば げ び し く 


(99 ) 


体 一 っ の 半導体 結 
上 品 の 中 に 形成 し て 
ピピ まお と a 
と 交 あ 2 

た と を ば , 半 導 
体 結晶 た オー ム 性 
の 接触 を つけ れ ば 
AR RE 
カ - ヵ 接合 を 作れ ば 
ダイ オー ド 双 は 容 
量 “C” と な る 


wy' 222 海外 


交 ゃ っ 符 衝 多 


も ちろ ん , 要求 され る 小形 化 と 組み 込み の 度合 と か 
ら , 可能 な 抵抗 値 や , 容量 の 値 は 制限 され る が , 相当 
に ひろ い 範 囲 で , いろ いろ の 性 能 の 固体 回 路 を 実現 す 
る と と は 今日 の 半導体 技術 の 側 か ら みれ ば それ 程 む ず 
か じい と と で は ない . 

一 般 に か - ヵ 接合 を 容量 と し て 使う に は - 方 向 に パイ 
アス せ ね ば な ら な いか ら , 極性 の 無い 容量 を 得る た に は 
つ の ?- ヵ ゃ 接合 を 背中 合わ せ た に する と いっ た よう な 工 


夫 が 要 る . 

図 1 は と の 方 法 で 作っ た 二 安 定 マ ル チ ペ イブ レー タ 
で , その 回 路 は 図る 2 る の ょ う で あぁ ある. と これ か ら 判 る まう 
に 一 つの 結晶 た , 二 っ の トラ ンジ スタ , 三 つ の 容 硬 , 
八 つ の 抵抗 が 入っ て し まっ た . 

と の 種 の 技術 は 今後 いろ いろ な 新しい 可能 性 を 邊 み 
出す た 違い な い 。 と と に ディ ジタル 回 路 の 構成 に は も 
っ て と いで ある . (菊池 委員 ) 


$2 リコ ンダ イオー ド て VHF power を 
スイ ッ チ する 
R.H. Mattson and S.H. Liu : “Switching VHF 
. Power with Silicon Diodes”', electronics 32, 
E25, p58, (June19,1959). 菊 池 誠 訳 [資料 番号 

s 4532] 
同軸 ケー ブル の 中 の ラジ オ 周 波数 の 電力 を スイ ッ チ 

放 する と いう 必要 は , た と えば 航空 無線 の 分 野 で 早速 
k 中 も る 
で は シリー rma 

pin ダイ | } 


NT 
50-0OHM 3 
還 科 隊 疹 オー ド を この 目的 a 
に 使う と と に 成功 

還 芋 拉 し だ と と が 報告 さ 
放 培 給 、 生 1 の ェ ラ 
マジ ント する 
Pr と 。 一 般 に 航空 機 
計 輸 用 選 使わ れる ニニ つ 図 1 

の アァ アンテナ の シス テム で 有効 た 働く. 

計 泉 理 は 条 単 で pin ダイ オー ド を 順 方 向 パ イア ス し た 
主 き と , 逆 方 向 パ イア ス し た と き と で , その イン ピー 
放 | ダン > ンス に 著しい 違い が あぁ る か ら , とこ と れ を 利用 する わけ 
で ぁ る る ・ 高 い 周波 数 に 対し て , と の イン ピー ダン ス が 
の 位 違 うか と いう と と が , 図 2 に 示さ れる . 

, 周波 数 が 高い と , 直流 スイ ッ チ ペ バイ アス より る も 交流 
の 振幅 の 方 が 大 きく て も , 藻 積 効果 は 平均 化 さ れ て し 
まう の で 問題 は 少な い が , むし ろ 周 波数 が 低い 方 で と 
れれ だ が 問題 と に なる. つま り 非 直線 性 が 現われ る の で あ 
放 る し か し , うま い ダ イイ オー ド を 選ん で 注意 深く 使 
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多層 〆 イ オード バイ ステ ィ ブ ル 
半導体 二 端 子 
_ W.A.Mayerhofer: “Die Vierschicht-Diode-ein 
| = Distabiler Halbleiter-Zweipol'', Elect. Rdsch. 
| =13, 2, p51, (Feb.1959). 森 俊二 訳 [資料 番号 
4533] 


放 この 論文 は カク - ヵ rn- カ -r スイ ッ チ の 動作 と 応用 を 初歩 
ob, カ -n- カ -4 スイ ッ チ の 動作 を 
語 】 共 明 する の に , それ と 同じ 動作 を する トラ ンジ スタ と 
有 グズ イオ ー ド を 組合 せ た も の を 使っ て いる の が 面白 い . 
| 図 1 は その 回 路 で も る. な お 左手 に 載っ て いる 記号 は 
放 この スイ ッ ラッチ の 記号 で ゅ っ て Shockley の 提案 に な る 
の で ある ・ 丸 の 中 の 記号 が 4 と 読め る と と に 注意 さ 
| で た いさ て 今 な ん ら か の 原因 (この 場合 ダイ オー ド 
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えば , 数 kc まで 使用 可能 の 領域 を ひろ げ る と と が で 
きる . 

図 1 で , D, の ダイ オー ド を 順 方 向 に パイ アテ アス すれ ば 
の カ 。 は 逆 ペ イア ズ ス 
と な る か ら 出 力 は 
1 の アン テ ナ の るみ 
に 出る . その 反対 
に すれ ば 2 の 7 ァ ン 
テ ナ の みみ に 出る . 
3 に pin ダイ 
ォ ー ド の 具体 的 な 
使用 例 が 示さ れ 
る 

200 Mc で power 
loss 1 dB, 500Mc 
で 1.2dB 程 麻 
と いう 実験 デー タ 
が 得 ら れ た こと が 
報告 され て いる 

(菊池 委員 ) 
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図 1 複 奴 な トラ ンジ スタ スイ ツチ ( 多 層 ダ イオ ー ド と 同じ 性 質 を 持つ ) 
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の bleakdown に よる) で カ - ヵ n-》 の base current が 4dig, 
増加 し た と する と collector current が C&A gi Ce, 
ーー@,) 増加 し , これ が ヵ - カ 2-% の base current 
に な る の で , その collector 側 で @;'d' 4 ip, Ca =a.| 
lc,) に な っ て 再び カ - ヵ -》 の base に 帰っ て くる . 
それ で 回 路 が 不安 定 に な る た め に は @,'d¢'d ip,>digp, 
で な けれ ば な ら な い が , と ご とれ か ら @+@。>1 が 出る . 


と れ と 同じ 形 の 関係 式 は カ - 々 - カ -% スイ ッ チ で 直 く 知 
られ た も の で ある . Si の と の スイ ッ チ の 場合 は な ご の 正 
の 帰 選 を trap が 演ずる わけ で あぁ ある. お し まい に に , そ 
よ 歯 状 波 の 発振 と リン グ カ ウン タ へ の 応用 が 述べ さら 
て いる が 回 路 も 簡単 に な り , 動作 も 分 りや すく な る 1 


表面 の 影響 を 受け に くい トラ ンジ スタ 
H. Nelson : “Surface-Immune Transistor 
Structure”', RCA Rev. 20, 2, p 222,(June 1959). 
§ fF 号 4543] 
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図 1 ユ の よ ょ うな 新しい 構造 二 も つ ト ラン ジス タ が こと 
た 提案 され た . 普通 の も の は 図 2 る の よう な 形 で あぁ ある. 


BASE .CONTACT 
AREA 


と の 形 の 上 の 違い か 

ら 判 る よう に , 新しい 
構造 の も の で は , ベー 

ス 領 域内 の 電場 の 作用 

析 よ っ て ;』 注 大 され た 
キャ リア は 表面 が 自 出 

1 で いる と と ろ 近 よ 

る の で な く , むし ろ そ こと か ら 遠ざかる 傾向 を も つ . だ 


ー ブー トス トラ ッ プ 積分 器 

F.K. Altenhein : ““‘Ein Bootstrap-Integrator"”, 
* Regelungstechnik 7,7, p 234, (July 1959). 東口 
: 実 訳 [資料 番号 4535] 
ブ ド ス トウ 
; ッ プ 形 の 積分 器 
隊 計 を 図示 す ょ よう 
較 請 に カカ ソード フォ 
1 ョ ワ を 2 個 接 続 
3 


し た 差 動 増幅 器 
で 構成 し . 補償 
お ょ よび 負 帰 層 を 
同時 た に 加え ぇ て 一 
端 接地 の 安定 な 
出力 を 得る 流 う 
た し た 回 路 に 
つい て 述べ て い 


ブー トス トラ ッ プ 積分 回 原理 図 


* 吉 35, 150 Mc に お ける 建物 に よる 

ョ 伝 ば ん 損失 
=  L.P. Rice: “Radio Transmission into Build- 
3 ings at 35 and 150 me”, B.S.T.J. 38, 1, p197, 
: 1959). 森永 隆広 訳 [資料 番号 4536] 
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を な し て いる . また , 建物 の 階数 に ょ る 損失 の 差 は 図 


3 OLY 8 計 


(菊池 委員 ) 
Mi eS Number of satellites for indicated 
mimum elevation angle percentage of service interruption 
degrees 10 per cent | 5 per cent | 1 pen cent 
NN ue Ee 
9 12 19 
3.25 11 14 2j 
2 12 15 24 
(2.60 17 22 お 


か ら 邊 出し た 表面 が 外界 の 作用 を うけ て , そこ と で の 再 
結合 速度 が 大 きく な っ て も , は ほとん ど そ の 影響 が トラ 
ンジ スタ 作用 た に た はぁ あら われ な いと いう 利点 基 ラ っ て い 
i 

表 1 を みる と シリ コン トド ラク ジス スタ で NR 
面 処 理 の 影響 が と の 形 の も の で は 少な いか と ゅ ぃ いう こと と 
が 如 実 と 示さ れ て いる . 

ゲル マニ ウム の よう に , 割合 に 表面 再 結 谷 速 度 を 佐 
く で きる も の で は こと の 構造 に 作る と と の 利益 は 少ない 
が シリ コン の 電力 用 トラ ンジ スタ と カ 8 る 
い ぃ 将来, GaAs 等 で トラ ンジ スタ が 作ら れる まだ な 
っ た と き , その 威力 を 発揮 する に 違い で いない. トラ ン ン シン 
スタ の 劣化 問題 の 解決 に も , 寄与 する と と ろ 大 で ある 
と 見 な けれ ば な ら な い . (菊池 委員 ) 


表 R=1069, C=104F の 積分 回 


誤 差 の 原因 | led Volt 

積 分 問 Po=—4rey 10-% 

が た 電光 41010A 4・10 

間 電 器 漏 えい 電流 10%A 10-3 

電源 電 挟 変 動 +1V 5 » 10-4 J 

mR EG 3 .10= 

F リ J 2/ ト 57+.19 江 
EE 

‘ gm Ry KR; Rp | 

R,=2/9m " 


a t 
EE a — ーー 
と らぶ と と に により” RR 


が 得 ら れる ・ と の 回 路 を 2 段 使う と と に よっ て Rg==2※ 
10?~104 オー ム の 範囲 で 最大 出力 電圧 () が 「 十 10V, 
誤差 電圧 一 0.1~-0.02mV の 性 能 が 得 ら れ , R=108 
QD, C=10 uF と し た と き に 表 の よう な 結果 た な うっ で い 
る . (東口 委員 ) 


最近 ベル 電話 会 社 で は ポケッ トラ ジオ に よる 個別 呼 
出 サ ービス を 開始 し た . と の た あめ . 35Mc, お ぉ お よび 150 
Mc に お ぉ ける 建物 の 内 部 の 電界 強度 を 測定 し た . 平均 
の 建物 に よる 伝 ば ん 損失 は 図 1 ユ の ょ うに dB: 正規 分 布 
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AVERAGE BUILDING Loss 


‘ REET IN FEET 

図 2 150 Mc に お ける 建 数 の 階段 に よる 損失 の 差 

o+ ょ っ ぅ に な っ て いる . 局部 的 な 建物 の 影響 は 150 Mc 
放 語 の 方 が 35 Mc ょ り 角 分 損失 が 少な い . 150 Mc に お い 
及 で 建物 内 ぉ ょ び 街 路上 に ぉ ける 伝 ば ん 損失 の 分 布 は 図 
語 衣 3 の うぅ に な っ て いる . それ ゆえ ょ ぇ 街路 上 で の 伝 ば ん 抽 
請 が わか れ ば 建物 内 で の 損失 も 推定 で きる . 一 方 街路 
放 上 で の 伝 ば ん 損失 は 150 Mc に お ぉ いて は 図 4 の ょ うに 
時 る * 

ゆ ゆ に 以上 の 各 図 より 建物 内 で の ポケ ッ ト ラ ジオ の 
対 一 ピス 範囲 を 決定 する こと が で きる . 受信 機 の 感度 
放 】 を 30dB と し , 基地 局 の 送信 機 出力 を 250 W, 空中 線 
放 語 計 を 450 フィ ー ト と し , 回 線 の 信頼 度 を 90 必 と すれ 
放 は 35, 150Mc c ぉ ける ポケ ッ ト ラ ジオ 個別 呼出 の サ 
語 ーー ビス 簡 は それ ぞ れ 0.9, 1.3 マイ ル に な る . 興味 
放 請 を る こと に は 街路 上 で は 150Mc ょ り 35 Mc の 方 が 広 
og ピス 範囲 を も っ て いる が , 建物 内 に お いて は 


アン グル ・ ダ イ バ シ テ ィ を 利用 し た 
対流 圏 散 乱 通 信 方 式 
J.H. Vogelman, et al. : “Tropospheric Scatter 
{ System Using Angle Diversity"', L.R.E. 41, 5, 
| =p 688, (May 1959). 秋山 忠 訳 [資料 番号 4537] ミ 
イク "』 波 見 通し 外 通 信 に 対す る 制約 と し て , 送信 


FETT 


の 千沙 等 が ある が , と れ ら の 庄 問 題 を 解決 する 一 手段 
で マイク ョ 波多 軍 ビ ー ム に よる アン グル ・ ダ イ 
Po" パシ テ イィ 方 式 を 拡張 し た も の を 提案 し , さら に 簡単 な 
』 実験 結果 と 共に , 各種 の 伝 ば ん 路 の 数 値 計算 結果 を 示 
有 有 し) この 方 式 を 用 い ゃ と と に ょ り 通 常 の 方 式 に 対す る 
計 導 性 を 江 べ て い : 

だ の 方 式 で は 送受 両端 に 設置 する アンテ ナ の ピー ム 


A LOCAL Bi MLOING LOSS (REFERR 
CACENT STREET MEDIAN ELC). 
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図 4 150 Mc に お ける 大 都市 の 建物 内 に ける 伝 ば ん 損失 
(2/74 ダイ ポー ル と ウイ ッ ツ プ ) 

150 Mc の 方 が 優れ て いる . これ は 35 Mc に お ける 建 

物 の 損失 が 150 Mc の 場合 より 大 きい と こと に よ ょ る も の 

で ある . ( 家 入 元 委 員 ) 


幅 は や 以下 と し ,. 一 次 ふく 射 器 に は 多数 の フィ ー ド _ 
ホー ン を 用 いる . 各 ホ ー ン に は 独自 の 送受 信 機 を 接続 
し , 送受 ビー ム の それ ぞ れ の 組合 せ た に 対し て は 異な っ 
た 周波 数 を 用 いて 調整 する が , と の 場合 に は 周波 数 ダ 
イペ パシ ティ 効果 も 含ま れる ( 図 1)。 と の ょ うに し て 受 
信 し た 各 組 合せ の 信号 間 の 相関 係数 が な 0.6 以下 で あぁ れ 
ば ダイ パシ ティ の 改善 度 か ら 2 信号 は 本 質 的 に 無相 関 
と 考え られ , 通 
常 対流 圏 散乱 伝 
ば ん に 生ずる レ 
ーーb レ rn Te 
ング は 大 きさく 減 
少 さ は る と と が 
で きる .。 各 ホ ー 
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吉 1 a FREQ:8000 Mc 
Reoueen Vawrvee Dara Nei POWER IKW PER FEED 
En = = Es IF BANDWIDTH 500 Kc 
TF- Crow Correlation y - NOISE FIG = 11 DB 
‘omtbared Chan' PPE eogeal MIN,Pa/Na =10 DB 
Betwetrt Combined Channets N «6 rn TRANS ANT 120 
ia 90.0% N=7 TD REC ANT Il20 
1 8 260r—— mn BEAMWIDTH (072) 
i 0 017 
も 0.1 
3& 4 ‘0 001 
1&1 0.112 
1&3 -0.0532 
1&3 -0.010 
2&3 0.184 250 
2&3 0 0 


ン に よる 受信 信号 間 の 相関 係数 
の 測定 結果 を 示し た も の が 表 1 
で 。 そ の 最大 値 は 18.4 で ぁ 
る . と の 測定 値 は W.E. Gordon 
その 他 に よる 曲線 を 拡張 し た も 
の と 長く 一 致す る . また , 合成 


骨 過 格 可 放 「 
必 1 生 E 章 
一 能 頭 本 上 


WEASUNED AECIARIITY OUT Or couginEo #% 


EFFECTIVE RANGE IN MILES 


COMrUTED SIGNAL MEUASILITT On TWO | 1 3 4 3 6 y [| に 0 i 4 
紀和 ウイ アリ ティ 杜 テ レ GnannELS, Pc I N-NO OF FEEDS 
タイ プ に よ ょ る デー タ か ら 求 め 図 2 図 3 
た 図 2 ス は その 測定 結果 で , P。 は な スイッチ ・ ダ イ パ シ り 高い 値 と な る . 
ティ の 場合 の 合成 出力 の 計算 値 , P は テレ タイ プ の 合 図 3 は 8000 Mc を 使用 し , リラ イア ビリ ティ 99 必 
成山 力 か ら 求 め た 測定 値 で ある . 有 P。 は スイ ッ チ ・ ダ イ と し て , ホー ン の 数 を 8 個 ま で 増し た 場合 の 等 価 距 離 
i パシ ティ を 考え た 場合 の 計算 値 で あぁ ある か ら リ ニャ 合成 の 増加 を 示し た 計算 例 で ある . ( 家 入 元 委 員 ) 


ダイ パシ ティ を 用 いれ ば , 測定 値 は PP。= ア の 点線 よ 


人 口 衛星 を 用 ト いた 大 洋 横断 
遠 巨 離 通 信 方 式 
J.R. Pierce & R. Kompfner : Transoceanic 
Commiunication by Means of Satellite”, I.R.E. 


i 41, 3, p372,(Mar.1959). 家 入 精 二 訳 [資料 番号 

? 5 4538] 

, アメ リカ お よび ヨーロッパ 諸 国 を 結ぶ 通信 量 が 増大 I 
4 する と と が 予測 され る 今日 , 海 克 ケー ブル また は 散乱 NG 
放 伝 ば さん 無 旨 通 信 方 式 に 代り 人 工 術 星 を 中継 器 と し て 用 i 開き 
いい ゃ 大 洋 横断 遠 下 離 通 信 方 式 の 実用 性 を 取り 上 げ 人 工 2 MN 
放 術 星 中 弥 器 の 軌道 , 高度 数, 大 いさ , 使用 周波 数 吾 。 UY GSS 
隊 和 皇 電 雑 音 と の 関係 , 送受 信 装置 ) 変調 方 式 / アン テ ナ \ 3 
F 装置 等 に つい て 述べ , Newfoundland # ょ び Hebrides VN 
; 


2 地点 を 結 宮 回 線 と に つい て 回 線 設計 を 行なっ た 例 を 述 
4 べた も の で ある . 

人 工 衛 星 中 継 器 方 式 と し て は () active & passive 
中 継 器 , (2) 高速 回 転 中 継 器 婦 24 時 間 軌 道中 継 器 

(地球 た 対し 静止 状態 を 保っ もの) 等 の 種類 が あぁ る が 
active 中 継 器 方 式 は 機器 の 寿命 , 広帯域 性 , 増設 の 点 
で passive 方 式 た 劣り , 24 時 間 軌 道中 継 器 方 式 は 地 
球 中心 よ り 約 26,000 マイ ル の 下 離 で 赤道 平面 軌道 を 
と る た あめ 伝 ば ん 損失 が 大 きく , 比較 的 近 距 離 軌道 ( 高 


Number of satellites for indicated 
percentage of service interruption 


慶 1,000~3,000 マイ ル ) の 高速 回 転 中 継 器 方 式 が 優 degrees 10 per cent |5 per cent | 1 per cent 
れ て いる . また 文明 社会 が 主 に 北半球 に 集 っ て いる TT 9 12 19 
現在 軌道 は 赤道 平面 より 極 軌道 が 望ま し く , た と を ば 社 12 15 24 


Newfoundland-Hebrides を 結 記 大 円 た つい て 55 度 傾 
衣 人 笠 の 極 軌 道 を を ら び 高度 500~3,000 マイ ィ イル に 対す る 
| 本 祝 領 域 を 示す と 図 1 の ど ご と く な る . し か し な が ら Maser 等 の 低 雑 音 


Assumptions: Rtninnls in Newfoundland and Hebrides Polar 
its. 
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受信 方 式 と に お いて は 地平 線 よ り ア シン 


226 海外 


ANTENNA TEMPERATURES ~-OXYGEN AND WATER VAPOR 


STANDARD SUMMER ATMOSPHERE) 


3 Lines"', B.S.T.J. 38, 2, p 477, (March 1959). 
= 村田 洗 訳 [資料 番号 4539] 
放 | 待 別 な 機械 を 用 いて 276 フィ ー ト の クロ グスト ン 2 


き 
we 
& 
4 
® 
ド & 1 
で R8 
n 5 
€? , 
a | 
Wi : 1 #-kMcs の i 
、0 
らき クロ グスト ン 2 形 ケー ブル の 試作 = 
= RA. King:An Experimental Clogston 2 5 
Ec Transmission Line'', p517; G. Raisfeck : 3 
3 “Nonuniformities in Laminated Transmission = 


の が うな Al と ポ 
スチ レン 逢 を ま 
| きっ けろ. Al 秒 
放 】 は 100 届 ポリ スチ 
| ジン 知 は 99 層 軍 
| ね られ , その 外人 
に 10 ミ ル 厚 の Al 
| 突 が ま ょ かれ て し ゃ 
0 を 板谷 壮 材 料 は 入手 し ゃ すい も の が 用 いら れ た . 
放 】 4 紀 短 は 一 連 の ョ ー ラ を 用 いて 縦 添え され , 接着 剤 が 
有人 有 され ポリ スチ レン が 2 枚 ら 旋 状 に ま か れ た . こと 
の 届 厚 ば 全部 で 1.6 ミ ル と 考え られ る . 

有 汰 容 兵 の 測定 に は 小 論 量 比較 法 と 空腸 共振 法 と の 2 
っ の 方 法 が な 用い られ た . 前 者 に お いて は 其 護 姿態 が 伝 
さき され る ょ うに 入出 力 に , 積層 し た 各層 に 対し て 特別 
| な だ 回路 納 を 必要 と する . 空腸 共振 法 で は 試料 ケー ブル 
用 2 耐 敵 で リー ド 用 の 同 柚 ケー ブル kK 貴 結 合 され て 測定 


計 定 値 と 理論 値 の 悦 い は 説明 で き な か っ た . 
ミ TAsI 方 式 の 工学 的 側面 
| K. Bullington and J.M. Fraser : “Engineering 
= Aspects AST BST 02, 2p 353, 
| 有 = (March 1959). 関本 忠弘 訳 [資料 番号 4540] 
】 超 多重 また は 回 線 増設 と いう 面 で 非常 に 不利 な 海 護 


と の 程度 


テ ナ 仰 角 が 約 10 度 以 下 で は 宇宙 雑音 が 増大 し , 仰角 
7.25 度 以上 た つい て 両 地 点 よ り 同 時 に 望 見 し うる 時 間 
率 は 17.7 と な る . し た が っ て , 両 地点 より 99 必 の 時 
間 率 同時 に 望 見 し うる た め に は 表 1 ユ 1 より 24 個 の 人 工 
術 星 を 必要 と する . 図 2 に 電波 の 酸素 に ょ る 吸収 を 示 
す が こ と これ に より 宇宙 通信 に 使用 し うる 周波 数 は 2,000 
へ ~6,000 Mc が 適し て いる , 用 いる 変調 方 式 は FM 方 
式 で 充分 で あり 充分 な る Feed-back 方 式 を 用 いた 低 
雑音 受信 機 , アナ ログ また は ディ ジタル 計算 器 を 備 須 
た 追尾 装置 を も つ 高 利得 , 狭 ピ ー ム アン テ ナ 等 が 用 い 
られ る . 

直径 100 foot の 球体 (金属 プラ スチ ッ ク 製 ), 150 
foot 送受 信 ア ン テ ナ , 20°K 雑音 温度 , Baseband 5 Mc 
を 用 いる と 周波 数 2,2000Mc で 8.5kW, 6,000 Mc で 
9.5kW の 送信 出力 で も っ て S/N 40dB の 回 線 が 得 
られ る . 

人 工 衛星 中 継 器 通信 方 式 と に は まだ 若干 の 解決 すべ き 
問題 が ぁ る が , 近 き 将来 大 洋 横断 の 遠 忠 離 多 宣 通信 回 
線 と し て 実用 の 可能 性 が 考え られ る . ( 家 入 元 委員 ) 


MEASRED DaTa 
AMINATED cr 


過 画 画 革 ご ニモ 2 依 画 画 較 | 
] 生 編 画 画 忠 


| i 


ALUMINUM COAXNIAL LNE 
SAME DiELECTRIC A3 ~~ 
LAMINATED LINE 


LOSS IN DECIBELS PER FOOT 


の 短絡 は 甘 認 し うる と と が 分 っ た . 図 2 に 測定 値 と 理 
論 値 が 示さ れ て いる . と れ ら の 測定 か ら 伝送 速度 が 算 
出し 得 , 光速 の 0.574 倍 で あり, 基準 姿態 が 伝送 で き 
て いる こと と が 分 っ た . 理論 値 と 実験 値 が 異な る 理由 は 
ケー ブル 構造 の 不 整 に よる も の で ある 、. 不 整 に ょ る 減 
座 量 の 増大 に つい て は 摂動 法 に ょ っ て 解 か れ て いる . 
特に 各部 の 曲率 の 変化 , 誘電 率 の 変化 , 層 厚 の 変動 の 
効果 に つい て 考 護 さ れ て いる .。 と の 解 と 実験 値 と は よ 
く 一 致し て いる . 

ケー ブル の 接続 に つい て は 接続 端 を 平ら に 切断 し て 
その 面 を 圧着 する 方 法 が 一 番 よ いよ ょ よう で ある 。 接続 ケ 
ー ブ ル 間 で , 積層 の 厚 さ 以上 は な れ て いる と 減 論 量 は 
1.8dB 以上 増加 する .。 と れ は 実験 で も 確か め ら れ た . 

( 畑 委 員 ) 


ケー ブル に よる 通話 装置 に お いて , 
目的 と し て TASI 方 式 が 生ま れ た . 普通 の 通話 の 場 
合 , 通話 の た め の エ ネル ギ が 伝送 され て いる 時 間 と , 
通話 路 が 閉じ て 通話 可能 状態 で ある 時 間 の 比 す な わ 
ち , 通話 路 の 活用 の 度合 (と れ を activity と 呼ぶ ) の 
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図 1 


平均 値 が , た と えば 図 1 に 示す よう に , 35~40% で あぁ 
る 点 に 注目 し , 実際 に 通話 が 行なわ れ て いる 時 間 だ け 
通話 路 を 利用 し , 通話 が 途絶 えて いる と き に , も し 新 
た な 通話 希望 者 が あぁ あれ ば , その 人 に その 通話 路 を 譲り 
渡す と と に より , 通話 路 の 利用 率 を 高め , 通話 容量 を こ 
| 増加 させ る の が こと の 方 式 の 原理 で ある . 図 2 る は TASI 
障 方 式 の 錠 単 化し た 回 線 切 替 の 模様 を 示し た も の で あ 
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‘ る . ヵ 本 の 各線 に は 通話 検出 器 が 設け られ て お おり, 5 A の 親 
ms 以内 ic 低 レ ベル の 通話 の 存否 を 検知 で きる よう に A 
衣 な っ て いる . も し も , No.1 の 線 の 通話 検出 器 が 働 ら パー セン テー ジ を freezeout fraction と 呼 記 が 


| いた と き に は , TASI の スイ ッ チ は 空い て いる 通話 路 値 が 0.5 必 以下 で あれ ば 普通 の 通話 者 な ら 異 状 
及 ) (た と えば C) に No.1 の 線 を 接続 し , その 通話 路 で 付か ぬ . 図 3 は 通話 路 数 36 回 線 の 場合 に , 通話 数 
* 電 を と お し て 10~15ms の 切換 符号 を 送り , それ に より と き の freezeout fraction の 値 を activity ヵ 


放 通話 路 C と 受話 側 の No.1 の 線 と を 接続 する . 一 度 で 。 メー タ に し て 示し た も の で あり 。, 
| 接続 が 了 る と 必要 が 生 ぜ ぬ 限 り そ の 状態 を 接続 する . の 許容 最大 値 を 0.5 に と る 限り , 


半 か いる 方 式 に お いて 生ずる 問題 点 は , 時 時 的 に は 通話 の 同時 通話 が 可能 な と と を 示し て いる . て と, 、 
放 路 の 不足 を 来たし , その た め , 通話 の 一 部 が 失わ れ 通 1960 年 中 に ョ ロン ドン と ニュ ユー ヨー ク 間 の 海 座 ケー ブ 2 
入村 半 及 で ある と の 通話 の 損失 の に 使用 され る 予定 で ある . 


i 
方 式 の 一 通話 路 に つい て Miinchen 搬送 端 局 
れ た . と の 被 測定 通話 路 に は Miinchen の 7 
する すべ て の 加入 者 と Frankfurt の 市 内 網 
すべ て の 加入 者 が 接続 可能 で あぁ る. 


電話 通話 路 に お ける 音量 分 布 の 測定 
_K. Braun und W. Schébel : “Messungen der 
statistischen Verteilung des Sprachvolumens in 
ernsprechkandalen"”,N.T.Z. 12,6, p291, (1959). 
K ト 森 痴 訳 [資料 番号 4541] 

: IF の 音量 分 布 に 関す る 質問 事項 に 対す 


Echo を 含む 場合 。 表 


答 根 拠 と な っ た 測定 を 示し て いる . ER dh 
1 保留 時 分 200 秒 | 10 稚 ー ェ の 

kA9 0 EN diss 0 V 60 Ct 有 4 10 秒 こと の 
の 衝 光 > アル 全 0 8 


雑音 電圧 計 | 19.34gW | 19.44W 
音量 計 15.9 gaW | 16.64W 


a 


Echo な し 


Be 

へ 、 。 | 保留 時 分 200 秒 | 10 秒 ご と の 
| | 以上 の 通話 ご と 0 

の 束 和 7 層 ) C90 


が ルー 
0 3 
NY + ーー - - EE 
ET 。 注 サー モカ ツブ プル と 雑音 電圧 計 と で は 差異 が な 


合 む 」 場 合 で 判っ た の で 雑音 電圧 計 を 用 いた 測定 を 人 


1955 年 3 月 た Muinchen:Stuttgart 間 で 行なわ れ た 測 
定 結果 も 併記 し て あぁ ある. 用 いら れ た 測定 回 路 は 図 1 に 
示す . 測定 点 は 相対 レベ ル 2M の 点 に 選ば れ , 増幅 
器 , 接点 回 路 網 を 通し て 雑音 電圧 計 (評価 用 ろ る 波 器 無 
し ) (3 個 ), サー モカ ッ プ ル (2 個 ) 音 量 計 , 無線 周波 
変調 度 計 に 接続 され る . メー タ 々 の 指示 は 日付, 時 夏 , 
s 通話 諾 数 等 付帯 条件 と 共に 10 秒 置 きた に 撮影 され る . 


電話 施設 の 計画 と 運用 に 対す る 最 繁 時 

の 統計 的 な 定義 の 実際 的 成果 

R. Bittger : ‘“‘Praktische Auswirkungen der 
statistischen Definition der Hauptverkerssturde 
uf die Planung und Uberwachung von Ferus- 
= Pechaulagen'', N.T.Z. 12, 5, s 228, (Mai 1959). 
| = 歴 部 療 一 訳 [ 盗 料 番号 4542] 
+ 


先発 表 さ れ た 報告 (G. Bretscheider : NTZ 12, 
は 4,1959) に 示す ょ うに , 最 此 時 に 関す る 新しい 統計 的 
: な 定義 は , その 日 その 日 の 呼 量 の 失 頭 値 よ り 求 る る 古 
罰 、 二 半 ょ 5 電 庄 守 の 特 色 に ょ く 適 合 す る ょ よう な の で , 
本 | Miinchen' ぉ # ょ び Hamburg の 異な っ た 電話 局 で 英 大 
pn な 実測 を 行なっ て その 適合 性 を 確か め あめ て いる . 多く の 
er 叶 旧 (土曜 日 を 除く ) た わた っ で 同じ 時 刻 で 連続 し て 


電話 施設 に お ける 最 繁 時 

G. Bretschneider : “Die Hauptverkehrsstunde 
mn Fernsprechanlagen'”’, N.T.Z. 12, 4, s 205. 
(April 1959). 礎 部 着 一 訳 [資料 番号 4543] 

土庄 施設 の 設計 に 最 邊 時 呼 量 が 使用 され る が , その 
| 長 符 時 の 定義 に は 次 の 2 通り あぁ る. (1) 古く か らち ら ぁ あっ 
詳 語 で < 結 郵政 庁 で 慣用 され る 定義 で , 個々 の 日 ご と に 考 
語 生日 中 で 最も 呼 の 多い 時 間 を 最 繁 時 と する ・ (2) 新 
略語 し じい CCI 推薦 の 統計 的 な 定義 で , 多く の 日 に つい て 
同じ 時 刻 の 時 間 区 間 で 実際 呼 の 測定 を 行ない , その 平 
拍 値 が 最も 大 きい 時 間 を 最 系 時 と する . と の いずれ を 
便 用 する か に ょ っ て 設備 の 計画 や 運用 上 全く 異な っ た 
有 有 千 論 が で て 来る . 前 者 で は 日 ど と や 交換 階 秘 ご と に 最 
衣 生計 の 主 知 が 上 な っ て 来 て , 最 筑 時 呼 量 を 合計 や 分 割 
放 じじ で 使用 する と き 呼 量 に 割引 や 割増 を 必要 と し た り , 
有 連 統 じ た 交 換 附 和 の 個々 の 呼 損 失 か ら 全体 の 損失 を 算 
放 定 する と さき に も 特別 な 計算 方 法 を 必要 と する . これ に 
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。 操作 元 が 多い 系 の 最適 制御 
TE McCausland : ‘““The Optimum Control of 
Nicior Systems"', Tr. of A.I.E.E. App. 
§ and Ind:078, p 67, (May 1959). 東口 実 駅 
[資料 番号 4544] 


2 個 以 上 の 制御 操作 部 を 持つ 制御 系 の 最適 調整 に つ 
WCE oT mz UC EE Cendon 
本 組 本 李 首 ) の 合 知 に つい て 考え て いる . すなわち , 
て の 第 1 段 に お ける ロー ル の 位置 定め と 第 5 段 に お 
52 ルク om を ms ss で 生 4 第 5 BN 
2 張力 の 制御 と 関連 し て 行なわ せる 2 入力 , 2 出力 制 
つい て ブロ ッ ク 図 を 与え を て いる . その 制御 系 の 
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た き x し 撮 影 は TW に より 動作 中 の み 行 な われ る 。 得 


られ た 結果 を 簡単 に まとめ る と 表 の よう に な る . 
上 表 か ら 西 独 に お ける 「 動 作 中 」 通話 路 の 市 外人 台 平 
音量 と し て 19.4gW が と られ , 最 系 時 動作 率 を .705 
と し て 最 系 平均 音量 と し て 14.5zW が どら れ た 。 
また 最大 電圧 は 無線 周波 変調 度 計 で 計っ て 2.1V(600Q 
の の) で ある. (星子 委員 ) 


区 切っ た 15 分 区 間 の 平均 呼 量 の 測定 値 を 用 い , 前 論文 
で 定義 し た 模 形 呼 が ょ く 適 合 す る と こと を 示し , 通例 の 
標本 抽出 の 理論 を 用 い 信 頼 度 と 信頼 区 間 の 概念 に ょ っ 
て 最 繁 時 平均 呼 量 と 最 繁 時 の 時 刻 を 定め る 方 法 を 説明 
し , さら に 実験 結果 より 結論 づけ られ る 事項 と じ て , 
(1) 並行 し て 流れ る 多く の 呼 の 流れ を 1 っ の 流れ 
と し て 考え る 場合 , あぁ る 時 間 区 間 の 全体 の 呼 量 は , 同 
じ 時 刻 の 時 間 区 間 の 各部 分 流 の 呼 量 を 単純 に 加算 し て 
求め あれ ば ょ いこ と と . (2 相続 いて いる 交換 階 稀 の 個々 
の 呼損率 か ら 全 体 の 呼損率 を 求め る 場合 に は , 同じ 時 
刻 の 時 間 区 間 で 考え て 各階 箕 の 呼損率 を 同じ く 単純 に 
加算 し て 求め あれ ば よい こと そこ と, を 実際 の 電話 呼 の 特性 の 
実例 を 上 げ て 説明 し て いる (関口 元 委員 ) 


対し 後者 に ょ る と 確率 的 変動 に た ょ る 影響 が 少な く な 
り ,。 時 刻 に ょ る 呼 量 の 変化 が 明確 に 出 て , 上 記 の ょ よう 
な 割引 割増 や 特別 な 計算 方 法 を 必要 と せ ず 呼 量 管 理 が 
非常 に 容易 に な る . 

し か し 後者 へ の 移行 は 。 実際 の 呼 に 純 確 率 的 な 変動 
を 超え る 失 頭 値 が 存在 し て は 困る か ら , 実際 に 測定 調 
査 を する 必要 が ある . この 検討 の た め , 呼 の 生起 間隔 
が 指数 分 布 に し た が い 生 起 密 度 は 時 間 的 に 繧 慢 に 変化 
し その 変化 は 毎日 同じ 形 で 繰返し , 保留 時 間 は 平均 値 
一 定 の 一 般 分 布 と 仮定 し た 呼 模 形 た 対し て 純 確 率 的 な 
呼 量 の 変動 を 理論 的 に 求め , と れ と 窒 測 値 と 比較 する 


方 法 を 示し て いる 、。 さら に 実際 の 局 で 8 日 間 に わ た っ 
て 行なっ た 実験 結果 を あげ 比較 検定 を 行なっ て , 午前 
中 や 午後 1 時 半 か ら 3 時 半 頃 まで の 呼 量 の 多い 時 間 で 
は 設定 し た 呼 模 形 が 適合 する と 判定 し , 統計 的 な 最 
(関口 元 委員 ) 


時 の 定義 を 使用 し 得る と 論じ て いる . 


1 2 操作 部 を 持つ 制御 系 の 系 統 図 
bP: Penalty function. 


| - (1959). 三宅 清司 訳 [資料 番号 4546] 


| 物理 的 意義 の 理解 は も ちろ ん 不 充分 で ある が , 


0 へ ~200°C に 加熱 し て 置 
有 直角 方 向 か ら 燕 着き され 


ない: 膜 厚 は 1 程度 
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評価 法 と し て 線形 計画 法 
に だ お ける utility func- 
tio= に 対応 する 制御 系 
の penalty function を 
考え を, 制御 系 の 最終 偏 
差 , 製品 の 破壊 限界 , あぁ 
る い は 経済 性 等 を 含め た 
『 悪 さ 」(penalty) を 最 
小 に する よう に 図 1 に 示 
す ょ うな 函数 発生 器 (F. 図 2 
G.) を ルー プ 中 に 入れ て 


2 操作 部 を 持つ 系 の 等 
penalty 図 


制御 を 行なう . すなわち penalty function は 適当 な 
評価 変数 を 軸 と する 平面 上 で penalty を パラ メー タ と 
し て 図る 2 の 曲線 の ょ うに 画 か れる が , 被 制御 量 を C 全 
Gzx+G:》 と 与 を た と き に 最適 な 変数 の 割合 は の 喜 
(ある penalty に 対す る 曲線 の 切 線 ) で ぁ ら わ さ れ 
る . そこ と で 図 1 に 示す よう に ィ zz,y》 に 同 量 の 微小 変動 
分 を 加え , 函数 発生 器 に と にょ っ て penalty functionw' に 
適合 する 出力 を と り 出 し て サー ボ モ ー タ M を 動作 さ 
せ 変 数 の 割合 KK,, K。 を か えて 最適 調整 点 Q に な る 
よう に 制御 する . (東口 委員 ) 


の 2 民 ら きき ジジ 用 ドー シ ンジ スタ 
水平 偏向 回 路 
M. Fischman : “Transistorized Horizontal 
Deflection for Television'', electronics 32, 33,- 
p 60, (August 14, 1959). 沼 品 安 隆 訳 [資料 番号 
4545] 
合金 拡散 形 電力 トラ ンジ スタ を 出力 に 使用 し た 2 石 
の 高 能率 偏向 回 路 で 12kV の 高圧 を 発生 し 90 度 の 偏 
向 が 可能 で ある . 
発振 器 は LC 回 路 で パル ス 幅 を 安定 化し た 改良 形 の 
ブロ ッ キ ング 発振 器 で , パルス 幅 は LC, か ら 成 る 直 
列 共 振 回 路 の 半 サ イク ル の 周期 で 決定 され る . と の 回 
路 は 出力 段 を 励 振 す る に 充分 な 発振 出力 が ぁ る の で 従 
来 の 回 踏 の ご と き 励 振 段 は 不要 で ある . 
合金 拡散 形 電力 トラ ンジ スタ は 従来 の 合金 形 た に くら 


TO 
OTT 


ベス イッ チン グ の 励 振 電 力 が 少な く て 済み , か つ , し 
ゃ 断 時 間 が 短い の で 損失 少な く 高 能率 の 偏向 が 可能 で 
あぁ る. 

本 回 路 で は 電源 12V 0.72A で 564 了 LH の 偏向 コイ 
ル に 11 Ap-p の 偏向 出力 と 12kV 100 zgA の 高圧 出 
力 が 得 ら れ た . 

(副島 ( 末 う 委員 ) 


高 電 圧 光 起 電力 効果 
B. Goldstein and L. Penak : “High- Voltage 
3 Photovolatic Effect"', J.A. Phys. 30, Ap L155, 


特別 の 方 法 で 作っ た CdTe 金属 間 化 合 物 の 薄膜 に 発 
生 す る 異常 に 高い 光 起 電力 効果 に っ いて の 実験 報告 で 
あぁ ある. と この 研究 は 極め て 初期 の 段階 と ちあ る の で , その 
その 応 
用 を 合わ せ て 今後 の 発展 が 期待 され る ・ 報告 は 膝 の 製 
作 方 法 , "物理 的 性 質 の 検討 + お よび 光電 的 測定 の 結果 


評 りな っ て いる : 


光 起 電力 を 生ずる 膜 は CdTe (1 Meg ohm-cm) を パ 
ダレ シッ クス, 右 英 ) また は サフ プ ァ イヤ の 板 の 上 に 終 め 
方 向 か ら 真空 燕 着 し て 
作る . と の 際 板 を 150 


が 必要 で お る 


] た 謀 は 光 起 電力 を 生じ 


が よく , 蒸着 速度 は 


1000A 毎 分 が 適当 で 回 1 CaTe 着 膜 の 成長 の 様子 ( 禁 


性 に パイ レッ クス ガラ ス 板 の 場 
合 を 示す ) 


の CE 


沿っ て 連続 的 に 増加 すず 
る 光 起 電力 を 生じ ," 光 
学 的 検討 に よっ て 図 1 
の ご ど とき 構造 を お っ で 
いる と 推測 され る : 人 光 
起 電力 は 個々 の 結 唱 境 
界面 の 存在 に ょ っ で 発 
生 し , 極め て 多く の 光 
電池 が 直列 に 接続 され 
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図 2 Open Circuit Voltage と 温 
庶 の 関係 (パイ レッ クス 板 の 上 て いる 結果 と し て 淀 
に 作る 膜 ) 温 で 太陽 光 の 照射 に ょ 
り 100 V/cm 程度 の 電圧 が 膜 の 両端 に 発生 する .… 図 2 
は 代表 的 試料 と に っ き 6000A 以下 の 光 で 照射 し た 際 に 
発生 する 起 電 力 の 温度 依存 性 を 示し た も の で あっ て 
低温 で ょ り 高 い 起 電力 を 生ずる の は 境界 面 の 性 質 で 状 
づく も の と 考え て いる . 起 電力 の 極性 は 多分 基板 と じ 
て 用 いた 物質 に 関係 は な い が , 真空 燕 着 す る 際 の 残留 
ガス あぁ あるいは ふん 囲 気 に 関係 が ある と 考え られ て い 
る . と の 実験 で は パイ レッ クス 板 の 上 に 作っ た 膜 の 極 
性 は 燕 着 コ イル に 近い 側が 負 と な っ た ・ 起 電 妨 の 大 き 
さ , 極性 な 腐 の 製作 の 際 の 条件 に 可 成 り 依存 する と 考 


を られ る か ちら 今後 の 実験 る その 点 選 注 目 さ れ て 行なわ , 


れる で あろ う ・ の 
; (三宅 委員 ) 


| 実験 され た . 
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圧縮 し た レー 映像 信号 の 磁気 録画 

H. Groll und E. Vollrath : “Speicherung von 
Komprimierten Radarbildern auf Magnetband"™”, 
NZ 149.3; 09.397 p133 (Marz 1959).7 松 
良 紀 , 木下 康 昭 訳 [資料 番号 4547] 
本 論 牙 に は 帯域 を 圧縮 し た レー ダ 映 像 信号 を 磁気 テ 
ー プ に 緑 画 する 方 法 に つい て 発展 段階 的 に 述べ られ て 
いる すなわち, 税 者 らち ら は 100kc まで 圧縮 し た 映像 


信号 を 76cm/s の テー プ 速 度 で 録画 する 場合 に つい て 
比較 検討 を お こ な っ た . 

磁気 テー プ 録音 は その 本 質 的 性 質 か ら , 再生 出力 が 
局 波 数 に 比例 する 微分 特性 と テープ や ゃ や ヘッド の 損失 


に まる 高 域 滅 誤 特 性 を 有 し , イン パル ス 波 形 を 安全 に 
王 現 する に は な ん ら か の 方 法 を 必要 と する . 

最初 な 微分 され た 再生 出力 信号 で パイ ステ ー ブ ル マ 
密 チ バイ ブレ ー タ を 制御 し パル ス 幅 を 再現 し た が , 同 
期 信 号 と 炊 度 信 号 を 別々 な の へ ヘッド で 録画 し な けれ ば な 
ら な い 欠 点 が あっ た . 

| それ 故 , 次 に 微分 され た 信号 を 積分 する 一 般 的 な 方 
| 法 を 実験 し , 高 域 周波 数 減 論 を 補償 する 微分 補償 回 路 
を 組合 わせ た 便利 な 積分 回 路 を 考案 し た . と うし て 高 
域 特 性 が 改善 され る と 高い 高周波 パイ アス 周波 数 が 必 
要 と な り , と これ に 適し た ブリ ッ ジ 回 路 に つい て 詳細 に 


有 検討 を 行なっ た . 


どの ょ うに 積分 を 再生 時 に 行なっ た 場合 の 雑音 は 大 
部 分 が か ハム で ある こと か ら , 信号 を 積分 し て 低 域 周波 
数 成分 の レベ ル を 大 きく し て 録画 する 方 法 が 考え られ 
と うす る と ハム 妨害 は も は や 重要 で な く 
座り S/N が 著しく 改善 され た . 

一 方 最近 , 筆者 らち に ょ っ て 発表 され た 信号 依存 換 送 


 、 波 法 *(Signalabhingig Tragerung) は 映像 信号 の 低 
放 域 成分 を 減 小 せ し ゃ る の で , レー ダ 録 画 に も 有効 で あぁ 


っ た だ た こと の 方 法 は 映像 信号 の な か で 低 周 波 成 分 の も と 


ドウ シシ スタ と フェ ライ トコ ア を 

用 いた パル ス 分 配 回 路 
J.H. Porter : “Pulse Sorting with Transistors 
and Ferrites”', Electronics, 32, 20, p 64, (May 
3 157 1959), 石 立 稀 訳 [資料 番号 4548] 

| 栓 の 思 な っ た パル ス を 含む 上 V 個 の パル ス か ら 成 る ペ 

ルス 列 を , 先頭 の パル ス か ら 万 次 選別 し , NN 個 の 出力 
有 | 紅 才 に 分 配 す る 回 路 に っ つい て 述べ て ある , と の 回 路 の 
図 1 た に 示す ょ うに それ ぞ れ の パル ス 幅 が 出力 
| TI に その + さ 保 なさ れ て 休 ら れる こ ょ で ぁ る . 
図 2 る は この 回 路 の | 


ore driver で 増 由 
され て Core 1, 2, 3 . E03 


| カペル ス 列 o 立 下 1 


に な る 幅 の 広い パル ス で , 正負 両極 性 を 持つ 幅 の せま 
い 生 形 波 の 搬送 波 を 変調 し , か つ 平 均 値 が 壊 に 近 そ な 
る よう 正負 波形 が 交互 に で る よう な 変 換 を ほど と け すけ 
の で ある . 図 1 は 各部 波形 , 図 2 は 回 路 の 系 統 を 示す 


o [rm nl ① の ょ うな 映像 信号 は 位相 


反転 回 路 を 経て スイ ッ チ ン 
回 路 に 送ら れる と と も 


[6] NNN 骨 』 に , 振幅 制限 回 路 に お くら 
ML れる . 振幅 制限 回 路 の 出力 
< は 積分 回 路 に お くら れ , 幅 
© 一 MMM リー の 広い パル ス の み が 選 択 さ 
図 1 各部 波形 れ た 後 こ れ が パル ス 発 振 器 
。 を 変調 し , ③⑨ の 波形 
® ぶな で きる . また 振幅 
制限 回 路 出 力 の 一 部 
は 微分 され て ② の 流 
形 を 生ずる . ⑨ と ⑨ 
ーー は えッ ss 
図 2 回 路 系 統 回 路 に お くら れ て ⑨ 
の 波形 を 生ずる . ④ は スイ ッ チ 回 路 を 断続 せ し ゃ ① の 
波形 を ⑤⑮ の ょ うに 変換 する . 叙 届 は ⑤ の 小 喜多 款 
流し て お とこ と な われ る . 
以上 の 実験 に ょ る 改善 の 結果 を 次 に 示す . 
(1) 再生 時 に 行なう 積分 は 本 質 的 た な ハム 妨害 を うけ は 
て S/N は 約 6 で あぁ っ た . 
(2) 録画 前 に 積分 を 行なう と 雑音 の 大 部 分 は 初段 管 
音 と テー プ 雑 音 で ,- S/N は 約 20 と な っ た 。. 
(3) 録画 前 積分 に 信号 依存 搬送 波 法 を 併用 する と 
S/N が 100 の 最良 の 結果 を 得る こと が で きた . 
(関本 委員 ) 
* H. Groll, E. Vollrath : “Statistische Eigenschaften Fre- 


quenzspektrum und Unterdrickung der tiefen Frequ- 
enzen’ von Rundsichtradarbildern"",NTZ 12,s. 33 (1959)・ 


り 部 分 は D 秩 2 で 微分 され て , フリ ッ プ フロ ッ プ RF- 
F1,2,3,…N を リセ ッ ト す る 、 こ と の 動作 に つい て 説明 
する . Start パル ス に より Core 1 の 磁束 が 反転 する 
と Core driver に よる パル ス で Core 1 か ら 出 力 が 現 
われ , F-F1 を セッ ト す る . と の 状態 は D 迫 2 に ょ り 
リセ ッ ト さ れる まで 統 き , パルス 下 。1 が 一 段 目 の 出 力 
と し て 取出 され る . El1 の パル ス は D 手 3 で 微分 さ 
れ , Core 2 の 磁束 を 反転 する . 次 に 再び Core driver 
か ら パ ルス が 出る が , Core 2 の みか ら 出 力 が 出 て F- 
F2 を セッ ト し , 2 が 得 ら れる . と これ を 線 返 す と 
NN 個 の パル ス か ら 成 る パル ス 列 は , パル ス 幅 を 保存 し 
た まま NV 個 の 出力 端子 た 順次 分 配 さ れる . , 
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と の 回 踏 は 毎秒 1,000 パル ス 以 上 の パル ス 列 た に る も 動 
作 し , 従来 の フリ ッ プ フロ ッ プ の み に よ る 回 路 と 比較 


する と 可 成 り 経済 的 で 信頼 度 が 高い と の ど と で ある 
(関本 委員 ) 


大 容量 の 真空 火花 間 げ きま 

D.C. Hagerman and A.H. Williams : “High- 
Power Vacuum Spark Gap”, R. S. I. | 寺 に 
p 182, (March 1959). 末 武 国 弘 訳 [資料 番号 
4549] 

熱 村 反 応 の 研究 に 用 いら れる ピン チ 効果 の 実験 に は 
黄 圧 』 大 電流 の ガス 放電 を 用 いる の で , その スイ ッ チ 
ジグ が 大 き な 問 題 と な る . と の 論文 は ロス ズ ィ ・ ア ラモス 
科学 研究 所 の Columbus II と 言う ガス 放電 装置 に 使 
用 きれ た 真空 放電 間 げ き に つい て 述べ た も の で ある . 
と この スイ ッ チ の 容量 は 電流 10'[「A], 電圧 は 30 な い 
U75EkEV 内 部 イン ダク タン ス は 0.03gmH 以下 で あ 
9, が ガス 太り の スイ ッ チ に 比べ て 次 の 特色 と を と もつ 。 第 
1 に 犬 電流 で 働か せ て る ガス 入り の スイ ッ チ の よう に 
ショ ッ ク を 受け ず , 第 2 に 火花 電界 が 高い の で 火花 護 
げき が せ ば あめ られ , し た が っ て 内 部 イン ダク タン ス が 
佐 く な る . と の と と は イン ピー ダン ス の 小さ いい 負荷 に 
用 いる スイ ッ チ に と っ て 軍 要 な 問題 で ある . 

構造 は 図 1 に 示す よ ょ うに, 中央 応 孔 の あい た 黄銅 製 
の 円 板 を テフロン の 輪 で へ だ て て 9 つの 間 げ き を 作ら 
し た も の で , 電極 材料 は 銅 や 鋼 な ど ょ り 鞭 銅 が よい よ 
う で ある . 
放電 を トリ ガ す る に は 15 EV の パル ス 和 電圧 を 間 げ 


rir 
ettseiniatesstiiisiat 


き ぎ 中 心 の 孔 の 中 に 張っ た タン グ ス テ ン 線 応 掛 ける 計画 
加 し て か ら 1.5 gs 後 ヒ スイッチ 作用 が 起り , 0T 
0.2[s] で 完全 に 短絡 状態 に な る . と の トリ アガ 電極 の 


寿命 は 放電 50 な いし 100 回 ぐら いで ある . 


( 末 武 員 ) 


統計 デー タ 分 析 に 関す る 特殊 電子 装置 

ER. Carson; C.C, Conger; J.C, Laurence, 
E.H. Meyn and"R.A. Yocke : “Special Elect- 
r0ntc Eguipment for the Analysis of Statisti- 
cal Data' I.R.E:; 41; 5, Pt. 1, p956, (May 1959). 
小高 康 邦 訳 [資料 番号 4550] 
ジェ ッ ド エン ジン の 雑音 の よう な ラン ダム 信号 に 対 
て , スペ ー ス タイ ムコ リレー ショ ン と 確率 密度 , 


そし て スペ クタ ル 密 度 等 の 統計 的 な 分 析 を NASA の 
Lewis Research Center に お いて 特殊 電子 装置 を 使 
用 て 試み られ た .: 

音 お よび その 」 減 少 対策 の 問題 た 対し て 全音 航 勢 力 
と 音 圧 レベ ルス ペク トル が 得 ら れ な けれ ば ならない ぃ い . 


そこ と で あら か し じ め マ イ ポイ ポ ク ロ ホシ と ホッ トワ イデ 4R 


ナ で 音 圧 変動 と 音速 変動 を 電気 的 信号 に 変 を それ を 
磁気 テー プ 記 録 装 置 に 集録 し , 電子 装置 を 通し て 分 株 


を 行なっ た . 分 析 に 使用 され た 電子 装置 は “フイ ズ デ 
ー タ ディ ジタル 変換 器 ", “等 音 圧 線 と = ざ Y 軍 録 裕 立 
“確率 統計 機 ” そし て “相関 器 " で ある : 

“フイ ズ デ ー タ ディ ジタル 変換 器 "( 図 1) の 皇 目 打 
は 連続 的 な アナ ョ ログ 電圧 信号 を ディ ジタル 信号 匠 笑 
を ,- 紙テープ に パン チ す る と と で ある , と の 装置 の 可 
聴 周 波 ス ペク トル メー タ は 各 周 波数 帯域 に 分 れ た 帯域 
ろ 波 器 か ら 構 成 さ れ リ レー 論理 回 路 に ょ っ て それ ぞ 
れ の 帯域 ろ 波 器 に スイ ッ チ で 切換 % を らち られる, こと の 帯域 


の 数 に ょ り 全 音響 勢力 計算 の 精度 が 向上 する . 紙 テ ー 
プ に パン チ さ れ た ディ ジタル デー タ を ディ ジタル レ 計算 


機 を 入れ て 計算 する . 


LOWER 


A 


sy k 器 に 音 圧 を 記録 する ご れ は テー プ に 記録 され た ノ CY が 現われ る よう に 調整 し 。 4e, を 小さ 
ee 2 ‘ 
ログ 量 が 使わ れ , Radius Translater の 出力 は 0~ く サ ンプ リン グ 時 間 が 長い と (4) に P(e) (確率 密度 
1,000 まで の 10 回 転 形 ポテ ン シ ョ メ ー タ が 使用 され 函数 ) に 比例 し た 出力 電圧 が 得 ら れる . 
て いる : “相関 器 "( 図 
“確率 統計 機 ” ( 図 3) は シリ コン ダイ オー ド を 使っ 4) は 磁気 テー 
た 比較 器 と 加代 器 お よび 一 次 遅れ 要素 か ら な る 演算 機 プ 記 録 装置 の 出 
, 庄 洋 半球 枚 で いる . 16 が 1er| より 大 きい と き (2) に 力 を 再生 ヘッ ド 
1 (っ Vi 小さ けれ は っ V 現われ る よう に , また ee 
a 4 大 と ご 大き 本 ッ ド か ら ez 電 
8 が 上 ler+4e,| より 大 きい と き 2 a tn et LT ER 
Fd 図 4 うー つ 。, ea 電圧 
4 ら r 抄 進ん だ 電圧 es5 二 ea( せ 十 r) を 取出 し , 電子 掛 算 
( 器 を 通し 積分 器 を 出力 と し て , 相関 関数 を 求め て いる 
w むだ 時 間 +r は 普通 50ms 位 に 選ん で ある が , 、 こ の な 
A だ 時 間 の 精度 は 極め て 高く 要求 され て , と の 装置 で は 
0 ヘッ ド の 政 離 の 精度 十 0.00025 ィ ン チ が 要求 され る . 
* (関本 委員 ) 
NV 、 
- : 
fms “aaeULonN’ に お ける 制御 装置 ミ 記録 計 の 読 * に つい て 計算 する と , 
コ G. Friedling : “L’installation de Controle de Pt s(1 Nr CR, )= x we CR, Lt 693) 
j= Reézcteur Aquilon”’, L'onde Elect., 39, 382, = F t 


有 =P “£6, (Jan.1959). 前 田 正雄 訳 [資料 番号 4551] 
i - 騙 quilon は 1956 年 8 月 11 日 France の Saclay 原 
放 語 王 力 研 究 所 に 設置 され た 天然 ウラ ン - 重 水 形 の 原子 炉 
庫 で , 出力 100 watts, 原子 力 委員 会 の 中 性 子 照 射 の サ 
還 菩 靖 王 ビス 用 と し て 用 いら れ て いる . 焼 料 と し た 天然 ウラ 
放 語 > 泌 速 剤 に 重水 , 反射 体 と し て グラ ファ イト を 用 い 
で で おり, この 形式 の 原子 訪 の 構成 に 対し て 貴重 な 研究 
資料 を 提供 し て いる 
へ 9 案 論 次 は 制御 装置 の 詳し い 設 置 方 法 と か , 計数 装置 
; すなわち BF。 を 用 いた 比例 計数 管 , 増幅 器 」 ディ ス 
2 り バネ ー タ , 録 数 装置 等 の 詳細 に つい て 述べ て いる 
議 絆 抽 で の や の の 財 作 団 軍 何 単 に 半 べ て 
いな 
Aquilon の 場合 に は 中 性 子 東 の 測定 , 温度 , 二 水 の 
“人 吸収 体 の 位置 の 測定 に 制御 系 が 応用 され で て お 
Sh, 吹 収 体 の 位置 を 支配 する 起 宣 機 , 電 水 を 満た し た 
和議 半 い ・ 冷却 お よび 加熱 の 系 統 選 
倫 谷 が 伝 さ れる よう に な っ て いる 
|| 次 に 中 定 の 原 利 を 述べ る . 
有 ① 中性子 束 ぉ お ょ び 炉 の 周期 の 測定 : 石黒 の 四隅 に 
TT TT 
和 拉 滞 肝 も 冶 誠 を 介し て メー ー タ に 接続 する . こと れ 
tri iron 4 個 の 電離 箱 の 
か を エネ ル ギ の 大 よそ の 値 と 精密 測定 に 用 い , 
| 過 の 穫 個 を 周期 の 測定 に 用 いる 増幅 器 の 出力 電圧 は 
計 因 の 電話 計 4 人 8 の 日 品 に 示さ れる ょ うに し , 各々 の 
有 | 雌 以 を なら なら しゃ と た. 出力 電圧 の 測定 は 電位 差 計 に 
は っ て 行ない , カー ソル の 移動 は 人 遠隔 操作 に ょ っ て 行 
税 も て ある 
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(110 ) 


た だ じ 


R.(R,+R,) r 
CE he 
: 炉 の 周期 
4: 半 衰 期 =0.693 
r: 中 性 子 の 寿命 
6 だ K: 中 性 子 当 り の gain 
(II) 温度 の 
測定 : 炉 体 の 重 
要 な 部 位 に , 12 
個 の 銅 - コ ンス 
タン タン 答 電 対 
を 配置 し て これ 
を 記録 する よう 
に し て あぁ る 
(II) 重水 の 


水位 の 測定 : Ed > N42er ts 
内 部 と 直結 し て , 直接 水位 を 知る 方 法 の 他 に , ら 線 
状 の 潮 を 有する 巻 軸 に 巻き つけ た 伸び 縮み の な い 導 線 
の 一 端 を 浮子 に 結び つけ , これ が 常に 水面 に ある よう 
に 制御 する . と の 巻 軸 に モー タ 々 が と りつ けら れ で てい 
て , 浮子 が 水面 を 離れ た と き に 糸 が 伸び る 方 向 た 回 転 
する . と これ に よっ て 水面 の 高 さ を 知る と こと が で きる 

dV) 吸収 体 の 位置 : 調 整 板 , 制御 橋 等 すべ て の 制 
御 系 が 同期 装置 に よっ て 連動 する . : 
以上 の 測定 値 に ょ っ て 制御 棒 や 安全 装置 ) ポン プ 等 
を 自動 調節 する 方 法 の 原理 を 簡単 に 述べ 。 さら に 水 棒 
や 管 路 の 乾燥 を 行なう た め の 回 路 と か , 加熱 や 冷却 の 
装置 , 運転 条件 , 電 水 の 循 還 用 ポ シ プ 等 に つい て 極め 
て 簡単 に ふれ た . (増田 委員 ) 


狭 帯 域 線路 を 通じ て の ディ ジタル 
デー タ の 伝送 
J.L. Hollis : “Sending Digital Data Over 
: Narr0ow-Band Lines”, electronics 32, 23, D2, 
(June 5 1959). 安田 靖 導 訳 [次 料 番号 4552] 
電子 計算 機 , 自動 デー タタ 処理 装置 , 高速 度 テ レプ リ 
シタ 等 か ちら な る ディ ジタル シス テム の 発達 に 伴い , と 


fi 


重 J れ ら を 既設 の 電話 回 線 等 を 通し て 互 に 結合 
生ずる 

し か し 電話 回 線 は ディ ジタル 情報 の 伝送 に 適し た 特 
交信 を と な え で いな い 。 本 文 は VSB 方 式 と に よっ て 擬 域 
許 を 有効 に 使用 する (2500 bits/s) と 共に 伝送 中 に 生 ず 
る 遅延 ひずみ 雑音 の 影響 等 を 変調 信号 を あぁ あらかじめ 適 
当 な 形 た に し て お く と と と 受信 側 で 検波 器 出 力 を 同期 サ 


る 必要 が 


3 A 
1500, 1667 I » HAPING 
y a UM TF 4 
0 Brs/se6 末 A le 
" F IP- G RE 
2 - ng ; NG CREGTOR 
" ’ 
: or 
-* 
\ 

' i TRANS ANO » MP ANOGAMPL 
CIRCUIT 
' 坦 

3 

§ 低 周 波 雑 音 音声 了解 度 の 計算 方 法 

2 JM. Pickett : “Low- Frequency Noise and 


= Methods for Calculating Speech Intelligibility”, 
AS.A. 31, 9, p 1259, (Sept. 1959). 渡辺 真吾 
訳 [資料 番号 4553] 

と の 論文 で は 600 c/s 以下 の 低 周 波 剖 音 が 加わ 
場合 の 音 > Cee ho ibe aholdp ots 
々 の 周波 数 帯 『 域 し ゃ 断 ひ ずみ に 対し て 詳細 に 実 


eseesnarvesrsaensatsst 


30 0 c/s 以下 の 低 周 波 帯 域 雑音 が 加わ る と 了解 度 は 
ras 0 Pp 民 肘 江 座 分 か ちの 


CE Cie: 較 総 千 レ 
5dB, 115dB の 場合 の 実験 結果 と の 比較 で ろ 
な い 葵 声 の 了解 慶 試験 か ら 求め た 了解 度 と 明 央 度 
と の 関 深 で ある 。 全 どり で 39 の 回 作 が 抽 


。 た 関係 を 示す ・ 


MOTOR 本 | W 玉 1,500 
DRIVEN PHASE PHASE 2 A L6670R 
- ; - 2 

SYNGC 


その 結果 雑音 が な い 場 合 音 声 了解 度 へ の 貢献 は すべ 
300c/s 以上 の 音声 帯域 に よっ て 伝送 され る の に 対 ~ 


正 さ きれる. 


c の 図 か 問 8 4 


ンプ ル す る こと と に よっ て 皿 減 す る 方 法 を 述べ た も の で wk 
あぁ ある. 装置 は トラ ンジ スタ 化 さ れ て も wd 
図 は 図 1 に 示す 通り で ある . 
送信 側 な 2 進 信 号 を , 搬送 波 2500c/s の VSB と し 
て 送り 出す . 受信 側 で は 等 化 器 に ょ っ て 遅 先 ひび 手 み を 計 
補償 し , その i qt を 包 着 線 検 波 し スラ イス 回 路 だ よっ 
て 短 形 波 と する ! と 押下 か を 
ら で セー カッ ルレ の の ロタ タレス CE kt TE RS 、 ! 
ッ プ を 動作 させ 信号 の 時 間 的 配列 を 正しく する クロ i 
タタ パルス 競 目 喘 を 信号 同期 きせ る な ため i ら 2 ' 
ス 出 力 と の 間 の 位相 差 を 検出 し て , その 出力 で モー タ 3 
を 駅 動 し , 移 相 器 を 回 転 し て 両者 の 位相 同期 関係 を 保 
つ . と れ に より 受信 信号 の 中 点 で 再生 信号 の 標本 化 が 中 
行なわ れる . (猪瀬 委員 ) "て E 
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図 1 了解 鹿 と 明 央 度 指数 と の 関係 . 
EE が なす る とき 人 EW 季 訟 を 用 いる 


See 0oh RTOMGmD ona 
bide HAR 2 ei 2 


し た が っ で 引 い 低 周波 大 間 が ある 場合 の 侍 
RR bn 
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新 形 電話 機 用 自動 感度 調節 器 の 設計 
F.E. Williams and F.A. Wilson : “Design of 
an automatic Sensitivity Control for a New 
Subscriber's Telephone Set—The British Post 
Oice 700-Type Telephone”"', P.I.E.E. 106 5B 
p 361, uly 1959). 三浦 宏 康 訳 [資料 番号 4554] 
図示 すご ど と く , 送 話 , 受話 効率 の 双方 に だ お いて 
. 300 形 電話 機 ぉ も り も 4dB 改善 され た 700 形 電 話 機 は 
ts 好ま し い 韻 量 範 囲 の 最大 値 を 10dB も 超過 し て お り , 
i 現 寺 な ら び に 研究 所 で 行なわ れ た 試験 で も と の 結果 が 
確認 され た これ を 救済 する た め に , 図 1 (c) の ご と 
ぐ 線路 抵抗 が 0 の と き 送 話 を 6dB, 受話 を 4dB 感度 
“ 珍 抑 圧し , か つっ 線路 抵抗 が 500Q で 抑圧 量 が 0 と な る 
詳 放 1 届 喜 記 本 委 喘 が 必要 と な っ た 本 論文 は と の 調節 器 
還 計 の 区 計 は を 述べ た も の で ぁ る . 

と ざさ て , 各種 の 調節 方 法 や 非線形 素子 を 検討 し た 後 , 
誠 < レン を 深 只 を 用 いた 交 話 器 ぉ よび 誘 線 輪 の 第 2 状 
EN 線 の シャ シン シト パス を 作り , と これら の 整流 器 の パイ ャ ヤス 
還 請 を 交 甘 器 に 直列 に 挿入 し た 非 直 線 抵 抗 ラン プ の 電圧 降 
議 許 で 制御 する 回 路 を 実用 化し た . また 非 直線 ひずみ を 
軽 潤す る た め 整 流 器 (1/4 イン チ 直 径 の セ ャ レン 整流 器 
詳 半 請 < 伺 を 直列 に 接 統 し た も の を 1 ェ レ メン ト と し て いる ) 
調 議 を プレ シュ プル 接続 と し , 補 呼 者 応答 時 の 電流 転 極 を 
語 き 点 し て 反対 極性 の も の と 並列 に 接続 し て 結局 1} っ の 
語 語 ジャ ント パス に 8 個 の 整流 器 が 使用 され て いる . と の 
詳 語 店 節 号 を 備え た No. 706 電話 機 の 回 路 を 図 2 に 示す . 
でき で た お よび 選 。 の 価 の 選択 に よっ て シャ ント パ 


EE 


KN: | ス の 損失 量 を 調節 で きる (R,=R;=0 の と き 16dB). 
| 送 話 器 ) 受話 器 を 直接 シャ ント する より を も こと の 回路 構 


| 0 損失 線路 | 10009 線路 


線路 電 流 (mA) 95 31 
rr | を 通る 電流 (mA) 76 31 
た の 抵抗 値 (2) 36 10 
| 導 基 バイ ャ ス 電 圧 (V) 1.35 0.15 
Wh 2 (mA) 9,5 数 AA 
' RE 流 吉 の 接合 上 
A 計 さ 点 の 間 の 納 節 (1kc/s) | 209( 舞 誘 音 )| 3770Q (-70°) 
へ 軸 放 の 4 ン ピ ビ ピー ダン ス 


新しい 700 形 卓 上 電話 機 一 No. 706 
、 電話 機 に つい て 

i HI.C. Spencer & F.A. Wilson: “The New 
| 700-Tyhe Table Telephone—Telephone No. 706"”, 
2 TP'OE.E: 52 pt. 1, p 1, (April 1959). 三浦 史 康 
| 相 訳 [ 父 料 番号 4555] 
有 有 甘 国 至 履 麻 は 700 形 電 語 板 を さら に 発 民 さ せ て , No. 
706 電話 科 を 実用 化し た . と れ は 700 形 電 話 機 の 受話 
放 放 回 路 ) 送 話 器 , ダイ ャ ル 以 外 の 全部 品 を 改善 し た 
i $ の で 図 1 の 外形 を も っ て いる . 本 電話 機 の 特徴 は 笛 
店 亡 性 材料 を 大 幅 に 使用 し た と と , 新しい 機構 の 無 麻 
衣 擦 2 フク スイ ッ テ チ を 採用 し た と と , 従来 の 配線 方 式 の 
や の の 外 に プリ ント 配線 を 使用 する も の を 作っ た こと 
と, 700 形 電話 機 の 現場 試験 の 結果 明らか と な っ た 近 
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REL. LOUDNESS, 4 B 
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REL. LOUDNESS, 4d 8 
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) 送 話 時 ( 抽 ) 万 話 時 (a)-300 形 (5) 700 形 
(c) 理想 条件 (d) No.706 
図 1 


COR NOUCTION Ne It 


=—. 
5 6a 


RECEVER 
INSET Ns.4T 


TRANSMITTER 
INSET Ne Bc 


図 2 No. 706 電話 機 回 路 


戚 は 側 音 の 改善 に よ ょ り 有 効 で ある 。、 さ て , と の 調節 葉 
の 動作 特性 は 上 の ど ご と く で ある .、 (富田 委員 ) 


凍え ご NN 706 電 押 や 
距離 通話 時 の 音量 過大 を 防止 する た め に 自動 感度 調 第 
器 を 設け た と と な ど で あ る 、 
すなわち , 供 体 , 送受 器 は ポリ メチ ル メ タ ア クリ レ 
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* 導 COIL, INOUCTON, Ne:3t ー ト の 南 出 成形 品 で 作ら れ , いずれ も ネン シン ゆ ト を 魔 
TNDIN h 
; i Ye i 止 し た 。 さ ら 思 従来 の 配線 方 式 の も の で は ポリス テン 


3 ン 貞 の 底板 を 使用 し て いる . ブッ クス イッ チ な 従来 の 
| Nr - 釧 に よる 波動 を 廃止 し て 接点 を 動作 させ る レ パ ー の 和民 
BEL 端 が ボタ ン 孔 の 外 ま で 突出 する 構造 の も の で , その と 


パー と ボタ ン 和 孔 の 側壁 が 接触 し て いな いた め , 従来 の 
1/2 Sk rhs 全 に に フック スイ 9 
動作 させ る と と が で きた . 通話 回 路 は 図る 2 る の と 3 りり で 


短 いと き , 700 形 電 話 機 た 比較 し て 6dB の 送 話 損 失 
と 4dB の 受話 損失 を 生じ , 同時 に 側 益 平 衝 が "10dB 
以上 改善 され る . 加入 者 回 線 が 長い と き な は, 調節 器 の 
損失 は 無視 で きる ほど 小さ い . 


垢 } TRANSM ITTER, 


SR ti 以上 の な か, 磁石 電 鈴 , コー ド , 誘導 線 輪 な ど そ 
れ ぞ れ 新 し い 材 料 を 用 いて 改善 され た . 


- 図 2 No.706 電話 機 の 通話 回 路 本 電話 機 は 将来 , 送 話 器 と ダイ ャ ル を さら に に 改 券 地 


る 予定 で ある . ( 新 木 元 委員 ) 
EE 高速 席 記 憶 装 置 に お ける 薄膜 の 使用 : いる eet ; 
| = EE.Bittmann:“Using Thin Films in High E 出 1 cowcucrom 提 | 7 
= Shbeed Memories"', electronics 32, 23, p 55,-= Rs バ A 
¥ = TT 交 来 = INFORNATION I ‘ 8 
放 = (June 5, 1959). 安田 靖 導 訳 *[ 資 料 番号 4556] ミ ON = rr 提 潤 科 
ら 本 交 は な 強 磁性 体 (Ni-Fe 合金 ) の 円 い 薄 膜 (直径 wame ーー conpucroR 
と 3 有 16 イン チ 厚 さ 2000A) を , 空 中 で 加熱 し た ガラ 基 ll CR 
調 < 基体 上 た に 付着 させ て 作っ た , 新 形 の 記憶 素子 に つい RM > 
て の 記述 で あぁ る. Reao 1 ay oe READ FIELD 
1 PN r : 
『 こ と れ は フラ フェラ イト コア と 違っ て オー トメ ーション 化 = 4 0 
が 可能 で あり , また 速度 も ミリ マイ クロ 秒 に 達する . 図 1 


製造 の 過程 は 磁界 中 で 行なわ れ , 落 冊 な 主として 磁界 初め N 状態 に ちゅ っ た と すれ ば , 読み 取り 導体 た 負 ペ ルル 


の か け 方 に よっ て 定まる 二 定 の 方 向 た 磁化 が 向き 多 ス に 続い て 正 パ ルス を 出す 。 また 初め P 状態 < あっ 


い 。 図 ユエ で 磁化 は 上 記 の 方 向 た 平行 な 2 っ の 安定 状態 た と すれ ば , 小さ い 負 ペル スネ 続い て 正 ゃ ルス ヌス さら CE 

半 を も つこ れ を そ せれ や 2 ぞ れ NP 状態 と 呼 選 、 も し 十分 な パル ス を 生ずる . また 書き 込み に は 2 っ の 磁界 が 加 妨 
較 大 き さ の 電流 が 導体 流れ る と , 磁化 は その 電流 の 作 られ る . すなわち 駆動 導体 に は 臨界 値 の 2/3 の 磁界 が 
放 る 磁界 の 方 向 を 向く . 電流 が 消え る と 磁化 は 不安 定 な また 情報 導体 に は 土 1/3 の 磁界 が 加 % ら れる . 0 を を 緒 
状態 た 取り 残さ れ て いて , P また は NN の いずれ か 近い き 込 む 場 合 , 両者 は 差引 き 合 っ て 1/3 の 磁界 じ か 生 じ 

導 太 に 落ち つく 7 2 進 素 子 と し て が 1 を , NM が 0 を な いか ら , 磁化 な NN 状態 に 留まる . 1 を 書き 近 婦 と 

記憶 する も の と する . i き は , 加 % 合 っ て , 臨界 値 に 達し 磁化 ば "WM 方向 に 各 


これ を 記憶 素子 と し て 使用 する に は 図 1 の よう た 導 き , 磁界 が 取り 去ら れる と 選 状 態 た 落ち っ つく,」 実際 の 
体 を 配 す る . 素子 の 状態 は 次 の よう に し て 知ら れる . 記憶 装置 で は 1 ビット の 記憶 た に ユ 1 つき に 並ん だ 2 っ 
温 動 導体 た 電流 を 流し , 図 の ょ うな 磁界 を 作る . これ の スポ ッ ト を 使用 し て S/N を 高め て いる . 導体 な 包 a 


罰 と ェ 5 北 は 方向 を 向く そ を と で 界 を 取り 去る 届 配 線 さ れ , 付属 回 路 は トラ ンジ スタ 化 さ れ て お り ; 
と NN 状態 に 落ち っ つく が , と れ に 至る 過程 に お いて デ パル ス の 立上り は 0.15ms で ある . (第 瀬 奏 員 ) 


トイ スタ を 用 いた ダイ オー ド の 
, な に い 可 逆 シ フト ・ レ ジス タタ 
|f = A.H.Bobeck and R.F. Fischer:““Reversible, 
= Diodeless, Tuwistor Shift Register”’, J.A. Phys. 
= to 30, 4, p 43S (Apr. 1959). 渡辺 
寛 訳 [資料 番号 4557] 


aitiiin i 


定 で あぁ る. NV の 回 転 な 隣接 磁石 の 作用 で 元 に 戻さ れ 
る . (b) の 配列 で は NN の 回 転 は 自由 で あぁ る に の 配 


る 特定 な 駆動 磁界 を 与え そる と と が で きる . NN の 次 に , 
N+1, N+2 と 進め る . 図 (Cc) で は 磁化 の 正常 の 方 商 


eit tt 


) 整流 素子 を 用 いな い 磁 気 シ フト ・ レ ジス タ が トイ ス 、 は 右 か ら 左 へ 向い , 1 ビッ ト の 情報 は 3' 個 の 連続 する 


ee i NNー3, Nー2, パー1 の 左 か ら 右 へ の 磁化 と し て 与え 7 


NN Ft 0 る . 5 つの 前 進 位相 パル ス の 内 の ふみ は NM-3 と WV を 
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奥 線 内 が 自動 感度 調節 喘 で , hr 9) 加入 者 回 線 の 


が 必要 で 安く , 電力 も 減少 し 得る 。 図 は 動作 原理 を 説 
明 す る 回 転 自由 な 未 久 磁石 の 1 列 で , G) の 配列 は 実 ) 


= 


a ; i et a 


yr 
ht et ks 


7 Kg ‘ 


‘$e 


Sy 


列 で は 他 の 磁石 の 回 転 を 伴わ ず NN の み を 回 転 さ を 


ww 


‘. 
Ki 


N+! N+2 


N-2 N= N 


コニー ーー 
(Bp) 


— 
~~ 


医 線 直径 10.05 イン チ の セラ ミッ ク 穫 に 0.075 イン 
地 間 隔 に 0:075 イィ ンチ 長 の 8 回 巻き の も の で ある : 前 
進 堆 流 は 140mA, 読み 取り 電流 170mA, セッ ト 用 電 0 wi: ーー a FS * ーー pi ec" 
福 '220mA で ぁ っ た “ i 
現在 ざ イィ ンチ 当り 3 ビッ ト だ が 計算 で は 10 ビッ ト $; => 
能 で ある . 繰返し は 限界 を 確か め あな か っ た が 数 (¢) 
百 玉 EcC? が 可能 で ある と 考え て いる . 予備 的 な 実験 


a 
= 


前 進 倍 相 パル ス で 10 段 の も の が 作ら れ 動 作 し て 


| yr 

| 

| 

| 
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磁 電 管 発振 周波 数 の 電圧 同調 
C.L. Cuccia : “Voltage Control of Magnetron 
Ereguency'', electronics, 32, 28, p 56, (July 
10』 1959). 古川 静 二 郎 訳 [資料 番号 4558] 
※ 電 1 1 波数 を 電子 的 に 変調 しょ よう と いう 許 
され て きた が , それ ら は 変調 


- ビ ー ム を 用 いた も の か , も し く は MM 


と の 電子 極 の 先端 の 一 部 は 
回 踏 と 集 電 極 の 作る 空間 に 


運動 を する が 間もなく 回 路 波 と 同期 
1 路 に 対し reactive な 電流 を 


対し 正 の 電圧 
i tr ハト 
陽極 回 路 の す 

入り ,。 や は り 周 


が ずれ る の で , 


PD rt 


する で EA る 


4 


] 路 の 外 個 に 出 て く 


| 
5 合 に は この 電子 を 


i 2 


, = } この 点 か ら 著 者 
形 カ ルル シノ トロ ン の よう に 普通 の 磁 電 管 と は 異な っ た ; Rafa ti i en St, 
Re a Mode Re と この 磁 電 官 を Reflex Magnetron と 称し て いる .), 
構造 を も つも の で あっ た . 本 論文 は 従来 の 構造 の も の V4 : cs = 


と あま り 人 違わ ず , し か も 二 次 的 な 電子 ビー ム も 用 いな 
新しい 電圧 同調 可変 周波 磁 電 管 に っ ついて, その 原理 


紀和 単 な 実験 結果 に つい て 述べ た も の で ある . お * 

* ス > す re 

動作 原理 は 次 の 通り で ある. 磁 電 管 が 発振 し て いる 
A), ベイ ン の 一 部 を 突き 出し た 形 ( 図 B) 等 が 考え らら 


状態 で は , 図 1(A) に 示す よう に , 電子 極 が 形成 さ 
れれ し か る も, いう まで も な く こ と の 電子 極 は 回 路 波 と 同 
期 で 周回 運動 を する の で , 。 回路 に 回 路 電 圧 と 同相 な 電 
流 を 流す . と と ころ が , も し 同 図 (B) の ょ うに 陽極 回 路 
の 外側 に それ を 取 巻 く よ う な 集 電 極 を も うぅ うけ, 回 路 に 


VANE TIPR "QF ANODE 
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| ぶっ て 攻 子 か ら の 電子 放出 を 抑え る に は , 


昭和 35 年 2 月 電 気 通 人 


会 . 雑 計 第 43 巻 2 号 237 


オイ る * 
実験 に よれ ば , 普通 の 動作 っ まり 集 電 極 と 陽極 回 路 
と を 同 電 位 | 記し て 動作 させ た 場合 , 陽極 電圧 600~ 
1100V, 陽極 電流 20~130 mA, 磁束 密度 350~900 
Gauss で , 連続 出力 20~130 W が 得 ら れる 試作 Ref- 


sr 
lex Magnetron に ぉ いて , 中 心 周波 数 800 Mc/s 7 付 


近 で , 磁束 密度 400 Gauss の と き 10Mc/s (と の 場 


合集 電極 電流 10mA), も っ と 弱い 磁界 の と き 18 Mcjs 
の 周波 数 変 移 を 得る こと が 可能 で あっ た . 
( 末 武 委員 ) 


高速 度 ス イッ チ ング 用 放電 管 

A.H. Beck and T.M. Jackson : “High-Speed 
Gas Tubes for Switching”", El. Comm. 35, 4, 
p 251, (1959). 秋山 稔 訳 [資料 番号 4559] 
最近 10 年 の 間 に , 電話 , 電信 変換 用 を あるいは 計算 
機 用 と し て 種々 の 冷 陰極 放電 管 が 開発 され た . 本 文 は 
と の 中 で 特に 最近 た に 開発 が 行 な ち あれ た 2 つの 有形 の 放電 
管 。 すなわち 電話 交換 機 の 通話 スイ ッ チ ング 用 と し て 
設計 され た ガス ギャ ッ プ 放電 管 お よび 1Mc/s で 動作 
する 高速 トリ ガ 放 電 管 に つい て , その 特性 ゃ 問題 点 が 
検討 され て いる . 

通話 スイ ッ チ ング 用 放電 管 と し て は 音声 領域 に お い 
て 低 雑 音 で あぁ あり, 低 イ オン ピ ー ダ ンス で 挿入 損失 が 少な 
く , し か も 数 CATHODE 
個 の 直列 動作 
を 可能 と する 
よう な 制御 特 
性 な ど が 要求 
され る が , こ 
の よう な 目的 
に 対し て 安定 
に 働く ガス ギ 
ャ ッ プ 放電 管 i 
開発 - さ れ En 

a ' | 

っ の 陽極 を 持 図 1 球 捧 お よび 同軸 状 放 電 和 

つも の で , 交換 機 用 と し て は 約 25 年 の 使用 に 耐え る 
と 言わ れ で いる ゃ る. 

一 方 こと れ と は 別に , トリ ガ 放 電 管 の 高速 化 の 研究 も 
進め られ た . 本 文 で は Pxd が 20 mmHg xcm 程度 の 


TIAL 
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SKETCH OF 
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比較 的 に 低い 場合 の 実験 結果 が 示さ れ て いる . 電極 本 
置 に つい て は 種々 検討 され た が , 開発 され た 放電 管 ば 
図 1 エ に 示す よう に 小形 の 球状 の も の と 同軸 状 の る の で 
あぁ あり , 点 状 また は 線 状 陽極 を 用 いて 陽極 付近 の 電界 大 
集中 させ , 点線 の 高速 化 を 図っ て いる . 起動 の 際 に 陽 
極 に お いて コロ ナ 放 電 を 起 さ せる と 動作 速度 は な 著 さく 


i 460 高め あら れる. 

i20 440 

了 昌 国 画 画面 政 販 困 医 画 上 0 
上 放 陳 400 Ce 
8 0 380 8 ER 
本 陸 1 定 稚 = ネ が 閑 
§ 60 ^ 320 状態 を 取 除 く 
8 HH 300 ヨ た め に 封入 が 
i 40 28o ミ スス 中 に 水素 が 
oN NK CONCENTRIC |eo 混入 され る 


20 | 4 240 が , それ 以 正 
トト smemeal oo の 改 療 を 行 
万 強 四 画 填 皿 画 繕 皿 200 うぅ た め に は イ 
002040608 10 12 1:4 1618 20 "| 
TIME IN MICROSECONDS オォ シン の 移動 席 1 
図 2 点 弧 お よび 消 イ オン 時 間 特 性 を も 問題 と し 


な けれ ば ば ならない. と の よう な 観点 か ら 適 当 な 人 条件 で 
検討 を 行なう と , 近似 的 た 消え イオ ン 時 間 は 電 李 間 隔 だ ご 
比例 する と と が わか る 。 ま 祥 封入 労 ス と 0 導 で は 02 
の 移動 度 や 放電 耐圧 な どの 関係 で 水素 が 適し て いる が 
さら に 維持 電圧 を 下げ る た め に 不 活 性 ガス が 混入 され 
た ・ 以 上 の よう な 考 を 方 計 設 計 を 行なっ た 結果 Mc 
程度 まで の 動作 を 行なう 放電 管 が 得 ら れ た が , と の 価 
は さら に 欧 善 の 余地 が ある と の と こと で ある . 図 2 に 起 
動 お よび 消 イ オン 特性 の 一 例 を 示す . (猪瀬 委員 うそ 


電子 管材 料 の 電子 放出 

G.A. Espersen and-J.W. Rogers : ‘““Electron 
Emission of Materials for Electron Tubes™”, 
Philips Tech. Rev. 20, 9, p 269, (1958/1959). 
今井 哲二 訳 [資料 番号 4560] 

| 電子 管内 の 電子 源 と し て は 普通 陰極 だ け を 考え て い 
る が , 特 送 信管 な どの 大 電力 管 で は 陰極 外 の 管内 部 
呈 が 高温 に 加熱 され て , を そ と か ら も 電子 放出 が 行なわ お 
れる 場合 が ある . と の よう な 電子 放出 は 管内 た お いて 


最 る 温度 の 上 り 易 い 制御 格子 で 起 る と こと が 多い .。 し た 
(a) 格子 の 


温 席 が 成る べく 上 ら な いよ うに 電子 管 の 設計 , 組み 立 


|| て を する こと と お よび (上) 陰極 か ら の 燕 発 物 が 格子 に 付 
) 着 し て も 格子 の 仕事 関数 が 下らない よう な 材料 を 格子 
| と 選 記 と と が 必要 で ある . 
|。 行なわ れ た 実験 


と の 論文 は 後者 に 着目 し て 


を 扱っ た も の で , と ぃ で は 特に と の 目 
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的 に 応じ た 実 
験 貴 を 作り , 
管内 各部 品 の 
浄化 に は 極 謀 
に 注意 を 払っ 
て ある . 

検討 し た 材 
金メッキ Mo, 
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料 は な W,Mo, 「 


び 表 面 酸化 
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で て 笑 穫 カツ 


る ‘ 
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グ ネ ー ト カソード お よび 酸化 物陰 極 を 用 いた . 1275°K 
で カソード を 使用 し た 際 の 各種 格子 材料 か ら の 格子 
放出 の 時 間 的 変化 は 図 1 に 示す ど と く で あぁ ある. 格子 の 
保持 温度 は 金メッキ Mo で は 1100°?K, その 他 は 1200° 
K あぁ あり, 金メッキ Mo 以外 は 動作 前 に 高温 加熱 に ょ っ 
て 蒸着 物 を 除い て ある . 同様 な 実験 で 得 ら れ た 格子 放 
出 の 平 衝 値 を 各種 材料 に つい て 示す と 表 1 を 得る . 図 
1 ぉ ま び 表 1 か ら 明らか な よう に Ti, Ti メッ キ Mo 
ど せ に 格子 放出 は 著しく 小さ い .、Ti が こと この よう に 小さ 
な 格子 放出 を 与え る と こと は Ti に 漆 着 し た 陰極 物質 , 
Ba0O が 熱 的 に 選 元 され , 生じ た Ba が 容易 に 燕 発 し 去 
る と いう こと で 説明 され る .、 い ま , 1500°?K で 動作 す 
有る カソード に よっ て 燕 着 を うけ た 各種 格子 材料 を 種 
安 の 温度 に 保っ て 格子 放出 を 測定 し て みる と 図る 2 る の ご 


re 


ーー 


ee 


vi てき 科 末 を 人 る . と まで Ti 特徴 的 な 曲線 は 次 の よう 
i 護 寺 9 お す な わ や ゃ ち 600°K 付近 か ら み られ る 格子 
有 有 放出 の 増大 は , Ba の 蒸発 に 打 勝 っ て 格子 上 に 付着 し 
ry : 本 0 生活 柱 化 さ れる 過程 を 示し , 1000°?K 付近 
0 「 で の 下り は Ba の 氷 発 が 閉 し く な り 格 子 上 の 閑 着物 が 

0 人 人 に 才 く な かっ で て で しま うぅ 過程 で あり , 1175°*K 
で 再び 格子 放出 が 増大 する の は Ti その も の の 熱 


~~ 


a も 微弱 な が ら 類 似 の 傾向 が み ら れ る が , 曲線 の 
く ほ 2 記 放 衝 や れ 1600?K お ょ よび 1900°K で 現われ 
° i (小山 委員 ) 


海 外 論文 紹 介 


(本 会 記事 p 243 参照 ) 
イ , 会 員 現況 (昭和 34 年 12 月 31 日 現 


全員 多 | 作 半 貞 皇 中 丘 財 見 隊 生 中 的 夷 財 t 


昭和 34 年 173| 10,663 
11 月 末 会 員数 KE 1,373| 1,091 y 

入 会 11 72 103 
人 刀 会 3 30| _ 33 
12 月 末 会 員数 8 | 172|7,863| 1, 1,133| 173| 10,733 


増 湊 | | 7 | 4 70 


口 , 会 計 別 収支 状況 (昭和 34 年 12 月 分 ) 


計 。 。 別 販 入 和 。 支 差 (人 さき 決 ) 
a 1,999,824 1,685,067 314,757 
特別 事業 会 計 108,780 710,904 | A 662,124 
収益 事業 会 計 1,416,134 1,816,413 ム 400,279 
奨学 資金 会 計 ーー 0 he La 
稲田 記念 資金 会 計 — 870 | A 3870 


ム 784,209 


3,650,259 


ハ , 資金 月 末 現 在 高 (昭和 34 年 12 月 31 日 現在 ) 


| 度 初 ] 年 度 初 | 前 月末 
種別 届き 前 月 末 [fs と の 深 と の 等 


4,434,468 


預 を | 5,359,293l5,186,473|2,730,768|A1,628,525| A1,455,705 
[a 995,304| 690,755| 246,827|A 748,477|A 443,926 
委 】 当 路 碧 金 15, 3,641 3,641| へ 11,779 
| fast る 4,363,989l4,480,300|3,480,300|A 833,689|A1,000,000 
振替 貯金 | 553,967| 158,481| 886, 332,261| 727,747 
現 金 | 577,742| 873,657| 817, 239,664| A 56,251 


2 月 編集 会 分 [ ] 内 の 数 字 は 寄稿 月 日 

菅田 栄治 , 金田 軍 男 : 微小 電子 ビー ム 変 動 用 特殊 
周期 磁界 [34.3.4, 35.1.16] 

樹 下 行 三 , 尾崎 弘 : ブー ル 行 列 に ょ る 順序 回 路 
の 構成 [34.6.29, 35.1.28] 

森田 清 , 川村 光男 : 椅 円 形 柴 東電 子 鉄 に っ いて 
[34.9.5, 35.1,5] 

荒木 潜 , 松田 節雄 , 西 周 次 , 所 本 俊 弥 , 近藤 

人 夫 : 空港 に お ける 24000 Mc レー ダダ の 試験 に つ 
いて [34.11.2] 

相川 地 作 , 大 木 共 枝 ・ 円 板 と 誘電 体 と の 間 に 空 隙 
i dt 静 電 容 量 [34. 

v1C 

林 友 直 : 放 電 管 の マイ ク n ロ 流 雑 音 に お ぉ お ょ ばす 磁 
界 の 影響 [34.11.12] 

邦 須 伝 夫 , 虫 明 康 人 : V 形 空中 線 の イン ピー ダン 
ス に つい て [34.12.28] ; 

菅田 昌 次 郎 , 岡田 義男 : 周波 数 非対称 帯域 ろ 波 加 

[ 投 叶 ] [34.6.6, 11, 19] 
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「「 押 線 を 自 蔵 し 」 
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昭和 35 年 2 月 電気 へ 


常 無 線 通 信 主 管 庁 会 議 に お いて 
成果 あがる 

昨年 8 月 17 日 か らち ら ジ ュ ネ ー ブ に お だ お いて, 82 か 国 
692 名 の 主管 庁 代 表 及 び 97 名 の 国際 機関 の 代表 が 参 
加 し て 開催 され た 通常 無線 通信 主管 庁 会 議 は 12 月 21 
且 終 了 し た . 

今回 の 会 議 で , と くに 周波 数 帯 分 配 表 た に っ いて は , 
1947 年 アト ラン ティ ッ ク ・ シ テイ で 開か ふれ た 同 会 議 以 


降着 し く 発 展 し た 電気 通信 と , 将来 予測 され る スキ ャ 
ッ タ 通信 , 宇宙 通信 等 に 即応 する よう に , 大 幅 に 改正 


さき 窟 た .』 改正 され た 主 な 点 は 次 の よう で ある . 

(1) 従来 の 周波 数 帯 分 配 表 の .10 kc/s か ら 10,500 
Mc/s まで の 範囲 を 拡大 し て 40,000 Mc/s まで た に わた 
ラ 分 還 し た . 

(2) 無線 測位 , 電波 天文 , 宇宙 通信 の た め の 研 究 
等 の 新しい サー ビス の 分 配 を 行なっ た . 

SN キャ を ッ タ 通信 と くに 電離 層 ス キャ ッ タ の た 
あめ に 専門 の 周波 数 帯 を 設け た . 

と の 会 議 に お ぉ お ける, わが 国 に 関す る 問題 と し て 特筆 
され る 点 は , わが 国 か ら 提 案 し た , 長波 標準 電波 , 中 
計 無 線 標識 , 中 短波 無線 航行 , 電離 層 ス キャ ッ タ , FM 
放送 , TV 放送 等 の た め ゐ の 変更 , 10,500 Mc/s 以上 の 
分 配 等 が いずれ も 採択 され て 新しい 周波 数 帯 分 配 表 に 
含ま れ た と と, また, 国際 周波 数 登録 委員 会 TFRB) 
の 委員 に 当選 する と と も に , 同時 に 開か れ て いた 国際 
電気 通信 連合 (ITU) の 全権 委員 会 識 と に ぉ いて 管理 理 
事 国 に 当選 し た と と 等 で あ ゥ て 多大 の 成果 を 収 る る と 
と が で きた . 

と れ に よっ て 従来 より な 天 一 層 世 界 の 電気 通信 の 発 
上 梓 の た め 喜 献 す る と と が 期待 され る . 


太平 洋 横断 日 米 海 底 ケ ー ブ ル 
計画 打 合 世 団 渡 米 

昨 年 5 月 国際 電電 と 米国 ATT 社 と 共同 で 発表 を 行 
次 っ た ハワイ 日 本 間 海 底 ケ ー ブ ル 計画 に つい て は , そ 
の 成行 き が 注目 せら れ て いた が , その 後 両 社 を そ を それぞれ 
の 検討 も 相当 進 捗 し , 具体 的 打合せ を 行ない 得る 段階 
と な っ た の で , 国際 電電 より 同社 大 野 専務 を 団長 と す 
る 打合せ 団 が 1 月末 渡 米 し ATT. 社 と 打合せ を 行なう 
と ど と な っ た . と れ に に より 計画 は な か な り 早 急 に 具体 化 
すす る も の と 見 ち れ で お り , 打合せ 結果 に つい て は 日 本 
国内 か ら ゃ も 期待 を も っ て 注目 せら れ て いる . ケー ブル 
な は 深海 部 で は , 中 心 間 体 内 部 に 抗 張力 の 大 き な 特 殊 鋼 
張力 に と ょ る 回 転 を し な い 無 外装 新 形 ケ 
デ = ブル が 採用 され る も の と み ら れ て お おり, ATT 側 は な と 
刻 に っ つい て の ベル 研究 所 の 研究 結果 を 明らか に する も 
の と 想像 され て いる 


る バン コッ ク で わが国 電気 通信 機器 
展示 会 の 計画 


電気 通信 機器 の 東南 アジア へ の 輸出 が 叫ば れ て いる 
leg ra 


Wk) 


学 き 会 『 雑 き 対 策 43. 券 2 号 239 


画 し , 外務 省 と タイ 国 郵 政 省 と が 交渉 中 で あっ た パレ 
ュ コック の 日 本 電気 通信 機器 展示 会 は いよ いよ ょ 6 月 だ 開 
の た 同属 ポ 54 
人 衝 優 画 な 通信 機器 が 展示 され る と と に た なり, 近 で 系 
積み が 行なわ れる . また 6 月 か ら 電 電 ト 社 が タイ 国 と 
尺 し パコ dS 0 Si 開設 する 
と と も 決定 し て お 現地 に お ける 反響 が 大 Wc 革 
され て いる ろ る.。 


る 電電 公社 昭和 35 年 度 予 算 決 まる 


二 思 全 特 の 改 有 第 さ 匠 ちか 人 年 時 面 の 抽 称 0 隊 
和 35 年 度 予算 は 第 一 次 査定 , 復活 折 条 の 後 犬 、 蔵 省 の 
第 こ ・ 次 査定 に よっ て 損益 勘定 の 収入 は , 34 年 4 月 っ 9 
月 の 収入 実 積 を 基 磁 と し て 算定 し た 2,209 億 円 決 室 
され , 支出 1,720 億 円 で 収支 差額 489 億 円 な 億 務 代 震 


115 億 , 建設 勘定 へ の 繰 入 れ 374 億 と し て 売 当 ずる こと 
と と な っ た . 一 方 建設 勘定 収入 は 自己 資金 797 億 前 


述 の 損益 より の 繰 入 を 含む ) 外部 資金 
置 法 関係 408 億 , 
億 と 決定 され 
設 資金 1,285 億 の 建設 工程 と し て は な は, サー ビス エエ 
程 282 億 , 基 礎 工程 733 億 , 整備 取 替 61 億 き 町 和 谷 
併 40 億 , 農山 漁村 対策 43 億 , 研究 , 共通 謝 謀 | 30 
億 , 総 係 費 等 76' 億 と な っ て いる . 
今回 の 予算 成立 に 当っ て 特に 建設 予算 の 総額 に ろ い 
て , 直接 業界 に 与え る 影響 が 多く 各界 の 注目 の ま ど と 
な っ て いた わけ で ある が , 公社 改訂 第 三次 5 が 年 評 画 
の 必要 性 が 充分 に 認識 さき され, 
る も の と な っ た . すなわち , 公社 の 改訂 第 二 次 5 が 年 
坪 画 と むむ て で て は, 
し ( 陣 和 35 年 度 の 計画 は 40 万 個 う 〉 う ) きら に 昭和 38 
年 度 か ら 実 施さ れる 第 三次 5 か 年 計画 と と ども に 昭和 147 
年 度 を 目途 と し て , 積 滞 加入 を 零 と と する. すず な や わら 
“申込 ん だ ら す ぐ 引 は ける 電話 "の 状態 ギ で だ に し よう どす 
る も の で あり , さら に 昭和 47 年 度 に お いて 全国 主要 


488 億 ( 拡 売 准 
財政 投 職 次 資金 80 億 ) の 合計 1,285 


ほぼ 頭 初 の 計画 を 売 足す 


今後 3 年間 に 加入 電話 を 43 万 個 増 設 


諸 都 市 間 は 自動 又 時 通 語 を 可能 と し ょ うと する の で 


ある が , と の 計画 の 初 年 度 に 当る 昭和 35 年 度 お け 
る 加入 者 増 は 40 万 と 計画 され て いた . 今回 の 建設 勘 
定 支 出 額 と よれ ば この 数 は 一 応 37 万 と な り jj 
線 増設 は 109 万 km, 新 電話 局 建設 は 256 局 " こ の 
うち 35 年 度 中 に 82 局 が サー ビス 開始 する ) 会衆 電 
話 ユ 万 3 千 個 の 増設 等 を 含め て 一 般 工 事 費 関係 生計 29 
億 , 町 村 合併 40 億 , 農山 漁村 対策 43 億 を 骨 子 だ すす 

と 合計 1,285 億 と な り , と の な ほか, 外債 発行 亡 込 約 


72 億 が 見 込ま れ て いる の で とこ とれ を 加入 者 増 選 到 当 する 1 


と すれ ば 約 3 万 加入 の 増設 が 可能 と な る の で , "当初 の 
予定 通り 加入 電話 40 万 個 の 増設 が 可能 と 見 込ま れる 
に いた っ て いる . 


人 国鉄 の 座席 予約 装置 運用 開始 さる 


昨年 夏 , 東京 駅 丸の内 南口 の 電子 計算 機 室 に 設置 さ 
れ た 座席 予約 用 電子 装置 は , 
認 の た め , 予約 装置 Tt セッ ト あ た うり 数 万 回 の 撫 似 発売 
試験 を 実施 し , . あ わせ て 駅 の 出札 掛 員 の 練習 操作 に あ 


て て いた . 最も 心配 され た 誤動作 , と くに 重 複 発売 の 


市 外 回 ' 


その 後 , チェ ッ ク 機能 確 7 


A 


* 


| 桂 で 活字 を 作る と と を 検討 し た 結果 , 


やる の で , 


請 列 狐 2 谷 金 の タイ プ バ パー と 組合 せ た 場 合 に , 
庫 計 だ 委 113 に な る に と か ら ゃ 推定 て で きょう. 
カイ ロン 活字 は 軽量 ・ 耐 摩 析 性 ・ 経 済 性 の 点 か ら タ イ 
| プイ パ = 印字 の 名 種 機械 に 使用 し て , 効果 が 大 きい と 見 


240 字 ュ 
重大 事故 は 一 件 も な く , 論理 回 路 及 び 磁 気 ド ラム の 動 
作 は 順調 で あぁ ある. 

さしあたっ て , 座席 番号 が 新 方 式 の 列 ナ ン パ ABCD 
と ど と プ ブロック ナン パパ から な っ て いる . 第 1 こだま, 第 2 
と だ ま の 下り を 対象 と し , 2 月 15 日 発 ,) すなわち 2 
月 葉 卓 発売 の 分 か ら , 補助 手段 を 用 い ず , 発売 が 全面 


的 電子 装置 に 移行 され た . 

か と の 介 還 人 
きれ も 新 し い 座 席 番 号 が つけ られ る の で , CO 
っ ろば る, 筑 2 つば あめ と し て , 計 4 本 の 特急 下り 列車 
寺 電 子 革 本 に 記憶 させ 発売 され る 巴 定 で ある 。 

@ 進 行 波 パラ メト ロン 増幅 器 6Ge て 成功 

電電 選 社 電気 通信 研究 所 で は , と の は ほど 6,000 Mc 
帯 の 進行 波 パ ラメ トロ ョ ロン 増幅 器 の 実験 た 成功 し た 。 ダ 
判 オ キー ド を 用 いた パラ メト ロン 増幅 器 も 進行 波形 に す 
れ ば 非常 に 広い 帯域 幅 の git ri bi oot 
た が W マイ ク ェ ョ 涼 領 域 で ダイ オー ド を 周期 的 に 装荷 し 
凍 所 交 この 技術 的 に 回 能 な 問 運 が 引当 て 
る の で , 6,000 Mc 難 域 で 進行 波形 増幅 器 を 実現 する と 
と は な ほとん と ど 不 可能 に 近い と さえ を 見 られ て いた , アメ 

リカ で も ベル 研究 所 の 490 Mc の 進行 波 増 幅 器 が 発 才 
され て いる の み で ある . 

と ん ど 成 功 し た 増幅 器 は , 励 振 周 波数 が 12,000 Mc. 
感 振 電力 64mW を 加え た と き 6,000Mc を 中 心 と し 
だ 300 Mc 以上 の 帯域 幅 と に た わた っ て 10dB の 利得 が 見 
られ か っ つ 逆 方 向 に は 0.6dB の 損失 が あぁ っ た . と の 
帯域 幅 は 今後 の 調整 に よっ て さら に 向上 する 見 込み で 
ある ろ る. な お ぉ 用い られ た ダイ オー ド は シル パー ボン ド ・ 
ダイ オー ド で ある . まだ 実験 は 糸口 に すぎ な い が , 今 


後 の 発展 が 期待 され て いる . 


③ 高 速 タ イプ に ナイ ロン 活字 有望 


印刷 電信 機 や 統計 機 な どの 印字 速度 を 高速 化す る と 
が 7 最近 ます ます 要望 され て きた が , - タ イプ パー 印 
字 方 式 を と る 現在 の 大 部 分 の 機械 で は , タイ プ パ バー 頭 
部 の 活字 の 軍 さ の た め 速 度 が 制限 され て いる . 電電 公 
祥 電 気 通信 研究 所 で は , 軽く し か も 面 摩 男 性 の ぁ る 材 
ナイ ロン を 使う 
で と が も っ と も 良い と と が わか っ た . 

現在 の 活字 が 鋼 で 作ら れ 光 炭 硬化 され て いる こと と か 
も わか る よう に , と の 活字 は 十分 な 耐 摩 示 性 を 要求 
と の 点 か ら 6 ナ イロ ン ・3 講 素 樹脂 ・ 低 
席 ポ リエ ェ エチ レン の 3 種 を 選定 し , 100 万 字 以 上 を 目標 


匠 印字 虹 験 を 行なっ た 結果 6 ナイ ロン が も っ と も 寿命 


が 長き 数 百 万 字 の 使用 に 耐 を る と こと と が わか っ た . さら 


| に ディ ョ ン 活 字 は 特有 の 弾性 に よっ て タイ プ パ ーk に 麻 
月 朱 回 定 き せる こと と が で まき , 取 換 % 容 
還 雪 け : の 上 比 で は な い . 
i 


上 易 で 従来 の 半田 付 
また 成形 に よっ て 作ら れる の で きわ 
めで 経 流 的 で ある . 軽量 化 の 実際 的 効果 は , た と えば 
鋼 活字 一 
鋼 タ イプ パー の 組合 せ の 従来 の も の に 比べ て 慣性 能率 
と の る 


られ る が , タイ プ ホ イ ー ル な どの 活字 ブロ ッ ク 体 だ 使 
っ て も 製作 を 容易 に し , 重量 を 低減 する 効果 が 期待 さ 
れる . 


③ 磁 気 テ ー プ を 用 いた 事務 用 
小形 電子 計算 機 完 成 

昨年 12 月 2 日 か ら 4 日 間 , 日 本 電子 工業 振興 協会 
る 開 人 き され な 皿 光っ 横 条 吉 折 系 下 二 0 プ 照 
合 機 が 公開 され た . これ は 昭和 337 年 諾 通 定 光 駄 工業 
技術 試験 研究 補助 金 を 受 。 け て 東芝 が 設計 製作 し た も の 
で , 磁気 テー プ を 用 いた 国産 電子 計算 機 と し で 人 開運 
転 さ れ た 最初 の も の で ある . 


F . et ; | 
と の 機械 は わが 園 の 事務 に 適する よう に 数 字 ;』 アル 
ファ ベッ ト の は な は か カナ も 使用 で き 。 在庫 計算 な ど に 最 
も 適する よう 考慮 され て いて , 磁気 テー プ 装 置 は 3 滞 
まで 使用 で き , 30 語 の 磁 心 記憶 器 を 内 蔵 し て , 涼 カカ デ 
ー タ 対 磁 気 テ ー プ また は 磁 気 テ ー プ 間 の 比 較 照合 加 
減算 トラ ンス ファ , 磁気 テー プ の 読み 出し , 書き 込 
み 等 7 種類 の 命令 を 持っ て いる . 
入力 は 8 単位 の 紙テープ を 用 い , 
置 は 各 4 台 まで つけ る と と が で きる .。 回 路 は トラ テラ ンジ 
スタ に よる スタ ティ ッ ク 方 式 で て , トラ ンジ ス ぁ を 約 は ,000' 
個 ダ イオ ォ オー ド 約 700 個 が 使用 され て いる 


る 東京 の テレ ビ 放 送 局 \ kW に 増 力 さる 


東京 に お ける テレ ビ 放 送 局 6 局 は , か ね て 現在 の 10» 
bot A 昨年 末 
郵政 省 か ら テ レビ チャ ネル プラ ン の 一 部 変更 と し て , 
東京 地区 の テレ ビ 放 送 局 の 「 地 区 の 半径 」 を 現在 の 60' 
km か ら 90 km へ の 変更 が 発表 され た .「 地 区 の 半径 } 
と いう の は 電界 強度 0.5 mV/m まで の 半径 で , 東京 の 
場合 電力 に 換算 する と 10kW を 50kW に 変更 し た 
と と に 相当 する . と これ に も と ご づい て , 1 月 5 日 東京 : 
6 局 の 50 kW へ の 増 力 が 許可 され た . NHK 線 合 
NHK 教育 ラジ オ 東 京 ) フジ ラジ テレビ, 日 本 教育 テレ 
ピ ビ は 東京 タワ ー か ら , 日 本 テレ ビ は 現在 の 麹町 なら 50 
kW の 電波 を 送信 し て いる 、 と れ は よっ で て 従来 ゃ や ヽ 困 
上 難 で あっ た 北 関東 地区 た に と だ ける 受像 も 容易 と な っ た . 


る ポー タブ プル テレ ビ 受 像 機 完 成 


直視 式 で 90° 偏向 角 8 型 ブ ラン 管 を 使用 し た 全 ト ラ 
ンジ スタ 式 ポ ー タ ブル テレ ビ 受 像 機 が , 世界 で 初め る で ・ 
ソニ ーKK で 商品 化 さ れ た 、 自 蔵 小形 攻 電 池 (12V, る, 


入力 装置 , 出力 装 


(118 ) 


で 
a 


ーー 
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叉 時 ) また は 電灯 線 か ら 動 作 し , 全 重 量 5.8kg と いう 
軽 電 携帯 形 の も の で 。 トラ ンジ スタ 23 士 , ダイ オー 
ド R14 石 、12 チャ ネル 方 式 で , 空中 線 は 自動 単線 半 波 
折 和 須 式 と な っ て いる. また 同機 の 最大 感度 は 40dB 
(100gV) 低 チ ャ ネル , 50dB <3004V) 高 チ キャ ネル で 
ある. 


る テレ ビ 受 像 機 所 有 者 急激 に 増加 
好景気 と た よる テレ ビブ ー ム で , テレ ビ セ ッ ト の 売 行 
峰夫 潤 穴 伸び 示 示 じじ てき て お お り 。。 ブラ ウン 管 ガ ラス パ 
ルプ ブ の 生産 が 需要 に 追い つか な い 状 態 で あぁ ある. NHK 業 
務 局 が 集計 し た 全国 テレ ビ 受 信 契 約 数 は つぎ の と お り 
で , 最近 急 記 上 昇 率 が 大 と な っ て いる 


28 年 2 月 末 1,093 34 年 2 月 末 1,888,527 

2 75603 8 月 未 2,808,362 
29 年 12 月 末 3918277 9 月末. 2,956,107 
30 年 12 皇 末 7 130400 ヶ 10 月 末 3,120,700 
31 年 12 戸 末 き 327;956 ) 11 月 末 = 3;298,529 
32 年 2 月 末 = 747,6035 12 月 末 3,463.447 
33 年 2 月 末 1,566,801 

を 沖縄 て 民間 テレ ビ 放 送 開始 


7 沖 旨 に 建設 中 で あっ た 民間 テレ ビ が 昨年 11 月 1 
完成 , 放送 を 開始 し た ・ 呼 出 名 称 に 沖縄 テレ ビ (KSDW 
=TV), 送信 所 演奏 所 は と も に 那覇 市 に 設置 され て い 


る . 電力 は 映像 5kW, 音声 2.5kW, 空中 線 は スー 
a の チ を 用 い , 


と くに た 沖縄 の 地形 を 考慮 
し て , 島 に 沿い 長 円 形 の 指向 性 を も た せ て いる 
周波 数 は 192-198 Mc, と これ は 米国 第 10 チャ ネル に 


| 有 | 本 当 する . 方 式 は 米国 標準 方 式 で 従っ て わが 国 の と 一 
有 致す る . 放送 施設 は すべ て 日 本 電気 (株 ) 製 で ある . 

| 」 サー ビス エリ ア 内 の 世帯 数 は 約 14 万 世帯 人口 65 
| 人, 現在 昼間 1 時 間 , 夜間 5 時 間 程 度 で フィ ルム を 
| と し て 放送 し て いる. し か し 目下 電電 公社 た お いて | 
; ei di 沖縄 間 の NR 中 継 


En ww 


⑳ ス タル ペ ス ケ ー ブ プル 米国 へ 輸出 


昭和 31 年 か ら 32 年 に か け て わが 国 よ ょ り 米 国 ペ 多 
量 の 市 内 電話 ケー ブル が 輸出 され た が , 最近 再び 米 國 
肉 に お ける 電話 ケー ブル 需要 が 供給 を 上 回 りっぱ パ あ る ろ 
模様 で , 昨年 古河 電工 より パル プ 絶 近 鉛 被 テー プル の 


米国 WE(Western Electric) 社 向 は 輸出 が 行 な だ おれ 


た が , 本 年 に 入り 同社 より 古河 電工 , 住友 電工 , 藤 容 
電線 の 3 社 が 2,3 。 合 計 , 導 体長 約 10 億 フ 7 
約 5 億 円 に お よぶ スタ ル ペ ス 電話 ケー ブル を 受 受注 し 


製造 中 で ある. 米国 で は ほとん どす べ て の 市 内 電話 ゲ 
ー ブ ル は , 鉛 報 の 代り に ァ アルミ テー プ , 鋼 テ = プ # ぉ で 
び 黒 色 ポ リ ェ チレ ン か ら な る 色々 ル ペ ス 被 稼が 使用 さ 
れ て いる が , 前 回 は な 鉛 被 テー ブル が 日 本 より 輸出 され 
た . "その 人 後 住友 電工 は 昭和 33 年 初め ょ より, 吉河 電 ) 
藤 訪 電線 は 昭和 34 年 後半 , スタ ル ペ ス 被 租 ケ ー ブ ル 
の 製造 を 開始 し た の で , 今回 米国 で 使用 範囲 の 広 で ズ 
タル ペ ス 被 竹 ケ ー ブ ル が 輸出 され る と と と な っ な た も の 
で ある . な お 現在 の 受注 契約 は 本 年 3 月 納入 の る の ま 
で で ある が , 
に 


③ 電 報 中 継 交換 一 大 総括 局 方 式 一 の 具体 的 
設計 すむ ; 
TX-3 形 ( 小 中 心 局 ), TX-4 形 (中 心 局 お よび 総 控 


局 ) 両方 式 に より 各 中 心 局 , 総括 局 の 改 式 工 事 が すす 
あめ られ て きた 中 継 交 < 換 方 式 も 。 いよ いよ 東京 大 総 反 司 
着工 の 年 を 迎え た . 東京 , 大 阪 両 大 総括 局 は 変換 通 迷 


も 多く , (東京 : 
信綱 の 双 軸 を な し て いる 点 か ら 設計 に は 特記 過去 の 経 
験 を 参考 に し 注意 を 払っ た . その 結果 つぎ の 点 を 宇 な | 


特徴 と する 大 総括 局 方 式 (TX-5 形 方 式 ) が 決ま 5D 


現在 その 線 に 治っ て 仕様 書 の 制 家 お よび 具体 的 事 設 7 
計 を 遂行 中 で ある . 


1. 局内 接続 形態 0 
3 ステ ー ジ の ノン ブロ ロッ キン グ 接 続 を 採用 © た 上 販 i 


席 ビ ジー の 場合 は 損失 呼 と し て 中間 リン ク を 恋 放 す 容 
が , 
自動 的 に 再 呼 す る 待合 方 式 を 実用 化し た . 

2. 電報 紛失 防止 対策 

局内 送信 機 で 送信 完了 イペ バンチ し た も の を 候 取 加 で 族 
出し て 運用 者 の 錯誤 に ょ る 空 送り 防止 (1/66,000 件 首 


通 ) を な し た 外 , ““ 宛 誤 ” ( 空 ポ イン :. qe 
た 場合 ) 電報 を 事故 処理 席 に 自動 的 に 落す 方 法 な ど c 
ーー 方 = 富 了 る 
[a , 


より 運用 者 の 入 席 介入 此 度 を 少な くし た . 
間々 隔 で 各 中 心 局 向け に 東京 戻し の 電報 を 送信 し , 
れ の 返信 を 確認 する 方 法 \ よ び 通 過 番 号 の 2 数 字 デ ェ 
os 

3. 交換 機 


架 高 275 cm を 採用 し 原則 と し て 共通 装置 (>= 


學 ) ロー タリ < スス イッ お が など) "は 固定 布 線 で 
面積 の 節減 を 計り さら に W 形 継 電器 (双子 接点 ) を 適 
(A os 


4 月 以降 も 引続き 受注 の 続く と と が 期 条 


13 万 通 / 日 。 大 阪 : 6 万 通 / 昌 2 全国 通 和 


入 席 は その 出席 ビジ ー の 監 令 を 続け 空き を 知っ で 


回 線 を 含め て の 紛失 防止 策 と 


J 


: ) | 


4. 中 継 席 

三 段 式 中 継 席 の 容 面 接合 と を した. また , 操作 般 の モ 
痢 一 > を 除い て 待 数 表示 器 , 番号 器 な ど を マグ ネッ ト 刀 
動 と し 経済 化 と 合せ て 保守 運用 の 合理 化 を 図っ た . 


: 5. 印刷 機 
語 近郊 (市 内 ) 加入 局 印 刷 機 は 改造 形 印 届 機 ( 除 P) 


p (上 既 改 式 局 で 撤去 され た 旧 印 刷 機 を 中継 交 換 用 に 改造 
Nt 靖 た だ もの) を 使用 する と と と し 対 特 席 打 合せ は 電話 選 
まっ で お で と な う 近郊 加入 方 式 (仮称 ) を 採用 し た . # ま 
0 放 た ) 人 受 信 さ ん 所 機 の マー ジュ が か ね て か ら 懸 案 で あぁ っ 
だ が セレ クタ ・ マグネ ッ ト 和 電源 を 100V に し て 安 
| 定 化 を 図っ た . 


る 米 極 東 空軍 の マイ クロ 波 見 通 外 回 株 施設 
発注 さる 


略語 空軍 の レー ダ 基 地 を 結ぶ 2000Mc 帯 マ イク ロウ 
で 詳 一 2 に ょ る 多 更 電 邊 回 線 網 が 昨年 末日 本 電気 (株 】 に 
i 発注 さ れ た ・ 回 線 は 全部 で 15 区 間 で あぁ る が , 各区 間 
| 丘 橋 に 均 条 200km に ぉ ょ ぶ 長 大 な る も の で , 長 距 
' 宰 海王 伝 ば ん の 2 区 間 を 除き 回 折 お よび スキ ャ ッ タ に 
cinerrmcss. 

凍 語 36 油谷 な だ とじ では? 新た 放 開 癌 きれ た 度 
極 管 4 入 本 の 出力 を 合成 し た 100W 送信 機 , 負 帰 還 位 
波 方 式 を 用 いた 高 感度 受信 方 式 , 4 重 ダ イペ パシ テ 
- 太 a ょ を 10m の ペラ ボラ 空中線 を 引合 
‘9 せ た も の で ある が , 比較 的 小 電力 の 経 湾 的 な 構成 の と 
> 箇 の 見 通 外 通信 回 線 は 世界 で も 始め て で , その 成果 
有朋 待 され て いる 


の 


次 CT, 社 研究 所 の 主任 研究 員 S.R. Hoh 氏 ら が 開発 
8 箕作 全 朋 する 秋 和 気 変換 熱 は , 相当 沖 い 交 
だ は 直流 電圧 を 発生 で きる と いう 点 で , 各 方 面 の 
集め て いる . 

新しい 原理 の 変換 器 は , 踊 誘電 体 を キュ ー リ 点 
才 す る と , 誘電 率 が 異常 に 急上昇 し , これ を 超 
激 に 低下 する 特性 を 利用 し た も の で , 基本 回 
電池 言 ダイ オー ド な ら び に チタ ン 酸 パリ ウム な ど 
tN nbssbdegsle 

* Ne 

3 首 電 只 を まず 誘電 休 を キュ ー リ 点 ま で 加熱 し た 
| 電池 が ら ダ イオ ー ド を 通じ て 充電 する 次 に 
話 選 た 加 衣 す る と , 誘電 率 (し た が っ て 前 電 容 


(120 ) 


a 4 A hy PY 生 
A 


量 ) が 減少 する 


と ころ が 到 葉 きれ が 論 生生 ド の た め に 
放電 が 抑え られ て いる の で , Q=C・*V の 関係 か ら 電 圧 


が 上 上 昇 す る . こと の 電圧 の 増加 分 を 負荷 側 に 放電 すれ ば , 
藩 電器 は 再び キュ ー リ 点 ま で 冷 さ れ ,。 と の 過程 が ぶ 結 返 
され る . し た が っ て と の 温度 サイ クル に よっ て 交流 の 
発生 が 可能 と な る 和訳 で ある . 

現在 直流 入力 か ら 出 力 と に いた る 電圧 利得 は 10 を 得 
て いる . 変換 能率 の 点 で は 高い と は いえ みな い が , 夫 源 
の 豊富 な 環境 例え ば 太陽 を 熱源 と する 宇宙 飛翔 体 の よ 
うな 場合 に は , 単位 重量 当り 発電 力 の 点 で 優れ て お り , 
鈴 電 気 発電 器 の 2.5 W, 太陽 電池 の 40W に 比較 し て 
実に 90W を 得 て い る 

直径 僅か 1.7 cm 程度 の 小形 変換 器 で 1,000V が 得 
られ , また 素子 を 直列 に すれ ば 100 万 V を 得る こと も 
理論 的 に は 可能 で ある と いう . 

(Electronic News その 他 よ ょ より ) 


標準 電波 の 偏差 表 
郵政 省 電 波 研 究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 
(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mc/s, 5 Mcijs, 10 Mc]s, 15 Mcls, 


Frequency Lead of JJY Frequency 
Date | Deviation ed at onl| Date | peviation hmpulses o: 
J.S.T. in || 1959 |Parts in 
CO 


10-° 0900 
. |0900 J Joly | sys.T: 
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The values are based on the Time Service Bulletin 
from the Tokyo Astronomical Observatory, 
* Adjustments were made on the days indicated by* 
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本 * 会 


忠 会 で ち t ト オ を も 
永井 会 長 , 関 , NS 松本 (委任 ) i 時 川 
(委任 ), 新川 各 理 事 , 島 , 岡部 各 監 事 , 妻 藤 (庶務 ), 

; 田島 , 林 (会 計 ), 大 友 , 敵 崎 , 誠 田 , 副島 。 河津 ( 編 
計 集 ), 岡村 , 新堀 (調査 ) の 各 幹 事 お よび 肥 土 主事 出席 . 


議 事 
) 1. 昭和 34 年 度 電 気 通 信 学 会 全国 大 会 の 事務 一 般 
電 お よび 収支 決算 に つい て 
: 別表 1 お ぉ よび 2 の 通り 大 会 事務 一 般 お よび 収支 決算 
隊 諾 の 報告 が ぁ を っ て こと れ を 承認 , 大 会 委員 会 か ら 提出 され 
謀 た 次 回 べ の 申 継 事項 に つい て は 次 回 大 会 の 委員 会 で 検 
お る ご と と し た. 
i な お ぉ お, 昭和 35 年 度 全 国 大 会 は , 35 年 7 月 下旬 北海 
道 で 開催 の 電気 四 学 会 連合 大 会 と その 準備 期間 が 重複 
較 3 する の で , 開催 の 可否 に つい て 論 ぜ られ た が , 理事 会 
較 と じ て に は 「 開 催す る 」 こ と と に 決定, 時 期 は 11 月 20 日 
放 部 後 を , 会 場 な 早稲 田 大 学 を 予定 する と こと と し た . 
2. 論文 賞 委 員 会 の 設置 に つい て 
: 選奨 規程 策 41 条 の 規定 た 基づい て , 次 表 の 通り そ 
の 雪 員 会 構成 を 決定 し た . 
論文 賞 奏 員 会 委員 名 薄 


委員 長 高木 昇 君 ( 副 会 長 ) ( 東 大) 

幹事 混 美 女 君 ( 許 務 幹事 ) (電電 公社 ) 

a 安 田 一 次 君 (編集 峯 事 ) (N 了 HE KK) 

” 軸 計 放言 壱 。 積 こ 者 区 で っ > らい):( 早 ・ 大) 

ヶ 岡村 総 吾 君 ( 皿 査 東 事 ) ( 東 9) 

委 員 理 直広 全 - 君  ( 理 事 ) (電電 公社 ) 

” 嶋津 保 次 郎 君 (編集 長 ) (日 電 ) 

” 大 友 和 蔵 君 (編集 幹事 ) ( 通 。 研 ) 

” 弟 崎 「 下 治 君 ( ヶ ) ( 東 

» 伊 康 義一 老 (> うう 胃 9 

” 0 宮 視 寺 穫 G0 9 

» 新 堀 達也 君 (調査 幹事 ) て * ) 

» 深 海 規 君 (編集 頭 問 ) ( » ヶ ) 

” 軸 計 森下 部 : 寺 っ 0 0 うう ( 理 大 

» 大 島 信 太郎 君 ( ヶ ) (国際 電電 う ) 

2 滝 隔 入 き 才 (こそ 2 琵 か 大) 

2 医 崎 銀 作 君 ( *» ) ( 道 研 ) 

» 見 回 正道. 者 くっ > ( 。 電 ) 

» 生田 滋 君 ( * ) (富士 通 ) 

» 0 電 人 閑 で で と て 宮 "大 

» < 

» NN LH KY 

” 原 鳥 芝 客 宇 6 に た CE 千 

” 天谷 燕 君 ( > ) (電電 公社 ) 

, » 吉村 正 道 者 8 

» 小 中 : 文 RC CE 
EA 次 期 役員 お よび 地方 在住 評議 員 候補 者 の 推薦 に 

tS SIN 


: 役員 に つい て は 第 二 次 投票 の 結果 。 地方 在住 評議 員 
OCC RRM + TREM REV 


Re 伝 員 推 葉 と 支部 長 推 刻 の 紀 重 に つい て 種々 意 
a 協議 の 結果 , 支部 長 推計 も 推 為 の 


a DC 革 
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記 事 


1 団 と し て 役員 推 菩 と 同等 と 取扱 うこ と と どじ し な 
(<1) 次 期 役 員 候 補 者 


役員 別 僕 補 者 氏名 所 属 ¢ 
1 会 衣 小林 正 次 才 日 。、 電 | 
米 激 滋 君 通 研 
2. 太 会 長 三 放 帰 ミ 交 " 好 * 眉 NHK 
(在京 ) 高木 純 一 用 早 大 
3. 市 会 長 内 田 英 成 君 東北 大 
(地方 ) 佐々 木 卓 夫 品 近畿 電通 
4. 理 事 野 村 達治 君 NHK 
西尾 秀彦 君 日 電 
Ps 際 7 素 染谷 弁 君 通 研 " 
佐 原 、 真 治 言 NHK / 
(2) 地方 在住 評議 員 候 補 者 
氏 名 所 属 , 壇 部 氏 名 所 属 支部 


秋 未 良一 九州 電通 九州 谷口 次 夫 NHK 広 高中 画 
川原 田 安 夫 四 園 電通 四 国 中 島 博美 N 了 HK 福岡 九 多 
北原 容 定 近畿 電通 近 絆 短 健三 北海 道 電通 北海道 
清野 武 京 A 
杉山 達郎 北海 道 放送 北海 道 。 木村 信 州 , 大 . 信 直 


4. 第 34 回 通常 総会 昌 時 お よび 持 別 座 洪 司 届 本 
5 月 14 日 ( 土 ) 午後 2 時 か ら 開 催 に 決定 し た て ( 場 
所 未定 ), 特別 講演 に つい て は 種々 希望 意見 が 述べ べら 入 
た が 決定 選 斑 ちず , 和 宿 琴 と し て 次 回 に 策 上 + 案 第 2 容 商 
を 決定 の 上 講師 の 交渉 を 進め る と と と し と た . 
な お , 講演 と 対す る 謝礼 に つき 他 学 会 等 の 例 を 参考 
と し て 会 計 幹 事 応 玉 い て 検討 する と と と し な た: 
5. 名 誉 員 推 薦 に つい て 
本 会 の 第 19 代 会 長 で 第 6 回 功績 賞 受 領 者 で ぁ り 
先般 (34 年 11 月 3 日 〕 文 化 勲 章 を 受け ち れ た 丹羽 保 次 
郎 君 を 名 准 員 記 推 識 す る と と を 全会 一 致 で 決定 も た J 
65. 前 会 長 を 囲む 懇談 会 の 開催 に つい て 0 
恒例 に よる 前 会 長 を 囲ん で 環 役員 お ょ び 音 ま ょ の 訂 
談 会 を 次 の 通り 開催 する こと と し た . 
2 月 22 日 (月 ) 正 年 , 新 東京 グリ ル (産経 会 名) 
7. 功績 賞 , 論文 賞 , 著述 賞 等 の 英文 称 呼 に つい で Rt 
岡村 調査 幹事 が 担当 , 研究 する と と と し た . ンー 潮 
8. 連合 大 会 特別 講演 に つい て 1 
本 会 関係 の 特別 講演 と し て 気象 研究 所 長 荒川 秀俊 博 
士 に 「 気 象 と 電子 計 唱 」 の 講 計 を 信頼 し 内 諸 を 得 だ 四 
報告 が あっ た . 
運 合 大 会 の 規定 で は 旅費 文 出 の 誠 が 無い とき 補 ま 補 全 
傘 担 で 支 納 する と と と し , 職員 の 大 会 関係 費 と 共 c 35" 
年 度 予 算 た 計上 する と と を 承認 し た . « 
9. 新規 会 員 の 入会 承認 に つい て 


下記 の 通り 新規 会 員 の 入会 を 承認 し た : 
正 員 時 場 準 一 外 大 名 ne 
准 員 岡本 正吉 、 20 導 


特殊 員 全国 PBX 協会 外 「1 名 
学生 員 右上 孝 雄 外 106 名 
東海 大 19 徳島 大 


掌 生 中 電通 大 14 山形 大 2 愛媛 大 て 
肉 訳 防衛 大 6 阪 府 大 RR 細 天 os 
翌 学 院 二 5 芝 北 大.15 交 都立 

京 大 3 . 静岡 大 10 ’ 
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記 事 


10. 日 立 製 作 所 割当 株 式 の 引受 に つい て 

今般 増資 に 伴う 新株 5,000 株 の 割当 が あっ た が , と 
れ を 引受 ける か どう か に つい て 協議 の 結果 引受 ける と 
と と し , 払込 金 200,000 円 (1 株 40 円 ) の 支出 を 承 
認 し た . 

な お , 本 会 所 有 の 株 式 は 寄付 を 受け た 当時 の 浜田 会 
長 の 名 義 を な っ て お り , いろ いろ の 場合 に 不便 が ある 
の で , 今後 は 会 計 幹 事 の 所 管 事項 と し て 毎年 新 会 長 の 
名 義 に 書換 を 励行 する と こと と し た . 

11. 維持 員 増 強 に 伴う 支部 交付 金 の 増額 に つい て 
放 L 用 25 日 現在 で 下記 の 通り の 成果 を 得 た の で , 東京 
| 寺 部 を 除き 前 年 度 と 同様 20 必 を 支部 交付 金 と し て 増 
額 す る こと を 決定 し た . 


支部 別 維 特 員 増強 調書 (1 月 25 日 現在 ) 


a) 電気 所 合図 書館 蔵書 の 整理 に っ いて 
罰 目 有 下 工 作 中 の 碑 の で き 次 第 区 分 整理 し た 上 で 調査 則 
有 有 さ が こ れ を 検討 し , 保存 の 必要 無い も の 等 を 区 別 し 図 


TC ' 
衣 民 在 とれ を 検討 する 委員 会 も 無く , か つ , 電気 学会 
有る 回 B 冬 員 会 に 包含 され る と 思わ れる の で , 今回 は 本 
放 会 し て 笑 に 意見 無し と 回 答 す る こと と と し た . 

有 の 自 呈 制 御 研 究 連 絡 委 員 会 分 担 多 に つい て 
滑 1960 年 度 分 担 金 7;500 円 の 支出 を 承認 し た . 

月 35 年 度 新 規 事 業 計 画 に っ つい て 

有 有 35 年 度 予 和 礼 成 中 で て ぁ る が , 特に 新しい 計画 が あれ 
8 邊 に 織り 込み た い 和 提 幹 事 か ら 発言 が あり , 種々 難 
| 談 し た 新しい 企画 と し て 雑 計 に 関す る アン ケー ト が 
あり , 目下 加 島 幹 事 担 当 で 講 究 中 の 旨 発 言 が あっ た . 
は 4 告 事 項 


| 会 員 現況 会計 別 収支 状況 , 資金 月 末 現 在 高 
| (中 表 p238 の 通り ) 


: 。 輸 炎 科 会 1 月 5 日 ,3.00pim, 
i 給 文 中 る 1 月 12, 4.00pm. | 吾 
補 中 会 / 5.30pm. / 会 
記 計 功 村 康 舌 員 会 1 月 13,5.30pm. 
| 全国 犬 会 委員 会 1 月 22 日 ” 
. 癌 術 員 交 会 本 委員 会 1 月 29 日 2 


務 所 
議 室 


が (122) 


別表 1 照 和 34 年 度 全国 大 会 事務 報告 
1. . 期 日 "昭和 34 年 10 月 16 再 ( 金 ) う 17 E); 
18( 日 ) 
2. 会 場 東京 大 学 工 学部 1 号館 お よび 3 号館 5 
谷 計 .8 教室 
3. 講演 数 
特別 講演 2 件 
一 般 講演 論文 
[講演 し な いも の 3 
内 1 メン 座 め が 主夫 i 35 件 
欠 名 4 件 
シン ポジ ウム 
S-1 情報 処理 機械 7 件 
S-2 トラ ンジ スタ 21 件 (内 13 件 一 般 講演 より) 
S-3 航空 電子 機器 6 件 (論文 数 30 件 ) 
S-4 スピ ー カ 7 件 
参加 者 総数 (講演 者 を 含む ) 980 名 (内 無料 69 名 ) 
論文 集 発行 並び に 吾 布 捧 況 1 


で * ゆ py| 護 on た 


6. シン ポジ ウム 予稿 印 副 並び に 健 布 状況 
竹 別 | 還 刷 部 数 | 無料 | 有 料 | 残 「 | 人 箇 考 
Ss—1 250 12.~ 1338 0 


Ss—2 350 26 


7、 懇 親 会 
招 待 25 名 有料 参加 者 55 名 
事務 所 職員 て 7 名 
合 計 87 名 


9 月 7 日 , 


別表 2 昭和 34 年 度 全 国 大 会 収支 決算 書 
(35.1.20 現在 ) 


収 入 の 部 | 支出 の 部 


207.600| 秦 員 会 買 
42,600| 論文 集 作成 四 


講 泊 者 参加 費 
ーー 皮 参加 費 


陰 文 集 頭 布 代 | 688.960| 次 第 書  * 42,272 
ヤッ 刺 か みよ 導 寺 200,490 シン ボ ジ ウ ム 予 先々 237,775 
4,000 
0 尋 本 9880 0 場 ) 詳 記 要 13,980 
論文 集 広 告 収入 125,600 直幸 会 経 思 50,105 
導入 ed 0 3 
仮 受 金 金 ) 0 0 
堆 収 入 159 1| i 務 記 80,000 
4 opind LE 0 A 
光悦 費 | 3,030 
仮 受 金 返金 8,659 

剰 宗 


519 件 (523 件 の 内 取消 4 件 】 


} 
光 
i 


て 度 ) 入 上 a 
i 
0 ARM-5805 型 
B 号 選択 度 特 性 が が 容 + 易 た 測定 で き る 短波 標 誰 信 号 発生 毅 完 成 


| 下 乾 周波 数 の 調整 の 細 カ サ , 安定 サ , 確度 が 従来 の る 
の に くら べ て 非常 た 改善 され まし た . 減速 比 が 大 
きく ガタ の な い ダ イア ル に ょ よっ て 周波 数 が 容易 に 210 220 
変え られ る と 共に , 見 易い 周波 数 直読 目 感 た よっ 
て , 5 へ ~6 桁 の 周波 数 が 容易 に 読みとれ ます -. 


105 110 

| 中 消 。 出 カレ ベル は 759 の 出力 イン ピー ダン ス で 1V 隊 
が 得 ら れ ,APC (自動 出力 レベ ル 調 整 回 路 ) の 動作 i 

Ne に よっ て , 出力 レベ ル は レベ ル 調 整 を し な く て も a nk To 


図 た 示す よう に 周 3 < (中 央 目盛 の 読み え 10.6974 Mc) . 
に 3 特 ミ 少 < 0 を 3 
ホ 1 波数 性 が 少く な っ て 泊り ます 周 UE 0 


相 紗 変調 の 特性 が 改善 され まし た . 

変調 率 は 軽減 され 図 に 示す よう な 波形 に な り 

まし た また 緩衝 増 巾 器 の 作用 に よっ て AM 

に 件 0M が 実際 上 問題 に な ら な い 位 減少 し 図 4 6080.1 2 F484 HY 4 $80 .20 3 

' の よう な スペ クト ラム を 示し ます . 6 

| これ 等 の 点 は いづ れる も 将来 の 高級 標準 信号 発生 < ) て a 
の 進む べき 方 向 を 示し て いる も の と 申せ まし ょ う 


規 格 


| 周波 数 秀 囲 | 30 ke~30 Mc 


) 3 g 主 目 盛 で , 上 0.5% , 副 目 0.02% 
i hi 


| 周波 数 目 
0 30Mc に お いて 2kc 


| | 局 波数 安定 度 | 30 分 後 10 分 問 の 変動 が 0.02% 以下 
| 周波 数 校 正 | 100 kc マル チバ イプ レー タ , 1Mc 水晶 発振 回 


AA ET TT mt 1 Mc, 400 c/s 85% 変調 1 
NSWRADMF 変調 波形 の 1 例 交 届 スベ クト ラム の 1 例 


A | 出力 レベ ル 範 囲 | —10 db~120 db 


| 出力 レベ ル 確 度 | +1db(0~120 db), 1.5 db(-10~0 db) 


; | 内 部 400 c/s 1000 c/s, 外部 50~10,000 c/s 
" 変 調 周波 数 た だ し 撤 送 周波 数 の 3% 以下 


xu ま | oi00% 
| 次 西 確 度 | +( 指 示 値 x0.05+2) %。 
拉 Pa 3 0 % 変 調 で 一 40db 以下 ・80% 変 調 で 一 25db 


| | 変 層 雑 ¥} 302% 変 議 で -50 db 以下 
則 大 調 に よ 0 | A 型 側 帯 波 分 析 器 で 見 出 を な い 


F 
_ , 源 | 100Y, rE 約 160 VA 


品 | 真空 管 メ 1 組 , 表示 灯 X4, 

出力 コー ドッ ゞ x1, 取扱 説明 書 Xi。 - 計 験 成 積 書 x2 
345( 高 ササ ) X535( 巾 ) x280( 奥 行 ) mm 
| 約 40kg 


裕二 加東 森 式 童 入 | 


+* 


東京 都 洪 区 麻布 富士 見 町 39 電話 (473)2131( 代 ), 2141( 代 ) 
営業 所 神戸 市 生田 区 栄町 通 5-10 電話 元町 (④ 3614( 代 ) 


本 サー キュ レー タ は 、 多 端子 回 踏 に フェ ライ ト 移 相 器 を 組合 は せ て 特 環 的 に 一 方 向 だ どけ に 
電波 を 通す 回 路 で 、 前 進 波 ・ 後 進 波 を 分 上 離 で きる 点 で 、 方 向 性 結合 器 よ り も 高 能 革 で あお ありま 
すす また 不 整 合 の 悪 影 無 を きけ られ る 上 点 で 単 向 管 と 同じ 特長 を も ち 、: パ ルス の みな ら ず 、 連 
続 波 だ 対し じ て も 良好 に 動作 し ます の で 、TR 管 の デュ プレ クサ より も すぐ で ぐれ て いま す 。 デー 
サザ て 、 デ メー ベベ 等 の 信号 と 増 巾 波 ・ 発 振 波 の 分 離 に 適合 し て いる の み で な く 、 レ ー タ ダ タダ の デュ ンプ ヤレ 
クサ と し て ゃ も 用途 が 多く 、 下 に か ・ す ・ け げ る 特性 の も の は これ 等 の 使用 目的 に 便利 な よう に 同一 
平 耐 内 に 3 ヶ の 入出 力 端 子 を そなえ と な た 構 造 と な っ て いま す 。 


i 4. 

0 

RN 

: 

{ 

| | SP 島田 理化 エ 業 株 式 合計 
の 本 社 ・ 本 社 工場 東京 都 中 野 区 富士 見 町 17 番 地 

電話 中 野 (381)0166~9, 6297, 8971 

i ; 

N 放 「 本社 ・ 本 社 工場 を 3 月 上 旬 右 の 場所 へ 移転 いたし ます 。 東 京都 調布 市 柴崎 町 415 穫 地 ) 電話 調布 (0229) 代 4101 
¥ 後 一 2 


4 
ss 


映像 TF が 2 息 に な る ・ 
0 IR 


周波 増 巾 用 5 極 写 
6EJ7 


6EJ7 は シャ ー プ ・ カ ッ ト オ フ 特 性 を 有する 9 ピン MT 型 の 
高周波 増 貼 用 5 極 管 で 、 カ スコ ー ド チチ ュー ナー 用 と し て 開発 し た 
7DJ8 と 同じ く 、 フ レー ム ・ グ リッ ド を 使用 し て いま すか ら 相 
互 コ ンダ クタ ンズ が 非常 に 高く 15000 MU に も な り 、6 有 BX6 の 
約 2 倍 に も な っ て いま す が 、 入力 タン ピン グ は ほとん ど 変 わり ま 


せん 。 
: の 2 半分 
( は ー" グ 区 
さ ヒー タタ 電流 ee 
電極 間 静 電 容量 
寺 計 の) 
出 力 cesesesessssetsessesoves 
: 第 1 グリ ッ ド と プレ ー ト 間 …… 
4 代表 的 動作 例 3 4 
4 プレ ー ト 電圧 cscsvesseseseee see oe i vy i 
' 第 グリ ド 電 Ei CN 
3 第 2 グリ ッ ド 電圧 eeeeree・ RK 200 V 
第 1 グリッド 電圧 ee "2, SV 
1 プル レー ト 和 電流 eeeeeeeeeeeeeeenee day 
1 第 J の 0 の 志 
h 相 紀 所 3 が ク グ 2 15000 PN 
内 志和 李 全 本 ee . 350K 0 
G2,- G」 間 増 由 率 ee 60 7 
) 50MC に お ける 入力 抵抗 ……… 6.5K9 7 
§ w 
< 4 0 0 0 0 0 900 
プレ ャ ー ト 電圧 (V) 
は 8 最 大 格 NS 
レー ド 括 (タッ ト オ フ 時 9 最大 550 V ; 
p I RE ee i Sa CS ry 最大 250 vV 
0 ーー プレ ー ト 損 失 eee る 2.5 W 
; 第 2 グリ ッ ド 電圧 (カッ ト オ フ 時 )… 550 V 
; 第 2 人 志 ie EH 250 V ; 
| 0 第 2 グリ ッ 際 醒 湊 0 最大 0.9 W | 
| ーー カソード 電流 een 最大 25mA i 
] 。 第 1 グリ ッ | tm Te 最大 1 Mn + 
計 57 ヒ ー ク の る ド 間 電圧 Year 最大 150 V - mp 
| モータ ・ カ ソー ド 外 部 抵抗 …… 最 大 20K 9 志 了 キ " 嘆 


松下 電器 導 業 株 式 会 社 


NHK 科 学 番組 


原子 力 時 代 の 物理 学 
(教育 テ 和 ビ 
みん な の 科学 


(東京 , 大 阪 地区 の み ) 


地 球 の 科学 
展 計 陸 な の る 六 東 
今日 の 医学 
動力 機械 の 発達 
科 学 の 話 l 題 
《 く ちら し の 科学 
テレ ビ 自 動車 学校 


日 前 7.25 
後 '10 .00.) 
月 後 6.35 
月 後 8.00 
火 後 8.00 
水 後 8.00 
木 後 8.00 
金 後 8.00 
大 後 8.30 
金 後 9.00 


ラジ ビオ や テレ ビ の 契約 お 申込 み の ま だ お 
すみ に な っ て いな い お 宅 は 。 NHK 区 は 
お 近く の ラジ ビオ 店 郵便 局 。 電力 会 社 へ 
お 申込 み と 下 さる よう お 大 いい た し ます 。 


日 本 放送 協会 


7 


CTー521 己 型 
* 使用 ブラ ウン 管 
130H—BlA 
e 垂 卒 軸 偏 向 感 度 
0.05V/cm~20V/cm 
e 周波 数 特性 
dc~15Mc 偏 差 8db 
e 時 間 軸 掃引 速度 
0.1nsec/cnm~5sec/cm 


正 価 360.000 円 


掃引 方 式 
' de 15Mc ト 』 り ガー 掃引 、 操 返し 掃引 
4 に に i 
に 1 El F 
: rf FA. Ly A 
. ‘jh 
。 ; 
送 
i 規格 一 ーー 
7 簡 CT イー511A 型 
e 使 用 プラ ウゥ ン 管 5UP1(F; 
詩 垂直 軸 偏 向 感度 
: 二 0.1V/em~30Vac, cn 
2 * 周波 数 特性 
雪 8 。 dc へ ~1Mc 偏 療 8d 
MM 
0 * 時 間 軸 掃引 速 民 
. Ml 本 Susec, cm~800msec/ cn 
a 
/ ? 掃引 方 式 


+ トリガー 所 引 、 操 返し 掃引 


カタ ログ 進呈 東京 都 品川 局 区 内 
松下 藩 信 工業 計 天 課 


松下 陣 信 工業 株 式 会 


Poom 


電圧 制御 シリ コン ダイ オー | 


T=0.0005% per °C 
from —55°C to +185°C 
最高 精度 の 唯一 ひ の メ ー カ ー 


米国 に 於 いて この 1 年 間 に 700% の 需要 増加 
を みた 標準 素子 


U.S. SEMICONDUCTOR 社 の ダイ オー ド 御 使用 の 方 の た め に …… 


1. 安価 な ZENER DIODE を 用 いて 優秀 な 電圧 制御 が 出来 ます 
1N1885 を 用 いて 何等 の 温度 補 回 路 な し の 上 記 の 回 路 か ら 得 られ る デー タ は 


R 


お ーー 
EIN lz EouT 


En=150 V+15V TC.=0.075%/C 


AEIN=30 V Iz=15 mA 
K=6.2K AEouT= 4.345 V 
SAT 1000 


2. 中 電力 ZENER DIODE は 10 ッッ ト 迄 すぐ れ た 電圧 制御 が 出来 ます 
3 温度 補償 型 タ オオ ー ド は 前 掲 の 温度 係 を 有 し 1N2163 か ら 1N2171A シッ リー 


ズ と し て 各種 の も の が 製作 され て お だ おり ます . 
日 本 総代 理 店 
イン ダス トリ アル ・ イ ン ポ ー ツ 株 式 会 社 
東京 都 中 央 区 銀座 2-3 米 井 ピル Tel (561) 1171 


後 一 6 


Anode Voltage, VACc 
Type (DC or Peak AC) 
土 Volts (Note 1) 


3A30 30 
3A60 60 
3A100 100 
3A150 150 
3A200 200 


0 
a 委 


“ON'' CHARACTERISTIC 


"OFF" CHARACTERISTIC 


“ーーーー==ー=ーfーーーー-=- 


“BREAKOVER™ 490 
VOLTAGE 


| 記 
AVALANCHE 
BREAKDOWN 


Tc CASE TEMPERATURE (yo) 


ati curret range 10-1000 mA ・Low “‘On’’ voltage, typically_ n 
. Less Than 2mA gate current “‘Fire’”’ EK Operation to 150°C 
- Voltage ratings to 200V - Miniature size, in To-9 pacl 
“eTarn On”’ time typically under 0.2 pp see  ・Mechanically rugged a i 


0 
放 + Ny P 
: 0 っ チ 宮 度 や 回 衝 時 間 が 潤い 電圧 降下 が 少な い 0 
: ピーク 電流 が 大 きく と れる . ラマ ラ ア イア リン シング の ペー ス 電 流 が 少 い , 
不要 と な つた 、 

ーー 搬 に Rt ) 
A 回 路 ペイ ステ ー プ ブル 回 路 。 Db 0 メモリ 回 路 な どの 他 
有 隊 相 へ の が 還 発 され つ ヽ あり ます 


邊 本 総代 理 店 ) 


ee 


Ta 56D i 


\ 


の 


本 社 ・ 東 京 都 時 田 区 寺島 町 2 の 8 電 話 611 局 101=7? 
営 菜 部 ・ 東 京都 中 央 区 築地 3 の 10 懇 和 会 船内 電 話 (541) 2021~9 
大 阪 販 売店 ・ 大 阪 市 北 区 梅田 町 47 新 阪神 ビル 7 階 704 号室 電話 大 阪 (36) 3658・1171 
名 古屋 出張 所 ・ 名 古屋 市 中 区 広小路 通 を の 17 東 ピ x 電話 本 局 (23)0284 
福岡 出張 所 ・ 福 岡 市 上 洲 和 天 町 42 電 話 東 (3) 4397 
仙台 駐在 員 事 務 所 ・ 仙 台 市 名 措 丁 38 電 笑 仙 台 3515 
札幌 駐在 員 事 務 所 ・ 札 幌 市 北 三 条 西 四 丁 目 (第 一 生命 ビル) 電話 札幌 (4)1768 


FM TY 


ノ テ ブナ の 電気 虚業 様式 会 息 


、 東京 都 品川 区 大 井 元 芝 町 880 電話 (761)3111( 代 表 ) 
後 一 8 


直線 変位 型 (LPー10) 


正弦 余弦 型 CSPー15) 


者 B P 区 a 高 
US 2 Or A WE i 


自動 制御 機器 その 他 
計数 素 示 用 


3 性 能 

分 解 能 600/min 
桁 5 

堆 戻 有 

消費 電力 僅少 

窓 開 寸法 48X12 mm 
3 CD fi 


電気 計測 器 ・ 工 業 計 器 製造 
電子 礼 機器 ・ 制 御 機器 2 


渡辺 電機 工業 株 式 会 社 


東京 都 波谷 区 神宮 通 2 の 36 電話 青山 GN at 


アル ミニ ウム 協 面 処理 専門 


白色 , 金色 , 銀色 , 黒色 , 原色 , そ の 他 各 
FI ミラ イ ト 法 に 依る 装備 用 び 防 結 処理 一 式 ( 大 名和 > ッ キ 及び 梨地 仕上 ) 
塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 


〇 (特許 ) アル ミニ ウム 超 硬 質 処理 ( 耐 絶縁 性 , 耐 鶴 触 性 , 耐 麻 和 性 ) 等 に 最適 


〇 ① 鐘 金 処理 (アル ミニ ウム 及び アル ミ 合 金 に 各種 電気 メッ キ ) 


電化 彼 膜 工業 


東京 都 大 田 区 今泉 町 259 番地 TEL (731) 3169 


OCOD TT TTT TT TT TDD DT TTDI TLIOTTTD TLD TT TTTT CTT DIT TROT TOT TOTTI TTT LT DIONE 


ンー エ 機 


③ ス ライ シン グマ シン 
六 手 動 式 ・ 油 圧 


Type 8—SCTH 次 半自動 式 ・ 油 圧 操作 


次 自動 式 ・ 油 圧 操作 ラジ ェ ッ ト 方 式 
使用 ブレ ー ド 径 75 mm t0.4, 
100 mm t0.4, 125 mm t0.4 


③ ラ ッ ピ ング ケ グマ シン 
ラッ プ マ スタ ー タ イプ 


仕様 タイ マー・ 自 動 拠 拝 装置 ・ 電 磁 ペ パル プ 付 
ラッ プ 明 径 12 財 ふ ハナ イト 鋳鉄 使用 


(スラ イシ ング マシ レッ) 


東京 都 新宿 区 番 衆 町 12 
* TEL (351) 15 2.017 


三池 理化 工業 株 式 会 社 ] 


a TT TTT TT IUD TOO TTDOOTTIIIDT TIOTTOTTTITOON TIT TITOONTT TTTTOTITITOOT TTITIITITTTITTTITTTITITITTIIOITTITTTITTTITTTTTTTTTTTTT 
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ワ ド ー の トラ ンジ スタ ー・ 電 子 管 金属 材料 a 


| MINIRON 52 | 


; 軟質 ガラ ス 封 入 用 | 


' Fe-Ni-Cr 合 金 


平均 膨 服 係数 8~10/C 


; (20°C~500°C) ko 


通 中 時 合名 会 社 : 列 
. 沿い i 


| : BSH 122 p123 1 
' A 電話 東京 851) 局 5124 。 5125 ・5126 OE 


er¥ 


衣 造 株 素 会 社 。 林 名 。 各 チ 村 社 下 造 部 


a~y 
a a EE 2 
温度 測定 、 温 度 制御 、 ト ラン ジス ネタ 
温度 補償 、 起 高周波 電力 測定 、 発 振 
器 振 巾 容 室 、 通 信 回 路 自 動 利 得 調整 、 
継電器 動作 軍 延 、 サ ー ジ 和 電流 抑制 用 
その 他 ta 


火花 消去 に 
シン デリ ニス ズ スペ ーー 


"火花 消去 、 サ ー ジ 和 電 評 抑制 )、 
」 定 電 庄 用 その 他 


会 社 


代表 電話 江戸 川 (65!)1633 番 


東京 都 江戸 川 区 小 の 2916 


N g a 
NA a 


高中 二 月 BE を きき 夫 s 


甘 種 回 転機 


新 中 央 工 菜 株 式 會 坊 


東京 都 大 田 区 大 森 5 丁目 232 番 地 電話 (761)9125 9 


12N1102 


2 N1101 
12N1058 


"Auble 
12N194AE 12N516 2N10: DRINER 
2N212 2N 2N21! 2N35 


2N193 2} 2N2 2N228 2N306 
2N371 2! N 2N34 2N109 
2N409 2N 37: 2N407 2N405 2N101 


電 

- 子 

抽 

|2N214mph | 2N213 て - i Ee | 専 
N ni ne 由 

輸 

入 

取 


2N410 21 6 2N34 2N591 2N141 2N307A 


2N143 2N350 
2N351 


SYLVANIA 


日 本 販売 代理 店 


東 殖 通 南 株 式 会 社 


中 央 区 築地 3 一 6 築地 ビル 2 階 (541)6735, 4321~9 


間 RSA NPN 用 き 険 写 直 選 や 


(ーー 


nn 


会 た 明 \ Em 


と すす で ぐれ だ RR 


経 


な 


@ 強 電 機 製作 50 年 の 豊 か 


re NO MMOkK No Dr R00 no oo een 男 


mT 40 


J] 64 


Sl + mo ご) a 
Sg ke Ro 0 
板 挟 さ 紀生 丸和 導 2 林 8 林 の 志水 誠 く 放 em 丸 8 


人 W 本 Re 人 
に 科 還 本 人 


Rn に き ー = 雪 人 き i 
eS 款 寺下 る 還 に E き べ きく 本 き 枯 


一 匠 四 抜 上 穫 枯 る の 臣 いい 伯 的 投 匿 に 語 氷 ) 雇 当 n 征 知 朱 
= { ーー ーー KK 
下 ド に 区 話 | a ig Tinie i ELC 
ht 4 i 3 
全身 引 組 紀生 
お 民 各 湯葉 回 ヨ 
いて 


産業 株 式 会 社 
株式 会 社 


機 
東京 都 目 黒 区 東町 5 2 番地 
電 話 東京 712 局 代表 3146 一 8 


| 
v 
: ミ 於 由 
8 が 
。 過 3 
っ 克 
に 才 ml 
0 
i 
ny 
っ 
NY 穫 営 
4 


> 
ン 


; 
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NE C 高 信頼 管 の 特長 

初期 不良 が な い の で 従っ て 平均 寿命 が 長い 
特性 変動 が 少 い 

特性 が 均一 で そろ っ て いう 3 

絶 線 、 耐 圧 が 良く 陰極 以外 の 電子 放射 が 少 い 
振動 、 衝 撃 に 強く マイ クロ ホ ニ ッ ク 雑 音 が 少 い 


主 な る 営業 品目 
EN , 
シル コン ダイ オー ド 
ゲル マニ ウム ダイ オー ド 
定 地 圧 ダ ケイ 4 ォ ー ド 
> ペ タタ 


~ 
a 
OO Tn 


の TF 


に トイ ee 
CC ペコ ョ ロート の どぶ 


oy まき まき 邊 


昌 話 三田 (192315 振替 東 


は 
中 


感 麻 き まま 吉 同 浩 = ま す 
= 話 コ オ サ ペ A 用 回 計 キ = 


時 路 品 貴 中 忠 中 中 嘆 中 Vw 


Bi 
凛 河 
普 S 


本 3 性 rr 人 了 f「 條 一, 人 重 赴 坦 店 紛 か が プラ ダイン 方 式 で ぁゃ 
生生 見 康 < さ r teviim | ev oe | 0 \ av/iem 


ok a | was | care oemrc 1 Te:05 00a ci KIS 
wy -34b 知 ミ IOKC-3 上 | 電子 の 栓 4 也 本 
及 リリ 写 オ リ ] XM OR 
| 3 | ; 


ッッ の 株 ょ より ・ 
直 坂 現 計 さき 語 『 巧 刻 
4 見 計 失 % 容 : まま 7" EERE . 
各種 六 紹 囲 a 油 | 定 が 貞 ま ます 議 皇 衝 は は 3 生 


* 便 用 まま DS SP A (FM) SSP = A 
誌 名 必 記 入 


世 大 答 「 


| 表 電 | 柏 す 


カタ ログ 送 時 0 
0 
自記 式 オ ェ ロ 2 ラ 
wi -40 直 記 式 オ z 昌 クラフ ラノ 
QINKTWRTING +~ 6+ * 中 時 (か 1 回 高速 下 窒 の sc 金 来 
は が も の 人 電 ーー 内 Eh 吉 カ 電圧, 電 注 癌 の a i で 
E08 性 20mm<1n% OB 証 生生 の R ff ー 製 人 造 工 程 の 現 視 に 


0O 応 健 級 送 り 夫 度 7ー60mm 10 徹 切替 還 右 モー ター 全 用 0O 他 各 夫 性 刻 の 記 健吉 載 巾 置 も 製作 中 
a た 匠 が 源 衝 
(Em 2S DH EE EU ES = > 
4 座 村人 導 東京 邦 中 和央 区 和信 電 州 3 丁目 3 項 地 TEL (271) 5777.577 8 
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C3 s CE CC 

OO ee® 
eee Ooo ee ee 
ee a tt gt ee ee 

0 0 0 RR RA ARM MM sees 


“ a i の 
中 穫 高圧 整流 官 | 
六 テ レビ 受像 機 や 測定 器 ei 
に は 必ず 使い ます 。 


15642| 隊 2 4 | 
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OB 管 高圧 高周波 電源 の 整流 
〇 高圧 パル ス 整 流 

〇 逆 硬 電圧 10,000V 

〇 ⑤ 外 径 10 ミ り 全長 52: 9 


〇 ガイ ガー 計数 賞 及 測定 器 電 源 の 
整流 

の 高圧 パル ス 珠 流 

〇 逆 耐 電圧 1,500 V 
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半 | 記 
本 器 は タコ ゼネ レー ター 付き の サー ボ モ ー | 


ター を 使用 し て いる の で , 特に 速い 現象 の - 
記録 ・ 測 定 に 好適 で す . ; 
記録 紙 有効 市 25cmx35cm 
記録 速度 X 還 0.6 秒 / フ ルス ケー ルル 
YY 軸 ”078 秒 / プ ルス ケー ニル 
感度 10mV~100V 13 段 切換 えー 


株 。 基 > 会 き 社 5 軸 線 村 位 村 
渡辺 測 器 製作 所 
本 社 ・ 工 場 東京 都 品川 区 西 品川 3 一 788 


TEL. 東京 ⑭1) 8827・1966 


大 阪 出張 所 兵庫 県 慣 ヶ 崎 市 富松 学 大 除 嘆 。 庄 
TEL. 大 孤 83) 6860 ーー | 


シン 入 ロミ ク コラ ドブ 
レス ーー 々 一 
MA 型 ・PA 型 直流 増 巾 器 
その 他 各 種 直流 増 巾 回 


庄 ( カ タロ グ 進 呈 誌 名 明記 の 上 お 申込 下さ い ) 


局 昼 り パ ラボ ラ 遠 隔 制御 装置 
/』 TP18 一 1 型 NHK 納 入 
東京 タワ ー 鉄 塔 150m 上 に 
取付 けら れ な た 回 転 ペ ラボ ラ 
四 装 置 の 中 一 台 を 示す 


用 


本 装置 は TV 放送 選 に お いて , TV 映像 の 移 
勤 。 中 継 局 よ ょ り の 受信 に 使用 する ベラ ボラ 空中 
線 装 置 で 三 組 の >* ラ ボラ 装置 を 鉄 塔 上 に 設備 し 
速 隊 制御 に より 任意 の 移 王 中 継 局 よ ょ り の 映像 受 
償 を 全 方 向 の カー する こと か み が で きる 。 


格 

使用 周波 数 6875Mc 一 7125Mc 
(2) 利 得 35db 

(3) VSWR- 222 で 

(4) 開 ロロ 径 4 順 ( 開 口径 6 呈 に も 使用 出 
来る ) 


量 
バラ ボラ , 回 転 装置 を 含み 1 組 の 陳 虹 は 約 450kg 
で あぁ ある 。 
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Rmax 最大 拭 抗 値 , Rmin 最小 拭 抗 値 , Rp 抵抗 温 庶 保 数 1、3X10*/C*(0.1% 以 下 2 x10*),R4 士 0.2 x10-*/C' W40 温度 上 昇 40*C.W20 温度 上 上 上 昇 20*C 
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a ビー ツン クス: コープ DS- 
5155 は , 2 要素 ブラ ウン 管 5 AFP 11 
を 使用 し て いま す -. 

プラ グイ シン タイ プ の 前 置 増幅 器 は , シ 
ジグ ロス スコープ SS-5301SS-5101 と 
共通 の も の が 使用 され ます . SP10D 
を 2 組 挿 入 す れ ば は 4 現像 の 観測 が 同時 
に に 侍 を ます 

電源 は 台車 に た の っ て , 本 体 と は 別に な 
ララ で いい ます. 


性 能 (SP-30 挿入 時 ) 

感 度 0.05 V/cm~20 V/cm 
周波 数 特性 DC~15 M c/s 

立上り 時 間 30m gsec 

遅延 時 間 200m gsec 

掃引 時 間 0.02 psec/cm~12 sec/cm 
較正 電圧 0.2mV~100V 

電 源 100V 50~60c/s 1,300 W 
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1. オー ルト ラン ジス タ 化 に ょ り 小 
型 軽量 で 取扱 が 容易 


2 . ビュー ファ イン ダ は 75mm ブラウ 
ン 管 を 使用 し , 上 下方 向 に 自由 
に 可動 で き , 前 面 に は 拡大 鏡 が 
そる な ぇ て ある の で , カメ ラ の 次 
熱 の いか ん に か ゝ わら ずみ や すい 

3. レ ンズ ター レッ ト は 右側 面 の ハ 
ンド ル 操 作 で 簡単 に 変え られ , 
長 焦 点 レ ンズ を 使用 し て も 画面 
が けら れ な いよ ょ よう 特 に 設計 され 
て いる 

4. フォ ー カ ス 調 整 は バー を 前 後 し 
て 容易 に 行う こと が で きる 

5 . 諸 性 能 は 従来 の 1 メー ジオ ル シ 
コン カメ ラッ と 同等 


超 小型 

オー ルト ラン ジュ スタ 化 
テレ ビシ ジョ ンカ メラ 
70O004 和 』 


TUITE TT 
8c や ー ジ オォ オル ショ コン 
カカ ラー カメラ 
SOoO0Ol 和 』 


特 徴 

1. 容積 は RCA 製 の 約 60%. GE 
製 の 約 90% 

2. ダイ クロ イッ クミ ラ に よる 赤 ・ 
青 ・ 緑 の 3 色 分 解 を 平行 光 東 で 
行っ て いる の で 光学 的 エレ メン 
ト を 少く する こと が で & き , 條 過 
光量 ロス が 少な か ( て すむ も 

3. ゴー スト の 発生 や 像 の ズレ と が 少 
な く , 像 が 鮮明 で 解像力 が ょ い 
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